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  	「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その２１）（完）

  	救急車を呼ぶ時はご注意を。（蘇生や治療を望まない場合には）

  	２０１９年３月２３日の勉強会のご案内

  	ポータブルエコー Canon Viamo C100 を導入しました。

  	小松邦志ブログについて

  	小松邦志ブログについて

  	小松邦志ブログについて

  	小松邦志ブログについて
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  	小松邦志ブログについて

  	小松邦志ブログについて

  	小松邦志ブログについて

  	小松邦志ブログについて

  	livedoor ブログから Wordpress に引っ越しました。
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ブログ始めました。

2018年04月30日






「好き」と「ネット」を接続すると、あなたに「お金」が降ってくる　立花岳志著
　を読んで触発されました。

　ブログで情報発信をすること、毎日書くことが重要ということがわかりました。
　今日から、できるだけ毎日何かを書こうと決めました。
　日々考えているいろいろなことを書いていきますので、よろしくお願いします。
















外出支援ボランティアを募集します。

2018年05月01日






　こひつじクリニックでは、病気、障がい、高齢による体力低下などで外出が困難になった方の外出や旅行を積極的に支援しています。
　病気などで外出ができなくなると、人とのふれあいが少なくなり、気分は落ち込みがちとなり、夢も希望もなくなり、体力は低下し、認知症も進んだりします。そうなるとさらに外出が難しくなるという悪循環に入ってしまいます。
　でも、そんな患者様でも、外出できたりすると、いっぺんに若返り、元気になり、前向き、積極的に毎日を送ったり、闘病できるようになったりするんです。
　患者様のこんな、すばらしい体験を手伝ってくださるボランティアを募集します。患者様が心から喜ばれて、感謝してくれて、元気になっていかれる姿を見るのはとても感動的ですよ。患者様から教えてもらうことも多いですし、患者様から勇気や希望をいただくこともあります。
　患者様のお出かけの際にはこひつじクリニックのスタッフも同行します。ボランティアの方には車いすを押してもらったり、患者様のお話し相手になっていただきたいと思っています。何の資格もいりません。興味のある方はお気軽にお問い合わせください。















ささげる喜び〜〜劣等感からの開放〜〜

2018年05月02日






　これは２００８年に私が書いた文章です。
　私がどのようにして劣等感から開放されたか書いてます。
　以下の文章の内容のことに気づいてから、たとえ、自分の中に気に入らない部分があるとしても、自分のことを好きになっていいんだとわかりました。
　今では、私は自分のことが大好きです。もちろん、今でも私は欠点の多い人間ではありますけどね。
　わかりにくいところもあるかも知れませんね。お気軽にご質問などお寄せください。

--------------------------------------------------------------------------------------------------------

    ささげる喜び

＜自己紹介＞
  最初に自己紹介をさせていただきます。現在私は教会ではいろいろな奉
仕をさせていただいています。役員をさせていただいていますし、教会学
校の教師もさせていただいています。教会学校では、ドラムを叩いたり、
ギターを弾いたりしています。礼拝の中で、時々液晶プロジェクターで歌
詞を映し出すようなこともさせていただいています。聖歌隊のリーダーな
どもさせていただいています。まったく下手の横好き状態です。
  母、妻、こども３人の６人家族で、みんなで教会に通っています。病院
で外科医、救急医として勤めています。

＜劣等感＞
  しかし、私は罪人であり、欠けの多い者、誘惑に負けやすい者、人を恐
れやすい者です。どの分野にしても自分よりすぐれた人はいくらでもいる
し、自分でなければならないという理由はありません。自分には教会で奉
仕にあたる資格はないと思ったこともありました。人前に出て能力のなさ
をさらけだしたくないと思うこともありました。
  自分より能力のある人をうらやましく思いました。教会での奉仕にしろ、
病院での仕事にしろ、もっとてぎわよく、早く、確実にできればいいのに
といつも思います。どうしてもっと能力を下さらないのですかと神様に祈
ったりもしました。

＜自分の能力は神様がつくって下さったもの＞
  長く、こんな思いを持ち続けていましたが、ある時気付きました。自分
をこのようにつくって下さったのは、神様であるということです。自分の
能力をつくって下さったのも神様なのだということに気付きました。向上
のために努力することは必要なのでしょうが、努力しても自分には限界が
あります。できることはできる、できないことはできない。人にはできて
も自分にはできないということはある。あって当り前なのだ。マタイ二五
・15〜30を読むと、人によって５タラント、２タラント、１タラントと預
けられたお金が違っています。そのように、神様は私たち一人一人を違っ
たものとしておつくりになり、それぞれに違った能力をお与えになってい
るのですね。自分の能力が足りないということで神様に愚痴を言うのは、
不信仰であって、神様を讃美し、感謝する姿勢ではないと気付かされまし
た。神様はありのままの私を受け入れて下さっています。私も、自分に気
に入らないところがあっても、まず、ありのままの自分を受け入れるべき
なのだとわかりました。

＜喜んでささげること＞
  そのことに気付いてから、少ししか与えられていないと思われても、そ
れを感謝して受けることができるようになりました。足りないと思われて
も、持っているものをささげればいいとわかりました。ヨハネ６章に５個
のパンと２匹の魚をささげた少年の話がありますが、少ないと思われるも
のでも、喜んでささげるなら、主はそれをお用いになることができるので
す。
  自分が持っているものは、お金であれ、健康であれ、能力であれ、時間
であれ、すべて主が与えて下さったものです。それを感謝をもって、喜び
をもって主にお返しすることができれば、と思います。与えられたものを
すべて主のために使うことができればすばらしいと思います。
  与えられた務め、奉仕、機会を感謝して受けて、誠実に忠実にそれに取
り組んでいくことが、神様が私に望んでおられることなのだと思います。
第一コリント十・31にあるように食べるにも、飲むにも、何をするにもそ
れによって神様の栄光が現されるならすばらしいと思います。

  あなたがたのからだを、神に受け入れられる、聖い、生きた供え物とし
てささげなさい。それこそ、あなたがたの霊的な礼拝です。（ローマ一二
・１）
















今日は同窓会でした。

2018年05月03日






　今日は中学校の同窓会でした。
　毎年開かれているのですが、昨年は参加できなかったので、みんなと会うのは２年ぶりです。
　今回は卒業以来初めて会う人もいて、めちゃくちゃ久しぶりでした。
　でも、不思議なもので、１〜２年に１回しか会わない人たちばかりなのに、そんなに久しぶりな感じがしないんですよね。
　みんな変わらず元気で、それぞれの場でがんばってるようで、しばらく話ができて楽しかったです。

　会場は舞子ビラ。こんなきれいなところです。
[image: IMG_3921]
[image: IMG_3922]



　舞子ビラからの景色
[image: IMG_3920]


　すぐ近くが海だったので、少し寄り道しました。
　明石海峡大橋です。
[image: IMG_3923]

　長く神戸に住んでいて、毎日この海を見ていたのですが、神戸を離れて８年。めったに海が見られなくなってしまいました。やっぱり海はいいですね。

















２０歳、若返る薬をください。

2018年05月04日






　訪問診療している患者様なのですが、８９歳の女性の方がおられます。
　訪問するといつも「年はとるもんじゃないねえ。なんとなくしんどくって、重くって、だるくって。昔はこんなじゃなかったんだけどね。年をとるといいことが何もない。」とおっしゃいます。ユーモアのある方で、言い方は深刻ではなくて、笑顔で言われるんですけどね。そしてこうおっしゃいます。「２０歳、若返る薬をください」と。
　「２０歳若返る薬ですか。そんな薬があったらいいですね。どうしたらいいでしょうね。」と私は返しました。

　この記事を読んでおられるあなたなら、このおばあさんにどう答えますか。

　私はこの方といろいろお話して、この方の喜ばれそうなことがわかってきました。この方の希望に、私のアイデアもくっつけて、こんなプランを考えてみました。

　★★　ちゃんとお化粧して、きれいな服を着て、
　　　　　イケメンの若い人といっしょにお出かけする。　★★

　長いこと化粧もしてないと言われる方ですが、こんなことが実現したら２０歳ぐらい、いっぺんに若返るのではないかと期待しています。
　私の思いつくアイデアはこの程度のものなのですが、あなたにはもっと素晴らしいアイデアはないですか。何かあれば、ぜひ教えてください。

















自己紹介

2018年05月05日






　まだ自己紹介をしていないのに気付きました。
　私のこれまでの歩みを神様がどのように導いてこられたかについては、また詳しく書こうと思っています。
　今日は簡単に書きます。

　私は、１９６６年に神戸で生まれ、神戸で育ちました。
　小学校５年生の時に初めて聖書の話を聞き、６年生の時から教会に通っています。属している教会は日本イエス・キリスト教団聖三一コミュニティー教会です。神戸市垂水区にある教会です。
　１９９０年に神戸大学医学部を卒業し医者になりました。
　卒業してすぐに徳洲会に入りました。最初の８か月は茅ヶ崎徳洲会病院で内科と外科、、次の２年半は湘南鎌倉病院で産婦人科、小児科、外科、次の約７か月は神奈川県の大和徳洲会で外科の研修を受けました。
　１９９３年１０月から、神戸徳洲会病院に移り、約１０年は外科、麻酔科として働き、その後は総合診療部長として主に救急車の患者さんをみる仕事をしていました。
　いろいろきっかけがあって、２０１２年３月に徳洲会をやめて、２０１２年４月から１年間、尼崎医療生協病院で緩和ケアの医者として経験を積ませていただきました。
　２０１３年８月に尼崎で患者様の旅行に同行して支援することを専門に行うクリニックとして、こひつじクリニックを開業しました。
　２０１５年１月に尼崎から兵庫県川辺郡猪名川町に移転して、訪問診療を中心におこなっています。患者様の旅行、外出支援も続けています。

　ふだんは猪名川町のグッドサマリタンチャーチの礼拝に出席しています。

　趣味は広く浅くでいろいろあります。
　お菓子作り、パソコンをいじる、マラソンに出る、ギターをひく、ドラムをたたく、将棋、ヨットで海の上をただよう、天体望遠鏡など。またおいおい記事にしていきます。
















あなたはイヌ派、ネコ派？　ネコと人間の似ているところ

2018年05月06日






　ペットとして飼うならあなたはイヌ派ですか、ネコ派ですか。

　私はイヌもネコも飼ったことがなかったのですが、飼うならイヌと思ってました。
　だって、イヌの方が飼い主に対して忠実だし、飼い主になつくし、態度や行動で考えていることがわかりやすいでしょ。
　それなのに、ちょっとしたきっかけがあって、１０年ぐらい前にネコを飼い始めることになってしまいました。飼い始めるまでは知らなかったのですが、ネコも飼ってみるとかわいいもんですね。

[image: PA0_0013]

　ネコはマイペースで、人にこびません。なでてあげるからこっちおいでと言っても知らん顔です。それなのに、おなかが減ったら、頭をこすりつけてきて餌を要求したり、遊びたい時だけ寄ってきたり、寒い夜には勝手に布団に入ってきていっしょに寝たりします。しつけが悪いのか、時には部屋の隅のトイレではないところにおしっこをしたりもします。
　まったく、マイペースのネコに振り回されっぱなしです。ネコはどこまでも利己的なんでしょうね。上手に周りの人間を利用して、気楽に生きているようです。[image: PAP_0001]

　こんないたずらをしたり、悪いことをして悩ましてくるネコなのに、でもやっぱりかわいいんです。家族の一員として大切な存在なんです。
[image: PA0_0005]
[image: PAP_0002]


　話は大きく変わりますが、神様と人間の関係も、飼い主とネコの関係とよく似ていると思うんです。
　人間は神様に対して、ふだんはそっぽを向いて生きていて、困った時だけ神頼みをしたりします。利用したい時だけ、利用しようとするのです。それでも、手のかかるネコがかわいくてしかたがないように、神様もどこまでも私たちを、大切に思ってくださり、家族のように迎えようとしてくださっているのです。
[image: PA0_0008]

　マイペースのネコを飼うようになって、神様がどれほどの愛で愛してくださっているかが、少しわかるようになりました。神様を身近に感じることができるようになりました。
















ネコがもう一匹います。

2018年05月07日






　昨日の記事ではネコが２匹しか登場しませんでしたが、ホントはもう一匹いるんです。
　ちゃんと紹介しないと悪いかなと思ったので、書きます。

　一番最近うちにやってきたネコでチャコです。メスです。
[image: no title]

　ちなみに昨日紹介したネコですが、最初にうちにやってきたメロです。メスです。
[image: PAP_0001]
　ちなみにネコの下にいるのは人間で、私の次男です。

　これが２番目にやってきたソラです。この子もメスです。
[image: PAP_0002]

　ネコにも個性があって、一匹ずつかなり性格が違うんです。面白いですよ。
　また、おいおい書いていきますね。

















「訪問礼拝」を提案します。

2018年05月08日






　私が院長をしているこひつじクリニックは訪問診療を中心に行っているクリニックです。
　元気な人なら自分で歩いて医者にかかればいいのですが、高齢になったり、病気のために体力が落ちてくると自分一人で通院することが難しくなります。そういう方は、訪問診療を受けることができます。体が弱って、家から出られなくなっても医療の恩恵にあずかることができるのです。

　私の訪問診療の患者さまにクリスチャンの方がおられます。
　昔は日曜日に教会の礼拝に行ってたんだけど、年をとって、体が弱って、行けなくなっちゃったと言われます。

　私はある時気付きました。
　体が弱って医者に通えなくなっても、医者が家に訪問してくれて医療を受けることができる。
　それと同じように、体が弱って教会に通えなくなっても、牧師や教会の仲間が家に訪問してくれれば、家で礼拝できて、信仰が養われるんじゃないかと。名付けて「訪問礼拝」です。
　定期的に家庭集会を開くとなると、けっこうその家庭の負担が重く、覚悟が必要で、ハードルが高いように思うのですが、訪問礼拝であれば、訪問する方もされる方もわりと気軽にできるのではないかと思うのです。
　どこの教会でも、リタイアして時間を持て余している高齢のクリスチャンがたくさんおられると思います。そういう方々に呼びかけて、家から出られなくてさびしい思いをしているクリスチャンのところに定期的に訪問して礼拝するのです。訪問される方も、する方も信仰が活性化されて、教会の活性化にもつながると思います。

　訪問診療は病状に応じて月に１回とか２回とか定期的に訪問します。訪問礼拝もその程度の頻度であれば、無理なくできるのではないかと思います。

　私自身も、時間が合えば訪問礼拝に参加したいと思っています。

　みなさんの教会でも、ぜひ一度「訪問礼拝」を検討してみてください。

















事例検討会のお知らせです。

2018年05月09日






　在宅での療養がより良いものとなるためには、多職種の連携が不可欠です。
　多職種と言っても、具体的に書かないとわかりにくいですよね。ケアマネ、訪問医、訪問看護師、ヘルパー、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、地域包括支援センター、民生委員など。患者さんによっては、さらに多くの職種の方が、自宅での療養や生活に関わることになります。

　こひつじクリニックでは多職種での連携を進めていくために毎月１回集まって、訪問診療の事例１例ずつについて検討をしています。最初は訪問看護師、ケアマネさんに集まってもらっていたのですが、最近では薬剤師さんにも来てもらって、意見を聞かせていただいてます。

　個別の患者さんの医療に責任を負うのは医師ではありますが、医師が患者さんのすべてを把握しているわけではありません。むしろ、看護師やケアマネさんが重要な情報を持っていることが多いと思います。看護師やケアマネさんなどいろんな立場の方からの情報を持ち寄って、みんなで知恵を出し合って、それぞれの患者さんの療養生活がより良いものとなることを目指しています。

　今回は５月２２日（火） 17:30〜18:50 に川西市文化会館でします。
　当クリニックの患者様に直接関わっておられる方が対象の集まりではありますが、在宅医療に関心を持っておられる方の参加も歓迎いたします。
















小選挙区制は廃止しましょう。

2018年05月10日






　今日は、ふと書きたくなったので、政治ネタでいきます。

　今の自民党の悪政が続く一つの大きい原因は小選挙区制にあると思います。
　２０１７年の衆議院選挙での自民党の得票率は 47.8% であったにもかかわらず、議席占有率は 74.4% と大きく乖離しています。こんな選挙で選ばれた議員であればとても「正当に選挙された国会における代表者」とは言えません。

　選挙区の区割りで、一票の価値の格差が問題とされていますが、得票率と議席占有率の不一致ははるかに大きい問題だと私は思います。自民党支持者の意見が、不当に野党支持者の何倍もの価値をつけられているのと同様だからです。このような選挙制度のもとでは国民の意見が政治に正常に反映されることは永遠にないでしょう。

　＜二大政党制か多党制か＞
　国民には実に多様な価値観、生き方があります。それを政治にできるだけ反映させるには多党制が適していると私は思います。多種多様な政党があれば、それぞれの国民が、一番自分の価値観に合う政党を選びやすくなるでしょう。

　＜野党に対する私の提案＞
　今、日本政治は腐敗、堕落し、質の低下が著しいと思います。危機的な状況です。
　選挙のたびに足を引っぱり合って、結局自民党を利する結果になっていることを、野党は深く反省すべきだと思います。
　離合集散を繰り返している場合ではありません。
　諸悪の根源は小選挙区制なので、ここは一つ、「中選挙区制または大選挙区制を復活させる」という一点だけを目標に、選挙協力をしたらいいと思うのです。各小選挙区で現在の各政党の議席数に比例する割合で各党で協議して、野党の候補者を一本化するのです。別に政策協議などをする必要はなく、様々な各野党の政策、主張は今まで通りバラバラでかまいません。とにかく自民党を下野させて、選挙制度を改革するのです。そうすれば、その後の選挙では、各政党は独自の主張を繰り広げて、公正に競い合うことができるようになります。そして国民の意見が反映される、正常な国会が回復されます。

　＜中選挙区制？　大選挙区制？＞
　多種多様な国民の意見や少数派の意見が国会に届くようになるためには、多種多様な政党がある方がいいでしょう。ですので、中選挙区制よりは大選挙区制のほうがいいように私は思います。

















こひつじクリニックの医師について

2018年05月11日






　今日はこひつじクリニックの医師について簡単に紹介いたします。

　まずは私、小松です。院長です。内科、外科、緩和ケア内科の担当です。
　内科全般に対応します。
　外科分野では外傷の処置、褥瘡の処置、爪関係の処置などを行います。在宅で、胸腔や腹腔の穿刺、皮膚腫瘍切除などの小手術、中心静脈カテーテル留置なども行います。
　緩和ケア内科分野では、癌などの病気による痛み、はきけ、咳、息苦しさ、その他のつらい症状を和らげます。必要に応じてモルヒネなどの麻薬を使います。持続皮下注射もします。在宅ホスピスが可能です。患者さまが希望されるなら、最期まで家で過ごすこともできます。最後の日々を、住み慣れた家で、家族に囲まれて、温かい雰囲気の中で過ごすことができます。

　非常勤の医師は３名います。
　一人目は耳鼻科の先生です。
　毎週水曜日に来られます。
　硬くなってとれなくなった耳垢をとってくれたり、ファイバースコープで耳、鼻、のどの診察をしてくれたり、ファイバースコープを使って嚥下障害についての評価をしてくれたりします。もちろん、これらのことが在宅でできます。漢方治療も得意です。

　二人目の先生は脳神経外科の先生です。
　毎週土曜日に来られます。
　内科全般も見てくださっています。

　三人目は精神科の先生です。
　毎月第４火曜日に来られます。


　現在は以上の医師の体制でやってます。
　上記以外の科でも、地域からの要望が多い場合は医師を採用していきたいと思っています。
　ご意見、ご要望をお寄せください。

　こひつじクリニックから直線距離で 16km 以内のところであれば、訪問診療できます。
　必要があれば、お気軽にご相談ください。

















神奈川県から兵庫県までの転居に同行しました。

2018年05月12日






　今日は神奈川県から兵庫県までの転居に同行しました。
　頭部外傷後遺症のため左半身に不完全な麻痺があり、嚥下障害があり、ほぼ失語の状態の男性でした。
　全行程を介護タクシーで移動しました。WEL DESIGN という会社の介護タクシーを利用しました。
http://www.wel-design.co.jp/

Vellfire を改造した車でとても乗り心地が良かったです。
[image: IMG_3954]

　近所の方が集まって見送ってくださいました。
[image: IMG_39370]


　途中で吸引が必要になる可能性があったので、吸引器をいつでも使えるようにしておきました。
[image: IMG_3943]

　痰が増えないよう、今日は朝から絶食だったので、移動中に点滴（皮下輸液）をしました。
[image: IMG_3945]

　車いすに乗ったままリフトで乗り降りできるようになっています。
[image: IMG_3946]
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　起こりうる問題をできる限り予測し、あらかじめ対策を十分に考えておけば、問題は起こりにくくなります。
　今回も、何事も起こらず、８時間で無事に移動を完了することができました。
















東京旅行に同行した時の動画です。

2018年05月13日






　だいぶ前に youtube にアップロードした動画です。
　こひつじクリニックの第１号の旅行同行です。
　ご夫婦で東京まで１泊２日の旅行をされたのですが、私と事務員１人が同行しました。

https://www.youtube.com/watch?v=92P28UL8hok
「こひつじクリニック　東京旅行１５分ver.」
[image: no title]
　東京スカイツリーでの１場面

　どうぞご覧ください。

















クリスチャンは排他的？

2018年05月14日






　今日はクリスチャンネタです。

　以下の文章は２０１１年に書いたものです。
　２ちゃんねるの掲示板で

>クリスチャンは排他的。
>熱心に信仰したり活動してる人じゃないとついていけない空気を醸し出している

　との書き込みがあったので、それに対して書きました。

　わかりにくいところがあるかも知れません。
　ご意見、ご感想、ご質問などお気軽にお寄せください。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
>クリスチャンは排他的。
>熱心に信仰したり活動してる人じゃないとついていけない空気を醸し出している

　クリスチャンは傲慢になりやすいと思います。
　自分は神様の側にいるのだから、絶対正しい。自分はこんなに一生懸命に神様を信じ、従い、仕えているのだから、自分は神様から見て優等生だと思い込みます。
　神様を信じない人や、神様に対して熱心でない人には、その人を正してあげないといけないとか、教えてあげないといけないとかいうふうに考えがちです。
　イエス・キリストが人として生きておられた時代には、パリサイ人や律法学者がそういう人たちでした。

　私もかつてはそんな人間でした。今でもよほど気をつけていないと同じような失敗を繰り返してしまいます。
　クリスチャン生活上の事柄について、自分はできているのに、それができていない人を見つけると、だめなクリスチャン、悪いクリスチャン、劣ったクリスチャンとさばいてしまって、それがその人に対する言動にあらわれてしまうのです。
　自分がどんなにひどい罪人だったか、そして、そんな罪人であった私でさえイエス様は無条件に愛してくださり、十字架上で命を投げ出してくださったということを思う時に、自分には人をさばく資格はないとつくづく思わされます。
　人間の目から見て、信仰生活的に優れた人、劣った人という判断はあるかも知れません。でも、神様の目から見たら五十歩百歩でしょう。さばきあったり、優越感や劣等感に翻弄されるのは、ナンセンスです。
　人はそれぞれ違ったものとして、神様につくられています。どんな人にも、長所があり、短所があるのです。神様は私たちにさばき合うことを求めておられるのではなく、愛し合い、仕えあい、励ましあうことを求めておられます。この世の教会で、またクリスチャンの集まりでこれが実現したら、どんなにすばらしいでしょう。
　クリスチャンとは言っても、罪を赦された罪人にしか過ぎません。罪の性質は残っていますから、死ぬまで罪を犯しつづけるでしょう。生きているうちに、罪のない、完全な状態に達するクリスチャンはいないと思います。だから、悲しいことですが、クリスチャンは、これからもずっと排他的であり続けるでしょう。でも、自分は排他的になりやすい人間であるとか、パリサイ人的になりやすい人間であるという自覚があれば、また、その教会や、クリスチャングループにその自覚があれば、主に癒しや解決を祈り求めることができます。そうなれば、ずいぶんその空気は変えられるのではないかと思います。
　クリスチャンでない方には、分かりにくい文章になったかも知れません。ごめんなさい。

















勉強会のご案内です。

2018年05月15日






　こんな勉強会があります。

テーマ：障がい児者や高齢者の”基本的人権”を多角的に考える
日時：２０１８年６月２３日（土）13:30-16:00
会場：猪名川町総合福祉センター　２階　研修室

　私も講師の一人になっています。
　「医療現場から見た患者の基本的人権について」と題して話をすることになっています。
　どんな話をしたらいいんでしょうね。今からぼちぼち構想をねります。

　硬そうな内容の勉強会ですが、良かったらお越しください。

[image: IMG_39690]

















毎日が大吉です。（その１）

2018年05月16日






　毎日が大吉です。

　これは、私がいつも考えていることです。
　クリスチャンがおみくじ用語を使うことに違和感を覚える方がひょっとしたらおられるかも知れませんが、まああまり気にせず、ニュアンスを感じ取っていただければいいかと思います。

　生きていると、
「どうしてこんなつらい、ひどいことが起こるんだ！
神が愛なんだったら、なんでこんなことが起こるんだ！
神なんているものか！」
というようなことが起こることがあります。

　毎日、恐ろしい災害や事件や事故のニュースが報道されます。被害にあわれた方のことを思うと、心が痛みます。
　ニュースになるようなことでなくても、つらい、苦しい環境、境遇に置かれることもあるでしょう。
　いったいどうなっているんでしょうか。私たちを愛してくださっている神様はおられるんでしょうか。

　聖書の中にこんな言葉があります。
「わたしはあなたがたのために立てている計画をよく知っているからだ。－－主の御告げ－－それはわざわいではなくて、平安を与える計画であり、あなたがたに将来と希望を与えるためのものだ。」（エレミヤ書 29:11）

　神様が、私たちのために立ててくださっている計画は、わざわいを与えるためのものではないというのです。わざわいではなく、私たちに平安、将来、希望を与えるための計画だというのです。

　神様は、私たち一人ひとりのために計画を立ててくださっています。生まれてから、死ぬまで、一生にわたる計画です。その計画の中にはいろいろな場面が含まれています。歩きやすい平らな道を通る場面もあるでしょうし、逆に非常にけわしい、痛みや苦しみを伴う歩みを進める場面もあるでしょう。

・・・・・・・

　今日はここまでにします。
　続きは明日。
















こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。

2018年05月17日






[image: no title]

　２０１８年３月２６日に東京ＭＸテレビでこひつじクリニックを取り上げた、スーパードクターという番組が放送されました。

[image: 1]

　いよいよ、準備ができましたので、販売を開始します。
　こちらのサイトです。

https://filmuy.com/kohitsujicl


[image: 2]


　患者様の旅行に同行して支援するこひつじクリニックの働きが紹介されています。
　サービスを利用された４組の方のインタビューなどがあります。
　感動的なエピソードをどうぞご覧ください。
　私がどうして患者様の旅行に同行して支援することを自分の使命と考えるようになったか、感じ取っていただけると思います。


[image: 3]


　約２９分間の動画で、１０００円でダウンロードできます。
　「おいおい、金取るのかよ」という声が聞こえてきそうですが、どうぞご了承ください。
　実際、プロが作っただけあって、質は高いと思いますし、それだけの価値がある動画だと思っております。
　それに、売上金の大部分は、こひつじ旅行基金に繰り入れて、経済的に厳しくて、旅行をためらっておられる患者様のために使わせていただきたいと思っています。
　皆様のあたたかいご協力をよろしくお願いします。


[image: 4]

　無料の約４分間のダイジェスト版がありますので、皆様の環境で視聴できることをご確認の上、本編をご購入ください。

　DVD版は１枚２０００円で販売いたします。
　ご希望の方は
joy@kohitsuji-clinic.com
　まで、メールでお知らせください。

















患者様のご家族からモビールをいただきました。

2018年05月18日






　患者様のご家族から手作りのモビールを数か月前にいただきました。
[image: IMG_3982]
　クリニックの受け付けのところに飾らせてもらってます。
　違う方向からとった写真です。
[image: IMG_3984]

　数日前にまた新しい手作りのモビールをいただきました。
　最初のとはだいぶ雰囲気が違いますね。
[image: IMG_3983]
　もう一ついただきました。
　こちらは待合室の別の窓のところに飾らせていただきました。
[image: IMG_3986]
　少し離れたところからとった受け付けの写真です。
[image: IMG_3989]

　華やかで、センスのいい空間になりました。
















ＳＥ（的な人）を募集します。

2018年05月19日






　こひつじクリニックでは、担当している訪問患者さんが増えてきたことにともない、ＳＥ（システムエンジニア）的な人を募集します。
　今、職員が手作業的にこなしている仕事を、できる限り自動化、機械化して効率化したいと考えています。
　機械やコンピューターができるような単純作業は極力、機械にやらせて、人間は人間でなければできない仕事をするようにしたいのです。

　目標としてはとりあえず以下のようなものを考えています。
　　・電子カルテから情報を自動で収集して、様々な処理を行う。
　　・患者さんや家族も電子カルテを読んだり書いたりできる。
　　・会計、請求業務を自動化する。
　　・発注や在庫管理を自動化する。
　　・経理部門の各種計算や分析を自動でリアルタイムにする。
　　・訪問診療のスケジュールの自動化
　　・職員同士のコミュニケーションツールの改良
　　・ホームページの改善

　大きい夢、高い理想かも知れませんが、できるところから少しずつ取り組んでいただければと思います。

　小さい診療所ですし、ＳＥの資格はなくてもいいと思っています。

　・好奇心があって、いろいろなことにチャレンジするのが好きな人
　・独創性のある人
　・型にはまらず、常識にとらわれず、自由な発想のできる人
　・コンピューターや機械を触るのが好きな人
　・プログラミングに興味のある人

　これらの条件のひとつでもふたつでも当てはまる方で、上記のような仕事に興味のある方であれば歓迎いたします。

　在宅勤務も可能です。

　条件については相談の上決めていきましょう。

















訪問診療　地域分け作業中

2018年05月20日






　現在、こひつじクリニックでは約１４０名の訪問診療の患者さんを担当しています。
　常勤医師は私だけで、あと３名の非常勤医で分担して訪問しています。
　次第に患者さんが増えてきて、訪問スケジュールがきつくなってきました。ですが、できるだけ診療の時間を削らないようにして診療の質を確保したいので、移動時間のムダをできるだけ減らす必要があります。そのために、スケジュールの組み方を抜本的に改善することにしました。

　約１４０名の方のおうちの場所に赤のシールを貼って、３０地域に分けました。
[image: IMG_3991]

　診察室の壁に地図を貼って、うちのクリニックの優秀なスタッフが作業してくれてます。
　拡大するとこんな感じです。
[image: IMG_3992]

　これで、もっとたくさんの患者さんから訪問の依頼を受けても、問題なく対応することができます。
















すぐれもの　足こぎ車いす

2018年05月21日






　今日は、足こぎ車いす COGY（コギー）を紹介します。
　これはかなりのスグレモノなんです。

[image: no title]

　普通の車いすは両手を使ってこがないと進まないのですが、COGY は自転車をこぐように足でこいで進みます。
　片手でハンドルを操作して、好きな方向に進めます。その場で回転することもできます。

[image: 1]

　ホームページはこちらです。（コピーしてペーストしてください）
http://cogycogy.com/

　この動画がわかりやすいと思います。
https://youtu.be/Rws3u_A8BiA

　詳しくは、このホームページや動画を見ていただいたら、百聞は一見にしかずでわかっていただけると思うのですが、この車いすのすばらしいところがいくつかあります。

　脳梗塞などで、たとえば右半身などの麻痺があっても、左足が動けばこぐことができます。
　ほかの人に、車いすを押してもらわなければ移動できなかった人が、自分の意志で、自由に移動することができるようになります。
　そうなると、精神的にも大きい変化が起こります。人に依存するあきらめの人生、消極的な人生から、積極的、前向きな生き方に変わるのです。つらいだけのリハビリが、楽しい、喜びに満ちたリハビリに変わるのです。

　高齢や病気のために体力の低下した方の生きる力をよみがえらせるこのすばらしいツールを、こひつじクリニックでも取り入れ始めています。

　試してみたいと思われる方はご連絡ください。レンタルできます。

















患者さんから手作りの羊をいただきました。

2018年05月22日






　数か月前に９０代の男性患者さんから手作りの羊をいただきました。

[image: no title]

　いろいろなものを作るのが得意な方です。

[image: 1]

　こっちは黒羊。

[image: 2]

　玄関に飾らせてもらっています。
　ありがとうございました。

















認知症サポーター養成講座を開きます。

2018年05月23日






　こひつじクリニックでは、２か月に１回認知症サポーター養成講座を行っています。
　これは一般の方向けの講座です。
　一般の方が認知症についての知識を深めて、認知症の方やそのご家族をサポートできるように。そして、認知症の方が地域で安心して暮らしていける社会になっていくことを目的としています。

[image: 3]

　次回は５月２９日（火）11:00〜12:30 です。
　場所は、こひつじクリニック（兵庫県川辺郡猪名川町若葉 1-30-10）です。
　予約は不要です。
　どうぞ、関心のある方はお集まりください。

















安全はブレーキよりも車間距離

2018年05月24日






　これは私が２０〜３０年前に東北地方の高速道路を走っている時に見つけた交通標語です。
　よくできた標語だと思います。全然忘れずに、ずっと頭の中に残っています。

　私は毎日 50〜100km ぐらい車を運転していますが、いつも車間距離には気をつけています。
　車間距離を十分にとっていれば、前方で何か問題が起こっても、落ち着いて余裕を持って対処できます。ブレーキに頼るよりはるかに安全です。急ブレーキをかけたら追突される心配もありますからね。

　もう一つ、やっぱり安全運転のキモはスピードをひかえることでしょう。
　運動エネルギーは、速度の２乗に比例します。速度が２倍になれば、運動エネルギーは４倍になるということです。

　交通事故は、被害者になっても、加害者になっても、本当にイヤなものです。

　みなさん、スピードはひかえめに、車間距離は長めに。
　安全第一。
　安全運転を心がけましょう。

















今日、トライやるウィークが終わりました。

2018年05月25日






　５月２１〜２５日、猪名川中学校２年の男子２名、吉川くんと水島くんがこひつじクリニックでトライやるウィークの体験をされました。
　生まれて初めての体験をいろいろされたことと思います。
　こひつじクリニックでの体験が、今後の歩みにおおいに生かされることを期待します。
　たくさん写真をとりました。明日以降、紹介させていただきます。
















トライやるウィークの写真

2018年05月26日






　今日は、今週行われたこひつじクリニックでのトライやるウィークの写真を見ていただこうと思います。

　清潔手袋をつける練習をしてもらいました。
　吉川くんです。
[image: IMG_4041]

　水島くんです。
[image: IMG_4042]

　クリニックでの講義風景
　教えているのはこひつじクリニックの男性看護師です。
[image: IMG_4028]


　練習をしてもらってから、実際に訪問診療の患者さんの血圧、経皮的酸素飽和度、体温を測ってもらいました。
[image: IMG_4031]

[image: IMG_4030]
[image: IMG_4034]

　在宅で手術をすることは１年に１回あるかないかぐらいなのですが、この日はたまたま腹部のほくろをとる手術をしました。吉川くんに手伝ってもらいました。
[image: IMG_4024]

　以前の記事「２０歳、若返る薬をください。」(http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9062896.html)で紹介した、８９歳のおばあさんといっしょに近くの多田神社に出かけました。
[image: IMG_4035]
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　中学生のことをかわいいと言って喜んでおられました。

　いろいろもりだくさんなトライやるウィークでしたが、吉川くん、水島くんは満足してくれたでしょうか。
　医療の世界の楽しさ、患者さんの喜びのためにがんばることが自分の喜びになることなどについて、少しでも感じ取ってもらって、今回の体験をこれからの歩みの上にいかしてもらえたらと思います。
　ちなみに吉川くんは、医者になりたいと言っていました。がんばれ。きっと夢はかないます。

















前川喜平氏の講演会に行ってきました。

2018年05月27日






　今日は神戸で文部科学省の前事務次官の前川喜平氏の講演会があったので行ってきました。
　加計学園問題で「行政がゆがめられた」と発言したことで有名な方です。

　日大アメフト部の宮川さんも私は非常に尊敬していますが、前川喜平さんも勇気のある立派な方だと思います。

　今日の講演のタイトルは「憲法を活かした教育とは」でした。
　憲法の理念、戦後の政治や教育の流れ、道徳教科化の問題、加計学園問題の要点などを平易な言葉で理路整然と話されてました。非常によく理解できました。あたたかい人柄を感じさせる話し方で、お役人らしさが感じられませんでした。

　心ある面従腹背の官僚のおかげで、理不尽な政治家からの圧力が緩和されている場面があることもお聞きできて、官僚に対する考え方も少し変わりました。
　悪い政治家が多い昨今なので、良心的な官僚の働きに期待します。
[image: IMG_4047]
















私はカーナビが好きです。

2018年05月28日






　私はカーナビが好きです。

　私は毎日、多くの患者さんの家を車で訪問して回っています。私は iPad で yahoo カーナビを使っているのですが、最近のカーナビは優秀で、住所を入力したら 90% ぐらいの確率で患者さんのおうちの玄関前まで案内してくれます。カーナビなしではとても仕事は成り立ちません。ほんとに便利ないい時代になったものです。

　でも私がカーナビが好きな理由は、このことではないのです。
　目的地を設定すると、カーナビは一番いいコースを見つけてくれて表示し、音声で案内してくれます。そのとおりに走れば、目的地にスムーズに到着するわけですが、時には曲がるポイントがわかりにくくて、曲がりそこねたりすることがあります。すると、カーナビは道を間違えたことを即座に感知し、別のコースを探索し、何事もなかったかのように案内を続けて、当初とは違ったコースではあるけれどもきちんと目的地に着くようにしてくれるのです。あまりにもさりげなさすぎて、自分が道を間違えたことに気づかないこともあるぐらいです。

　もし、カーナビの表示してくれたコースから間違ってはずれてしまった時にカーナビがこんなふうにしゃべったとしたらどうでしょうか。

　「そこで曲がれって言ったのに、どうして曲がらないの。あんたって、ほんとにとろいね。運転に向いてないんじゃないの。しょうがないから、次の道を探して教えてあげるけど今度間違えたら、もう知らないよ。」

　こんなふうにカーナビに言われたら、落ち込むし、運転してても全然楽しくないし、間違えるのがこわくて緊張するし、ストレスがかかるし、下手すると事故を起こしてしまうかも知れません。

　でも幸いなことに、カーナビはこんなことは言いません。
　間違っても責めることはないし、常に寄り添って、いつでも最善の選択肢を示し続けてくれるのです。

　話は変わりますが、私の人生のこれまでの歩みを振り返った時に、神様は私に対して、このカーナビのように導いてくださったことがわかるのです。
　人生の要所要所で、神様は私にいろいろな方法で導きを与えてくださいました。
　導きのとおりに進んだこともありましたが、自分の弱さのために従えないこともありました。自分の罪のためにコースをはずれたこともありました。でも、そんな時でも、神様は私を見捨てることなく、次の道を教えてくださったのです。そのおかげで、今の私があるのです。

　また別の記事で、神様がどのように私を導いてこられたか具体的に書いていきたいと思います。















患者さんのご家族からメダカをいただきました。

2018年05月29日






　先日、患者さんのご家族からメダカをいただきました。
　この方は、メダカを飼って殖やすのが好きでたくさんのメダカを飼っておられます。
　希望する人があれば、誰にでも喜んでメダカを分けてくださるのです。
[image: IMG_4045]

　ちょっとしたきっかけがあって、私もメダカを分けていただくことになりました。
　でもうちにはネコがいて、いたずらされそうなので、こひつじクリニックの看護師が飼うことになりました。
　元気に泳いでいるそうです。
[image: IMG_4046]

















すぐれもの　ＪＩＮＲＩＫＩ（じんりき）

2018年05月30日






　今日は、ＪＩＮＲＩＫＩ（じんりき）というスグレモノを紹介します。

[image: no title]

　これは、車いすに取り付けて、持ち上げて前からひっぱれるようにするツールです。
　ほとんどすべての車いすに取り付けられるそうです。

[image: 1]

　車いすを普通にうしろから押した場合には、砂利道やデコボコの多い道を進むのはかなり大変なんです。押す人はものすごい力で押さないと前に進まないし、乗っている人にとってはとても乗り心地が悪いんです。はっきり言って、非実用的なレベルです。

　ですが、このＪＩＮＲＩＫＩをつけて、前輪を浮かせた状態で車いすを前からひっぱると、砂利道、デコボコ道でもけっこう難なく進めるのです。少々の段差も上り坂も平気です。砂浜でも雪の上でも大丈夫なんです。

[image: 2]

　災害時の緊急避難用という用途がメーカーからは提示されていますが、車いすを利用されている方が、外出や旅行をする際に使用されるのも、とても価値のある使い方だと思います。
　車いすじゃないと移動できないからと言って、旅行や外出をためらっておられる場合でも、ＪＩＮＲＩＫＩを使って、思い切って出かけてみたらいかがでしょう。きっと、新しい世界が開けてくると思います。

　メーカーのホームページはこちらです。
http://www.jinriki.asia/

　画像はホームページのものを使わせていただきました。

















毎日が大吉です。（その２）

2018年05月31日






　今日は５月１６日に書いた記事
「毎日が大吉です。（その１）」(http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9337673.html)
の続編です。


＜因果応報の神ではありません。＞

　世の中の多くの宗教の神様は、たいてい因果応報の神です。
　いいことをしたらいいことが起こる。悪いことをしたら悪いことが起こる。バチが当たる。

　でもキリスト教の神様、聖書の神様はそうではないんです。

　聖書　ヨハネの福音書の第９章には生まれつき盲目の人が出てきます。
　イエスの弟子たちはイエスに質問します。「この人が生まれつき盲目なのは、この人が罪を犯したせいですか。この人の親が罪を犯したせいですか。」
　するとイエスは答えます。「この人の罪のせいでも、親の罪のせいでもありません。ただ神の栄光がこの人の上に現れるためです。」
　このあと、イエスが盲人の目を癒やして見えるようになり、この人も周りにいた人も、神様に感謝して、神様をたたえたのです。

　このように、不幸なできごとの原因は、私たちが悪いことをしたということではないのです。

　「毎日が大吉です。（その１）」で書いたように、神様は私たちに対して、常に平安、将来、希望を与えるための計画を持ってくださっています。
　「私はカーナビが好きです。」(http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9623886.html)
に書きましたが、私たちが道を間違えたとしても、失敗しても、つまずいて倒れたとしても、常に寄り添って、いつでも最善の選択肢を示し続けてくださる方なのです。励まし、希望を示してくださる方なのです。
　決して、私たちの弱さ、間違い、失敗を責め立てて、バチをあてる、苦しみを与えるような神ではないのです。

　何か不幸なできごとが起こった時に、自分を責めることが一般に私たちにはよくみられるように思います。
　「私が〇〇さえしなければ、こんなことにはならなかったのに」
　「私が☓☓しなかったから、こんなことになったんだ。」
　でも、私たちの行動が不幸なできごとの原因と思わなくてもいいんです。

　もちろん、自分の不節制や不注意や罪などの直接の結果として、不幸なことが起こることはあるでしょう。ですが、そのような場合でさえ、神様は冷たく突き放すのではなく、立ち直ることができるように、支え、導いてくださるのです。

（続く）















毎日が大吉です。（その３）

2018年06月01日






　今日は、昨日の記事「毎日が大吉です。（その２）」の続きです。

＜神様はすべてを益としてくださる。＞

　聖書の中にこんな一節があります。

　「神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のためには、神がすべてのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っています。」（ローマ人への手紙８章２８節）

　毎日いろいろなことが、私たちの周りで起こります。良いと思えることも起これば、悪いと思えることも起こります。ラッキーと思えることもあれば、不幸なこと、つらいこと、苦しいこと、悲しいことも起こるでしょう。
　私たちは、不幸なこと、つらいこと、苦しいこと、悲しいことを避けて通りたいと思います。不幸なできごとが、私たちの役に立つようになるなんて、とても考えられません。

　でも驚くべきことに、神様はこれら、私たちにとってマイナスとしか思えないことでも益（えき）、すなわち私たちにとっての良いことにしてくださるというのです。
　さらに、私の経験から言えることなのですが、私の能力や努力が足りなくて失敗したような時でさえ、また、弱さのために罪を犯してしまったような時でさえ、神様はそれを益に変えてくださるのです。
　私たちは神様の立ててくださっている計画の具体的な内容を前もって知ることはできません。ですが、いろいろなできごとが終わってしばらくたってから振り返ってみると、神様がいかに私たちにはたらきかけて、不幸なできごと、失敗、罪などをさえ、益に変えてくださったかわかることがあります。
　神様の計画はあまりにも深く、あまりにも多くの人をまきこむ広いものであるので、その全貌を知ることはできません。でも、部分的ではありますが、神様のみわざを知ることはできるのです。

　この記事を読んでくださっている方も、過去を振り返って見た時に、過去のつらかったできごとが、現在の自分の益になっているということに気付くことができるかも知れません。これは神様のしわざだとしか思えない絶妙ななりゆきに気がつくかも知れません。

　神様が、不幸なできごと、つらい、悲しい、苦しいできごとでも、あとでプラスに変えてくださるのだということがわかれば、現在、目の前で起こっているつらいこと、悲しいことに対する心の姿勢が変わってきます。純粋に苦しみ、悲しむのではなく、その奥に隠れている希望を感じることができるようになります。神様がすばらしいことをしてくださると、期待して、待つことができるようになります。

















今日の仕事がようやく終わりました。

2018年06月02日






　今日の仕事がようやく終わりました。
　先ほど、最後の往診が終わって、家に帰る途中の車の中で、今日の記事を書いています。

　今日は、状態の悪い患者様がおられて、依頼を受けて往診したのですが、その診療にかなり時間がかかりました。
　それもあって予定の訪問診療の方が、１件回りきれずに後日に変更になってしまいました。
　状態の悪い方、より緊急性のある方が優先になるのはしかたのないことではありますが、後回しになってしまった患者様には申し訳なく思います。

　少しずつ医者を増やして、こういうことができるだけないようにしていきたいと思っています。

＜今日の用語解説＞
　●訪問診療
　　あらかじめ予定を組んで、定期的、計画的に、患者さまのもとに訪問して診療するもの。

　●往診
　　状態悪化などのために、患者様から依頼を受けて訪問する、臨時の診療。

　状態が悪化してから対処するよりも、状態悪化を未然に防ぐほうが、患者様の療養、健康維持のためにはいいことです。やむを得ない場合も多いのですが、できるだけ往診が必要な状態にならないように、適切に計画を立てて、訪問診療をしていく必要があります。

















次のマラソンは１１月２３日の予定です。

2018年06月03日






　次のマラソンの予定が決まりました。

[image: no title]

　私は３年ほど前から１年に１〜２回マラソンの大会に出ています。

　私の行ってた高校では体育の授業の時に毎回まず約 3km 走らされました。当時は変な学校だなと思っていたのですが、これが影響したのか、長距離を走るのがけっこう好きになってしまいました。
　大学を卒業してからは、走るような機会はなかったのですが、勤めた病院にマラソンの好きな看護師がいて、その人に教えてもらったのがきっかけでマラソン大会に出るようになったのです。

　マラソンというものは、走っている時にはしんどいのですが、走り終わった時の爽快感、達成感は格別です。筋肉痛がおさまる頃にはまた走りたいと思うようになります。

　ふだんから走ってないと、マラソン完走はむずかしいです。
　私はできるだけ毎日走ろうと思っています。実際には毎日ではないのですが、週に４回ぐらいは走っていると思います。
　走ると老化防止、認知症予防のためにもなるのでいいですよ。
　みなさんもいかがですか。

















ABLE ART 2018 猪名川町／バララット市障がい児・者合同作品展

2018年06月04日






[image: no title]

　こんなイベントがあります。
　私は直接は関わっていないのですが、微力ながら協力させていただいています。
　良かったらお越しください。

















事例検討会のご案内

2018年06月05日






　５月９日に「事例検討会のお知らせです。」(http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9173920.html)　という記事を上げましたが、今月も定例の事例検討会をします。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、より良いプランを考えていきます。
　在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。

　場所：猪名川町社会福祉会館
　日時：６月１３日（水）１７時３０分 ～１８時５０分
















精神科在宅医療　お悩み相談会のご案内

2018年06月06日






　こひつじクリニックには、月１回訪問診療に回ってくれている精神科の医師がいます。
　この医師が、みなさんの精神科に関連するお悩み、特に在宅医療に関連するお悩みの相談に応じます。
　自分自身のお悩みでも、家族についてのお悩みでも、仕事で関わっている人についてのお悩みでも、その他のお悩みでもかまいません。
　個別の相談ではなく、大きい部屋でみなさんに集まっていただいた状態で対話をします。
　個別の相談が必要な場合は、別の機会を考えますのでお知らせください。
　どなたでもお越しください。

　日時：６月２６日（火）１５時００分～１５時５０分
　場所：川西市文化会館　第二会議室















仕事の帰り道でホタルが見れました。

2018年06月07日






　数日前に、ある患者さんが阿古谷（あこたに、猪名川町内の地名）でホタルが見られると教えてくれました。
　今日、仕事が終わって最後の訪問先から帰ってくる途中で阿古谷を通りました。所々で車が数台止まって何かを見ている様子でした。そうかホタルが見れるんだと気付きました。
　私も適当なところに車をとめて川の方に歩いていくと、そんなにたくさんではなかったのですが、ホタルが見れました。猪名川町内でホタルが見られるなんて、猪名川っていいところだなと感慨にふけりながら家に帰ってきました。

　ところが、これで話は終わりませんでした。

　家について車を降りようとしたら、助手席の窓と風よけの間のスペースで光る虫が歩いているのを発見したのです。

[image: no title]
　なんと、ホタルが車にくっついて家までやってきたのでした。

　妻の助けを得て、紙コップの中にホタルを確保しました。
[image: 1]

　紙コップの中で光りながら歩くホタル
[image: 2]

　妻と娘とともに、車を１５分ほど走らせて、ホタルのいた川まで行き、ホタルをその川にかえしてあげました。

















趣味としてのパソコン（ワンボードマイコン時代）

2018年06月08日






　私は小学生の頃からコンピューターをいじるのが好きでした。
　当時のコンピューターがどんなものだったかと言うとこんな感じです。
[image: no title]

　当時はワンボードマイコンと呼ばれてました。
　マイコンはマイクロコンピューターの略です。
　CPU、RAM、ディスプレー、キーボードなどが１枚のボードの上に乗っています。

　私が小学生の時に初めて買ってもらったマイコンの CPU はインテルの 8085 というものでした。
　８ビット並列処理で、クロックの周波数は 5MHz ぐらいだったと思います。
　最近のパソコンの CPU は６４ビット並列処理、クロックは 2GHz とかぐらいだと思うので、その違いは歴然です。うさぎと亀以上の差です。

　機械語でプログラムを組んで、ちまちまとキーボードで打ち込んで、プログラムを実行させて、予期通りに動いたとか、動かなかったとか言って、喜んでました。

















エコーのできる技師さんを募集します。

2018年06月09日






　在宅医療のレベルを上げるために、超音波検査はかなり有力な武器になります。
　在宅ではＸ線単純写真もＣＴもＭＲＩもとれません。

　ふだんの家庭での診療では、自分の中にある、なけなしの医学知識をハイスピードで検索しつつ、自分の五感を駆使して、正しい現状把握や診断にたどり着こうとするわけです。使う道具と言えば、せいぜい聴診器ぐらいで、苦戦が確実なゲリラ戦のような様相です。

　私は、病院に勤務していた頃に超音波検査を時々やっていて、腹部エコーについては日常診療に最低限必要なレベル程度はできます。あと、内頸静脈から中心静脈カテーテルを入れる際にエコーガイド下でやっています。
　在宅医療でも、エコーぐらいはないと話にならないと思って、こひつじクリニックを始める時にこんなエコーの機械を買いました。
　コニカミノルタの　SONIMAGE P3　です。
[image: no title]

　けっこう使える機械で、重宝しています。

　この機械をさらに日常的に活用すべく、エコーのできる技師さんに来ていただいて、患者さんのお宅を回って検査をしていただきたいと思っています。
　月に１回か２回、終日または半日で、できれば定期的に来ていただきたいと思っています。
　腹部、心臓、乳腺、甲状腺、血管、その他、お持ちのスキルに応じて活躍していただけると思います。
　お給料やその他の条件については、相談して決めていきましょう。
　どうぞお気軽に yasushikomatsu@yahoo.co.jp までお問い合わせください。
















毎日が大吉です。（その４）

2018年06月10日






　１９７９年に発表された海援隊の「贈る言葉」という歌の歌詞の一節にこうあります。

　「人は悲しみが多いほど　人には優しくできるのだから」

　悲しい体験をすることは、つらいし、できれば避けたいものです。でも、そんな体験が多いほど、人はほかの人に対して優しくできるようになるというのです。
　確かにそうかも知れないと、うなずかれる方も多いのではないでしょうか。

　私は、医者をしていて今までたくさんの方の人生を見てきました。
　重い病気や事故など、思いがけない不幸と思える境遇の中でも、感動的な生き方をされている方がおられました。
　前向きに目標を持って生きていたり、周囲の人に対して感謝の言葉が絶えなかったり、すばらしい夫婦愛、家族愛の中で明るく、希望を持って生きておられたりするのです。
　重い病気や事故は、苦しいこと、つらいことには違いありませんが、こんな経験を通されたからこそ人間としてさらに大きく成長したと言えると思うのです。

　人は一生、死ぬ瞬間まで成長を続けるのだと思います。
　人はすべてが順調な順境の時にも、成長するのでしょうが、逆境の中では大きく、飛躍的に成長できる可能性があるのだと思います。
　苦しい、つらいその境遇、経験を通ることによってこそ到達できる境地があるのだと思います。


＜逆境、苦難の効能＞
　逆境、苦難により、私たちは成長できる可能性があると書きました。
　成長とはどんなことでしょうか。もう少し具体的に考えたいと思います。

　（１）逆境にある人に共感できるようになる。
　「贈る言葉」の歌詞にありましたが、本当に悲しい体験をした人は、ほかの人が本当に悲しい時に寄り添い、同情、共感できるようになるのだと思います。

　（２）自分の弱さを痛感する。
　重い病気やけが、そのほか自分の思い通りにならない境遇に置かれると、無力感に打ちのめされるかも知れません。
　多くの人は、ふだんは自分の人生は自分でコントロールできると思っているかも知れません。でもそれは実は錯覚であって、どんな人でも明日起こることを前もって知ることはできないし、不幸なできごとを防ぐこともできないのです。
　人生は思い通りにはならないし、自分は無力だとわかると、人を超える存在に目が向くようになるかも知れませんし、ほかの人に対しても謙遜な人になるかも知れません。

　（３）周りの人の愛、神の愛を知る。
　逆境、苦難の中で苦しみ、悩む時には、周りの人が示してくれる思いやり、愛が心にしみるかも知れません。
　東日本大震災の際にはおびただしい数の被災者が起こりました。あの時すべての日本人が心を痛め、被災者を心から応援したと思います。人が助け合うと絆が強まります。

　（４）

（続く）
















私のヨット

2018年06月11日






　今日は私のヨットを紹介します。
　２００７年に Yahoo オークションで格安で買いました。
　神戸市垂水区のフィッシャリーナにとめてます。[image: PB030145]
[image: etmootuka-img320x240-1173255640zip]

　２３フィートで定員は８名です。

　目の前に明石海峡があり、明石海峡大橋がかかっています。
[image: PB030140]
[image: PB030097]
　対岸に見えるのは淡路島です。

　神戸徳洲会病院時代の仲間たちとちょっと海に出た時の写真です。
[image: IMGP2190]
[image: IMGP2230]
[image: PB030142]

　娘と淡路島１周に出かけました。娘は淡路島南端まで行ったところで give up して、陸に上がり帰ってしまいました。私はその後一人で航海を続け、７６時間ぐらいかけて１周できました。

　長男とは姫路の沖にある鞍掛島という無人島に行ってキャンプをしました。なかなか面白い体験でした。

　次男とは、和歌山の友ヶ島という無人島に行ってキャンプをしようと出かけたのですが、強風のためたどり着けず、引き返してきたということもありました。

[image: IMGP2204]

　私の夢は、ヨットで世界一周です。

















患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その１）

2018年06月12日






　２０１５年に、ある小さい学会で「患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは」と題して発表させていただきました。その内容を文章にまとめたものを数回に分けて紹介させていただきます。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは

＜はじめに＞
　一般に、人は誰でも自分の人生の主人公だと考えられます。しかし、医療の世界では必ずしもそうではありません。むしろ、重い病気や障がいを持つ方にとっては、自分の人生の主人公になることはかなり難しいことです。その原因や対策について考察しました。

＜患者が自分の人生の主人公になれない原因＞
　以下のような各種の原因が考えられます。

(1) 物理的な要因
　家の中も町の中もあまりバリアフリーになっていない。移動の自由が妨げられていることが多いんです。動きたい時に動けない。行きたいのに行けないということになりがちです。家の中のちょっとした移動でさえ難しくなる場合もあるでしょう。自分の希望がかなえられず、あきらめることを余儀なくされます。あきらめるのが普通、あきらめるのが当たり前という毎日になってしまいます。

(2) 心理的な要因
　病気になったり、障がいを持ったりして「生産的」なことができなくなると、自分には価値がないと思ったりします。生きていても、何の人の役にも立てない。自分は家族や社会のお荷物だと感じて、自分の希望や願いが言えなくなってしまいます。遠慮して、引っ込み思案になってしまって、心が萎縮してしまいます。

(3) 経済的な要因
　自分で稼げなくなると、お金のかかることはできなくなります。ただでさえ、重い病気を持った方の場合、生活する上で普通の人よりも余分にお金がかかってしまうことが多いかも知れません。この先、生きている間どれほどお金が必要かということを思うと、ふだんの出費をできる限り抑えようとするのはやむを得ないことと言えるかも知れません。

(4) 医療スタッフの要因
　従来、患者の治療方針は、患者の希望や願いをほとんど聞くこともなく、医師や看護師により決められてきました。医療スタッフ側には、患者が自分の人生の主人公という意識はなく、患者に対して指示や命令しかしません。医療スタッフは、自分たちの価値観や習慣に基づいて意思決定を行うわけですが、それは往々にして患者の価値観や願いに反するものとなります。
　二つ例をあげます。

　・癌の治療
　　癌の種類、部位、進行度などによって、最も５年生存率の高い治療法（手術、抗癌剤、放射線治療など）が選択されます。昨今、EBM (evidence based medicine) と言って、治療をする場合にはデータや根拠に基づいて治療法を選択するということが勧められています。以前は医師の経験や直感に頼って治療法が選択されていたわけなので、EBM が推進されるのは悪いことではなく、医療の進歩とも言うことはできます。しかし、患者の希望、願い、価値観ぬきに治療法が選択されるのであれば、やはりそれは問題でしょう。医師から提示された治療法を拒否する権利が患者にはあるのですが、言われるがままに治療を受けてしまう場合が多いと思います。寿命が伸びるというのは一般的には良いことと考えられますが、それと引き換えにつらい副作用に悩まされるようになったり、長期の病院や施設での生活を強いられるようになるのだとしたら、もっと別の選択があるのではないかと思ってしまいます。

　・胃瘻
　　病状の進行や加齢により、食欲が低下したり、嚥下の力が弱ってきたりすると、胃瘻造設が勧められ、経管栄養が始められる場合が多くあります。従来、医療の使命は患者を少しでも長生きさせることと考えられてきました。その医療観にしたがえば、食べられなくなったら、経管栄養をして命が続くようにするというのは当然の選択ということになります。でも実際の医療の現場で、そのような患者を多く見てくると、すべての胃瘻造設が悪いとは言えませんが、多くの場合、それが患者の幸せにつながっているのか疑問ですし、そもそも患者がそれを望んでいなかったのではないかと思われる場合が少なからずあります。

(5) 社会の要因
　資本主義社会では、金こそが目的であり、手段であり、評価基準です。金を生み出せない人は、社会から価値のないものとして疎外されます。資本主義的価値観は、あまりに広く、大多数の人に植えつけられてしまっているので、患者の家族でさえ、患者に対してそのような思いをいだいてしまいがちです。

（続く）

















人に迷惑をかけるのは悪いことですか？

2018年06月13日






　今日はクリスチャンネタです。
　毎日が大吉ですシリーズは今日は１回お休みにします。

　「人に迷惑をかける。」
　「人の世話になる。」
　この二つの言い回しは、違う意味を持つものではありますが、似ている部分があります。
　今日は、人の世話になるのは悪いことかというテーマで考えていきましょう。

　私たちは、人に迷惑をかけてはいけない。できるだけ人の世話にはならない方がいいと考えがちだと思います。
　私は子どもの頃から、「人に迷惑をかけてはいけません。」という言葉を、自分に対する言葉としても聞いてきましたし、人がこう言われるのもよく聞いてきました。
　でもよく考えてみると、人の世話にならずに生きていける人が、世の中に一人でもいるでしょうか。人は一人では生きていけません。必ず誰かの世話になりながら生きているし、誰かに迷惑をかけながら生きているのだと思います。

　私の娘の話です。
　もうだいぶ前になりますが、遠足の前日に階段をふみはずして足首を骨折してしまいました。行きたかった遠足に行けるかどうか危ぶまれました。なんとか松葉杖をつきながら遠足に行くことになりました。すると級友がいろいろな場面で助けてくれて、車いすを代わる代わる押してくれたそうです。もちろん、娘は喜びました。それだけでなく、いろいろと助けてくれた級友たちも喜んだというのです。
　なぜ級友たちは喜んだのでしょうか。
　娘が喜ぶ様子を見て喜んだのでしょう。自分が人の役に立てたことも喜んだでしょう。みんなで喜び合うことができたことも喜んだのだと思います。
　すばらしい級友たち、すばらしいスクールだと私は思いました。

　人は、みな、違った存在として神様に造られています。それぞれが違った弱さを持っています。それをカバーしあって、支えあって生きることを神様は望んでおられるのだと思います。そんな生き方をする時に幸せを感じるように、人は造られているのだと思います。
　支えられる人は、そのことによって喜びや幸せを感じます。支える人は相手の喜んでいる姿を見ることによって、喜びや幸せを感じるのです。

　目先の損得だけを考えて行動するということであれば、こんな生き方はできません。
　聖書には「受けるよりも与える方が幸いである」と書かれています。
　損のように思えても、まず与えるという生き方ができたらすばらしいと思います。

　まず自分の幸せを追求するのではなく、相手の幸せ、周りの人の幸せを追求する。
　　そうすると、相手が幸せになるし、いつの間にか自分も幸せになるのだと思うのです。

　私はそんな生き方をしたいと思っています。

　できるだけ人の世話にならないようにしようとがんばる必要はないのです。あまり遠慮しすぎずに助けてもらって、自分はまたほかの人を喜んで進んで助けたらいいのだと思います。
　人は助け合う存在として造られているのですから。

















常勤の医師を募集します。

2018年06月14日






　患者様の人数が増えてきたことに伴い、常勤の医師１名を募集します。

　こひつじクリニックは訪問診療、往診を中心としたクリニックです。
　内科的な患者様が多いのですが、一般レベルの内科診療ができるのであれば、他科の先生でもかまいません。
　当クリニックは、たくさんの患者さんをさばいて、儲けるようなスタイルではありません。
　一人ひとりの患者様とのつながりや患者様の物語を大切にし、患者様の生きがい、希望、喜びが大きくなるような関わりをすることを考えていきたいと思っています。

　こひつじクリニックでは、患者様の旅行や外出に医療スタッフが同行することによって、不可能だった旅行などを可能にし、患者様が生きがい、希望、喜びを感じられるようお手伝いするということも行っています。この働きに関心をお持ちの先生もぜひご応募ください。

　お給料や条件などについては、相談の上で決めていきましょう。
　お気軽に yasushikomatsu@yahoo.co.jp までメールください。
　よろしくお願いします。


　ご参考のために

こひつじクリニックの医師について
http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9219965.html

自己紹介
http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9085998.html

こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9356957.html
















患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その２）

2018年06月15日






　今日は「患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは」のその２です。

　その１では、患者様が自分の人生の主人公になれていない原因について考察しました。
　今日はその続きです。
　今日のキーワードは「対等」です。

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------


＜医師と患者は、人間として対等＞
　私は、医学生の頃から医師と患者は対等であると考えていたように思います。医師は、豊富な医学知識を持ち、治療の技術を持っていますから、たしかにその点では患者よりも上でしょう。でも人間として優れているわけではないし、患者が劣っているというわけでもありません。医師は患者さんの人生や価値観に敬意を払い、尊重しなければなりません。医者は、知識や技術を駆使して、患者に仕えるべき存在です。対等なんですから、医師は患者に対して、命令や指示をしたり、束縛することはできません。医者がするのは、よくわかるように説明をしたり、助言をしたりすることのはずです。助言や説明を聞いたうえで、どのような治療を受けるのか、どのような生き方をするのかは、患者さんが自分で決めるのです。

＜なぜ対等を意識する必要があるのか＞
　たいていの患者は、医師に対して遠慮やひどい時には恐れを感じています。特に入院中だったりすると、医者の機嫌をそこねたら、ちゃんと診てもらえなくなるのではないかと心配されることが多いのではないでしょうか。遠慮や恐れがあると、思っていることが言えなくなります。そうなると、患者の正確な状態が医師に伝わりにくくなって、治療が不適切になることもあります。患者の気持ちがわからないと、患者が自分の人生の主人公になることはなおさら難しくなります。

＜どうしたら対等になれる？＞
　医者はもともと患者よりも優位な立場にあるのですから、意識的に自分を下げるぐらいでないと、とても、対等な関係にはなれません。
　私は自分を下げるためにしていることがいくつかあります。まずは偉そうにしないことですね。姿も姿勢も態度も、意識してあまり医者らしくないようにしています。私は、よく人から医者らしくないと言われるのですが、自分に対するほめことばだと思って、喜んでいます。それから、相手を見下ろすような位置に立つのではなく、同じ目の高さになるように心がけています。できるだけ患者さんに自由に話してもらうようにして、話をさえぎらないようにします。患者さんが何を言っても、「でも」とか「そうは言っても」などの逆接の言葉を使わないようにします。「無理です」とか「ダメです」みたいな否定的な言い方も避けるようにしています。

（続く）
















常勤の看護師を募集します。

2018年06月16日






　今日はこひつじクリニック求人ネタです。

　現在、こひつじクリニックには常勤の看護師が４名います。
　うちのクリニックの看護師の主として次の４種類の仕事をしています。

　第一は「訪問看護」です。
　うちは訪問看護ステーションではないので、うちの訪問診療の患者様で訪問看護が必要な場合にうちの看護師が訪問します。訪問看護が必要になるのは、在宅で点滴が必要な場合や褥瘡など傷の処置が必要になる場合です。毎日数件の訪問看護があります。

　第二は「先回り」です。
　訪問診療の際に医師よりも先に患者さんの家に入って、バイタルサインのチェックをしたり、患者さんや家族と話をして、情報を収集し、カルテに記載します。

　第三は「同行」です。
　医師の訪問診療に同行し、医師の補助などをします。

　第四は「あと残り」です。
　医師が患者さんの家を出たあとで、尿道カテーテルの交換などの処置をします。

　うちの訪問診療は、一人ひとりの患者さんを大事にするゆっくりペースなので、いずれの仕事をする看護師も比較的、しっかり時間をかけて、仕事に取り組めると思います。
　あなたも、こひつじクリニックで、理想の在宅看護を追求してみませんか。

　お給料や条件についてはお気軽に yasushikomatsu@yahoo.co.jp までお問い合わせください。

















毎日が大吉です。（その５）

2018年06月17日






　今日は（その４）の続きです。
　（その４）では　＜逆境、苦難の効能＞　の途中まで書いてました。


＜逆境、苦難の効能＞（続き）

　（４）練られた品性が得られる。

　聖書の中に次の言葉があります。

そればかりではなく、患難さえも喜んでいます。それは、患難が忍耐を生み出し、
忍耐が練られた品性を生み出し、練られた品性が希望を生み出すと知っているからです。
この希望は失望に終わることがありません。なぜなら、私たちに与えられた聖霊によって、神の愛が私たちの心に注がれているからです。（ローマ人への手紙５章３〜５節）

　聖書のこの部分を書いたのはパウロという人です。この人は１世紀に活躍した伝道者ですが、キリストについて宣教したために、ムチで打たれたり、投獄されたりしましたが、それのみならず最終的には殉教することとなりました。
　キリストについてのべ伝えただけなのに、いわれのない痛み、苦しみを受け続けた人なのです。
　この人が、痛みや苦しみをも喜ぶと言っているのです。
　患難　→　忍耐　→　練られた品性　→　希望　という順にマイナスのできごとが、プラスに変えられていくのです。
　つらいこと、苦しいこと、悲しいことの中でも、すべてを最善に変えてくださる神様のことを知っているなら、じっと忍耐できるのです。そして、その過程を通して人間として大きく成長し、すばらしい希望を持つことができるようになるのです。


　（５）他の人に、勇気、生きる力、希望、感動を与える人とされていく。

　つらい境遇にあって、喜べるはずがない人が、喜んで、明るく、前向きに生きていると、それを見た周りの人は感動し、励まされ、生きる力を与えられます。
　また別の記事で詳しく書きたいと思いますが、私の関わった患者様で、末期の癌でいつ寿命が尽きるかわからないような状態の方がおられました。
　こんな状態なのに、この方は自分の境遇を嘆いたりするのではなく、周りの人に対していつも感謝の言葉を話されていました。さらに、自分の境遇を積極的に受け入れ、病気になったことさえ幸せだったと言っておられました。（この方はクリスチャンではありません。クリスチャンではなくてもすばらしい生き方をされている方はたくさんおられます。）
　逆境、苦難に負けないばかりか、周りの人を励まし、生きる力、勇気を与えられるなんて、すごいと思いました。


　以上、逆境、苦難の効能について考えてきました。
　一言で言うと、逆境、苦難によって人は成長するということです。
　「成長」にはいろいろな内容が含まれていると思いますが、ここで論じたことを箇条書きにすると以下のようになります。

　・苦しんでいる人、悲しんでいる人に共感できるようになる。
　・謙遜になる。（神に対して、周りの人に対して）
　・絆が強くなる。（神に対して、周りの人に対して）
　・忍耐力が強くなる。
　・練られた品性
　・希望が感じられるようになる。（希望が持てないような状況の中でも）
　・周りの人に勇気、生きる力、希望、感動を与えるようになる。


　（続く）















患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その３）

2018年06月18日






　今日は、「患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その２）」の続きです。
　今日でこのシリーズは終わります。
　患者様が自分の人生の主人公になるための方法を考えてみました。

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

＜NBM （narrative based medicine　物語に基づく医療）＞
　narrative とは、患者の人生の物語のことです。narrative based medicine とは、患者それぞれが持っておられる物語にそって、それに基づいて、治療法を選択し、治療していこうとするものです。先ほど少し EBM について述べましたが、NBM はそれを発展させた概念と考えることができると思います。患者にはそれぞれ違った物語があり、価値観（大切にしているもの）があります。対等な関係の中で、それを十分に語っていただいて、それを最大限に尊重します。医師はその物語のより良い続きが紡がれていくように、医学的知識(evidence) を駆使しながら、患者にいろいろな選択肢を提示し、わかりやすく説明します。その上で患者に治療法を選択していただきます。その後も、患者に寄り添い、物語という視点で治療を修正し、継続していきます。このようにすれば、患者が自分の人生の主人公となる医療に近づいていけるのではないでしょうか。

＜私の考える理想の医療＞
　患者さんが自分の人生の主人公であることを医療スタッフが意識して、その人がどんな病気を持っていても、どんな障がいがあっても、その人らしく、生きがい、希望、喜びを持って過ごせるよう治療や援助ができたらいいと思います。
　どんな状態であっても、その人が一人の人間として尊重されること。そして、患者が家族など周りの人との関わりの中で、患者も人間として成長できるし、家族も、さらに関わるすべての人も成長できるようであったら素晴らしいですね。療養生活が暗く、つらい、さびしいものから、明るく、積極的なものになっていったらいいですね。どんな病気や障がいがあっても、人は輝いて生きていくことができるはずのものだと私は思います。

＜結語＞
　患者が自分の人生の主人公になることのできる医療について考察しました。
　医療スタッフが患者と対等であることを意識して、患者の物語、価値観を十分に聞き取り、それにそった治療を選択していただくことが一つの解決法と考えられます。

（完）

















ユマニチュード入門

2018年06月19日






　今日は「ユマニチュード入門」という本を紹介します。

　どこの老人施設や病院にでも、認知症がひどくて、スタッフが手を焼く高齢者がおられます。介護に対する抵抗が強く、二人がかりで押さえつけて処置をしないといけなかったりします。
　でも、このユマニチュードという方法を使うと、あんなにスタッフの言うことを聞いてくれなかった人が、嘘のように素直に従ってくれて、介護がスムーズに進むのです。
　横から見ていると、魔法のよう、奇跡のようだと表現されます。
　ですが、これは魔法でも、奇跡でもなく、技術だというのです。誰でも知識を得て、練習して身につければ、実践可能なものなのです。
[image: no title]

　ユマニチュードは、イブ・ジネストというフランス人が体系化したものです。
　言葉でのコミュニケーションがむずかしい、認知症の進んだ方に対して、どうすれば「あなたは大切な人ですよ。」ということが伝わるか、１５０を超えるスキルとしてまとめられています。それぞれのスキルは誰でも習得可能、実践可能なものなのです。

　この本は入門編なので、細かい、具体的な１５０ものスキルは書かれていません。
　ただ基本的な４大コアスキル「見る」「話す」「触れる」「立つ」の要点について解説されています。

　こひつじクリニックでは、看護師がユマニチュードの研修を受けに行って、ユマニチュードを日常の診療に取り入れていこうとしています。
　より良い認知症看護ができるよう目指しています。
















国会議員のヤジについて

2018年06月20日






　今日は政治ネタでいってみます。

　以前から、やめてほしいと思っているものに国会議員のヤジがあります。

　ある議員が議会で発言している時に、反対意見を持つ議員がヤジを飛ばすわけですが、これはどうしても好きになれません。
　選挙の時には、どんな候補者も、駅前とかで、支持者であろうとなかろうと通り過ぎる人に笑顔で握手をしていきます。それなのに、当選した途端に反対者にヤジを飛ばすようになるのです。
　すべての議員はそれぞれ多数の支持者の投票によって、当選して議員になります。それぞれの議員のうしろには、多数の国民がついているわけです。議員に対してヤジを飛ばすのは、その国民に対してヤジを飛ばしているのと同じです。反対意見を持つ国民に対して、「こんな人たちに負けるわけにはいかない」などと暴言を吐く政治家も中にはいますが、とんでもないことです。

　そもそも議員というものは、いろいろな意見を持つ国民から選ばれて、その国民を代表して議会に来ています。いろんな意見を持つ議員が集まって、しっかり議論して、最も国民のためになることを追求して決めていくのが仕事のはずです。反対意見や少数派の意見にも十分耳を傾け、考慮に入れて、物事を決めていかなければなりません。野党議員も、ヤジを飛ばしている暇があるのだったら、しっかり相手の発言に集中して、聞き漏らさないようにして、しっかり作戦を立てて、討論をいどむべきでしょう。

　ヤジというものは、議会のレベルを下げ、政治の劣化をもたらすだけのもののように思います。議員には、もっと頭を使って、真剣に国民のために議論をしてもらいたいものだと思います。
















「田中宇の国際ニュース解説」をお薦めします

2018年06月21日






　田中宇（たなかさかい）さんという人がいます。
　この人は、自分で海外のメディアの記事をたくさん読み込んで、真相を深く鋭く分析して解説記事を書いてくれるのです。テレビの評論家の言っていることを聞いているだけでは決してわからない、できごとの本当の意味、表面からは見えない裏の事情、これからどうなっていくかということがわかります。
　この人の情報収集能力、分析力は、並大抵ではありません。
　たとえば、トランプ大統領。
　田中氏は、大統領選のかなり前からトランプ大統領の当選を予測していました。
　日本のメディアではトランプ大統領の当選を自信を持って予測できた人はほとんどいなかったと思います。
　多くのメディアは、トランプ大統領のことを無能とか、馬鹿だとか、気まぐれだとか論評しますが、田中氏によると、トランプ大統領はかなり深い策略を持って、一貫したポリシーで、世界やアメリカをある方向に動かそうとしているというのです。
　世間で一般に言われていることと全然違ったことを田中氏は言うので、初めて読む人は、なかなかすんなり受け入れられないかも知れません。
　私も数年前にこの人のことを初めて知った時はそうでした。
　でも、しばらくこの人の記事を読み続けているうちに、世界の動きがよく理解できるようになったし、実際、田中氏の予測がかなり当たったりするのです。今では、けっこう田中氏の記事を楽しみに待っています。
　みなさんもぜひ田中氏の記事を読んでみてください。世界がこれからどう変わっていくのかがわかります。田中氏の分析を疑っていたとしても、そんな考え方をする人がいるんだということがわかるだけでも、自分の視野が広がり、頭が柔軟になるかも知れませんよ。

田中宇の国際ニュース解説
https://tanakanews.com/
















趣味としてのパソコン（Yahoo オークション）

2018年06月22日






　私はノートパソコン派です。
　使っていたパソコンが、故障したりして使えなくなった時に、私はいつも Yahoo オークションで中古のパソコンを落札して買っていました。
　発売後２〜５年ぐらいの機械を買えば、かなり安くでパソコンを手に入れることができます。
　中古品なので、寿命は新品よりは少し短めにはなるのですが、それでもだいたい２〜５年ぐらいは使えます。
　中古のパソコンを買っては、OS を一からインストールということを、しょっちゅうやってました。
　中古なので取扱説明書はありませんし、ネットなどで調べながら、一つ一つ問題を解決していきました。問題の解決に数か月かかることもありましたし、結局解決にいたらない問題もありました。
　問題解決のために悩むのが、趣味だったとも言えます。


















メダカの赤ちゃんが生まれました。

2018年06月23日






　５月２９日の記事「患者さんのご家族からメダカをいただきました。」(http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9646002.html)　のメダカが卵を生んで、その卵からメダカの赤ちゃんが生まれました。
　その看護師が写真をとってくれたので、アップします。
　メダカの成長記録も、このブログで時々紹介できると思います。

[image: 1]

　拡大の図

[image: no title]

　大きく育ちますように。

















メダカの赤ちゃん（訂正です）

2018年06月24日






　すみません。
　昨日のメダカの写真。ボウフラでした。
　恥ずかしいです。

　今日のは本物のメダカの赤ちゃんです。
[image: no title]

　拡大してみました。どうです。メダカっぽいでしょ。
[image: 1]

　成長を見守ってやってください。

















毎日が大吉です。（その６）

2018年06月25日






　今日は（その５）の続きです。

＜耐えられないような試練は起こらない。＞

　聖書の中に次の言葉があります。
　「あなたがたの会った試練はみな人の知らないものではありません。神は真実な方ですから、あなたがたを、耐えられないほどの試練に会わせることはなさいません。むしろ、耐えられるように、試練とともに脱出の道も備えてくださいます。」（コリント人への手紙第一　１０章１３節）

　（その５）までで、逆境や苦難により、人は成長するということを述べてきました。
　神様は、逆境や苦難、試練により人を成長に至らせようとなさいます。
　苦しめるのが目的ではなく、愛するがゆえに、より素晴らしい人となるように引き上げるために試練に会わされるのです。
　ですから、苦しすぎる試練、立ち直れないような試練に会わされることはありません。
　これ以上のどん底はないと思われても、私は世界一不幸だと思われたとしても、神様は、脱出の道も備えてくださっているのです。
　必ず立ち直れます。真っ暗なトンネルからも必ず外に出られます。必ず幸せになれます。
















趣味としてのパソコン (Linux)

2018年06月26日






　私はノートパソコン派です。
　パソコンって、進歩のスピードが速いので、時間がたつとすぐ古くなります。故障することもあるし、時々買い換えることになります。そんな時デスクトップのパソコンだと、なんか処分するのがめんどうなんですよね。
　そんなわけで、私はいつもノートパソコンです。Yahoo オークションで、型落ちのものを発売時の値段の 10〜20% ぐらいの金額で買ってました。
　マッキントッシュは洗練されている感じでかっこいいのですが、中を自分でいじれない感じが強くて好きになれませんでした。なので、私の買うのはいつも DOS/V でした。
　ＯＳはと言うと、最初の頃は MS-DOS でした。Windows 3.1 はほとんど使ったことはなくて、その次は Windows 95 でした。その後、Windows Me のころまで、ずっと Microsoft の Windows を使っていました。
　１５年ぐらい前に勤めていた病院の同僚の医師に「Microsoft の製品なんか使ってたらだめですよ。裏で何をされてるかわかりませんよ。」と言われました。ユーザーの情報を Microsoft が勝手に集めて、何に利用されるかわからないというのです。その先生が使っていたのが Linux（リナックス）でした。
　面白そうだと思って、Linux を使い始めました。
　Windows ではソースコードは公開されていませんが、Linux はオープンソースです。
　Windows はブラックボックスで Linux はガラス張りです。中身はすべて見ることができます。
　Windows では中で何が行われているかわからないし、情報が抜き取られて、どこかに送られていてもわかりません。ですが、Linux ではガラス張りなので、悪意のある人が何か悪い仕掛けを仕込むことはできません。
　Windows は値段が高いのですが、Linux は無料です。
　私が Windows を使っていた頃には、ハードウェアにかけるのと同じぐらいの金額をソフトウェアにもかけるものだと誰かが言っていて、そんなものなのかなと思っていたのですが、Linux を使うようになってからは、ソフトウェアには原則的にはお金をかけないようになりました。
　Windows だとウイルス対策が必須ですが、Linux だと、OS のアップデートやセキュリティー関係の設定をきちんとしていれば、ウイルスの心配はほぼありません。

　ということで私は Linux 歴、約１５年です。原則 Windows は使いません。

　Linux にも種類がいくつかあります。最初は Vine Linux、次は Plamo Linux を使っていたのですが、１０年以上前から、実用性、信頼性、安全性が高く、使いやすい Debian Linux を使っています。
　Linux はカスタマイズの自由度が非常に高いです。いろいろ試して好みの環境を作っていくことができます。
　私が今、特に気にいっているのが、awesome という window manager です。パソコンで作業をする時にいくつかのソフトを立ち上げることがあると思いますが、この window manager は、タイリングウインドウマネージャーと言って、作業中のウインドウをタイルのように並べて、画面全体にすき間なく自動的に並べてくれるのです。ウインドウの配置やリサイズを自動的にやってくれるので、ウインドウの裏に別のウインドウが隠れてしまうことがありません。画面のスペースを無駄なく全部使えるので、とても快適です。
















こひつじ１号車は今日もゆく。

2018年06月27日






　こひつじクリニックには車が４台あります。
　全部、マツダのキャロルで色も同じ、ドアの文字もほぼ同じです。
　グリーンはこひつじクリニックのイメージカラーです。羊が食べる草の色です。きれいでしかもよく目立ついい色でしょ。

　私はたいてい１号車で走っています。
　昨日走っていたら、距離計の数字が１２２２２２ｋｍになりました。
　距離計で同じ数字が５個並ぶのって、けっこう珍しいでしょ。ブログネタにしようと思って、すかさず写真をとりました。

[image: IMG_4277]

　２０１４年１２月に４万キロぐらいの走行距離の時に買ったので、３年半ぐらいで８万キロぐらい走ったことになります。
　けっこうよく走ってくれるいい車です。仕事をともにする同士です。

　クリニックの前にとめた１号車
[image: IMG_4278]

　側面はこんな感じです。
[image: IMG_4280]

　私は知らなかったのですが、巷の噂で、この車が走っているのを見たら幸せになるということですよ。
　みなさんも、走っているこの車を見つけて幸せになってください。

















谷口万紀子先生を紹介します。

2018年06月28日






　時々、こひつじクリニックに非常勤の医師として勤務してくださっている谷口万紀子先生は「風と虹の診療所設立準備委員会」の委員長をしておられます。
　次の目標、目的を持って活動しておられます。

>風と虹の診療所を作りたい！
>そして、そこで、下記の３つを提供したいと思っています。
>1）ほどよい医療と行き届いたケア

>2）生きるためのデスエデュケーション
>3）グリーフケア

　私の思いと共通する部分が多いと感じています。
　協力させていただきたいと思っています。

　７月に大阪でこんなイベントがあります。みなさん、チェックしてみてください。


風と虹の診療所設立準備委員会講演会：木本努さん　「当たり前だった日常が失われた日　～グリーフ（悲嘆）ケアと出会って～」
https://www.facebook.com/events/447731729012391/
[image: no title]



















毎日が大吉です。（その７）

2018年06月29日






　今日は（その６）の続きです。

＜神様は愛する子に試練を与える。＞

　聖書の中に次の言葉があります。

5,そして、あなたがたに向かって子どもに対するように語られたこの勧めを忘れています。「わが子よ。主の懲らしめを軽んじてはならない。主に責められて弱り果ててはならない。
6,主はその愛する者を懲らしめ、受け入れるすべての子に、むちを加えられるからである。」
7,訓練と思って耐え忍びなさい。神はあなたがたを子として扱っておられるのです。父が懲らしめることをしない子がいるでしょうか。
8,もしあなたがたが、だれでも受ける懲らしめを受けていないとすれば、私生子であって、ほんとうの子ではないのです。
9,さらにまた、私たちには肉の父がいて、私たちを懲らしめたのですが、しかも私たちは彼らを敬ったのであれば、なおさらのこと、私たちはすべての霊の父に服従して生きるべきではないでしょうか。
10,なぜなら、肉の父親は、短い期間、自分が良いと思うままに私たちを懲らしめるのですが、霊の父は、私たちの益のため、私たちをご自分の聖さにあずからせようとして、懲らしめるのです。
11,すべての懲らしめは、そのときは喜ばしいものではなく、かえって悲しく思われるものですが、後になると、これによって訓練された人々に平安な義の実を結ばせます。
（ヘブル人への手紙１２章５〜１１節）

　神様は私たち一人ひとりを大切な子供として扱ってくださっています。
　人間の想像をはるかに超える深い愛で私たちは愛されているのです。
　愛すればこそ、神様は私たちに対して「懲らしめ」や「むち」を加えられるというのです。
　この「懲らしめ」、「むち」、「訓練」が私たちの益となり、私たちが神様の聖さ（きよさ）に向かって成長していくことにつながっていくのです。
　この聖書の箇所にも、「懲らしめ」はつらいもの、悲しいものであると、はっきり書かれています。
　つらいけど、苦しいけど、ヤケになったり、絶望したりして、自分を壊したり、周りの人を壊したりするのではなく、じっと耐え忍ぶのです。
　大丈夫。神様が耐え忍ぶ力をくださいますから。
　耐え忍ぶうちに、必ず、神様が次の展開に導かれます。真っ暗なトンネルから脱出できます。
　「訓練」を一つ一つクリアしていくうちに、すばらしい実を結ぶ人生となっていきます。

（続く）
















ある患者様の作品

2018年06月30日






　５月２２日の記事
「患者さんから手作りの羊をいただきました。」
(http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9496579.html)
の羊の作者である９０代男性の方が、また手作りの作品をくださいました。

　一つめです。
[image: no title]
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　二つめです。
[image: 4]

　集合写真です。
[image: 1]

　９０代となっても衰えない創作意欲。
　私もこうありたいです。
　ありがとうございました。

















毎日が大吉です。（その８）

2018年07月01日






　今日は（その７）の続きです。

＜喜ぶ者といっしょに喜び、泣く者といっしょに泣きなさい。＞

　聖書の中に次の言葉があります。

　喜ぶ者といっしょに喜び、泣く者といっしょに泣きなさい。（ローマ人への手紙１２章１５節）


　ある先生の講演で聞いたのですが、どこかの国のことわざで、
　「喜んでいる人と共に喜ぶと喜びは２倍に、悲しんでいる人と共に悲しむと悲しみは半分になる。」というのがあるそうです。

　私たち、人間というものは弱いもので、人が成功したり、幸運を手にしたりするとねたんでしまったり、腹を立てたりします。 その逆に、人の失敗や不幸を見ると、喜んだり、安心してしまったりすることがあります。
　人間にはもともと罪の性質があって、利己的なんです。
　人を蹴落としてでも、自分は上に行きたい。人はどうなってもいいが、自分はいいものを得たいと考えたりします。このような状態では本当の幸福は得られません。
　けれども救いがあります。
　神様に、そのままの姿で、無条件に愛されて、受け入れられていることを私たちが知るならば、自分が愛されているのと同じように人を愛することができるように徐々に変えられていくのです。
　周りじゅうが競争相手、だますかだまされるか、食うか食われるかという人間関係から、愛し合い、仕え合い、支え合い、励まし合うという人間関係に変えられていきます。
　そうすると、喜ぶ人と共に喜ぶこと、悲しむ人と共に悲しむことが、自然なことになってきます。
　すると、上のことわざのとおりに、喜びはますます大きくなり、悲しみは小さくなって、のりこえていくことができるようになるのです。

　自分がつらい経験、逆境、苦難を通るなどして成長すれば、共に喜び、共に悲しむような関係を通して、周りの人も人間として一歩ずつ前に進み、成長できるようになると思うのです。

　私たちはみんな、一生かけて成長を続ける発展途上人です。
　日々、神様の愛をいっぱいに受けて、感謝しましょう。そして周りの人を愛せるように祈りつつ、歩んでいきましょう。

（続く）
















事務員を募集します。

2018年07月02日






　訪問診療の患者様が増えてきたことに伴い、事務員を募集します。

　当クリニックでの事務員の仕事は以下のようなものです。
　（１）事務所での仕事
　　　・医療事務
　　　・請求業務
　　　・各種書類の整理、発行
　　　・電話対応
　　　・外来受付
　　　・物品の管理、発注
　　　・訪問診療の物品の準備
　　　・訪問スケジュール管理
　　　・広報的なこと
　　　・コンピューターシステムの管理
　　　・その他

　（２）訪問診療に同行して
　　　・車の運転
　　　・処方箋や各種書類の印刷
　　　・医療費が現金で支払われる場合の処理

　（３）単独で患者様宅を訪問して
　　　・患者様やご家族に、書類などの説明。
　　　・保険証などの確認
　　　・物品などを届ける。
　　　・医療費が現金で支払われる場合の処理

　上記のような仕事をお願いすることになります。
　パソコンが得意な方、パソコンいじりが苦でない方を特に求めております。

　仕事内容、お給料や条件などについてのご質問はお気軽に yasushikomatsu@yahoo.co.jp まで。
















認知症サポーター養成講座を開きます。

2018年07月03日






　こひつじクリニックでは、２か月に１回認知症サポーター養成講座を行っています。
　これは一般の方向けの講座です。
　一般の方が認知症についての知識を深めて、認知症の方やそのご家族をサポートできるように。そして、認知症の方が地域で安心して暮らしていける社会になっていくことを目的としています。

[image: 3]

　次回は７月１２日（木）14:00〜15:30 です。
　場所は、こひつじクリニック（兵庫県川辺郡猪名川町若葉 1-30-10）です。
　予約は不要です。
　どうぞ、関心のある方はお集まりください。















事例検討会のご案内

2018年07月04日






　５月９日に「事例検討会のお知らせです。」(http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9173920.html)　という記事を上げましたが、今月も定例の事例検討会をします。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、より良いプランを考えていきます。
　在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。

　場所：川西市文化会館　第二会議室
　日時：７月１３日（金）１７時３０分 ～１８時５０分















毎日が大吉です。（その９）

2018年07月05日






＜私たち一人ひとりは体の別々の器官のようなもの＞

　今日は（その８）の続きです。
　少し長いのですが、聖書の一部を引用します。


12,ですから、ちょうど、からだが一つでも、それに多くの部分があり、からだの部分はたとい多くあっても、その全部が一つのからだであるように、キリストもそれと同様です。

14,確かに、からだはただ一つの器官ではなく、多くの器官から成っています。
15,たとい、足が、「私は手ではないから、からだに属さない」と言ったところで、そんなことでからだに属さなくなるわけではありません。
16,たとい、耳が、「私は目ではないから、からだに属さない」と言ったところで、そんなことでからだに属さなくなるわけではありません。
17,もし、からだ全体が目であったら、どこで聞くのでしょう。もし、からだ全体が聞くところであったら、どこでかぐのでしょう。
18,しかしこのとおり、神はみこころに従って、からだの中にそれぞれの器官を備えてくださったのです。
19,もし、全部がただ一つの器官であったら、からだはいったいどこにあるのでしょう。
20,しかしこういうわけで、器官は多くありますが、からだは一つなのです。
21,そこで、目が手に向かって、「私はあなたを必要としない」と言うことはできないし、頭が足に向かって、「私はあなたを必要としない」と言うこともできません。
22,それどころか、からだの中で比較的に弱いと見られる器官が、かえってなくてはならないものなのです。
23,また、私たちは、からだの中で比較的に尊くないとみなす器官を、ことさらに尊びます。こうして、私たちの見ばえのしない器官は、ことさらに良いかっこうになりますが、
24,かっこうの良い器官にはその必要がありません。しかし神は、劣ったところをことさらに尊んで、からだをこのように調和させてくださったのです。
25,それは、からだの中に分裂がなく、各部分が互いにいたわり合うためです。
26,もし一つの部分が苦しめば、すべての部分がともに苦しみ、もし一つの部分が尊ばれれば、すべての部分がともに喜ぶのです。
27,あなたがたはキリストのからだであって、ひとりひとりは各器官なのです。
コリント人への手紙 第一 12章12,14-27節


　この箇所には、キリスト教会の各メンバーがどういう関係にあるのかということが書かれています。
　でも、クリスチャンでない人の集まりにおいても、あてはまることが書かれていると思います。

　人間社会においては、いろいろなスケールの人の集まりがあります。
　「家族」という集まりもあるし、「同じ職場」とか「同じ学級」とか言う集まりもあります。「同好会」とか「同じ趣味の人の集まり」みたいなものもあるでしょう。「同じ町の住人」とか「同じ国の国民」とかも人の集まりです。もっと言えば「人類全体」というのも人の集まりです。
　神様は、人を一人ひとり違ったものとして造られました。世界には何十億もの人がいますが、あなたと同じ人は一人として存在しません。
　上の聖書の箇所を見ると、からだには多くの器官があると書かれています。人の集まりにおいて、各メンバーはみんな違っています。それぞれ違った長所があり、それぞれ違った弱点があります。
　神様は、多様性を大切にされるのだと思います。
　体には多数の多様な内臓や器官があるのですが、それぞれ違った働き、役割があるわけです。
　メンバーはみんな違っていて実に多様なんだけれども、全体としては調和のとれた一つとなるというのが、神様のやり方です。
　ここで神様が、各メンバーに期待されていること、考え方は以下のようになるでしょう。
　　・多様なメンバーがいることを認める。受け入れる。尊重する。
　　・どのメンバーも大切。必要ないメンバーはいない。
　　・分裂しない。
　　・いたわりあう。
　　・もし一つの部分が苦しめば、すべての部分がともに苦しみ、もし一つの部分が尊ばれれば、すべての部分がともに喜ぶ。

　神様は、このようなことを人間に期待されているわけですが、実は期待されている通りのことを実行、実践できる人は誰もいないのです。
　「毎日が大吉です。」（その８）
http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/10314324.html
に書きましたが、人には罪の性質があります。喜ぶ人と共に喜んだり、泣く人と共に泣くなんてことは、普通はできないんです。
　でも、人が神様の愛に触れて、変えられていけば、徐々に理想に近づいていけるんだと思います。
　各メンバーがこのような理想に近づいていくほど、その集まりは成長していると言えるんだと思います。
　すべての人が発展途上人であるのと同様、すべての「人の集まり」も永遠に発展途上です。

　人は誰でも不完全で、失敗を繰り返すものですが、心配ありません。
「私はカーナビが好きです。」
http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9623886.html
に書きましたが、何度失敗しても神様は決して見放さず、常に寄り添って、最善の選択肢を示し続けてくださいます。何度でも再挑戦できるのです。自分の失敗したみじめな姿にばかり目を向けていると、落ち込むばかりですが、責めることなく何度でもチャンスをくださる神様に目を向けるならば、日々喜びと希望を持って進んでいくことができます。そうするうちに、知らない間に少しずつ成長をとげていることでしょう。

















ある患者様が大雨のため避難されました。

2018年07月06日






　昨日、大雨でした。
　こひつじクリニックのある猪名川町はわりと雨の強い地域だったのですが、うちのクリニックは軽い高台にあるので、業務上には特に問題はなく通常の診療ができました。

　昨日午後、予定の訪問診療で回った患者様が、その４時間後ぐらいに避難勧告が出て、避難所に移られました。
　この患者様の家の横を川が流れています。ふだんは家の立っているところの１０メートルぐらい下に水面があるのですが、今日見てみるとあと２〜３メートルぐらいのところまで水面が上がってきていました。ふだんは川をのぞき込むぐらいでないと水面が見えないのですが、今日は離れたところからでも激しい濁流が見えました。この時は、まだ避難まではしなくてもいいだろうと思ったのですが、避難というものは、早めにするほうがいいですよね。何かが起こってからだと、悔やんでも悔やみきれません。

　健常な人が避難生活を送るのも、もちろん大変なことですが、病気や障がいのある方が、避難を強いられるのは、なおさら、本人も家族も大変だと思います。
　私にできるのは、ほんのわずかなことですが、何かお手伝いできることがあるのならさせていただきたいと思っています。

　避難所で生活されている方で、健康上の問題があったりして、往診を希望される場合はご相談ください。可能な限り対応させていただきます。

















大雨ですが、私は無事です。

2018年07月07日






　大雨が続いています。
　私もこひつじクリニックも無事で通常の訪問診療を続けています。
　川沿いの道とか山に入っていく道では通行止めになっているところが増えてきました。
　一般道の渋滞も目立つようになってきました。
　こんな時でもと言うか、こんな時だからこそ、体調を崩されて、どうにもならずにこまっておられる患者さんがおられるかも知れません。必要のある方はご連絡ください。こひつじクリニックのスタッフで協力してお力になれるようがんばります。
















毎日が大吉です。（その１０）

2018年07月08日






＜神様は、私たちにあえて「弱さ」を与えられる。＞

　今日は（その９）の続きです。
　聖書の一部を引用します。

7,また、その啓示があまりにもすばらしいからです。そのために私は、高ぶることのないようにと、肉体に一つのとげを与えられました。それは私が高ぶることのないように、私を打つための、サタンの使いです。
8,このことについては、これを私から去らせてくださるようにと、三度も主に願いました。
9,しかし、主は、「わたしの恵みは、あなたに十分である。というのは、わたしの力は、弱さのうちに完全に現れるからである」と言われたのです。ですから、私は、キリストの力が私をおおうために、むしろ大いに喜んで私の弱さを誇りましょう。 
10,ですから、私は、キリストのために、弱さ、侮辱、苦痛、迫害、困難に甘んじています。なぜなら、私が弱いときにこそ、私は強いからです。
コリント人への手紙 第二　12章 7-10節


　この文章を書いたのはパウロという人です。
　１世紀に活躍した大伝道者です。
　このパウロさんには、具体的なことは書かれていないので、詳しいことはわからないのですが、何か肉体に「弱さ」があったようです。
　何らかの病気だったのかも知れないし、身体的な特徴であったのかも知れません。
　この「弱さ」がなかったら、もっとよく働けるようになるのにとか、もっと説得力のある話し方ができるようになるのにとか、そういったものだったのかも知れません。
　とにかく、パウロさんはこの「弱さ」を取り去ってくださいと、神様に何度も祈ったようです。
　でも神様からはこんな答えがあったのです。
　「わたしの恵みは、あなたに十分である。というのは、わたしの力は、弱さのうちに完全に現れるからである」

　なんという、驚くべき逆説でしょう。

　人は誰でも強くなりたいと思うものではないでしょうか。
　強ければ、人に勝つことができるようになります。
　強ければ、自分の思い通りに事を運べるかも知れません。
　強ければ、より良い仕事ができるようになるかも知れません。
　でも、神様はパウロさんに対して、弱さを持ったままでいいんだと言われるのです。人の弱さの中にこそ、神様の力は完全に現れると言われるのです。

　強さを求めることを放棄して、神様の力にすがる。この時に神様のすばらしい働きを見るようになるのです。

　そのことを理解したパウロさんは言いました。
　「むしろ大いに喜んで私の弱さを誇りましょう。」「私が弱いときにこそ、私は強いからです。」


　実は、神様は、パウロさんだけにではなく、私たち一人ひとりにもそれぞれ弱さを与えておられるのです。
　たとえば、
　　・お金や名誉に対する執着が強く、人をだましたり、蹴落としたりしてしまう。
　　・アルコールや薬物におぼれてしまう。
　　・ギャンブル依存
　　・性的な誘惑に弱い。
　　・盗癖
　　・嘘をつく
　　・ねたむ

　　そのほかにも
　　・運動が苦手
　　・整理整頓が苦手
　　・人付き合いが苦手

　　・各種の病気

　　・ほかにもいろいろあると思います。

　こういう弱さを一つも持たない完全な人は誰もいないはずです。神様がそのように造られているのですから。
　弱点克服のために努力するのは、当然かも知れませんが、そう簡単に克服できない場合も多いでしょう。一生の課題になるかも知れません。
　でも大丈夫。「私が弱いときにこそ、私は強いからです。」

　以上は個人の性質、状態、性格、特徴に関わる部分の「弱さ」です。

　この「毎日が大吉です。」シリーズで取り上げてきた、逆境、苦難というものは、できごと、境遇、環境という点で与えられた神様からの「弱さ」ということもできると思います。
　神様が、なぜ私たちに逆境や苦難を与えられるのか。その一つの答えが、今日の聖書の箇所と言えると思います。
　逆境、苦難の中で忍耐して、神様の力にすがる。この時に神様のすばらしい働きを見るようになるのです。

（続く）

















毎日が大吉です。（その１１）

2018年07月09日






　いろいろな視点から、私たちに起こってくる逆境、苦難について考えてきました。
　各記事の要点を一言ずつで列記します。

（その１）神様の計画は私たちに将来、平安、希望を与えるためのもの。
（その２）不幸なできごとの原因は自分ではない。
（その３）神様はすべてを益に変えてくださる。
（その４）どのようにしてマイナスの経験がプラスに変わるか。逆境、苦難の効用
（その５）逆境、苦難の効用
（その６）耐えられないような試練は起こらない。
（その７）神様は愛する子に試練を与える。
（その８）喜ぶ者といっしょに喜び、泣く者といっしょに泣きなさい。
（その９）私たち一人ひとりは体の別々の器官のようなもの
（その１０）神様は、私たちにあえて「弱さ」を与えられる。

　神様は、私たちを愛してくださっています。
　私たちも、私たちの家族も、私たちの住んでいる地域も、国も、さらには全人類が幸せになる道を用意しておられます。
　逆境や苦難が私たちを襲うことはありますが、どんなことがあっても大丈夫です。
　神様のなさることは常に最善です。
　私たちがどのように対処したらいいか、どこに向かって歩いていったらいいか、いつでも最善の選択肢を示し続けてくださいます。

　悲しい時には思い切り泣くことしかできないかも知れません。叫びたくなることもあるでしょう。
　でも神様が最善に導いてくださると知っているなら、涙がかれたあとで、こみあがってくる平安、希望を体験することができます。
　時間はかかるかも知れませんが、必ず立ち上がって前を向いて上を向いて歩くことができます。
　将来のことはわかりません。でも必ず神様がすばらしいことを行ってくださると信じることができるのです。

　だから、毎日いろいろなことが起こるのですが、毎日が大吉だと言えるのです。
　苦しいこと、つらいことが起こっても不幸ではないのです。神様がすばらしい将来を用意してくださっているのですから。

（「毎日が大吉です。」終わり）

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１）

2018年07月10日






　「毎日が大吉です。」のシリーズが昨日で終わったので、今日からは新しいシリーズを始めます。
　「教会の中の人間関係で傷つけられないために」です。
　ひょっとしたらかなりショッキングなタイトルと思われるかも知れませんね。
　教会に行ったことがない人は、「教会って、敬虔で、優しくて、立派な人が集まっているところなんでしょう。そんな教会の中の人間関係で傷つけられることなんてあるの？」と思っておられるかも知れません。
　今、教会に行っておられる方でも、「教会の中の人間関係で傷つけられるなんて想像できない。」とおっしゃるかも知れません。

　私は小学校６年生の時から、教会に通っています。今までにいろいろな教会に通ってきました。いろいろなことを経験し、見たり、聞いたりしてきました。
　私の経験から言えることは、教会と言ったって、立派な人が集まっているわけではないということです。
　教会の中も、一般の社会もそんなに違わないのです。
　教会の中でも争いが起こることがあるし、憎しみやねたみが渦巻いていることもあります。上の立場の人が、下の立場の人を支配して、自分の権力を維持しようとしたり、搾取しようとしたり、策略をめぐらして、相手をだしぬこうとすることもあります。
　クリスチャンは、一見、うやうやしく見えて、いい人のように見えます。自分をいい人のように見せるのが上手と言えるかも知れません。でもその中身は、一般の人と変わらない、ドロドロしたものを持っていることがあるのです。一見いい人なのに、中はドロドロ。だから困るんです。一般社会よりもたちが悪いのです。

　問題をかかえて、ここになら解決があるかも知れないと思って、教会にやってくる人があります。
　順調に神様と出会えて、新しい命を得て、生き生きとクリスチャンとして生きていく方もあるかも知れません。
　ですが、その反対に、初めのうちは気づかなかったのに、やがて、先に教会にいたクリスチャンのドロドロした部分を思い知らされて、教会から離れてしまう人がたくさんあるということを私は知っています。その教会から別の教会に移っていくのならいいのですが、神様に対する信仰ごと失ってしまう場合が多いように思います。なんという残念なこと、おそろしいことでしょうか。あってはならないことです。

　このシリーズでは、今までの私の経験をふまえて、私なりの解決策を提案していきたいと思います。
　私の記事を読まれて、教会の中の人間関係で傷つけられて、悩んでいる方の重荷が少しでも軽くなり、神様から、また信仰から離れてしまう人が少なくなることを願っています。

　私の簡単な自己紹介はこちらです。

自己紹介
http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9085998.html

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２）

2018年07月11日






＜私の経験したある教会＞

　私は一時期あるプロテスタント教会に属していました。
　その教会の牧師は熱心に神様に仕えていて、教会員もみんな熱心でいい教会だと思っていました。
　私もその先生を尊敬していて、教えられることにできるだけ忠実に従っていこうとしていました。
　ところが、ある時、この牧師の恐ろしい罪が明るみに出たのです。
　複数の女性信徒に対して、性的な罪を働いていたというのです。
　ふだんから、性的な潔癖をよく説いておられる先生だったので、にわかには信じられませんでした。
　でも、牧師の行状についての証言がいくつも出てくるにつれ、私の中で牧師に対する信頼が、音を立てて崩れました。
　あんなに何年にもわたって、尊敬し、信頼し、従ってきたのに、裏ではこんな恐ろしいことをやっていたのか。
　深く失望しました。体の力が抜けました。呆然としました。

　でも、幸いなことに、神様に対する信仰は失いませんでした。

　「牧師も罪を犯すんだ。牧師も人間に過ぎないんだ。」これが、私の得た教訓でした。

　思い返してみれば、それまでにも、熱心だった教会員が急に来なくなることが何回かありました。牧師はその時に、その人は堕落していったから、関わりを持たないようにみたいなことを、教会員に説明していたように思います。本当のことはわかりませんが、牧師の罪があったのかも知れません。

　この牧師には強いリーダーシップがあって、カリスマ性があったと思います。
　教会員は牧師の言うことを神様の声と受け取っていました。牧師の指示には従うのが当然でした。
　進学、就職、結婚など、重要な選択の場面では牧師に相談することが当たり前だったように思います。
　教会員に対して、自分で考えることや自分で判断することを勧めるようなことはなかったように思います。祈ることを勧めてはいましたが、祈りの答えはいつでもその牧師からやってくるのです。
　礼拝や奉仕を休む時には事前にきちんと連絡を入れることを指導されました。
　ある教会員に、牧師が何か命令や指示をした時には、牧師は他の教会員には「牧会的配慮」という言葉を使って説明していました。それ以上は誰も牧師に質問したり、意見することはありませんでした。今思えば、「牧会的配慮」とは、これは牧師の専権事項であって、教会員が口をさしはさむ余地はないという意味だったと思います。
　牧師には、神様が特別に語りかけておられるので、牧師の言うこと、することには黙って追従していればいいと、教会全体がそんな雰囲気でした。
　この牧師は、教会員が他の教会の人と会うのを嫌っていて、これを許可制にしていました。事前に牧師と相談し、許可が出た時だけ会うことができるのです。
　牧師は教会員に関する情報を独占していて、教会員が独自に、離れていった教会員と連絡をとったりすることを禁じていました。今思えば、牧師は教会員に関する情報を自分に都合がいいように歪曲して、ほかの教会員に伝えていたのだと思います。

（続く）

















こひつじクリニック　８月の休診日

2018年07月12日






　こひつじクリニックの８月の休診日のお知らせです。
　８月１日（水）は創立記念日でお休みします。こひつじクリニックはこの日で５歳になります。
　８月１３日（月）〜１６日（木）は夏季休日ということでお休みです。

　お休みの間は、外来も予定の訪問診療も原則としてないのですが、臨時の往診については２４時間、３６５日の体制で対応いたします。何か問題があれば、いつでもご連絡ください。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その３）

2018年07月13日






＜教会はカルト化する可能性がある＞

　牧師と信徒の関係は絶対的な強者と弱者の関係と言えると思います。
　牧師は教える者で、信徒は教えられる者です。
　牧師は神の側に立つ者で、信徒は一般の人間です。
　牧師は信徒の秘密を知る者で、信徒は秘密を握られる者です。
　もし、牧師を神と同一視するような信徒であれば、牧師に従わないと、不幸になり、災難を招き、地獄に落とされるとかいう恐怖を伴うこととなります。

　このような特殊な人間関係の中では、牧師の犯罪や暴走が起こりえます。
　また、信徒個人に対して暴走が起こるだけでなく、教会全体に対しても暴走が起こりえます。

　私の経験した教会においては次のようなことがありました。
　・牧師の言葉を神の言葉と教会員に考えさせる（牧師の神格化）
　・教会員に自分で考えさせない。自分で道を選ばせない。
　・教会員の生活を管理しようとする。
　・牧師に質問や意見をさせない。
　・教会員に黙って従うようにさせる。
　・教会員に外部の人と交流することを禁じる。
　・牧師が情報を独占する。

　実はこれらの特徴はカルトに典型的な特徴なのです。
　私の経験した教会は、カルト的な教会だったと言えます。
　牧師と信徒の間の特殊な人間関係があるために、すべての教会はカルト化する可能性があるのです。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その４）

2018年07月14日






＜聖職者の性犯罪は珍しいことではないのかも知れない。＞

　私の感覚では、カトリックも含めた国内の教会の聖職者の性犯罪がメディアで報道されるのは数年に１度ぐらいだと思います。
　性犯罪は、被害者がおおやけになることを望まないため、そのほとんどは報道されないと思います。私の経験した教会の事例ももちろん報道されていません。
　被害者が泣き寝入りする場合も非常に多いと思います。私の経験した教会でもいつからその犯罪があったのかはわかりませんが、１０年以上続いて初めて発覚したのかも知れません。泣き寝入りをした被害者がたくさんいた可能性があります。
　そのことを考えると、聖職者の性犯罪の実数は、かなり多いのかも知れません。
　私の経験した教会の事例は、氷山の一角だったと考えるべきでしょう。
　こういった事例は私たちの周りの教会でも、珍しいことなのではなく、けっこうありふれているのかも知れません。
















猪名川町ののどかな風景

2018年07月15日






　今日、訪問診療で回った患者様のすぐご近所の方が、個人で馬を飼っておられます。

[image: no title]

　道路に面したところで、飼っておられるので、様子がよく見えます。

[image: IMG_4332]

　私は目撃したことはないのですが、飼い主さんはこの馬に乗って時々そのへんを散歩されてるらしいです。

　今は回ってないのですが、別のある患者さんのご主人は、ペットとしてイノシシを数頭飼っておられました。

　猪名川はのどかで楽しいところです。

[image: IMG_4334]
















事例検討会のお知らせです。

2018年07月16日






　毎月の事例検討会のご案内です。

　多職種での連携を強化していくために行っている検討会です。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、より良いプランを考えていきます。
　上記以外の方でも在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。

　場所：猪名川町社会福祉会館　第二会議室
　日時：８月１０日（金）１７時３０分 ～１８時５０分

















１２３４５６ｋｍ　！！

2018年07月17日






　昨日、こひつじ１号車で走っていたら、距離計が１２３４５６ｋｍになりました。
　すかさず写真をとりました。

[image: 1]

　どうです。距離計に連続する数字が６個並ぶなんてかなり珍しいでしょ。こんな写真をブログにアップできる人なんてそんなにいないと思いますよ。今日は自慢させてください。

[image: no title]

　次の珍しい数字は２２２２２２ｋｍかな。

















高濃度ビタミンＣ点滴療法できます。

2018年07月18日






　高濃度ビタミンＣ点滴療法という治療があります。
　一部の研究者が、癌に効くとかアンチエイジングに有効と発表しています。
　しかし、まだ医学界のコンセンサスは得られていません。
　このため、この治療は自由診療となり、費用は全額自己負担となります。
　１回の点滴が１〜３万円程度になります。

　ある患者様から御希望があり、先日、アイルランドの Mylan社から高濃度のビタミンＣを入荷しました。
　高濃度ビタミンＣ点滴療法を希望される方はご相談ください。















旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。

2018年07月19日






　こひつじクリニックでは、病気、障がい、高齢による体力低下などで外出が困難になった方の外出や旅行を、スタッフが同行することにより、積極的に支援しています。
　病気などで外出ができなくなると、人とのふれあいが少なくなり、気分は落ち込みがちとなり、夢も希望もなくなり、体力は低下し、認知症も進んだりします。そうなるとさらに外出が難しくなるという悪循環に入ってしまいます。
　でも、そんな患者様でも、旅行や外出ができたりすると、いっぺんに若返り、元気になり、前向き、積極的に毎日を送ったり、闘病できるようになったりするんです。

　患者様の状態などに応じて、医師が同行する場合と、看護師が同行する場合があります。

●医師が同行するのは
　・病状が不安定な場合
　・旅行中に点滴や注射が必要な場合

●看護師が同行するのは
　・病状が安定している場合
　・医師によるお手伝いよりも、看護師の方が役にたつ場合。
　　　看護的な処置が必要な場合は、医者ではあまり役に立たないかも知れませんので。


　患者様のこんな、すばらしい体験を手伝ってくださる看護師を募集します。ふだん、ほかのところで働いておられてもかまいません。こひつじクリニックの「旅行同行看護師」として登録していただくと、患者様から旅行同行依頼があった時に、登録看護師に依頼があったことを連絡いたします。旅行の日程や患者様の病状などについてご確認いただいた上で、同行可能ということであれば、同行をお願いします。こひつじクリニックの臨時職員という形でご勤務いただきます。患者様に同行される時間帯については１時間あたり２０００円、同行はしていないが移動などのために拘束されている時間帯については１時間あたり１０００円のお給料をお支払いします。その他、宿泊費、交通費、食事代などの実費はクリニックが負担します。
　同行当日までにできるだけ入念な打ち合わせをして、登録看護師の方にも、利用してくださる患者様にも、不安なく、安心して旅行にのぞんでいただけるようにいたします。

　患者様が心から喜ばれて、感謝してくれて、元気になっていかれる姿を見るのはとても感動的ですよ。患者様から教えられることも多いですし、患者様から勇気や希望をいただくこともあります。

　関心をお持ちの方は、お気軽に小松邦志 yasushikomatsu@yahoo.co.jp までお問い合わせください。



＜参考のために＞

「こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。」
http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9356957.html

「外出支援ボランティアを募集します。」
http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/cat_210168.html

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その５）

2018年07月20日






　今日は（その４）の続きです。

＜牧師とのトラブルの例＞

　性犯罪ほど深刻ではなくても、いろいろなトラブルが教会員と牧師との間で起こる可能性があります。


●パワハラ

　一般社会で見られるようなパワハラが教会内でも起こります。
　（その２）で書いた私の経験した教会でもこんなことがありました。
　牧師と信徒の間には絶対的な強者、弱者関係があるので、パワハラが起こりやすいと言えます。
　あからさまな肉体的な暴力は、さすがに教会内ではあまりないかも知れませんが、精神的な暴力、抑圧は珍しくないように思います。
　牧師として指導をしているつもりの場合もあるかも知れませんが、度を過ぎた言葉による暴力により、精神的にダメージを受け、自尊心を傷つけられることがあります。過大な仕事を押し付けられたりとか、教会内の人間関係を操作されて追いつめられることもあります。
　当然、こんな状況の中では、希望、喜び、平安、安心を感じることはできません。いつもせき立てられて、不安、恐れ、ストレス、悲しみ、疲労で満たされます。
　教会の中にいるのに、神様を信じて仕えようとしているのに、希望も喜びも平安も感じられないとしたら、何かがおかしいと思った方がいいでしょう。


●悩みに取り合ってくれない。助けてくれない。寄り添ってくれない。

　いろいろな悩みがあって、それを牧師に相談する場合があると思います。でも、その悩みを理解してくれなかったり、聞こうとさえしてくれない場合もあるかも知れません。牧師の人間性の問題があるのかも知れません。人の悩みを聞くというスキルさえ持ち合わせていないのかも知れません。
　牧師に相談すれば、きっといい助言をしてくれて、祈ってくれて、助けてくれると思っていた場合、期待はずれに、深く失望してしまうかも知れません。


●えこひいき

　牧師がえこひいきをしたり、しているように見えることがあります。


●なんとなく合わない。

　牧師も人間です。相性がいい場合もあれば、悪い場合もあります。
　ほかのみんなは牧師と相性が良くてうまくやっているように見えるのに、自分だけなんとなくうまくいかないという場合もあるのです。

（続く）
















ブログ更新、なんとか間に合いました。

2018年07月21日






　４月３０日にブログを始めて、毎日の更新を続けてきました。
　日記をつけたこともないし、ほとんどのことが３日坊主になってしまう私がよく続けてこれたものだとも思います。
　人に読んでもらうために文章を書くというのは、刺激的な楽しいことですね。
　文章を書くことは、自分のためにもなります。
　書くことによって、自分の中の考えがより具体的になり、より深められます。
　書きたいネタはまだまだたくさんあります。
　面白くない記事のことも多いかも知れませんが、これからもどうぞお付き合いください。
　良かったら、ご意見、ご感想、ご質問などをコメントに書いていただけるとうれしいです。

　※　23:55 頃投稿しました。
















今日はなかなか忙しい日でした。

2018年07月22日






　今日も昨日と同様１日の最後の投稿となりました。
　今日は日曜日ではありましたが、予定の訪問が２件、臨時の往診が３件ありました。最後の往診がさっき終わったところです。
　呼ばれたらいつでも出動する、２４時間３６５日の体制なので、ちょっと大変な日もあります。
　早く常勤の医者が来てくれて、少しでも夜間、休日の往診の対応をしてくれるようになるといいのですが。
　それまでは常勤医が私一人だけの状態でがんばります。
















ネッツトヨタで勉強会が始まります。

2018年07月23日






　９月にイベントが始まります。
　場所は、ネッツトヨタ神戸のネッツテラス猪名川のショールームです。
　医療、福祉関係のテーマでみんなで話をしようというイベントです。
　毎週金曜日の１４〜１６時です。

　私は毎月の第２金曜日に担当することになりました。
　９月１４日のテーマは
　　高齢化社会における「訪問医療」の大切さと使命について

[image: no title]

　１０月１２日のテーマは
　　決して他人事でない「認知症」への正しい理解について
　です。
[image: 1]

　どなたでも参加いただけます。
　予約不要。参加費も不要です。

　よかったらお越しください。
















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その６）

2018年07月24日






　（その２）から（その５）では牧師から傷つけられることについて考えてきました。
　（その６）からは教会員どうしのトラブルについて考えていきます。
　教会員どうしのトラブルについて考えるにあたって、「パリサイ人」という言葉が一つのキーワードになるように思います。
　今回から数回にわたってパリサイ人について、取り上げていこうと思います。


＜パリサイ人が出現するメカニズム＞

　パリサイ人とはどんな人かと言うと、別にパリサイという民族や地域があるわけではありません。
　民族としてはユダヤ人なのですが、一般民衆に対して、宗教上の指導をする役割の人がパリサイ人でした。

　一般に人を指導する際には
　　何を指導するか
　　どのように指導するか
　　指導したことが身についたかどのようにして評価するか
　　などのことが問題となります。

　指導する内容は具体的な方がやりやすいものです。

　たとえば、旧約聖書には「安息日を聖とせよ。安息日には仕事をしてはいけません。」と書いてあるのですが、１世紀頃のパリサイ人は「安息日に歩いていいのは〇〇メートルまで。それ以上は労働になるからいけません。」みたいな教え方をしていました。旧約聖書の教え（以下「本来の律法」と書きます。）の上に自分たち独自の解釈で新しい決まり（以下パリサイ律法と書きます。）を決めていたわけです。

　評価をする場合にも、測定可能な、達成できたかどうかはっきりと判定できる尺度があれば好都合です。

　指導する立場の人間として、パリサイ人はこれらの決まり（パリサイ律法）を模範的に守ることができます。（自分たちが守れるようなことを決まりにしていると言うべきなのかも知れませんが。）
　パリサイ律法を忠実に守る生活をしているうちに、自分は絶対に正しい。こんなに一生懸命神様に従っているのだから、自分は神様の目から見て優等生であるという意識が深くしみつくことになります。

　もともとの人間の性質として、誰にでもこんなものがあります。
　　人に認められたい。
　　人から評価されたい。
　　高い地位につきたい。
　　まわりの人を支配したい。

　これらの性質もあいまって、パリサイ人はエリート意識を持つようになり、それ以外の人を見下すようになります。

（続く）

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その７）

2018年07月25日






＜パリサイ人の特徴、イエス様の特徴＞
　今日はパリサイ人の特徴とイエス様の特徴を対比させて考えていきます。

　パリサイ人の特徴は以下のようなものです。

　(1)罪を指摘して責める。
　(2)突き放す。
　(3)苦しんでいる人、悲しんでいる人に寄り添わない。
　(4)言いっぱなしで follow up がない。
　(5)こんなしゃべり方：「そんなことしてたら救われないよ。地獄に行くよ。」
　(6)一人ひとりの事情に配慮しない。
　(7)頭ごなし。
　(8)偉そう。
　(9)自分の権威を保とうとする。
　(10)自信を失わせる。

　それに対してイエス様の特徴は、以下のようなものです。

　(1)愛
　(2)癒やし
　(3)赦し
　(4)寄り添う
　(5)見捨てない。
　(6)一人を大切にする。
　(7)一人ひとりの事情を理解して、個々に対応する。
　(8)謙遜。
　(9)偉そうではない。
　(10)立ち直らせる。


　私は元パリサイ人です。（ひょっとしたら現パリサイ人かも。）
　私にはパリサイ人の素質があるので、パリサイ人のことがよくわかるんです。
　パリサイ人には、相手に対する愛がありません。相手に対して罪を指摘すれば、それで役目を果たしたことになります。相手が立ち直るかどうかには関心がありません。パリサイ人にとって大切なのは自分の義を保つことです。
　当然のことながら、パリサイ人から何かを教えられても、そのパリサイ人から愛を感じることはありません。

  パリサイ人とイエス様はまったく対照的です。

　イエス様にとって大切なことは、人が自分を愛してくれる存在を知って、喜びや希望に満たされて歩むようになることです。愛が動機なんです。

　私は、かつてパリサイ人のように生きていました。神様にまじめに従っているつもりではありましたが、私からまわりの人には、愛が伝わっていなかったのです。
　神様の愛をまわりの人に伝えたいと思っていました。でも、起こったことはその逆のことでした。「どうしてみんな神様の愛がわからないんだろう」と考えました。
　「パリサイ人からは愛は伝わらない。イエス様からは愛が伝わる。」ということに気付いた時、愕然としました。
　まわりの人が神様の愛を感じられない。そのことの一つの大きい原因が、自分のパリサイ人的生き方だったのだとわかったのです。

（続く）
















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その８）

2018年07月26日






　パリサイ人について考えることは、教会の中で起こる諸問題を読み解く上で重要ではないかと思うので、今日もその続きをします。


＜パリサイ人の問題の本質＞

　神様は旧約聖書の時代に、多くの戒め、決まりを人間に与えられました。
　その中でも一番中心にある、重要な戒めは「モーセの十戒」と呼ばれるものです。旧約聖書の出エジプト記２０章に書かれています。
　どんな戒めかと言うと、以下のとおりです。

    (1)主を唯一の神としなさい。
    (2)偶像を作ってはいけません。（偶像崇拝の禁止）
    (3)神の名をみだりに唱えてはいけません。
    (4)安息日を聖としなさい。
    (5)父母を敬いなさい。
    (6)殺人をしてはいけません。（汝、殺す無かれ）
    (7)姦淫をしてはいけません。
    (8)盗んではいけません。
    (9)隣人について偽証をしてはいけません。
    (10)隣人の財産をむさぼってはいけません。

　まあ、これぐらいの決まりだったら、守れるよ。とあなたはおっしゃるかも知れません。
　でも、実は、神様の求めておられる標準は、恐ろしく高いのです。

　聖書にこう書かれています。イエス様の言われた言葉です。

21,昔の人々に、『人を殺してはならない。人を殺す者はさばきを受けなければならない』と言われたのを、あなたがたは聞いています。
22,しかし、わたしはあなたがたに言います。兄弟に向かって腹を立てる者は、だれでもさばきを受けなければなりません。
マタイの福音書　5章21-22節

　兄弟に向かって腹を立てた時点で、それは、神様から見たら殺人と同等の罪だというのです。

　またこうもイエス様はおっしゃいました。

27,『姦淫してはならない』と言われたのを、あなたがたは聞いています。
28,しかし、わたしはあなたがたに言います。だれでも情欲をいだいて女を見る者は、すでに心の中で姦淫を犯したのです。
マタイの福音書　5章27-28節

　情欲をいだいて女を見た時点で、それは、神様から見たら姦淫と同等の罪だというのです。

　人間の常識からしたら、ありえない判断ですよね。
　でも、神様はこんな考え方、価値観を持っておられる方なのです。

　私なんか、軽くアウトです。逆立ちしても、滝に打たれてもこんな戒め、守れるわけがありません。
　人に向かって腹を立てることも、情欲をいだいて女を見ることも、毎日のようにありますから。

　このように、本来、人間が本当の意味では守ることができるはずがない律法（本来の律法）を、守れるように作り変えたものがパリサイ人の決まり（パリサイ律法）なのです。
　パリサイ律法を守れば救われると、神の教えを変質させてしまったのがパリサイ人の問題です。
　パリサイ人は人間に過ぎないのに、自分を神の立場に置いたのが、問題の本質です。
　それをイエス様は厳しく非難されたのです。

（続く）
















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その９）

2018年07月27日






＜絶対守れない律法があるのはなぜ？＞

　（その８）で本来の律法を人間は本当の意味では絶対に守ることはできないと書きました。
　そう言われると、きっと、こういう疑問が起こってくるでしょう。

　なぜ神様は守ることのできない難しい決まりを人間に与えられたのだろう？


　神様を信じて、従おうとする人は、これらの決まりを守ろうとします。
　でも、がんばっても、がんばっても、守ることができません。

　１世紀の伝道者パウロさんは、以前、筋金入りのパリサイ人でした。
　パウロさんはある時、イエス・キリストと出会い、クリスチャンになりました。
　クリスチャンになったあとでたくさんの手紙を書き、それが新約聖書におさめられています。
　その手紙の一つであるローマ人への手紙にこう書かれています。

15,私には、自分のしていることがわかりません。私は自分がしたいと思うことをしているのではなく、自分が憎むことを行っているからです。
18,私は、私のうち、すなわち、私の肉のうちに善が住んでいないのを知っています。私には善をしたいという願いがいつもあるのに、それを実行することがないからです。
19,私は、自分でしたいと思う善を行わないで、かえって、したくない悪を行っています。
24,私は、ほんとうにみじめな人間です。だれがこの死の、からだから、私を救い出してくれるのでしょうか。
ローマ人への手紙７章１５，１８，１９，２４節

　本来の律法には、神様からの戒めが含まれています。
　何が善であって、何が悪であるかが、この戒めを読むとわかります。
　神様を信じる人は、善をしたい、悪からは離れたいと思います。
　でもパウロさんの言うように、私たちは善をしたいという願いがいつもあるのに、それを実行することがないのです。
　したいと思う善は行わず、したくない悪を行ってしまっている自分を見る時に本当にみじめな思いになります。
　自分の力では自分をどうすることもできません。
　私たちは自分の力では正しく生きることができないのです。
　だれが私たちを救い出してくれるのでしょうか。

　聖書には、この解決法が示されています。

　イエス・キリストは罪を犯さなかったのに、私たちが受けるべき刑罰を、私たちの代わりに受けてくださいました。十字架にかかって、命を捨ててくださったのです。
　「私は弱く、自分の力で正しく生きられません。この私の罪のために、キリストが十字架にかかって、私に代わって死んでくださったことを信じ、感謝します。」
　もしこのように神様に対して表明するなら、その時に私たちのすべての罪は赦されるのです。
　神様を恐れて、逃げ回る生き方から、何度失敗しても、何度でも再チャレンジさせてもらえる、希望、喜びに満ちた生き方に変わるのです。


　まとめると、
　　本来の律法の目的は
　　　(1)何が善で、何が悪かわかる。
　　　(2)それを守ろうとする過程を通して、自分の力では正しく生きることができないということがわかる。
　　　(3)キリストによる解決に導く


　パウロさんは聖書の別のところでこう書いています。

こうして、律法は私たちをキリストへ導くための私たちの養育係となりました。私たちが信仰によって義と認められるためなのです。
ガラテヤ人への手紙３章２４節

　律法は私たちをキリストに連れていく養育係なのです。

（続く）
















精神科在宅医療　お悩み相談会（第２回）のご案内

2018年07月28日






　こひつじクリニックには、月１回訪問診療に回ってくれている精神科の医師がいます。
　この医師が、みなさんの精神科に関連するお悩み、特に在宅医療に関連するお悩みの相談に応じます。
　自分自身のお悩みでも、家族についてのお悩みでも、仕事で関わっている人についてのお悩みでも、その他のお悩みでもかまいません。

　前回は６月２６日に川西市文化会館でしましたが、今回はこひつじクリニックでします。

　今回も個別の相談ではなく、こひつじクリニックの待合室でみなさんに集まっていただいた状態で対話をします。
　個別の相談が必要な場合は、別の機会を考えますのでお知らせください。
　どなたでもお越しください。

　日時：８月２８日（火）１５時００分～１６時００分
　場所：こひつじクリニック　待合室（兵庫県川辺郡猪名川町若葉 1-30-10）
　電話番号：0120-96-8323
















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１０）

2018年07月29日






＜教会員を評価する客観的尺度について＞

　人には、目に見えるものがあると安心しやすい、落ち着くという性質があるようです。

　どんな宗教でも、何もないところで拝むのではなく、何かしら目に見えるものが置かれていることが多いのではないでしょうか。
　仏像があったり、絵があったり、札があったりします。カトリック教会でもマリヤさんの像があったりします。
　でも、神様は、聖書の中で、偶像を作ってはいけないと言われています。
　神様は目で見ることはできません。
　目で見えない神様を、目に見える形に作り変える、矮小化するようなことはしてはいけませんということです。
　目に見えない神様を目に見えないままで信じ、礼拝しなさいということです。
　そんな状態で神様を信じるのは、なかなか難しいことです。
　けれども、偶像がないほうが、神様との関係がより深い、より真実な、より日常的なものになるということなのかも知れません。


　見えないと言えば、人の心の中も目で見えません。
　人が何を考えているのか、何を思っているのか、ほかの人にはわかりません。
　顔の表情であったり、しぐさであったり、行動の内容から、その人の心の中を想像することは、ある程度できます。
　ですが、本当の気持ちや複雑な心の動き、本当の動機、心の深層にあるものについては、ほかの人は知ることはできません。
　それができるのは神様だけです。

　ですので、人がある人を評価しようとする場合には、目に見える客観的な尺度を用いることになります。
　教会の中でも、ある人が別の人を評価するという場面があるかも知れません。
　たとえば、ある教会員の「信仰の強さ」を評価するために、礼拝や祈祷会への出席率、奉仕への参加の頻度、どのくらい聖書を読んでいるか、どのくらい祈っているか、少しいやらしいですが、献金の額などを調べるかも知れません。
　このような尺度で、評価されることが多い場合、クリスチャンが自分自身を評価する時でさえ、この尺度を当てはめるようになります。
　より良い評価になるように、礼拝出席率をあげようとしたり、よりたくさん献金しようとしたりするわけです。
　ですが、このような尺度は、神様から見たら全く意味のないものです。
　たとえば、いくら礼拝出席率のいい人がいたとしても、心の中は神様から遠く離れていることはあるのです。
　それとか、小学生の時は教会学校に皆勤だった子が、中学生になって部活が始まったとたんにパタッと教会に来なくなってしまうなんて、どこの教会でも経験することではないですか。
　この子は、礼拝出席率 100% だから安心と評価して、本質的な対応をしていないと、望まない結果を招くことになるのです。
　イエス様も、献金の額で人を評価してはいけないと言われています。

　会社で、業務や経営上の改善をするために、いろいろな活動を客観的な数字にして、ＰＤＣＡサイクルを回すのは、有効なやり方だと思います。
　ですが、教会内の活動や教会員個人の評価のために、こういう客観的な尺度を重視するのは、有害なことが多いと思います。


　聖書にこうあります。

しかし主はサムエルに仰せられた。「彼の容貌や、背の高さを見てはならない。わたしは彼を退けている。人が見るようには見ないからだ。人はうわべを見るが、主は心を見る。」
サムエル記第一　１６章７節

（続く）
















おすすめの本「メディカル・サポート・コーチング入門」

2018年07月30日






[image: no title]
　この本は、十数年前に私が研修指導医講習会に参加した時に紹介された本です。
　よくおぼえていないのですが、良い研修医の指導医になるためには、コーチングについて学ぶのもいいですよという感じで紹介されたのかも知れません。
　私は、コーチングというものにこの時初めて出会いました。
　コーチとは、クライアントに寄り添って、クライアントの本当の願いを聞き出し、クライアントと共に目標を設定し、その達成をサポートする人です。
　この本にはコーチングの核となるスキルが、医療現場での実例を多数まじえて、非常にわかりやすく解説されています。

　コーチングには３つの核となるスキルがあります。

　第１は「聴く」です。
　第２は「質問する」です。
　第３は「伝える」です。

　「メディカル・サポート・コーチング」とは名付けられてはいますが、医療現場だけで役立つものではありません。
　コーチングのスキルの多くの部分は、コミュニケーションスキルとも関連するものです。
　コーチングを学ぶことによって、私たちのいろいろな場面でのコミュニケーションがより良いものとなります。
　私も、コーチングを学んで実践することによって、ずいぶんと人とのコミュニケーションが良くなったと思います。

　みなさんにとっても、役に立つものが多いのではないかと思うので、この本からいろいろなスキルを今後紹介させていただこうと思います。
















今日、ツクツクボウシが鳴いてました。

2018年07月31日






　今日、訪問診療で宝塚市を回っている時に、山の方からツクツクボウシの鳴いているのが聞こえました。

　神戸に住んでいる時には、ツクツクボウシの初鳴きは８月の中旬か下旬だったと思うのに、宝塚、川西あたりではずいぶん早いようです。
　２〜３年前には、ツクツクボウシの初鳴きを川西市で聞いたのが確か８月１日だったと記憶しています。

　夏で苦しめられている方がいたら申し訳ないのですが、私は夏が好きなので、夏の終わりを予告するツクツクボウシの声を聞くと、なんだかさびしくなってしまうのです。ああ、もう夏が行ってしまうのか・・・・・・って感じです。

　残り少なくなってきた夏を楽しもうと思います。

　みなさんも、お体に気をつけて、夏をのりきってくださいね。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１１）

2018年08月01日






＜あなたの教会は会社のようになっていませんか。＞

　（その１０）で
「会社で、業務や経営上の改善をするために、いろいろな活動を客観的な数字にして、ＰＤＣＡサイクルを回すのは、有効なやり方だと思います。
　ですが、教会内の活動や教会員個人の評価のために、こういう客観的な尺度を重視するのは、有害なことが多いと思います。」
と書きました。

　なぜそうなのか、もう少し考えてみました。

　まず、会社とはどんなところでしょうか。

　会社は、商品を作ったり、サービスを提供したりして、利益を出すことを目的としています。まさに資本主義的価値観が支配する場所です。金が大事なところです。
　この場所では、会社全体としての効率が重視され、結果が追求されます。
　社員一人ひとりが、息をそろえて、目的に向かって行動することが求められます。
　このためには、あらかじめ定められたルールに社員みんなが従う必要があります。
　上司の指示には従わなければなりません。上司に対してはほうれんそう（報告、連絡、相談）をすることが求められます。
　会社が大事なのであって、社員一人ひとりはそんなに大切にされません。
　社員は均質であるほうが都合がいいので、特に異質な社員だったりした場合には、その人は排除される傾向があるのだと思います。落ちこぼれる社員がいても、おいていかれる場合が多いと思います。
　会社の中ではルールが大切です。
　新入社員に対しては、まずこのルールが説明され、指導されます。社員はこのルールによって評価されます。また社員もこのルールによって、この会社では何が評価されるのかということを知って、自己評価をします。

　それに対して教会とはどんなところでしょうか。

　教会は、心、生き方について考えるところです。喜び合い、励まし合い、支え合うところです。信仰による生きがい、希望、喜びが目標、目的である場所です。会社ではないし、ましてや軍隊ではありません。
　一人ひとりの個人が大切にされ、尊重されるところです。たとえ、社会から価値がないとか、生産的ではないと言われる人であってもです。
　教会の中では価値のない人は一人もいません。だれも見捨てられることがありません。
　多様性が尊ばれます。
　本来は画一的なルールが機械的に適用される場所ではなく、個別に対応されるはずの場所です。硬直化したルールは人を傷つけます。

　考えてみると、会社と教会はまったく対照的な場所です。
　ですが、意識的にか無意識にか、会社的な方法を教会に取り入れることがあるのではないかと思うのです。
　（その１０）で問題にした、客観的な尺度で教会員を評価するというのもその一つです。
　決して、教会は会社のような、効率重視、結果重視、利益重視になるべきではありません。

　みなさんの教会は会社のような教会になっていませんか。チェックが必要だと思います。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１２）

2018年08月02日






＜クリスチャン生活は「修行」ですか。＞

　大辞林 第三版によると「修行」とは
　　生理的欲求を禁じて精神および肉体を鍛錬することにより、精神の浄化や神的存在との合一を得ようとする宗教的行為。
だそうです。

　クリスチャンでも「修行」のようにクリスチャン生活を送る人が多いように思います。

　聖書の中には、たくさんの律法があって、これをしなさい、これはしてはいけませんというような記述がたくさんあります。
　また、クリスチャンになると、牧師や指導的立場のクリスチャンや先輩クリスチャンから、「クリスチャンたるもの、こんな生き方をすべし」というようなことが教えられます。

　まじめなクリスチャンであれば、これらの教えを忠実に守ろうとします。
　自分で、自分のためにノルマを決めることもあるかも知れません。
　　毎週休まずに礼拝に出席する。
　　毎日聖書を１章読む。
　　毎日１時間祈る。
　　毎週伝道に出かける。
　　とか。

　でも、
教会の中の人間関係で傷つけられないために（その８）
http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/10853189.html
に書きましたが、「本来の律法」を人間がきちんと守ることは不可能なのです。絶対にきわめることができない道をきわめようとしているのです。こんなことが苦しくないわけがありません。

　自分の作ったノルマを守り続けるのも大変なことです。だんだん、喜びがなくなってきて、やがて、つらく、苦しくなってくるかも知れません。

　決めたことを守ることができない自分がイヤになります。

泣きながら、苦しみながら、つぶれそうになりながら、ふらつきながら前に進む。
何度もつまずいて倒れながら、なんとか立ち上がって、またヨロヨロと進み始める。
痛々しい、悲壮感漂う生き方です。

　クリスチャンの生き方って、こんなつらい、苦しいものなんでしょうか。

　こんなことを考えてみてください。

　あなたのこどもが、親を喜ばせようとしてがんばっています。
　でも、どんな様子かと言うと、泣きながら、自分にむち打ち、自分を傷つけながら、自分の身を削りながらがんばっているのです。
　あなたのこどもがこんな生き方をしていたら、あなたはどう感じますか。
　あなたなら、このこどもに向かってどのような言葉をかけますか。

　「お父さんのことを、それほどまでに大事に思っていてくれたんだね。本当に涙が出るほどうれしいよ。ありがとう。
　でもね、そんなにがんばらなくてもいいんだよ。
　お父さんはね、君が、自分に与えられているものを喜んで、毎日、楽しく、生き生きと過ごしている姿を見るのが、一番幸せなんだ。」

　私なら、こう話しかけるかも知れません。


ささげる喜び〜〜劣等感からの開放〜〜
http://yasushikomatsu.blog.jp/archives/9024640.html
　に書きましたが、自分に与えられたものを感謝して受けて、それを喜びを持って、神様のために、また周りの人のためにささげていくような生き方を、神様は喜ばれるのではないかと思うのです。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１３）

2018年08月03日






＜父なる神様のイメージは自分の実の父親との関係から強く影響を受ける。＞

　クリスチャンが、父なる神様に対して持つイメージは、実の父親がどんな人だったか、また、実の父親との関係がどうであったかに強く影響を受けるそうです。

　自分の実の父親が、厳しい人であったのなら、その人は無意識に神様とは厳しい方であると考えるようになるということです。
　父親が、人の言うことに対して、耳を傾けない、頑固な人であったなら、無意識に神様もそういう存在と考えてしまうのです。

　みなさんの実の父親はどんな人ですか。
　そして、みなさんは神様はどんな方だと考えておられるでしょうか。

　私の父親は、わりと厳しい人でした。
　自分の考えをこどもに押し付け、こどもの言うことには耳を貸さない人でした。商売人でしたので、外づらは良かったのですが、妻（私の母）に対しても、自分のこどもに対しても厳しく当たる人でした。
　私も、当初、神様とはそういう理不尽な厳格さを持つ存在と思っていました。間違いは赦さない、罪人は必ず罰するみたいな感じで思っていました。自分が関わりを持つことのできない、遠い存在と思っていました。

　ですが、信仰生活を続けているうちに少しずつ変わってきました。

　神様は、私をそのままの状態で、愛して、受け入れてくださる方だとわかるようになりました。
ささげる喜び〜〜劣等感からの開放〜〜

　いつも寄り添って導いてくださる方だとわかりました。
私はカーナビが好きです。

　ネコを飼うようになって、さらに神様に対するイメージが変わりました。
　自分になつかない、自分勝手なマイペースなネコでも、飼い主にとっては、とてもかわいい、家族の一員です。私にとって３匹いるネコさんたちは本当に大切な存在です。そのように、どうしようもない罪人の私に対しても、神様は、「かわいくてかわいくてしかたがない」ぐらいの感じで見ていてくださるんだと、思えるようになりました。
あなたはイヌ派、ネコ派？　ネコと人間の似ているところ

　神様に対するイメージによって、信仰生活は全然違ったものになると思います。
　みなさんも、神様に対するイメージについて、ぜひ一度チェックされたらいかがでしょうか。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１４）

2018年08月04日






＜神様は結果ではなく、動機や過程を見られる。＞

　（その１０）で書きましたが、人はほかの人の心の中を見ることができません。
　なので、人がほかの人を評価する時には、行動やその結果を見て評価することになります。

　顕著なのはプロのスポーツの世界です。
　評価されるのは結果です。
　成績が良ければ、試合に出られるし、年俸が上がります。
　成績のいい間は、ほめそやされるのに、いい成績が出なくなると、手のひらを返したように、酷評されるようになり、忘れ去られていくのです。
　いくら、死ぬほど努力している選手がいたとしても、結果が出なければ見向きもされません。
　たくさんの選手がいるのに、いい成績をコンスタントに出せるのはほんのひとにぎりの選手だけです。
　大多数の選手は、あまり日の目を見ずに、消えていってしまうのです。
　まったく厳しい世界だと思います。

　学校の成績でも結果がモノをいいます。
　テストの結果や課題をきちんと提出してるかやそのほかの客観的な指標で成績が決まるのでしょう。
　要領の悪いこどもが、その子なりにがんばっていても、目に見える結果が出なければ、悪い成績しかつかないでしょう。

　職場の営業成績なども評価されるのは結果であって、どのぐらいがんばったかとか、がんばりの過程がどんなふうだったかとかは評価されません。

　それに対して、神様は人の心の中をすべてご存知です。
　どのような動機で行動しているのか。どのような環境だったのか。どんな困難があって、どんな苦労があったのか。

　神様は、結果よりも、むしろ動機や過程を評価されるのだと思います。

　ほかの人との競争で、より優れた結果を出せば、たくさんの人が称賛してくれます。
　でも、優れた結果が出せるのは、ほんの少数の人だけです。

　けれども、神様は、私たちの日常の地味な行動を見ておられます。ほかの人よりも優れた結果が出せなくても、どのような動機で生きているのか、どのような過程で結果に至ったのかを見ておられます。
　たとえ、ほかの人が誰も評価してくれなくても、神様は、私たちの心を見て、正しく評価してくださるのです。
　がんばってもできなかった場合、人は評価してくれませんが、神様はそれでも正しく評価してくださるのです。

　私たちは、結果を出して、人から評価されたい、称賛されたいと思います。
　ですが、結果が出なくても正しく評価してくださる神様をふだんから意識して、歩んでいきたいと思います。

















記事一覧

2018年08月05日






過去のすべての記事を一覧にしてみました。

2018/4/30 ブログ始めました。
2018/5/1 外出支援ボランティアを募集します。
2018/5/2 ささげる喜び〜〜劣等感からの開放〜〜
2018/5/3 今日は同窓会でした。
2018/5/4 ２０歳、若返る薬をください。
2018/5/5 自己紹介
2018/5/6 あなたはイヌ派、ネコ派？　ネコと人間の似ているところ
2018/5/7 ネコがもう一匹います。
2018/5/8 「訪問礼拝」を提案します。
2018/5/9 事例検討会のお知らせです。
2018/5/10 小選挙区制は廃止しましょう。
2018/5/11 こひつじクリニックの医師について
2018/5/12 神奈川県から兵庫県までの転居に同行しました。
2018/5/13 東京旅行に同行した時の動画です。
2018/5/14 クリスチャンは排他的？
2018/5/15 勉強会のご案内です。
2018/5/16 毎日が大吉です。（その１）
2018/5/17 こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
2018/5/18 患者様のご家族からモビールをいただきました。
2018/5/19 ＳＥ（的な人）を募集します。
2018/5/20 訪問診療　地域分け作業中
2018/5/21 すぐれもの　足こぎ車いす
2018/5/22 患者さんから手作りの羊をいただきました。
2018/5/23 認知症サポーター養成講座を開きます。
2018/5/24 安全はブレーキよりも車間距離
2018/5/25 今日、トライやるウィークが終わりました。
2018/5/26 トライやるウィークの写真
2018/5/27 前川喜平氏の講演会に行ってきました。
2018/5/28 私はカーナビが好きです。
2018/5/29 患者さんのご家族からメダカをいただきました。
2018/5/30 すぐれもの　ＪＩＮＲＩＫＩ（じんりき）
2018/5/31 毎日が大吉です。（その２）
2018/6/1 毎日が大吉です。（その３）
2018/6/2 今日の仕事がようやく終わりました。
2018/6/3 次のマラソンは１１月２３日の予定です。
2018/6/4 ABLE ART 2018 猪名川町／バララット市障がい児・者合同作品展
2018/6/5 事例検討会のご案内
2018/6/6 精神科在宅医療　お悩み相談会のご案内
2018/6/7 仕事の帰り道でホタルが見れました。
2018/6/8 趣味としてのパソコン（ワンボードマイコン時代）
2018/6/9 エコーのできる技師さんを募集します。
2018/6/10 毎日が大吉です。（その４）
2018/6/11 私のヨット
2018/6/12 患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その１）
2018/6/13 人に迷惑をかけるのは悪いことですか？
2018/6/14 常勤の医師を募集します。
2018/6/15 患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その２）
2018/6/16 常勤の看護師を募集します。
2018/6/17 毎日が大吉です。（その５）
2018/6/18  患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その３）
2018/6/19 ユマニチュード入門
2018/6/20 国会議員のヤジについて
2018/6/21 「田中宇の国際ニュース解説」をお薦めします
2018/6/22 趣味としてのパソコン（Yahoo オークション）
2018/6/23 メダカの赤ちゃんが生まれました。
2018/6/24 メダカの赤ちゃん（訂正です）
2018/6/25 毎日が大吉です。（その６）
2018/6/26 趣味としてのパソコン (Linux)
2018/6/27 こひつじ１号車は今日もゆく。
2018/6/28 谷口万紀子先生を紹介します。
2018/6/29 毎日が大吉です。（その７）
2018/6/30 ある患者様の作品
2018/7/1 毎日が大吉です。（その８）
2018/7/2 事務員を募集します。
2018/7/3 認知症サポーター養成講座を開きます。
2018/7/4 事例検討会のご案内
2018/7/5 毎日が大吉です。（その９）
2018/7/6 ある患者様が大雨のため避難されました。
2018/7/7 大雨ですが、私は無事です。
2018/7/8 毎日が大吉です。（その１０）
2018/7/9 毎日が大吉です。（その１１）
2018/7/10 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１）
2018/7/11 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２）
2018/7/12 こひつじクリニック　８月の休診日
2018/7/13 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その３）
2018/7/14 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その４）
2018/7/15 猪名川町ののどかな風景
2018/7/16 事例検討会のお知らせです。
2018/7/17 １２３４５６ｋｍ　！！
2018/7/18 高濃度ビタミンＣ点滴療法できます。
2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。
2018/7/20 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その５）
2018/7/21 ブログ更新、なんとか間に合いました。
2018/7/22 今日はなかなか忙しい日でした。
2018/7/23 ネッツトヨタで勉強会が始まります。
2018/7/24 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その６）
2018/7/25 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その７）
2018/7/26 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その８）
2018/7/27 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その９）
2018/7/28 精神科在宅医療　お悩み相談会（第２回）のご案内
2018/7/29 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１０）
2018/7/30 おすすめの本「メディカル・サポート・コーチング入門」
2018/7/31 今日、ツクツクボウシが鳴いてました。
2018/8/1 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１１）
2018/8/2 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１２）
2018/8/3 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１３）
2018/8/4 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１４）
2018/8/5 記事一覧
2018/8/6 オリジナルコーヒードリップパックはいかがですか。
2018/8/7 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１５）
2018/8/8 メダカの成長記録
2018/8/9 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１６）
2018/8/10 在宅ケア・サロンのご案内
2018/8/11 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１７）
2018/8/12 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１８）
2018/8/13 ブログの模様がえをしました。
2018/8/14 こひつじクリニックの車が１台増えました。
2018/8/15 こひつじクリニックでは訪問栄養食事指導をしています。
2018/8/16 「毎日が大吉です。」シリーズ　目次
2018/8/17 ９月１２日に認知症サポーター養成講座を開きます。
2018/8/18 「スーパードクター　こひつじクリニック　ダイジェスト版」を youtube にアップしました。
2018/8/19 ダウン症の方の演奏会がありました。
2018/8/20 こひつじクリニック　求人広告
2018/8/21 「教会の中の人間関係で傷つけられないために」シリーズ　目次
2018/8/22 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１９）
2018/8/23 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２０）
2018/8/24 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２１）
2018/8/25 リレーマラソン走ってきました。
2018/8/26 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２２）
2018/8/27 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２３）
2018/8/28 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２４）
2018/8/29 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２５）
2018/8/30 こひつじクリニック　求人広告　カラー版
2018/8/31 今度、勉強会をします。
2018/9/1 「いいね」数ランキング
2018/9/2 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２６）
2018/9/3 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２７）（完）
2018/9/4 最期の時の過ごし方〜マザー・テレサが大切にした愛と死の価値観〜
2018/9/5 「教会の中の人間関係で傷つけられないために」シリーズ　目次　最終版
2018/9/6 こひつじクリニックのテレビ番組のＤＶＤができました。
2018/9/7 ９月の事例検討会のお知らせ
2018/9/8 ９月２２日の勉強会のご案内
2018/9/9 今日は合唱団の練習がありました。
2018/9/10 こひつじクリニックの理念
2018/9/11 i-STAT analyzer（血液検査の機械）を導入しました。
2018/9/12 私は変わり者です。（その１）
2018/9/13 私は変わり者です。（その２）
2018/9/14 ネッツトヨタでの勉強会　１０月、１１月のご案内
2018/9/15 私は変わり者です。（その３）
2018/9/16 私は変わり者です。（その４）
2018/9/17 私は変わり者です。（その５）（完）
2018/9/18 お金がみるみる増える話
2018/9/19 今日、講演をしてきました。
2018/9/20 患者様の作品
2018/9/21 患者様の作品
2018/9/22 今日は勉強会で講演してきました。
2018/9/23 ピンピンコロリがお望みですか？（その１）
2018/9/24 ピンピンコロリがお望みですか？（その２）
2018/9/25 「私は変わり者です。」シリーズ　目次
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/9/28 ピンピンコロリがお望みですか？（その３）
2018/9/29 ピンピンコロリがお望みですか？（その４）
2018/9/30 ピンピンコロリがお望みですか？（その５）
2018/10/1 ピンピンコロリがお望みですか？（その６）
2018/10/2 こひつじクリニック　旅行同行サービス　広告
2018/10/3 ピンピンコロリがお望みですか？（その７）（完）
2018/10/4 「ピンピンコロリがお望みですか？」シリーズ　目次
2018/10/5 １０月の事例検討会のご案内
2018/10/6 出演させてもらったラジオ番組
2018/10/7 人をさばいてはいけません。（その１）
2018/10/8 今日は娘といっしょに大野山に登ってきました。
2018/10/9 人をさばいてはいけません。（その２）
2018/10/10 人をさばいてはいけません。（その３）
2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）
2018/10/12 人をさばいてはいけません。（その４）
2018/10/13 人をさばいてはいけません。（その５）
2018/10/14 ご希望の方には「にんにく注射」いたします。
2018/10/15 インフルエンザワクチン接種できます。
2018/10/16 人をさばいてはいけません。（その６）
2018/10/17 人をさばいてはいけません。（その７）
2018/10/18 こひつじクリニックの駐車場のご案内
2018/10/19 メダカのその後（孫が生まれました。）
2018/10/20 こひつじクリニックの駐車場が増えました。
2018/10/21 人をさばいてはいけません。（その８）
2018/10/22 こひつじクリニックの医師について（２０１８年１０月版）
2018/10/23 旅行同行サービス　説明マンガ
2018/10/23 ユマニチュードがテレビで紹介されます。
2018/10/24 ネッツトヨタでの勉強会　１１月、１２月のご案内
2018/10/25 2018/11/10 の勉強会のご案内
2018/10/26 １１月１７日に認知症サポーター養成講座を開きます。
2018/10/27 人をさばいてはいけません。（その９）
2018/10/28 人をさばいてはいけません。（その１０）
2018/10/29 人をさばいてはいけません。（その１１）
2018/10/30 今日は「まちづくりワークショップ」に行ってきました。
2018/10/31 患者様の作品
2018/11/1 人をさばいてはいけません。（その１２）
2018/11/2 人をさばいてはいけません。（その１３）
2018/11/3 人をさばいてはいけません。（その１４）
2018/11/4 人をさばいてはいけません。（その１５）
2018/11/5 メンバーの多様性は組織の力
2018/11/6 人をさばいてはいけません。（その１６）
2018/11/7 「人をさばいてはいけません。」シリーズ　目次
2018/11/8 １１月の事例検討会のご案内
2018/11/9 ネッツトヨタでの勉強会　２０１９年１月、２月のご案内

2018/11/10 今日は障がい児者の地域医療についての勉強会がありました。
2018/11/11 今日はマザー・テレサに関わるお二人の講演会がありました。
2018/11/12 インフルエンザワクチンの在庫が切れました。
2018/11/13 今日は第２回のまちづくりワークショップでした。
2018/11/14 今日はアドバンス・ケア・プランニング(ACP) について勉強会がありました。
2018/11/15 患者様の作品
2018/11/16 プラセンタ療法を始めました。
2018/11/17 ネッツトヨタでの勉強会　２０１９年２月、３月のご案内
2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧
2018/11/20 今日は大阪から鹿児島までの患者様の転院に同行してきました。
2018/11/21 こひつじクリニックでは旅行同行サービスをやってます。

2018/11/22 １２月の事例検討会のご案内
2018/11/23 今日は福知山マラソンでした。
2018/11/24 今度は「第１回HAT 神戸マラソン2018」に出ます。
2018/11/25 力は主のもの
2018/11/26 １２月の事例検討会のご案内（訂正です）
2018/11/27 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その１）
2018/11/28 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その２）
2018/11/29 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その３）
2018/12/1 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その４）
2018/12/2 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その５）（完）
2018/12/2 「クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと」シリーズ　目次

2018/12/3 2019/1/23 の勉強会のご案内
2018/12/4 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１）
2018/12/5 貧乏ゆすりってけっこういいかも
2018/12/6 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２）
2018/12/7 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３）
2018/12/8 今日は「第１回HAT 神戸マラソン2018」でした。
2018/12/9 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その４）
2018/12/10 走らない生き方〜〜私を変えた患者様の言葉〜〜
2018/12/11 こひつじクリニックの名前の由来
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について
2018/12/13 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その５）
2018/12/14 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その６）
2018/12/15 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その７）
2018/12/17 こひつじクリニックの年末年始の診療について
2018/12/17 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その８）
2018/12/18 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その９）

2018/12/19 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１０）
2018/12/20 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１１）
2018/12/21 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１２）
2018/12/22 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１３）

2018/12/23 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１４）
2018/12/24 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１５）
2018/12/25 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１６）
2018/12/26 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１７）

2018/12/27 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１８）
2018/12/28 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１９）
2018/12/29 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２０）
2018/12/30 臨時休診のお知らせ(2019/1/10)
2018/12/31 大晦日まで今年は忙しかったです。
2019/1/1 あけましておめでとうございます。
2019/1/2 ２０１９年の目標（その１）
2019/1/3 ２０１９年の目標（その２）
2019/1/4 １３５７９１ｋｍ
2019/1/5 ネッツトヨタでの勉強会(2019/1/11)に行けなくなりました。

2019/1/6 １月の事例検討会のご案内
2019/1/7 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２１）

2019/1/8 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２２）
2019/1/9 「診療、看護、介護に生かす聖書の人間観」シリーズ　目次
2019/1/10 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２３）
2019/1/11 今日は、札幌市→名古屋市の患者様の転院に同行してきました。

2019/1/12 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２４）
2019/1/13 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２５）
2019/1/14 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２６）
2019/1/15 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２７）
2019/1/16 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２８）
2019/1/17 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２９）
2019/1/18 ２月の事例検討会のご案内
2019/1/19 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３０）
2019/1/20 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３１）
2019/1/21 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３２）
2019/1/22 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３３）
2019/1/23 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３４）
2019/1/24 こひつじクリニックの看護師が、特別支援学級の中１の生徒さんのスキー合宿に同行してきました。
2019/1/25 皮膚科と眼科の訪問診療の非常勤医を募集します。
2019/1/26 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３５）
2019/1/27 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３６）
2019/1/28 次（とその次）のマラソンが決まりました。
2019/1/29 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３７）
2019/1/30 ２月２７日に認知症サポーター養成講座を開きます。
2019/1/31 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３８）
2019/2/1 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３９）
2019/2/2 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その４０）（完）
2019/2/3 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１）
2019/2/5 こひつじクリニックの医師について（２０１９年２月版）
2019/2/6 「「メディカル・サポート・コーチング入門」から」シリーズ　目次
2019/2/7 こひつじクリニック求人情報（２０１９年２月版）
2019/2/9 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その２）
2019/2/9 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その３）
2019/2/9 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その４）
2019/2/10 今日は「第１２回川西在宅緩和ケア研修会」がありました。
2019/2/11 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その５）
2019/2/12 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その６）
2019/2/13 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その７）
2019/2/14 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その８）
2019/2/15 札幌市のＫ．Ａ．さんのその後
2019/2/16 ３月の事例検討会のご案内
2019/2/17 今日は「緩和ケア研修会」でした。
2019/2/18 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その９）
2019/2/19 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１０）
2019/2/22 昨日、こひつじクリニックのスタッフが患者さんのパチンコに付き添いました。
2019/2/23 一時停止違反で罰金７０００円。
2019/2/24 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１１）

2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ
2019/2/24 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１２）
2019/2/25 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１３）
2019/2/26 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１４）
2019/2/27 ２０１９年４月の認知症サポーター養成講座のご案内
2019/2/28 こんなコンサートがあります。
2019/3/3 こひつじクリニック求人情報（２０１９年３月版）
2019/3/3 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１５）
2019/3/4 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１６）
2019/3/4 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１７）
2019/3/6 こひつじクリニック移転計画について
2019/3/6 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１８）
2019/3/7 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１９）
2019/3/8 ネッツトヨタでの勉強会　２０１９年４月のご案内
2019/3/9 眼科医が訪問診療をします。

2019/3/10 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その２０）
2019/3/11 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その２１）（完）


















オリジナルコーヒードリップパックはいかがですか。

2018年08月06日
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　私の関係している方が、こんなお仕事をされています。
　お勧めします。
　良かったらご利用ください。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１５）

2018年08月07日






　この「教会の中の人間関係で傷つけられないために」のシリーズは、（その１）で少しふれましたが、特に、以下のような人のためにと思って書いています。
　(1) 教会に足を踏み入れてまだ日が浅い人（以下、日浅さんと呼びます。）
　(2) クリスチャンになって、あまり月日がたっていない若葉マーククリスチャン（以下、若葉さんと呼びます。）

　日浅さんや若葉さんは、教会のしきたりや習慣をほとんど知りません。ましてや、教会にも影の部分があるなんてことは、夢にも思っていないことでしょう。
　牧師や先輩クリスチャンから、何か言われたら、普通は、まじめにしっかり聞いてそれを守ろうとするでしょう。
　ですが、「そこに落とし穴があるかも知れませんよ。」とお伝えしたいと思ってこのシリーズを書いているのです。


＜日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン＞

　（１）パリサイ人的熱心に追い立てられるパターン

　日浅さんに対しては、先輩クリスチャンが、教会生活についていろいろと教えます。

　・できるだけ休まずに日曜日の礼拝には来てください。
　・いろいろなイベントがありますから、良かったらそれにも来てください。
　・（少し慣れてきたら、）聖書を買いませんか。家でも聖書を読むといいですよ。

　こんな内容のことから始まるわけですが、これぐらいなら問題はないかも知れません。

　若葉さんに対しては、さらに、聖書の読み方、お祈りのしかた、礼拝の心得、奉仕の心得、その他その教会独自のものも含めていろいろ指導されるでしょう。いわばその教会での「クリスチャン行動基準」です。

　若葉さんは、純粋な気持ちでいいクリスチャンになりたいと思うので、教えられたことをできるだけ忠実に守ろうとします。
　教えられたことを目標にがんばります。
　それを達成できたら、先輩クリスチャンからほめてもらえるし、自分で自分に合格を出したりするわけです。

　ここまでの流れは、たぶんどこの教会ででも、行われていることだと思いますが、この時点で既に、パリサイ人的行動パターンに入りかけているわけです。
　この「行動基準」を守ることが教会内で奨励されていて、これが守れたら一人前のクリスチャンとして認められるとか言う場合は、かなりパリサイ的です。
　「今度のイベントのために、招待券を５人の人に渡しましょう」とか「自分の近所にチラシを１０００枚配りましょう」とか「指導」されるようになってきたら、だんだん大変になってきます。
　自発的であるはずの行動が、ノルマになっていくわけです。
　自分で決めた額を自発的にささげればいいのに、それ以上にささげさせられて、疲れてしまうような状態です。
　パリサイ人的熱心さにどんどんおいたてられる状態です。

　パリサイ人的生き方は次第に重荷になってきます。自分で自分にプレッシャーをかける生き方です。信仰生活の喜びがなくなっていきます。
　求められている生き方ができないと、自分はだめなクリスチャンだと、落ち込まされることになるかも知れません。

（続く）
















メダカの成長記録

2018年08月08日






　２０１８年５月２９日の記事で、患者様の御家族からメダカを分けていただいて、こひつじクリニックの看護師が飼うことになったと書きました。
2018/5/29 患者さんのご家族からメダカをいただきました。

　６月２４日の記事では、そのメダカから赤ちゃんが生まれたことを報告しました。
2018/6/24 メダカの赤ちゃん（訂正です）

　今日は、その後の成長のようすを報告します。

　７月７日の写真です。
　[image: no title]

　拡大しました。
[image: 1]

　７月１２日の写真です。
　新しく生まれた赤ちゃんもいるようです。
[image: 2]

　拡大しました。
[image: 3]

　７月２０日の写真です。
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　７月２９日の写真です。
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　かわいいでしょ。すくすくと成長しています。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１６）

2018年08月09日






＜日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン＞

（２）牧師や先輩クリスチャンに裁かれる。　　　　

　「裁く」とは、裁判官のように有罪か無罪か宣告すること。また有罪であるなら、どんな刑罰に値するかを決めて宣告することです。
　クリスチャン用語として、「裁く」という場合は、私は正しい、あなたは間違っていると宣言することを意味します。

2018/5/14 クリスチャンは排他的？
に書いたように、クリスチャンは傲慢（ごうまん）になりやすいので、自分は正しいと思い込みやすいのです。
　教会内での立場に、もともと上下関係がある場合には、なおさら、高圧的、一方的なしゃべり方になります。

　目についた、ささいな「証拠」をあげつらって、ろくにこっちの言い分を聞きもせずに、断定的に非難するのです。
　時には、聖書の言葉を引用したりして、神様もあなたのことを非難しているという感じで攻撃してくるのです。
　良い動機で行ったことでも、その行動の結果に一部分でもあまり良くない部分が含まれていたら、そこをすかさず非難してくるわけです。

　もし、日若さんや若葉さんがこんな攻撃を受けたら、かなりつらいでしょうね。ものすごいダメージを受けるはずです。
　「良かれと思って、したことなのに、どうしてこんなに責められないといけないの。
　どうして、私の気持ちも聞かずに、事情を確かめもせずに、一方的に責め立てるの。」
　こんなふうに思うはずです。

　人間は、ほかの人の心の中を見ることはできませんが、神様はすべての人の心の中をご存知です。
　あなたが行ったことに良い動機が含まれていたり、神様のために、周りの人のためにという良い心が含まれていたなら、神様は決してあなたを非難なさいません。
　人間は、絶対に正しい裁きをすることはできないのです。


※
日浅さん： 教会に足を踏み入れてまだ日が浅い人
若葉さん：クリスチャンになって、あまり月日がたっていない若葉マーククリスチャン

















在宅ケア・サロンのご案内

2018年08月10日






　NPO 法人　猪名川在宅ケアを考える会　主催で、この写真の通り在宅ケア・サロンが開かれます。
　私もこの法人の会員です。
　今回のイベントには私は参加できませんが、良かったらお越しください。
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教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１７）

2018年08月11日






　今日は「日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン」の続きです。

（３）先輩クリスチャンからのねたみ

　一般の会社でも、自分よりも優秀な部下がいることが許せない上司がいると思います。
　教会でも、このパターンがあります。

　神様は、すべての人、一人ひとりに、それぞれ違った長所を与えておられます。なので、日浅さんや若葉さんが教会ですばらしい能力を発揮することがあります。そして、人から称賛されたりします。すると、その近くにいる先輩クリスチャンが、それをねたんで、遠ざけようとしたり、いじわるをしたりすることがあるのです。せっかく、神様がすばらしい賜物を持った人を教会に導かれたのに、その先輩クリスチャンのせいで、その日浅さん、若葉さんがつぶされてしまうことがあるのです。悲しく残念な現実です。


（４）文化の違い、性格、考え方の違いによって、排除の対象となってしまう

　人が違えば、親も違うし、育ってきた環境も違うし、今まで体験してきたことも違います。だから人が違えば、物事の考え方、感じ方、気持ちの表し方、しゃべり方、行動のしかたが違うのは当たり前です。すべての人は一人ひとり、違った文化を持っているとも言えるでしょう。
　比較的、似通っている文化を持った人の集まりであれば、各自の持っている文化の違いを意識することは少ないでしょう。
　ですが、生きていると、時々、違和感を感じる人と出会うことがあります。この状況であれば、当然こういうふうに行動するだろうと思っているのに、実際には意外な行動をしたり、自分が望まないような行動をしてくる人がいるわけです。これは、その人が悪いのではなくて、私は、文化の違いのせいなのだと思うのです。
　普通、人間は異質なもの、異文化を持つものを排除しようとするものです。
　社会や組織の成熟度は、どれほどの異文化を持つ人でも受け入れることができるか、でも測れるのではないかと思います。

　教会という小さいグループの中でも、このような異文化との遭遇が起こります。日若さんや若葉さんが、こういう異文化を持っている人だったりした場合は、意識的にか、無意識にか、受け入れてもらえず、結局はじき出されてしまうことがあります。

※
日浅さん： 教会に足を踏み入れてまだ日が浅い人
若葉さん：クリスチャンになって、あまり月日がたっていない若葉マーククリスチャン















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１８）

2018年08月12日






「日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン」

　（５）牧師や先輩クリスチャンからのパワハラ、セクハラ

2018/7/11 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２）
2018/7/14 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その４）
2018/7/20 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その５）

　に書きましたが、教会内でも、ざらにパワハラ、セクハラはあります。
　日浅さん、若葉さんが被害者になることもあるので注意が必要です。


「日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン」としては、ほかにもいろいろありそうな気がするのですが、今はもう思いつかないので、これぐらいにしておきます。


　一般社会でも、セクハラ、パワハラ、いじめ、いじわる、いやがらせ、うらみ、さかうらみ、ねたみ、権力闘争、派閥抗争、仲間はずれ、かげぐち、つげぐち、うわさを流すなどいろんな問題が起こります。
　「性格が合わない。なんとなく気に入らない。生意気。」などと言って、異質なもの、異文化を持つものを排除しようとします。

　教会の中でも、そっくりそのまま、これらの問題が起こるのです。
　対牧師であれ、対先輩クリスチャンであれ、立場上、絶対的な上下ができるような人間関係だといびつなものになりやすいと言えるでしょう。
　教会の中では、「信仰」が隠れみのになったりして、表面化しにくいこともあり、一般社会よりも陰湿なものになる場合もあります。


※
日浅さん： 教会に足を踏み入れてまだ日が浅い人
若葉さん：クリスチャンになって、あまり月日がたっていない若葉マーククリスチャン















ブログの模様がえをしました。

2018年08月13日






　ブログの設定を変えられることがわかったので、少しいじってみました。

　本文の部分は変わってません。

　まずは「記事の検索」ができるようにしました。検索すると、過去の記事の中から、入力したキーワードを含む記事が表示されます。

　最新記事は過去２０件が表示されるようにしました。

　人気記事の欄では、過去３５日間のページビュー数累計の上位２０位の記事が表示されるようにしました。

　記事に直接飛ぶことのできるＱＲコードが表示されるようにしました。

　アクセスカウンターは、毎日のページビュー数を過去６０日間分、グラフで表示するようにしました。

　これで、より使い勝手がよく、興味深いブログになってくれたらいいのですが。

　※上記の設定はパソコンで見た場合のものです。スマホ画面、携帯画面では異なります。

　ご意見、ご感想があれば、お寄せください。
















こひつじクリニックの車が１台増えました。

2018年08月14日






　先週、こひつじクリニックに車が１台増えました。
　全部で５台になったのですが、全部マツダのキャロル、色は同じグリーンです。

[image: no title] 

　５号車には、主として、事務員が乗って、走り回る予定です。
　患者さんの家を回って、事務的なことをしてくれます。

[image: 1]

　よりキメの細かい、行き届いた在宅医療ができるようにがんばります。

















こひつじクリニックでは訪問栄養食事指導をしています。

2018年08月15日






　こひつじクリニックには、非常勤ではありますが、管理栄養士が２名います。
　この栄養士が、患者さんの家まで訪問して、栄養指導、食事指導をしています。
　いろいろな原因で、食事が十分とれていない患者さんに対して、いろいろなアドバイスをしてくれます。
　・どんなものをどのように調理して、食べたらいいのか。
　・硬さ、刻み方、とろみの付け方
　・食事の介助の仕方、食べる時の姿勢
　・栄養補助食品の使い方
　・そのほかにも、いろいろ多岐にわたって、アドバイスしてくれます。

　どんな病気の治療をする場合でも、食事が適切にとれているかということは極めて重要なことです。
　食生活のチェックだったり、指導だったりが、治療の第一歩だとも言えます。
　入院患者さんに対して、栄養指導が行われるのは、一般的になってきましたが、在宅療養中の患者さんに対しては、栄養指導はほとんど行われていないと思います。
　うちのクリニックでは世間に先駆けて、在宅療養患者さんの栄養指導をがんばっていこうとしているのです。

　兵庫県の栄養士会が、在宅患者さんの食事指導の改善のためにあるシステムを開発しました。
　患者さんの家族が、食事をスマホなどで写真にとると、それがサーバーにアップされて、栄養士はもちろん、クリニックのスタッフでそれが共有されます。患者さん、御家族、クリニックのスタッフで共有するカルテのようなものです。みんなが書き込むことができて、情報の共有や意思の統一ができたりします。うちのクリニックが兵庫県のモデル診療所に選ばれて、システムの運用が始まっています。

　訪問栄養・食事指導が必要な患者さんがおられたら、どうぞご相談ください。お役に立てるようがんばります。

















「毎日が大吉です。」シリーズ　目次

2018年08月16日






　２０１８年５月１６日〜７月９日、「毎日が大吉です。」のシリーズを書きました。
　（その１）から（その１１）まであります。
　このシリーズの中心のテーマは、「私たちにふりかかる苦難や逆境には、どんな意味があるのか」ということです。
　各記事の内容を簡単に紹介します。


2018/5/16 毎日が大吉です。（その１）
　序文。
　神様の計画は私たちに将来、平安、希望を与えるためのもの。
　聖書：エレミヤ書 29章11節

2018/5/31 毎日が大吉です。（その２）
　因果応報の神ではありません。
　生まれつきの盲人の話（ヨハネ９章）
　不幸なできごとの原因は自分ではない。

2018/6/1 毎日が大吉です。（その３）
　神様はすべてを益に変えてくださる。
　聖書：ローマ人への手紙８章２８節

2018/6/10 毎日が大吉です。（その４）
　「人は悲しみが多いほど　人には優しくできるのだから」（海援隊）
　どのようにしてマイナスの経験がプラスに変わるか。
　逆境、苦難の効能

2018/6/17 毎日が大吉です。（その５）
　逆境、苦難の効能
　聖書：ローマ人への手紙５章３〜５節

2018/6/25 毎日が大吉です。（その６）
　耐えられないような試練は起こらない。
　聖書：コリント人への手紙第一　１０章１３節

2018/6/29 毎日が大吉です。（その７）
　神様は愛する子に試練を与える。
　聖書：ヘブル人への手紙１２章５〜１１節

2018/7/1 毎日が大吉です。（その８）
　喜ぶ者といっしょに喜び、泣く者といっしょに泣きなさい。
　聖書：ローマ人への手紙１２章１５節

2018/7/5 毎日が大吉です。（その９）
　私たち一人ひとりは体の別々の器官のようなもの
　聖書：コリント人への手紙 第一 12章12,14-27節
　人間集団の理想のあり方について

2018/7/8 毎日が大吉です。（その１０）
　神様は、私たちにあえて「弱さ」を与えられる。
　聖書：コリント人への手紙 第二　12章 7-10節
　逆境、苦難というものは、できごと、境遇、環境という点で与えられた神様からの「弱さ」ということもできると思います。

2018/7/9 毎日が大吉です。（その１１）
　まとめ


















９月１２日に認知症サポーター養成講座を開きます。

2018年08月17日






　こひつじクリニックでは、２か月に１回認知症サポーター養成講座を行っています。
　これは一般の方向けの講座です。
　一般の方が認知症についての知識を深めて、認知症の方やそのご家族をサポートできるように。
　そして、認知症の方が地域で安心して暮らしていける社会になっていくことを目的としています。

　[image: 3]


　次回は９月１２日（木）16:00〜17:30 です。
　場所は、こひつじクリニック（兵庫県川辺郡猪名川町若葉 1-30-10）です。
　予約は不要です。
　どうぞ、関心のある方はお集まりください。
















「スーパードクター　こひつじクリニック　ダイジェスト版」を youtube にアップしました。

2018年08月18日






　今年の３月２６日に、こひつじクリニックの働きを紹介するテレビ番組「スーパードクター」が東京ＭＸテレビで放送されました。
　３０分の番組（正味は２９分）ですが、それを４分間のダイジェスト版にしました。
　そのダイジェスト版を youtube にアップしました。こちらです。
[image: no title]

　こひつじクリニックは、患者様の旅行に医師や看護師が同行して、不可能だった旅行を可能にするというサービスを行っています。
　私がどうして、このような仕事をしようと思ったのか。その一つの大きいきっかけが、この番組で紹介されています。

　私は、２０１２年から１年間、尼崎医療生協病院の緩和ケア科に勤務していました。この時に忘れられない患者さんとの出会いがありました。悪性腫瘍の末期で入院してこられた澤田さんという方です。体がかなり弱っていたのですが、例年のように家族でさくらんぼ狩りに行きたいと言われるのです。常識では旅行は到底不可能な状態でした。でも不思議な神様の導きにより、私がこの方やご家族といっしょに旅行することとなったのです。この旅行に同行させていただいて、旅行は、患者さんの生きる力をよみがえらせるということを目の当たりにしました。旅行は無事に終わったのですが、患者さんは旅行の２日後に亡くなりました。とても温かい最期でした。だいじなおばあちゃんをなくしたということで、ご家族はもちろん、深く悲しんでおられました。けれども、それ以上におばあちゃんの喜ぶことを最期までしてあげられた、おばあちゃんと最期まですばらしい時をいっしょに過ごせたということで、本当に満足して、納得して、喜んでおられました。私も、すばらしい最後の日々の過ごし方、最期の迎え方だと思いました。それを医者として、お手伝いできたことを喜び、感動しました。

　この番組では、この方の事例だけでなく、あと３組の方の事例が紹介されています。

　交通事故の後遺症で、ほぼ寝たきりの金田さん。医師同行により、親族の結婚式に出られました。

　皮膚がんの末期の浅野さん。看護師の同行により、娘さんの結婚式に出られました。

　膵臓がん末期の堺さん。医師、看護師の同行により、人生最後の家族での温泉旅行に行けました。

　それぞれの事例のご家族のみなさんが、インタビューに応じてくださっています。
　患者さんが旅行をするということが、どんなにすばらしい、意味のあることなのかを感じていただけると思います。
　こちらのサイト　で本編（２９分間）を１０００円でダウンロードしていただけます。
　ぜひ、ご覧ください。


　ダイジェスト版（無料）
　本編（ダウンロード版、１０００円）
















ダウン症の方の演奏会がありました。

2018年08月19日






　今日、下のチラシにのっている多田駿介さんのマリンバの演奏会が日生中央のサピエであったので行ってきました。

[image: 2]

　多田俊介さんは２１歳のダウン症の方です。
　小学生の時にマリンバ（木琴みたいな楽器）を始められました。
　楽譜が読めなかったり、手が器用に動かなかったり、なかなか曲が憶えられなかったりして、決してスムーズな道のりではなかったそうです。
　でも、数曲演奏してくださったのですが、とても感動的でした。お世辞ぬきですばらしい完成度でした。

　ダウン症の方は、一般の人と比べると、能力が少し落ちている部分があるのですが、一般の人以上の能力を発揮できる場合も多いのだと感じました。

　神様はすべての人に、それぞれ優れた部分と少し弱い部分を与えておられるのですね。
　すべての人が、自分に与えられた優れた部分を伸ばして、弱い部分については支え合っていけたらいいですね。


　ダウン症の方の演奏会が、下のチラシのように、三田であるそうです。
　皆さん良かったら行ってみてください。
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[image: 1]
















こひつじクリニック　求人広告

2018年08月20日






　このたび、新聞に求人広告を出します。
[image: 1]

　ご覧のとおり、常勤医師、看護師（常勤、パート）、ＳＥ、超音波検査の技師、旅行同行の登録看護師を募集しています。

　患者さんの幸せづくりのために、ともにがんばりませんか。
　ご応募お待ちしています。

















「教会の中の人間関係で傷つけられないために」シリーズ　目次

2018年08月21日






　２０１８年７月１０日にこのシリーズが始まりました。
　長くなってきたので、さらに書き進めていく前に一度おさらいをしておきたいと思います。
　各記事の内容を簡単に紹介します。


2018/7/10 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１）
　序文

2018/7/11 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２）
　私の経験したある教会（カルト的な教会の実例）

2018/7/13 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その３）
　教会はカルト化する可能性がある。

2018/7/14 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その４）
　聖職者の性犯罪は珍しいことではないのかも知れない。

2018/7/20 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その５）
　牧師とのトラブルの例

2018/7/24 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その６）
　パリサイ人が出現するメカニズム

2018/7/25 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その７）
　パリサイ人の特徴、イエス様の特徴

2018/7/26 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その８）
　パリサイ人の問題の本質
　聖書：マタイの福音書　5章21-22、27-28節

2018/7/27 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その９）
　絶対守れない律法があるのはなぜ？
　聖書：
　　ローマ人への手紙７章１５，１８，１９，２４節
　　ガラテヤ人への手紙３章２４節

2018/7/29 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１０）
　教会員を評価する客観的尺度について
　聖書：サムエル記第一　１６章７節

2018/8/1 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１１）
　あなたの教会は会社のようになっていませんか。

2018/8/2 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１２）
　クリスチャン生活は「修行」ですか。

2018/8/3 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１３）
　父なる神様のイメージは自分の実の父親との関係から強く影響を受ける。

2018/8/4 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１４）
　神様は結果ではなく、動機や過程を見られる。

2018/8/7 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１５）
　日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン
　　（１）パリサイ人的熱心に追い立てられるパターン

2018/8/9 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１６）
　日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン
　　（２）牧師や先輩クリスチャンに裁かれる。　　　　

2018/8/11 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１７）
　日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン
　　（３）先輩クリスチャンからのねたみ
　　（４）文化の違い、性格、考え方の違いによって、排除の対象となってしまう

2018/8/12 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１８）
　日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン
　　（５）牧師や先輩クリスチャンからのパワハラ、セクハラ


　（その２）から（その５）に書いたように、牧師も人間であって、不完全な存在です。当然、罪を犯します。
　（その６）から（その８）では、パリサイ人について書きました。クリスチャンは、まじめにがんばろうとする人ほど、パリサイ人のようにかえって神様から離れてしまうわなにはまってしまうことがあるのです。
　（その９）から（その１４）ではクリスチャン生活や教会のあり方にみられる問題点を取り上げました。
　（その１５）から（その１８）では、実際に日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろな場面について考えてみました。

　このあとは、日浅さんや若葉さんが傷つけられないために、私の考える対策の案を書いていきたいと思っています。
















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１９）

2018年08月22日






対策案
　日浅さん、若葉さんが教会の中の人間関係で傷つけられないための対策案です。

　（０）大前提

　　　　　人は誰でも一人残らず罪人です。それぞれの人が必ず神様から弱さを与えられていて、罪を犯します。牧師も例外ではありません。
　　　　　教会は罪人の集まりですから、それぞれの教会には必ず何らかの弱さがあって、教会としても罪を犯します。どんなに立派に見える教会であっても、例外ではありません。
　　　　　だから、教会の中で罪があるのは当然なのです。
　　　　　そのことを前提とした対策、心構えが必要なのです。

　　　　　日浅さんや若葉さんが、教会は清らかなところで、すばらしいところ、安全なところと誤解して入ってくるから、教会の中の人の罪にまきこまれた時に、ひどくショックを受けてしまうのです。
　　　　　教会の中にも罪はたくさんあると知っておいて、また決して安全なところではないということを知っておいて、しかるべき対策をとり、心構えをしておけば、ショックやダメージを受けるにしても、それは最小限になります。教会の中の人の罪にまきこまれたとしても、それで神様に対する信仰まで失うようなことはなくなるはずです。


　（１）持つべき知識
　　　　　牧師は人間であって、神ではない。
　　　　　　間違えることもある。罪を犯すこともある。
　　　　　　尊敬はしてもいいが、服従すべき相手ではない。
　　　　　　牧師の言うことを神様の言葉とうのみにしてはいけない。

　（２）持つべき知識
　　　　　人間はみんな対等
　　　　　　牧師と言えども例外ではない。
　　　　　　牧師は聖書の専門的な知識や経験から助言はするが、指示も命令もしない。祈って、判断し、決断するのはその人自身。
　　　　　　重要な判断を牧師に任せてはいけない。

　（３）重大な選択をする時には
　　　　　神様は私たちを導く際に、牧師だけを用いられるのではない。
　　　　　牧師以外の人を通して、道を示されることもあるし、いろいろなできごとを通して示されることもあります。
　　　　　祈りつつ、御心を求め続けることです。

　（４）牧師は１０年以上同じ教会にとどまらない方がいい。
　　　　　ある教団の指導的な立場の牧師がこう言われていました。
　　　　　牧師が長期間同じ教会にとどまっていると、牧師の権力が強くなりすぎて、いろいろな弊害が出てきます。その最たるものはカルト化です。
　　　　　信徒は神様と直接つながって、信仰生活を送るはずのものなのですが、牧師の存在が大きくなりすぎるのは問題なのでしょう。牧師が交代しても、信仰が変わらないのが理想でしょう。
 　　　　　日浅さん、若葉さんが自分でできる対策とは違いますが、長期間同じ牧師が続いている教会は、何か問題があるかも知れないと注意、警戒することはできるでしょう。
 
　（５）複数の教会に出入りする。
2018/7/11 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２）
2018/7/13 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その３）

　　　　　に書きましたが、カルトはそのメンバーがカルト外の人と交流するのをきらいます。カルト外の人と交流されると、そのカルトで行われているマインドコントロールに気付かれやすくなるからです。
　　　　　日浅さん、若葉さんも一つの教会にしか顔を出してないと、そこで少し異常なことが行われていたとしても、教会とはこんなものだと思わされてしまうものです。ですが、ほかの教会にも出入りすると、自分の教会の異常な部分に気がつくでしょう。異常とまでは言えなくても、教会によっていろいろなやり方があるということがわかるのはいいことです。信仰の本質に近づけると思います。
　　　　　この対策については、ほぼすべての教会の牧師は、反対されると思いますが、日浅さん、若葉さんが自分を守るためには、極めて重要で、有効なやり方だと私は思います。
　　　　　教会に誘ってくれた人がいる場合は、その人に対する気がねもあって、ほかの教会に行きにくいかも知れませんが、自分を守るために、時々は上手にほかの教会に行った方がいいです。このやり方に異常に強く反発する牧師や教会だったりした場合には、「ひょっとしたらここはカルトかも」と思ってもいいかも知れません。

（続く）

※
日浅さん： 教会に足を踏み入れてまだ日が浅い人
若葉さん：クリスチャンになって、あまり月日がたっていない若葉マーククリスチャン

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２０）

2018年08月23日






対策案
（６）パリサイ人的クリスチャンに気をつけましょう。

　まじめなクリスチャンは、神様に喜ばれたい、人に認めてもらえる立派なクリスチャンになりたいと思います。それで、聖書に書いてあることを一生懸命に守ろうとします。聖書に書いてあることを自分なりに解釈して、こういうふうに行動したら神様に喜ばれるだろうとか、人に認めてもらえるだろうと思って、そのように行動します。ですが、これがまさにパリサイ人的行動パターンなわけです。
　神様に喜ばれたいという動機はいいのですが、「正しい行動」をすることによって、良い人間になろうとするというのは、聖書の教えとは、ずれてしまっているのです。
　聖書は、すべての人は罪人であって、自分の力で正しく生きることのできる人は一人もいないと教えています。
　だからこそ、私たちにはキリストによる救いが必要なのです。

　・私は罪人です。
　・自分の力で正しく生きることはできません。
　・こんな私が受けるはずの罪の刑罰をイエス・キリストが身代わりに受けて、十字架で命を捨ててくださったことを信じます。
　・これからは復活されたキリストと共に歩いていきたいです。
　と神様に対して表明さえすれば、神様は私たちの罪をすべて赦し、「あなたは正しい」と認めてくださる。
　これが聖書の教えです。聖書が私たちに求めている生き方です。

　クリスチャンであれば、キリストを信じれば救われるということをたぶん知っているはずです。
　ですが、人間とは弱いもので、すぐに道をふみはずしてしまって、自分の力で「正しい行動」をして、神様と人に認めてもらおうとする、まちがった道に迷い込んでしまいやすいのです。

　現代の教会でも、まじめなパリサイ人的クリスチャンが、立派なクリスチャンと見られがちで、発言力があったりします。
2018/8/7 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１５）
に書きましたが、日浅さんや若葉さんにも、パリサイ人的クリスチャンから、指導やプレッシャーがやってきます。
　パリサイ人的価値観が、次第に植え付けられていきます。
　ですが、パリサイ人的生き方には、本当の喜びはありません。常に達成すべき目標や課題が与えられ、努力や修練を続ける必要があります。常にほかのクリスチャンの目やほかのクリスチャンからの評価が気になり、心の休まる時がありません。神様からの評価よりも人からの評価のほうが重要になります。

　日浅さん、若葉さんは、教会の中ではこのようなパリサイ人的クリスチャンからのプレッシャーがあるものだとあらかじめ知っておいて、心ぞなえをしておく必要があります。
　パリサイ人的クリスチャンは、日浅さんや若葉さんにも、行動を求めてきますが、行動は良いクリスチャンになるための条件ではありません。神様は心の中をごらんになるので、心の中の思いこそが大切です。日浅さんや若葉さんは、パリサイ人的クリスチャンからのプレッシャーを受け止めすぎないことがだいじです。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２１）

2018年08月24日






対策案
（６）パリサイ人的クリスチャンに気をつけましょう。（続き）

　（その２０）で、教会の中ではパリサイ人的クリスチャンが立派に見えて、発言力があったりすると書きました。
　ですが、数は少ないかも知れませんが、パリサイ人が作った決まり（パリサイ律法）から自由になったクリスチャンもいると思います。
　パリサイ人的クリスチャンとパリサイ律法から自由になったクリスチャンの特徴を対比させて考えてみようと思います。


　●パリサイ人的クリスチャンの特徴

　　信仰生活上の具体的目標、課題（人間的な発想）に向かって自分で努力する。
　　ノルマを設定する。
　　　達成度により自分で自分を評価する。
　　常に自分にムチを打つ。
　　余裕がない。
　　自分の弱さは克服すべき対象。
　　ほかのクリスチャンの目が気になる。
　　ほかのクリスチャンからの評価が気になる。


　●パリサイ律法から自由になったクリスチャンの特徴

　　のびのび。型にとらわれない。
　　他のクリスチャンの目を気にするよりは神様、イエス様に喜んでいただくことを目指す。それが喜び。
　　ほかのクリスチャンからの評価が悪くても気にしない。
　　自由
　　結果が不十分だったとしても、良くなかったとしても、自分にＯＫが出せる。
　　　失敗を恐れない。大胆な発想。大胆に挑戦できる。
　　弱さを受け入れる。賜物を大胆に使っていく。


　私は、後者のパリサイ律法から自由になったクリスチャンになりたいと思っています。

　二元論的に書きましたが、実際のクリスチャンは前者か後者かに明確に二分されるようなものではなく、様々な割合で前者の性質と後者の性質を合わせ持っていたりするのでしょう。前者でも後者でもないという人もあると思います。

　一つの教会の中には、いろいろなクリスチャン、いろいろな段階のクリスチャンがいます。
　多様性があるけれども全体として調和しているというのが、神様の好まれるあり方です。（2018/7/5 毎日が大吉です。（その９））

　クリスチャンという点では共通でも、その信仰の中身を詳しく見ると、みんな違っているのだと思います。
　同じ境遇、環境に置かれたとしても、クリスチャンＡさんとクリスチャンＢさんではそれぞれの信仰の結果、出てくる行動はまったく違うものとなることでしょう。
　それぞれのクリスチャンが、各自の信仰を持って神様を信じ、従っていこうとしているのです。ですので、ＡさんがＢさんに向かって、「あなたの信仰はおかしい。」ということはできません。それぞれのクリスチャンの信仰を、神様は喜ばれて、用いようとされているのですから。
　いろいろな信仰があっていいのだと思うのですが、ただ、「あなたの信仰は間違っている。」と人をさばいてしまうのは、少し困りものです。
　お互い、相手の信仰を受け入れ、尊重できるようになるといいと思います。

　日浅さん、若葉さん、教会の中には同じクリスチャンとは言ってもいろいろな信仰を持っている人がいると知っておかれるといいと思います。

















リレーマラソン走ってきました。

2018年08月25日






　今日、神戸のみなとのもり公園でリレーマラソンの大会がありました。
　中小企業家同友会の宝塚のメンバーが中心の Freedom というチームの一員として走ってきました。
　無事に完走しました。記録は写真のとおり、３時間５分４７秒です。
　立派な記録でしょ。自分をほめてあげたいって感じです。

　公園内の１周 450m のコースを９３周と 345m 走ります。
[image: no title]

　うちのチームの人数は１１名でした。
　１１名で、自由に走る順番や距離を決めてリレーをして、完走を目指すのです。
　うちのチームは１周走ったら、次の走者にタスキを渡すというやり方で走りました。
　450m を全力疾走して、次の走者に交代します。ほかの走者が走っている間に休憩して、また順番がきたら 450m 全力疾走するのです。
　私は１０回走りました。合計 4.5km です。私は１周を平均２分で走りました。
　うちのチームの記録から計算すると、うちのチームの１周の平均所要時間は 119秒でした。なので、私は、うちのチームのちょうど平均レベルの走りをしたことになります。

　一人で走るマラソンも充実感、達成感があっていいのですが、リレーマラソンも楽しいですね。仲間と共につらい思いをしながら、苦労しながら、大きい目標に向かって、がんばるのです。走っている時は、確かに少ししんどいのですが、ほんとに楽しく、いい汗をかけました。

[image: 1]

　いっしょに走ったチームのメンバーです。黄色のシャツが私です。

　ちなみに、優勝チームの記録は１時間４５分ぐらいだったと思います。一人マラソンの世界記録よりもはるかに速いです。時速 20km よりも速いスピードです。
　目の前を超高速のランナーが次々と駆け抜けていくのですが、ほんとにすごいですね。これは同じ人間なのかと思ってしまいます。どうやったらこんなに速く走れるんでしょうね。誰か教えてください。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２２）

2018年08月26日






＜複数の教会に出入りすることについて＞（教会員にとってのメリット）

　（その１９）で「（５）複数の教会に出入りする。」と書きました。
　どんな段階のクリスチャンでもそうだと言えると思うのですが、特に日浅さん、若葉さんにとっては複数の教会に出入りするのはメリットの大きいことだと思います。

　複数の教会に出入りする教会員にとってのメリットは
　　(1) 教会のカルト的なあり方に気付きやすくなります。
　　(2) パリサイ律法から解放されやすくなります。
　　　　　教会によって、教会員にどのようなことを重点的に指導するのかが違っていると思います。
　　　　　また、来たり来なかったりするメンバーに対しては、教会からあまり指導が来ないはずです。
　　　　　それで、クリスチャンたるもの、このように行動すべしという「パリサイ律法」からは解放されやすくなります。

　　(3) 教会内の人間関係の問題から解放されやすくなります。
　　　　　教会の中で、価値観、文化が違うとか、相性が合わないということで、受け入れてもらえない場合、疎外されている場合、またねたまれている場合、いじめられている場合には、そこから逃げるのが一番です。
　　　　　牧師や先輩クリスチャンからのセクハラやパワハラがある場合や冷たく、厳しく裁かれる場合、その他のストレスやプレッシャーがある場合もとりあえずほかの教会に逃げたらいいです。
　　　　　逃げるだけで解決に至る場合も多いと思います。

　　(4) いろいろな教会、いろいろなクリスチャンとの出会いにより、信仰的な視野が広がります。信仰の成長につながります。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２３）

2018年08月27日






＜複数の教会に出入りすることについて＞（教会にとってのメリット）

　教会員が複数の教会に出入りすることによる教会にとってのメリットは
　　(1) 教会間の情報共有や協力が進みやすくなります。
　　(2) 教会がカルト的になりにくくなります。
　　　　　教会員が複数の教会に出入りするようになることは、牧師や指導的立場のクリスチャンにとっては、ある意味やりにくくなることにつながると思います。
　　　　　教会員が、複数の教会でのやり方を見ることによって、牧師や指導的立場のクリスチャンの言っていることの妥当性を自分で考え、評価するようになるからです。人間的な思いからの指示や指導には、従わなくなることでしょう。牧師や指導的な立場のクリスチャンがいかに真実に信仰に生きているかが試されることになります。このような状態のもとでは、教会がカルト化する恐れはかなり少なくなるでしょう。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２４）

2018年08月28日






＜人と教会の間にも相性がある＞

　牧師にはなわばり意識があって、自分のところの教会員をほかの教会に取られてはいけないと思う意識が強いのではないでしょうか。
　ですが、教会員は牧師の所有物や財産ではありません。
　クリスチャンは、キリストにこそ属するものであって、どこの教会に行くのも自由なはずです。
　人間、一人ひとりに個性があるように、教会にもそれぞれ個性があるのだと思います。
　人間どうしに相性があるように、人と教会の間にも相性があるのだと思います。
　最高にいい教会と言われている教会があったとしても、すべてのクリスチャンがその教会と相性がいいとは限らないと思うのです。
　相性の悪い教会に行くと、なんとなく居心地が悪くて、なんとなく意識を神様に集中できなくて、なんとなく平安がないのです。
　何も間違ったことが行われているわけではないのに、その教会では十分に養われないということがあるのだと思います。
　そんな場合は相性のいい教会に行くのが一番でしょう。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２５）

2018年08月29日






＜複数の教会に出入りすることについて＞（問題行動ではない）

　同じ教会で、毎週欠かさずに礼拝に出席するのが、信仰生活の第一歩と考えられていると思います。
　そんな、複数の教会に出入りするような、みだらな信仰生活をしていては、まともなクリスチャンになれるわけがないと考えられているかも知れません。
　ですが、私は逆ではないかと思うのです。
　相性の悪い教会に無理に通い続けても、実はクリスチャンとしての喜びも成長もなく、何か問題が起こったのをきっかけに教会からも信仰からも離れてしまうという場合が少なくないように思うのです。
　複数の教会に出入りすることはみだらな問題のあることではないと思います。
　むしろ、いろいろな教会、いろいろなクリスチャンと出会うことによって、信仰的な視野が広がり、一人ひとりに神様が直接語りかける機会が増え、自発的に行動する積極的な信仰生活また信仰の成長につながるものだと思います。
　また、教会の中でも起こりがちな人間関係上の大小のトラブルからも身を避けやすくなり、ダメージを受けにくくなります。
　教会からの束縛の少ない、日浅さん、若葉さんには特に複数の教会に行かれることをお勧めします。

















こひつじクリニック　求人広告　カラー版

2018年08月30日






[image: no title]

　新聞に広告を出しました。
　ご応募、お問い合わせをお待ちしています。

















今度、勉強会をします。

2018年08月31日






[image: 1]

　どうぞお越しください。

















「いいね」数ランキング

2018年09月01日






　「いいね」数ランキング（2018/9/2 現在）
　このブログの記事で「いいね」数が上位のものを紹介します。

　最初の数字：「いいね」数
　２番目：記事の日付
　３番目：記事のタイトル
　４番目（・・・以下）：シリーズ物の場合、その内容、見出し

52　2018/7/29　教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１０）
　・・・教会員を評価する客観的尺度について　聖書：サムエル記第一　１６章７節

42　2018/7/11　教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２）
　・・・私の経験したある教会（カルト的な教会の実例）

38　2018/5/14　クリスチャンは排他的？
26　2018/5/17　こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
23　2018/7/13　教会の中の人間関係で傷つけられないために（その３）
　・・・教会はカルト化する可能性がある。

23　2018/5/26　トライやるウィークの写真
22　2018/6/9　エコーのできる技師さんを募集します。
21　2018/6/27　こひつじ１号車は今日もゆく。
21　2018/5/7　ネコがもう一匹います。
18　2018/7/17　１２３４５６ｋｍ　！！
18　2018/6/7　仕事の帰り道でホタルが見れました。
18　2018/5/23　認知症サポーター養成講座を開きます。
17　2018/7/24　教会の中の人間関係で傷つけられないために（その６）
　・・・パリサイ人が出現するメカニズム

17　2018/7/20　教会の中の人間関係で傷つけられないために（その５）
　・・・牧師とのトラブルの例

16　2018/7/27　教会の中の人間関係で傷つけられないために（その９）
　・・・絶対守れない律法があるのはなぜ？　聖書：ローマ人への手紙７章１５，１８，１９，２４節、ガラテヤ人への手紙３章２４節

16　2018/6/6　精神科在宅医療　お悩み相談会のご案内
16　2018/6/11　私のヨット
16　2018/5/28　私はカーナビが好きです。
16　2018/5/11　こひつじクリニックの医師について
15　2018/5/6　あなたはイヌ派、ネコ派？　ネコと人間の似ているところ
15　2018/5/18　患者様のご家族からモビールをいただきました。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２６）

2018年09月02日






＜多教会の交流や協力について＞

　教会の中の人間関係で傷つけられないための対策案を書いているところですが、今日は少し横道にそれて、多教会の交流や協力について考えます。

　世の中に 100% 正しい人はいません。すべての人は必ず、それぞれ弱さを持っていて、罪を犯してしまいます。
　それと同様、100% 正しい、完全な教会は世の中には存在しません。すべての教会は必ず、それぞれ弱さを持っていて、罪、過ち、失敗をしてしまうものだと考えられます。
　メンバーがそれぞれ不完全な罪人であるのに、そのメンバーで構成されている教会が、完全で、罪をまったく犯さないなんてことはありえません。

　人はそれぞれ、長所と弱いところを持っていて、弱いところについては互いに支え合い、励ましあい、カバーし合うよう神様から期待されていると思います。
（2018/7/5 毎日が大吉です。（その９））

　それと同様、世界にはたくさんの教会がありますが、教会にもそれぞれ長所と弱いところがあるわけです。弱いところについては、近隣の教会どうしで互いに支え合い、励ましあい、カバーしあうことを神様は期待されているのではないでしょうか。
　世の中にはいろいろな雰囲気を持つ教会があると思います。教義についても若干の差異はあるのでしょうが、聖書を神の言葉と信じ、キリストの十字架と復活が私たちの救いの根拠であると教える教会であれば、協力しあえるはずだと思うのです。違うところに目を向けて反発し合うのではなく、共通する部分を大切にして協力するのです。

　教会どうしの交流が活発になったら、教会員がみんな「強い」教会に流れて、「弱い」教会には教会員がいなくなると心配される方があるかも知れません。
　でも私は、真実に信仰に生きている牧師や教会であれば、教会員がいなくなるなんてことは起こらないと思うのです。
　クリスチャンには多種多様な人が含まれています。それぞれのクリスチャンにとって相性のいい教会も多種多様なはずです。
　教会員が少ない教会も出てくるとは思いますが、そのことについては、教会員の多い教会が少ない教会を助けるような仕組みができたらいいですね。

　人間に多様性があるのと同様、教会にも多様性があることが良いことであるとみんなが認識し、多様性が守られるように行動していけたらいいと思います。

　自分の属している教会が世界で一番いい教会だと思いたいのが多くのクリスチャンの自然な心情だとは思います。
　そのような思いをいだいて、ほかの教会を見下したり、ライバル視したり、敵対的な行動に出ることもあるかも知れません。
　競争があるから、より発展するという考え方もあるのでしょうが、神様から見たらまったく愚かなことのように思います。
　そもそも、教会の優劣を決めるのはなんですか。どうやってそれを判断、判定するのですか。
　礼拝の出席者数ですか。受洗者数ですか。献金や予算の規模ですか。施設の大きさや立派さですか。
　いずれの尺度も、神様から見たら、まったく意味のないものです。（2018/7/29　教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１０））

　すべての個人が神様にとって大切なように、すべての教会も神様にとって大切なはずです。
　いろんな教会があっても、互いに競争するのではなく、支え合い、励ましあい、カバーし合うようになったらいいですね。

















教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２７）（完）

2018年09月03日






＜劇薬注意！　教会は使用上の注意をよく読んで、副作用に注意して、正しく使いましょう。＞

　私は医者として働いています。
　医者は患者さんに対して治療のために薬を処方します。
　世の中には非常にたくさんの種類の薬があります。
　よく効く薬もあれば、効いているのか効いていないのかよくわからないような薬も実はたくさんあります。
　私は、薬を処方する時には、よく効く薬を処方したいと思っています。
　そんなの当たり前じゃないかと思われる方が多いと思います。ですが、本題から離れ過ぎるので詳しくは書きませんが、実際にはあまり効かない薬を処方する医者も多いのです。

　世にある薬で、一番よく効く薬は、全身麻酔の時に使われる薬だと思います。
　私は、麻酔科標榜医の資格も持っていて、手術の際の全身麻酔も今までにたくさんかけてきました。
　全身麻酔の際に使われる薬にはいろいろなものがあります。
　眠らせる薬、痛みを感じないようにする薬（麻薬）、筋肉を弛緩させる薬、血圧を上げる薬、下げる薬、利尿剤、その他もろもろです。
　これらの薬を使うと、すぐに効果が現れ、薬を止めると速やかに効果が切れます。
　実に切れ味よく、鮮やかに効きます。
　麻酔に使うこれらの薬はたいてい劇薬です。
　効果は鮮やかなのですが、使い方を誤ると、命に関わるようなとんでもないことが起こります。

　一般に、効果が劇的な薬ほど、副作用は大きいという傾向があると思います。

　薬のことを長々と書いてきましたが、教会（キリスト信仰）も劇薬と似ていると思うのです。

　教会に行って、キリストを信じると、鮮やかに、劇的に、人生観や価値観、生き方が変わって、いろいろな問題が雲散霧消する可能性があります。
　ですが、教会の使い方を誤ると、深い傷を受けたり、命に関わるようなとんでもないことが起こることもあるのです。

　このシリーズでは、教会の中で起こる問題をたくさん取り上げてきました。
　教会というところが、そんなに問題の多い、危険な場所なのだったら、行かない方がましだと思われたかも知れません。
　ですが、教会（キリスト信仰）には、人生を素晴らしく変え、自分やまわりの人に最高の幸福をもたらし、どんな問題をものりこえさせるものすごい力があるのです。

　簡単なことです。薬といっしょで、「教会は使用上の注意をよく読んで、副作用に注意しながら、正しく使いましょう。」ということです。
　注意すべきポイントを知って、慎重に使うなら、必ず素晴らしい効果をもたらしてくれるのです。

　私は、効くか効かないかわからないような薬を患者さんに薦めはしません。
　ですが、教会は効果が確実で絶大な劇薬なのです。迷うことなくすべての人にお薦めします。


（シリーズ「教会の中の人間関係で傷つけられないために」　終わり）

















最期の時の過ごし方〜マザー・テレサが大切にした愛と死の価値観〜

2018年09月04日






[image: no title]
　こんなイベントがあります。
　主催者は風と虹の診療所 設立準備委員会です。

　以下、主催者の書かれた説明を引用します。

風と虹の診療所設立準備委員会では、診療所設立の準備活動に加え、講演やワークショップなどでグリーフケアや生きるための死の準備教育を行っております。

　有床診療所でのホスピスの創世期を代表する堂園メディカルクリニックを見学させていただいたのは2017年11月でした。 堂園晴彦先生からマザー・テレサのお話を伺いし、自然に死に触れることの『美しさ』を感じました。彼女が設立した最期を看取るための施設「死を待つ人の家」では、そこに暮らす人それぞれが役割を持ち、自分よりも症状の重い患者さんをケアします。やがて、看取りの日を迎え、次に来る自分の番を待つのです。

　最期の時を支える愛情について、堂園先生とマザーテレサのドキュメンタリーを手掛けられた千葉茂樹監督のお話を、ぜひ、大阪からも発信したいと思っています。


映画上映・講演内容

●千葉茂樹映画監督ドキュメント作品上映　「今ここに愛の奇蹟/マザー・テレサ」

●マザー・テレサ その人の人生　　映画監督　千葉　茂樹　氏

劇映画、テレビ 教育短編など多方面で脚本、演出活動を続ける。日本映画学校副校長。『マザー・テレサとその世界』ほか『アウシュビツ愛の奇蹟』『アンデスの嶺のもとに』など国内外の数々の映画賞を受賞。『マザー・ テレサとその世界』『コルベ神父』ほか著書も多数。

●マザー・テレサから学んだ愛の実践　堂園メディカルハウス院長　堂園　晴彦　氏

国立がんセンター・米国ニューヨーク・ スローンケッタリングがんセンター・鹿児島大学付属病院での勤務を経て平成 4年に実家の「堂園産婦人科」を継ぐ。平成 8年、家族と一緒に安らかな最期 を迎えられるサポートをしたいという主旨の下に、在宅ホスピス「堂園メディカルハウス」を 鹿児島で設立する。年間 100人前後を看取り、その約 35%が在宅での看取りである。




日時 2018年11月11日（日）14：00～16:30

定員 100名

会場 大阪産業創造会館　６階　会議室E　大阪市中央区本町１−４−５

料金 3,500円　※受講料のお支払いは事前振込になります

お申込み方法 Peatixよりお申込みください。

連絡先 kazetoniji.no.clinic@gmail.com

キャンセル料 受講者のご都合で欠席される場合には、次のキャンセル料が発生します。　2日前〜当日：100％

主催：風と虹の診療所設立準備委員会　共催：NPOワークショップ工房　

		


















「教会の中の人間関係で傷つけられないために」シリーズ　目次　最終版

2018年09月05日






　２０１８年７月１０日にこのシリーズが始まりました。
　このシリーズでは特に日浅さん、若葉さんが教会の中の人間関係で傷つけられるいろいろな場面、パターンについて考察し、対策案を考えてみました。
※
日浅さん： 教会に足を踏み入れてまだ日が浅い人
若葉さん：クリスチャンになって、あまり月日がたっていない若葉マーククリスチャン

　各記事の内容を簡単に紹介します。


2018/7/10 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１）
　序文

2018/7/11 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２）
　私の経験したある教会（カルト的な教会の実例）

2018/7/13 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その３）
　教会はカルト化する可能性がある。

2018/7/14 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その４）
　聖職者の性犯罪は珍しいことではないのかも知れない。

2018/7/20 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その５）
　牧師とのトラブルの例

2018/7/24 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その６）
　パリサイ人が出現するメカニズム

2018/7/25 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その７）
　パリサイ人の特徴、イエス様の特徴

2018/7/26 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その８）
　パリサイ人の問題の本質
　聖書：マタイの福音書　5章21-22、27-28節

2018/7/27 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その９）
　絶対守れない律法があるのはなぜ？
　聖書：
　　ローマ人への手紙７章１５，１８，１９，２４節
　　ガラテヤ人への手紙３章２４節

2018/7/29 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１０）
　教会員を評価する客観的尺度について
　聖書：サムエル記第一　１６章７節

2018/8/1 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１１）
　あなたの教会は会社のようになっていませんか。

2018/8/2 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１２）
　クリスチャン生活は「修行」ですか。

2018/8/3 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１３）
　父なる神様のイメージは自分の実の父親との関係から強く影響を受ける。

2018/8/4 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１４）
　神様は結果ではなく、動機や過程を見られる。

2018/8/7 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１５）
　日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン
　　（１）パリサイ人的熱心に追い立てられるパターン

2018/8/9 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１６）
　日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン
　　（２）牧師や先輩クリスチャンに裁かれる。　　　　

2018/8/11 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１７）
　日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン
　　（３）先輩クリスチャンからのねたみ
　　（４）文化の違い、性格、考え方の違いによって、排除の対象となってしまう

2018/8/12 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１８）
　日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろなパターン
　　（５）牧師や先輩クリスチャンからのパワハラ、セクハラ

2018/8/22 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１９）
　対策案
　（１，２）持つべき知識
　（３）重大な選択をする時には
　（４）牧師は１０年以上同じ教会にとどまらない方がいい。
　（５）複数の教会に出入りする。

2018/8/23 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２０）
　対策案
　（６）パリサイ人的クリスチャンに気をつけましょう。

2018/8/24 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２１）
　対策案
　（６）パリサイ人的クリスチャンに気をつけましょう。（続き）
　　　●パリサイ人的クリスチャンの特徴
　　　●パリサイ律法から自由になったクリスチャンの特徴

2018/8/26 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２２）
　複数の教会に出入りすることについて（教会員にとってのメリット）

2018/8/27 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２３）
　複数の教会に出入りすることについて（教会にとってのメリット）

2018/8/28 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２４）
　人と教会の間にも相性がある

2018/8/29 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２５）
　複数の教会に出入りすることについて（問題行動ではない）

2018/9/2 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２６）
　多教会の交流や協力について

2018/9/3 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２７）（完）
　劇薬注意！　教会は使用上の注意をよく読んで、副作用に注意して、正しく使いましょう。


　（その２）から（その５）に書いたように、牧師も人間であって、不完全な存在です。当然、罪を犯します。
　（その６）から（その８）では、パリサイ人について書きました。クリスチャンは、まじめにがんばろうとする人ほど、パリサイ人のようにかえって神様から離れてしまうわなにはまってしまうことがあるのです。
　（その９）から（その１４）ではクリスチャン生活や教会のあり方にみられる問題点を取り上げました。
　（その１５）から（その１８）では、実際に日浅さんや若葉さんが教会で傷つけられるいろいろな場面について考えてみました。
　（その１９）から（その２７）では、日浅さんや若葉さんが傷つけられないための私の考える対策の案を書きました。

















こひつじクリニックのテレビ番組のＤＶＤができました。

2018年09月06日






　２０１８年３月２６日に東京ＭＸテレビのスーパードクターというテレビ番組で、こひつじクリニックが取り上げられました。
　そのＤＶＤがようやくできました。

　パッケージの表側です。
[image: 3]


　パッケージの裏側です。
[image: 4]


　ディスクです。
[image: 2]

　３０分間の番組です。（正確には２９分間です）
　１枚２０００円で販売いたします。
　どうぞご購入ください。
　申込みは yasushikomatsu@yahoo.co.jp までメールでお願いします。

　ダウンロード版はこちら(https://filmuy.com/kohitsujicl)からダウンロードできます。
　こちらは１０００円です。

　約４分のダイジェスト版はこちらです。
　youtube にアップしてます。

　旅行を経験されたご遺族の感動的な体験談をどうぞご覧ください。

















９月の事例検討会のお知らせ

2018年09月07日






　毎月の事例検討会のご案内です。

　多職種での連携を強化していくためにこひつじクリニックが主催している検討会です。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、より良いプランを考えていきます。
　上記以外の方でも在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。
　今回使用する会場は、事例検討会では初めて使うところです。川西能勢口駅、川西池田駅から近いので便利だと思います。ご参加お待ちしています。

　場所：アステ市民プラザ　ルーム２
　日時：９月１４日（金）１８時００分 ～１９時５０分















９月２２日の勉強会のご案内

2018年09月08日






こんな勉強会があります。

　テーマは障がい児者を含む”地域在宅ケア”の確保と充実です。

　私も講師の一人です。
　私は「認知症など医療現場から見られる地域包括ケアの大切さについて」ということでお話します。

[image: no title]

　良かったらのぞきにきてください。

















今日は合唱団の練習がありました。

2018年09月09日






　どこの合唱団かと言うと、神戸大学医学部混声合唱団（仮称）です。

　１９５０〜６０年台には、神戸大学医学部（当時は神戸医大）には男声合唱団があって、活発に活動されていたそうです。
　とても優秀だったようで、いろんなところで賞をもらったり、いろんなところで歌ったりしてたようです。
　でも残念なことにその後合唱団は立ち消えになってしまいました。

　１９８６年頃、神緑会男声合唱団として、３０年ぶりぐらいに活動が再開されました。
　神緑会とは神戸大学医学部の卒業生でつくられる会（同窓会）です。
　学生の頃に合唱に打ち込んでいた方々が、４０〜５０代になってまた合唱をしたいということで集まったのです。
　私が学生の頃(1984-1990)に、どんなきっかけだったかおぼえていないのですが、お誘いをいただいて、神緑会男声合唱団に加えていただきました。
　２０〜３０歳ぐらい年上の先生方に混じって歌わせていただきました。神戸文化ホールでの毎年のリサイタルで何度かステージに立たせていただきました。とても楽しい貴重な体験でした。
　けれども、中心メンバーの高齢化などに伴い、２０００年頃に、この神緑会男声合唱団も立ち消えになってしまいました。

　ところが、今年、また合唱をしたいというメンバーが集まって、活動を再開する気運が高まってきています。
　とりあえず、１０月末の小さいステージに向けて練習を始めたところです。
　８０代の大先輩から学生までを含む合唱団です。
　私は今日初めて練習に参加させていただきました。
　レベルの高い方が多くて、どんどん曲が仕上がっていくので、楽しいです。
　男声合唱には、独特の響き、力強さがあって、おもしろいのですが、今回生まれ変わった混声合唱もいいものですね。
　今後が楽しみです。
　可能な限り、練習や本番に参加させていただきたいと思っています。

















こひつじクリニックの理念

2018年09月10日






＜こひつじクリニックの理念＞

　（１）患者さまがどんな病気であっても、どんな障がいがあっても、高齢で体力、気力が衰えていても、生きがい、希望、喜びを持って療養や生活ができるよう、支援する。
　（２）患者さまのご家族にとっても、療養生活が希望や喜びを伴う、有意義なものとなるよう支援する。　
　（３）旅行・外出がままならない患者さまや高齢者を、あたたかく支える社会となるように、社会の意識の変革を目指す。
　（４）地域住民の皆さまの健康増進のために努力する。


＜私たちの行動指針（理念を実現していくために）＞

　【旅行同行について】
　　患者さまの旅行・外出に医師や看護師が同行し、患者さまの夢やご希望を実現させます。
　　旅行・外出により、患者さまや親しい方々が、病気であっても、生きがい、希望、喜びを感じられるようにします。
　　患者さまの旅行・外出に同行し、その後、適切なフォローアップを行います。ただ同行するだけではなく、より良い体験となるように、常に改善、工夫を行います。
　　社会に向けて、講演、執筆、情報発信を継続的に行います。
　　「旅行リハビリテーション」などの観点から、継続的に調査、研究を行います。
　　多くの賛同者、協力者を得て、事業を日本全国で展開していきます。

　【訪問診療・往診について】
　　患者さまや御家族のお話にしっかり耳を傾けます。
　　患者さまや御家族のお考えを尊重し、それをもとにした説明や提案をします。
　　丁寧、親切な対応を心がけます。
　　医師、看護師、管理栄養士など、専門職の立場から、わかりやすく、十分な説明をするよう心がけます。
　　それぞれの患者さまに対して、利用が可能な社会制度を積極的に提案、説明します。
　　多職種の連携を強化して、患者さまを中心としたより良いチームとなるようにします。
　　これらのことを通して、患者さまが慣れ親しんだ環境の中で安心して療養できるようにします。より良い在宅療養となるようにします。

　【外来診療について】
　　急性期の疾患、外傷の患者さまに対しては、適切な診断、治療を行い、速やかな回復を目指します。
　　慢性期の疾患の患者さまに対しては、より良い健康状態となるように、常に、治療方法、生活習慣の改善を目指します。


＜私が理想と考えていること＞
　・患者様が病気であっても、萎縮することなく、自分の人生を生きられる。
　　　生きがい、希望、喜びを感じられる。
　　　最期の瞬間まで成長を続ける。
　　　自分を愛することができる。
　　　すべてを感謝できる。

　・患者様と御家族や親しい方々との人間関係について
　　　人間関係として成長していく。
　　　絆が強められる。
　　　それぞれの持つ良い物を共有し、愛しあい、仕え合う。
　　　　その愛や思いは相手の中でいつまでも生き続ける。
　　　癒し、癒され、互いに成長する。

　・より良い地域社会
　　　患者も障がいのある方も健常者も、互いにささえあい、喜びも悲しみも分かち合い、みんなで成長できる。

















i-STAT analyzer（血液検査の機械）を導入しました。

2018年09月11日






　i-STAT analyzer （アイスタット）を購入し、それが今日届きました。

[image: no title]

　この機械は、片手で持てる大きさで、患者さんのベッドサイドで簡単にすぐに血液検査ができるというものです。
　従来は、血液検査のために採血しても、それを検査会社に持って帰ってもらって調べてもらう必要がありました。結果が出るのに１〜２日かかっていました。
　ですが、この機械だと５分もあれば結果がわかるのです。検査の項目は血液ガス分析や Hb, Na, K などの少ない項目なのですが、いずれの項目も迅速に結果がわかることによって、患者さんの状態をすばやく正確に把握し、よりすばやい適切な治療につなげることができます。この機械のおかげで、重症な患者さんの在宅医療が精度の高いものとなり、患者さんや御家族の安心につながるものと思います。
















私は変わり者です。（その１）

2018年09月12日






＜私が変わり者と言える根拠＞

　振り返ってみれば、私は小学生の頃から変わっていたのではないかと思います。別に目立ちたいと思っているわけではないのですが、他の人と同じことをするのがあまり好きではありませんでした。自分だけ別のことをするのが苦痛ではなく、むしろ私にとっては自然なことだったように思います。友達と群れて何かをするよりは、一人で好きなことをしていることが多かったように思います。他の人がしないことでも、自分がいいと思ったらそれをしてしまうのです。

　私がクリスチャンであることも、私が変わり者であることを示すひとつのしるしです。日本ではクリスチャン人口は全人口の 1% ほどらしいので、私は１００人のうちに一人しかいない程度の変わり者です。私は小学５年生の時に、町の中で友達２人といる時にあるクリスチャンに話しかけられて、聖書の話を初めて聞いたのですが、私はそれをおもしろいと思って、それがきっかけで後日、教会に行くようになりました。でも、いっしょにいた友達２人は別に興味を持たず、教会に行くこともありませんでした。

　私は医学部を卒業して、すぐに徳洲会に入りました。これもかなり変わっていることでした。当時医学部の一学年の定員は１２０名でしたが、８割程度の学生は卒業後、大学の医局に入っていました。卒業後すぐに徳洲会に行ったのは私だけでした。大学に残るよりも、徳洲会に行った方が、医者としての実力が早くつくと考えてのことでした。

　私は２３年間の勤務医時代を経て２０１３年にこひつじクリニックを開業しました。これも非常に変わったことでした。患者様の旅行に同行して、不可能だった旅行を可能にするということを専門に行うクリニックとして開業したのですが、これはおそらく日本で唯一でした。医者の先輩、友人、知人にこひつじクリニックについて説明すると、理解して応援してくださる方もたまにはおられたのですが、たいていの人は、驚いたり、あきれたりしました。そんなことをしてどんな意味があるのとか、そんな仕事で経営は成り立つのとかいろいろ言われました。でも、私には、これは神様の導きだという確信があったので、迷いはありませんでした。

















私は変わり者です。（その２）

2018年09月13日






＜変わり者の特徴、性質＞

　変わり者にはどんな特徴、性質があるでしょうか。
　変わり者にも、いろんなタイプがあると思うので一概には言えないとは思います。
　自分のことを振り返りながら、偏っているとは思いますが、ちょっと考えてみました。

●変わり者は多数派の人とは違ったことをする。
　　これには異論はないと思います。多数派の人と違ったことをするから「変わり者」と呼ばれるわけですから。

●変わり者は、人と違っていることをいとわない。
　　人と同じことをしていれば、無難なのですが、あえてそれとは違うことをします。
　　寄らば大樹の陰とか長い物には巻かれよと言うような生き方を好みません。
　　孤独や孤立をいといません。

●安定、不動よりも変化を選ぶ。
　　すべての変わり者が変化をいとわないわけではないでしょうが、私は同じところにとどまって安定していれば安心とかそれで十分とか思う方ではなくて、変化するほうが良ければ、変化を選ぶ傾向があります。家畜の食べる草がなくなったら、牧草を探して動き回る遊牧民のイメージです。
　　安定志向ではないとも言えるでしょう。
　　ちょっとかっこよく言えば、「冒険者」ということになるでしょうか。

　　いつでも神様の導きに従えているわけではないのですが、神様が動いて別のところに行きなさいと導かれた場合には、それに従いたいと思っています。

















ネッツトヨタでの勉強会　１０月、１１月のご案内

2018年09月14日






　2018/7/23 ネッツトヨタで勉強会が始まります。

　でご案内しましたが、９月からこんな勉強会が始まっています。

　場所はネッツトヨタ神戸のネッツテラス猪名川のショールームです。
　医療、福祉関係のテーマでみんなで話をしようというイベントです。
　毎週金曜日の１４〜１６時です。
　私は毎月第２金曜日を担当することになっています。

[image: no title]

　１０月１２日（金）のテーマは「決して他人事でない『認知症』への正しい理解について」です。

[image: 1]

　１１月９日のテーマは「家族として知っておきたい『がん』への正しい理解について」です。

　どなたでもご参加いただけます。
　どうぞお越しください。

















私は変わり者です。（その３）

2018年09月15日






＜変わり者は経営者に向いている　　勤務医だった私が開業するまで＞

　私は２３年間、病院で勤務する医者でした。自分の周りには時々勤めていた病院をやめて、開業する医者がいましたが、私は開業はしたくないと思っていました。
　開業すると、お金の心配をしないといけなくなるからです。
　なんとなく、お金のことを考えたり、金儲けのことを考えるのは良くないことだと感じていました。

　私は２２年間徳洲会病院で勤務していて、このまま徳洲会で骨を埋めるのだろうなと思っていました。
　ところが、神様から、「誰にでもできる仕事は人に任せて、あなたにしかできない仕事をしなさい。」という導きをいただいて、開業も視野に入れて、２０１２年の３月に徳洲会病院を飛び出すことになりました。
　導きを求めつつ、尼崎医療生協病院緩和ケア科で１年間勤務しました。
　２０１３年５月に旅行同行専門クリニック「こひつじクリニック」のビジョンが与えられて、８月に開業しました。

















私は変わり者です。（その４）

2018年09月16日






＜変わり者は経営者に向いている　　変わり者クリスチャンの私が開業をして＞

　今日は、（その３）からの続きです。

　もともとは開業するつもりはなかったのに、どういうきっかけだったか徳洲会に勤務している時から、私はお金のことを勉強したりしていました。
　また、開業を決意する前後から「経営者マインド」についてもいろいろと勉強しました。

　開業するということは、雇われる側から雇う側へと立場が変わることです。いろいろな点で考え方、行動のしかたが正反対になりました。

　お金に対する考え方も、大きく変わりました。

　お金というものは、それ自体は良い物でも悪い物でもなく、単なる道具であるということ。
　たくさん稼ぐのは悪いことではなく、稼いだお金をどのように使うかということが重要であること。
　良い仕事、人々の役に立つ、喜ばれる仕事をするならば、儲かるのは当然であって、それは神様からの祝福でもあることなどを知りました。

　たくさん稼いで、自分のために使うのではなく、たくさんの患者さん、特に経済的にあまり余裕のない方のために使っていきたいと思うようになりました。
　また、開業した以上は、事業の継続のために、また、職員を養うために、しっかり儲ける必要があります。
　競争相手もあります。
　常に自分を振り返り、サービスの内容を見直して、改善、改良を続けていく必要があります。
　常に考え、常に変化し、常に行動していく必要があるということです。

　患者さんやサービスの利用者さんに同業他社ではなく自分を選んでもらう必要があります。
　同業他社と自分の違いを目立たせていかなければなりません。
　起業当初は、とにかく目立ってなんぼやということです。

　常識的な行動からは常識的な結果しか得られないとも考えていましたので、常識を疑って、あえて常識ではやらないようなやり方をしてきたとも思います。

　このようなわけで、経営者として、成功するためには、変わり者であるほうがいいのではないかと思っています。
　人と違うことをして、目立って、常識にとらわれない自由な発想で、自分に与えられたビジョンに向かって進んでいくのです。

　私の場合はクリスチャンなので、人間の常識にとらわれず、神様の導きに素直に従っていきたいと思っています。そうすれば、神様が素晴らしいところまで連れて行ってくださると確信しています。
　特に、イエス様のクリニックということで、「こひつじクリニック」という名前をつけたのですから、神様がご自身の名誉にかけて、この事業を素晴らしく導き、用いてくださると勝手に信じています。

　世の変わり者の皆さんに申し上げます。
　変わり者は、起業して、成功する可能性が、そうでない場合よりも高いのではないかと思います。
　起業や開業を積極的に考えられた方がいいのではないかとお勧めします。

　変わり者の自由な発想、大胆で積極的な行動によって、世の中は変わっていくのではないかとも思います。
　変わり者には、そういう大きい役割が与えられているのかも知れません。

















私は変わり者です。（その５）（完）

2018年09月17日






＜私たちはみんな変わり者＞

　私は変わり者ですと題してここまで書き進めてきました。
　私が変わりものであることに同意してくださる方は少なくないのではないかと思います。
　ですが、実は私たちは誰でもみんな一人残らず変わり者だと思うのです。
　なぜかと言うと、神様が私たちを一人ずつ違う存在として造られたからです。
　世界に何十億の人がいたとしても、あなたと同じ人は一人もいません。あなたはまったく唯一の存在、ユニークな存在なのです。
　あなたには、ほかの誰と比べても、必ず違うところ、変わったところがあるわけです。

　同質であること、均一であることを良いこととする世の中かも知れません。
　人と比べて変わっていることを、悪いことと考えて、恥ずかしく思ったり、隠そうとしたりすることが多いのかも知れません。
　でも、神様はわざわざそれぞれの人に、ほかの人と変わっているところを造られたのです。
　私たちは、人と違っている部分、変わっている部分を恥ずかしがったり、隠そうとしたりするのではなく、それを積極的に受け入れたらいいのだと思います。それを大切にし、それを喜んだらいいのだと思います。
　私たちは、自分の変わっている部分を出し惜しみしないで、積極的に活用して、もっと大胆に自由に生きていいのではないでしょうか。
　自分の長所を押し殺して、人と同じ生き方をするよりは幸せになれるのではないかと思います。

（「私は変わり者です。」終わり）

















お金がみるみる増える話

2018年09月18日






　おすすめ動画を紹介します。

　２年ぐらい前でしたか、youtube で見つけた動画です。
　お金に対する基本的な考え方、庶民でも実行できるお金を増やすやり方が紹介されています。
　私が、こんな知識をもっと若い時に持っていたら、人生の自由度がさらに増していたと思います。
　お金はきたないものではなく、きちんと賢く管理して、神様にも人にも喜ばれるように活用していくべきものです。
　今後訪れるかも知れないピンチの時や、老後に、経済的に人に迷惑をかけないようにするという目的のためにも有用な知識が得られます。
　見てみてください。

https://www.youtube.com/watch?v=rNcVnQpD5Fg
[image: no title]

















今日、講演をしてきました。

2018年09月19日






　今日は
2018/8/31 今度、勉強会をします。
　でご案内した、猪名川台自治会館での勉強会がありました。
　３０名の方が集まっておられました。
　約２時間の勉強会でしたが、私が講演をしました。

　今、なぜ在宅医療なのか。
　在宅医療のいいところ
　在宅医療についての問題点
　などについて、お話させていただきました。

　一般の方にとっては、在宅医療に興味があっても、その具体的な内容や、その長所、利用のしかたは、まったくわからないものなのだと感じました。
　自分で、本や記事を読んだりする程度では、イメージはわかないのだと思います。
　それに従事している人から、直接話を聞き、質問し、対話することによって、はじめてその雰囲気がわかるというようなものなのでしょう。

　御希望があれば、どこにでも出かけていってお話させていただきますので、どうぞご連絡ください。

　おまけと言うか、番外編で「スーパードクター　こひつじクリニック」も映写させてもらいました。

　みなさんに喜んでいただけたようで、うれしいです。
　講師として招いてくださってありがとうございました。
















患者様の作品

2018年09月20日






2018/5/22 患者さんから手作りの羊をいただきました。
2018/6/30 ある患者様の作品

　で紹介させていただいたのですが、私の担当している９０代の男性の患者様が、また新しい作品を作られて、くださいました。
　かばんにつけてます。
　ありがとうございました。
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患者様の作品

2018年09月21日






　昨日に引き続きまして、また同じ患者様から別の作品をいただきました。
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今日は勉強会で講演してきました。

2018年09月22日






2018/9/8 ９月２２日の勉強会のご案内

　でご紹介した勉強会が今日ありました。
「認知症など医療現場から見られる地域包括ケアの大切さについて」ということで約４０分間お話しました。
　２０〜３０名ほどの方が来られていました。

　２０２５年に向けて、地域包括ケアシステムが十分に機能していくことが必要なわけですが、そのための問題点などについてお話しました。
　医療、福祉、行政関係者だけではなく、すべての住民が、助け合う意識を持って、自分にできることを主体的に行い、地域の高齢者、在宅療養中の人、認知症の人などに関わっていくことが重要なのだと思います。
















ピンピンコロリがお望みですか？（その１）

2018年09月23日






＜ピンピンコロリが起こる病気の例＞

　いろいろな調査で、どんな死に方をしたいですかと問われると、ピンピンコロリがいいと答える方がけっこうおられます。
　死ぬ直前までピンピン元気にしてて、急にコロリと亡くなるという死に方です。

　あなたはどうですか。あなたもピンピンコロリ派ですか。

　私は、今まで医者をしていてたくさんの方の最期を見届けてきました。
　徳洲会病院では救急の患者さんをみる仕事を２２年間してきました。
　こひつじクリニックでは２０１５年１月から在宅医療に関わってきて、在宅で亡くなる方を看取ってきました。最近では月に４件ぐらいの在宅看取りがあります。

　私の経験から言えることは、ピンピンコロリを望む人が多いけれども、現実にはピンピンコロリを遂げる人はかなり少ないということです。

　災害や事故や事件で亡くなる場合は、元気な方が、突然亡くなるわけで、まさにピンピンコロリと言えるわけですが、ピンピンコロリを望んでいる方でも、災害、事故、事件で亡くなることを望まれる方はおられないのではないかと思います。
　何らかの病気で、ピンピンコロリするとすれば、そうなる可能性のある病名の例としては以下のようなものがあげられると思います。

　・心室細動
　　　運動中などに急に心臓が止まったりする病気（不整脈）です。

　・エコノミークラス症候群（肺動脈血栓塞栓症）
　　　飛行機から降りた時に急に発症して心臓が止まることもある病気です。

　・大動脈瘤破裂、解離

　・重症のクモ膜下出血
　・脳幹部が障害を受ける重症の脳内出血

　・窒息
　　　これは単一の病気ではありません。高齢だったり、何らかの疾患のために噛む力の低下や嚥下障害があったりすると起こりやすくなります。
　　　餅などの食べ物が原因になったり、嘔吐した吐物で起こることもあります。
　　　窒息については病気と言うよりは事故という方がいいかも知れません。

















ピンピンコロリがお望みですか？（その２）

2018年09月24日






＜ピンピンコロリは簡単には実現しない。＞

　昨日の記事で、ピンピンコロリとなる病気の例をいくつかあげました。

　ピンピンコロリを望むなら、これらの病気になるようにすればいいとも言えますが、実際にはピンピンコロリを目指しても、それを実現させるのはかなり難しいことです。

　高血圧、肥満、喫煙、高脂血症、糖尿病などがこれらの病気の危険因子ですので、危険因子をたくさん持てば、これらの病気になる可能性は高くなります。
　動脈硬化が進んで、心臓の発作や脳卒中が起こりやすくなります。
　ですが、心臓の発作や脳卒中が起こっても、実際にはそれでピンピンコロリとなる可能性は意外に低いのです。5% もないと思います。心臓の発作や脳卒中の方が２０人おられたとしてもその中でピンピンコロリになってしまう方は１人もいないということです。
　たいていの場合は、救急車で病院に運ばれて、治療されて、一命をとりとめます。
　そして、体力が低下した状態となったり、障害が残った状態で、長く生きながらえることになります。
　この状態は、おそらく、ピンピンコロリを願う人にとって、最も避けたいようなものなのではないかと思います。


＜ピンピンコロリは遺族にとってはつらい別れ＞

　遺族にとっては、ピンピンコロリという別れはどんなものだと思われますか。

　９０代の方がピンピンコロリされた場合は、苦しまずに逝けた。大往生だったと遺族は納得し、喜ばれることが多いかも知れません。
　ですが、例えば６０代の方がピンピンコロリされたらどうでしょう。残された家族は非常に強いショックを受けることになります。
　別れのあいさつをすることもできず、お礼を言うこともできません。亡くなるとわかっていたら、もっとしたいことがあったのにとか、もっと話したいことがあったのにとか、たくさんの後悔が残ります。
　強い、深い悲しみが起こり、長い期間、立ち直れないかも知れません。心に深い傷が残り、一生消えないこともあるかも知れません。

　ピンピンコロリは突然過ぎます。
　何の心の準備をすることも、覚悟することもできません。
　亡くなる方にとってはいいのでしょうが、ピンピンコロリは遺族にとっては、ひときわつらい、苦しい、迷惑な別れということになる可能性が高いように思います。

















「私は変わり者です。」シリーズ　目次

2018年09月25日






2018/9/12 私は変わり者です。（その１）
＜私が変わり者と言える根拠＞

2018/9/13 私は変わり者です。（その２）
＜変わり者の特徴、性質＞

2018/9/15 私は変わり者です。（その３）
＜変わり者は経営者に向いている　　勤務医だった私が開業するまで＞

2018/9/16 私は変わり者です。（その４）
＜変わり者は経営者に向いている　　変わり者クリスチャンの私が開業をして＞

2018/9/17 私は変わり者です。（その５）（完）
＜私たちはみんな変わり者＞
















目次の目次

2018年09月26日






2018/8/16 「毎日が大吉です。」シリーズ　目次（その１〜１１）

2018/9/5 「教会の中の人間関係で傷つけられないために」シリーズ　目次　最終版（その１〜２７）

2018/9/25 「私は変わり者です。」シリーズ　目次（その１〜５）

2018/10/4 「ピンピンコロリがお望みですか？」シリーズ　目次（その１〜７）

2018/11/7 「人をさばいてはいけません。」シリーズ　目次（その１〜１６）

2018/12/2 「クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと」シリーズ　目次（その１〜５）


2019/1/9 「診療、看護、介護に生かす聖書の人間観」シリーズ　目次（その１〜４０）

2019/2/6 「「メディカル・サポート・コーチング入門」から」シリーズ　目次（現在書いている途中です）


2018/8/5 記事一覧
　小松邦志ブログの全記事の一覧です。
















「クリスチャンとして考えていること」記事一覧

2018年09月28日






2018/5/2 ささげる喜び〜〜劣等感からの開放〜〜・・・おすすめです。
2018/5/6 あなたはイヌ派、ネコ派？　ネコと人間の似ているところ
2018/5/8 「訪問礼拝」を提案します。・・・おすすめです。
2018/5/14 クリスチャンは排他的？
2018/5/16 毎日が大吉です。（その１）
2018/5/28 私はカーナビが好きです。・・・おすすめです。
2018/5/31 毎日が大吉です。（その２）
2018/6/1 毎日が大吉です。（その３）
2018/6/10 毎日が大吉です。（その４）
2018/6/13 人に迷惑をかけるのは悪いことですか？
2018/6/17 毎日が大吉です。（その５）
2018/6/25 毎日が大吉です。（その６）
2018/6/29 毎日が大吉です。（その７）
2018/7/1 毎日が大吉です。（その８）
2018/7/5 毎日が大吉です。（その９）
2018/7/8 毎日が大吉です。（その１０）
2018/7/9 毎日が大吉です。（その１１）
2018/7/10 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１）
2018/7/11 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２）
2018/7/13 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その３）
2018/7/14 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その４）
2018/7/20 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その５）
2018/7/24 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その６）
2018/7/25 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その７）
2018/7/26 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その８）
2018/7/27 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その９）
2018/7/29 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１０）
2018/8/1 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１１）
2018/8/2 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１２）
2018/8/3 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１３）
2018/8/4 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１４）
2018/8/7 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１５）
2018/8/9 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１６）
2018/8/11 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１７）
2018/8/12 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１８）
2018/8/16 「毎日が大吉です。」シリーズ　目次
2018/8/21 「教会の中の人間関係で傷つけられないために」シリーズ　目次
2018/8/22 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１９）
2018/8/23 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２０）
2018/8/24 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２１）
2018/8/26 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２２）
2018/8/27 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２３）
2018/8/28 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２４）
2018/8/29 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２５）
2018/9/2 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２６）
2018/9/3 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その２７）（完）
2018/9/5 「教会の中の人間関係で傷つけられないために」シリーズ　目次　最終版
2018/9/12 私は変わり者です。（その１）
2018/9/13 私は変わり者です。（その２）
2018/9/15 私は変わり者です。（その３）
2018/9/16 私は変わり者です。（その４）
2018/9/17 私は変わり者です。（その５）（完）
2018/9/25 「私は変わり者です。」シリーズ　目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/10/7 人をさばいてはいけません。（その１）
2018/10/9 人をさばいてはいけません。（その２）
2018/10/10 人をさばいてはいけません。（その３）
2018/10/12 人をさばいてはいけません。（その４）
2018/10/13 人をさばいてはいけません。（その５）
2018/10/16 人をさばいてはいけません。（その６）
2018/10/17 人をさばいてはいけません。（その７）
2018/10/21 人をさばいてはいけません。（その８）
2018/10/27 人をさばいてはいけません。（その９）
2018/10/28 人をさばいてはいけません。（その１０）
2018/10/29 人をさばいてはいけません。（その１１）
2018/11/1 人をさばいてはいけません。（その１２）
2018/11/2 人をさばいてはいけません。（その１３）
2018/11/3 人をさばいてはいけません。（その１４）
2018/11/4 人をさばいてはいけません。（その１５）
2018/11/5 メンバーの多様性は組織の力
2018/11/6 人をさばいてはいけません。（その１６）
2018/11/7 「人をさばいてはいけません。」シリーズ　目次

2018/11/25 力は主のもの
2018/11/27 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その１）
2018/11/28 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その２）
2018/11/29 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その３）
2018/12/1 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その４）
2018/12/2 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その５）（完）
2018/12/2 「クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと」シリーズ　目次

2018/12/4 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１）

2018/12/6 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２）2018/12/7 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３）
2018/12/9 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その４）

2018/12/11 こひつじクリニックの名前の由来

2018/12/13 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その５）2018/12/14 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その６）
2018/12/15 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その７）
2018/12/17 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その８）2018/12/18 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その９）

2018/12/19 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１０）
2018/12/20 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１１）
2018/12/21 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１２）
2018/12/22 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１３）

2018/12/23 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１４）
2018/12/24 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１５）
2018/12/25 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１６）
2018/12/26 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１７）

2018/12/27 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１８）
2018/12/28 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１９）
2018/12/29 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２０）
2019/1/7 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２１）
2019/1/8 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２２）
2019/1/9 「診療、看護、介護に生かす聖書の人間観」シリーズ　目次
2019/1/10 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２３）
2019/1/12 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２４）2019/1/13 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２５）
2019/1/14 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２６）
2019/1/15 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２７）
2019/1/16 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２８）
2019/1/17 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２９）

2019/1/19 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３０）
2019/1/20 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３１）
2019/1/21 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３２）
2019/1/22 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３３）
2019/1/23 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３４）
2019/1/26 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３５）
2019/1/27 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３６）
2019/1/29 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３７）

2019/1/31 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３８）
2019/2/1 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３９）
2019/2/2 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その４０）（完）

















ピンピンコロリがお望みですか？（その３）

2018年09月28日






＜がんで亡くなるということ（１）＞

　大ざっぱに言うと、日本人の半分は一生のうちに一度はがんにかかり、日本人の３分の１はがんで亡くなります。

　私は尼崎医療生協病院の緩和ケア科で１年間勉強させていただきました。
　尼崎医療生協病院の周りには、当時二つの県立病院や関西ろうさい病院などの大きい病院がありました。大きい病院にはがんの患者さんもたくさんかかっています。これらの病院ではがんに対して、手術や抗癌剤治療や放射線治療などが行われます。

　がんにはいろいろな臓器由来のものがあり、患者さんの間の個人差も大きいのですが、平均的な患者さんの経過は以下のようなものです。
　がんと診断されて、手術、抗癌剤治療、放射線治療などの治療が行われます。最初のうちは治療によってがんは小さくなるのですが、次第に治療による効果が小さくなっていき、やがてがんは増大していきます。どんな治療をしても、がんは悪くなる一方という段階になると、大きい病院ではこれ以上の治療は意味がないということで、緩和ケア病棟に紹介されることとなります。

　緩和ケア病棟というところには、このようにがんの中でも最末期の患者さんが入ってこられるわけです。

　私が、緩和ケア病棟で働いていた時に気づいたこと、感じたことがいくつかあるわけですが、その一つは、がんは高齢者の病気であるということです。
　緩和ケア病棟に入院してこられる患者さんはたいてい７０〜９０代です。時には４０代とか、５０代のがんの末期の方も入院してこられるのですが、かなり少数派です。がんとは言っても、平均寿命以上に長生きされる方も多いのです。がんではあっても、天寿を全うされる方も多いということです。

















ピンピンコロリがお望みですか？（その４）

2018年09月29日






＜がんで亡くなるということ（２）＞

　平均的ながん患者さんの経過の続きです。

　がんになると次第に体力が落ちてくるわけですが、亡くなる１〜３か月ぐらい前までは仕事もできる場合が多いです。ふだん通りの生活もできることが多いです。最近亡くなった樹木希林さんの生き方を見られても、よくわかると思います。

　次第に食欲が低下しますが、亡くなる当日でも、ほんのわずかかも知れませんが、食べたり飲んだりできる場合もけっこうあります。

　がんの末期になると、痛み、息苦しさ、咳、はきけなどのつらい症状が起こることがあるのですが、緩和医療の進歩のおかげでこれらの症状はかなり和らぎます。症状がつらくて、夜眠れないというようなことは、きちんと緩和治療をしていれば、普通は起こりません。

　がんの末期で死期が迫っているような時でも、最後の最後まで意識がはっきりしていることが少なくないです。なので、愛する家族や親しい人といろいろな話ができます。大切なメッセージを残すこともできます。

　私が最近担当した在宅看取りをした患者さんです。
　６０代の女性だったのですが、消化管の悪性腫瘍の末期の方でした。在宅で腹水を抜いたり、痛みに対してモルヒネの持続皮下注射を行ったりしました。痛みもなく穏やかに過ごされていました。亡くなる数時間前から、ご主人が夫婦の思い出の歌を歌ったりされていたそうです。奥さんはそれを笑顔で聞いておられ、時々歌をいっしょに口ずさんだりされました。やがて意識が遠のいて、呼吸が止まったそうです。まるで眠っているだけのように見える穏やかなお顔でした。

　がんと言うと、「死」を意味するこわい病気という意識が強いかも知れません。
　でも、上記のようながんの患者さんの最期の様子を読まれると、どう感じられますか。
　人は誰でもいつか最期を迎えます。誰でもいつかは死ぬということを考えると、私自身の死に方としては、がんという病気で死ぬのは、悪くない、いや、むしろ好ましいと思っています。

















ピンピンコロリがお望みですか？（その５）

2018年09月30日






＜こんな「ピンピンコロリ」はいかがですか。＞

　（その３）と（その４）でがんで亡くなる場合の平均的な経過についてご紹介しました。
　がんが進行してきても、亡くなる１〜３か月ぐらい前までは普通に生活できる場合が多いです。趣味や旅行を楽しんだりすることも普通にできます。
　余命が１〜３か月以内となってくると体力が落ちてきて、だんだんとできることが限られてきます。行動できる範囲が徐々に狭まり、人に助けてもらわないといけないような場面も少しずつ増えてきます。
　次第に食事がとれなくなってきて、衰弱が進んで、徐々に枯れるように最期を迎えるのです。

　（その２）では、ピンピンコロリを望む人が多くても、実際にはそれはほとんど実現しないと書きました。

　がんの末期は、ピンピンコロリとは少し違います。
　ですが、少なくとも亡くなる３か月前までは普通の生活ができて、その後、比較的急に体力が低下して最期を迎えるわけで、ピンピン元気だった方が、３か月ほどでコロリと亡くなるということであれば、けっこうピンピンコロリのイメージに近い亡くなり方だと思うのです。

　（その２）では、ピンピンコロリは遺族にとっては突然過ぎて、つらい別れだと書きました。
　ですが、がんの末期だと、症状が徐々に進みます。この先どんなふうに病状が進んでいくかとか、余命がどのくらいかとかについてはある程度予測できます。
　本人にとっても、家族にとっても、心の準備をする時間があるわけです。
　愛する人と死に別れるのは、本当につらい、苦しいことではあります。ですが、がんの末期であれば、その時までに互いに十分に気持ちを伝え合うことができます。準備をして、覚悟をすることができます。良いものを家族に最大限に残して去っていくことができます。自分で自分の人生の物語を思うように完成させることができるのです。
　がんの末期は、本人にとっても、家族にとっても、本物のピンピンコロリよりはずっといい亡くなり方ではないかと思うのです。
















ピンピンコロリがお望みですか？（その６）

2018年10月01日






＜より良い「準ピンピンコロリ」となるために＞

　（その５）で、がんの末期はピンピンコロリに準ずるような死に方のできる病気だと書きました。これを「準ピンピンコロリ」と呼ぶことにしましょう。
　より良い準ピンピンコロリになるために気をつけておいた方がいいポイントがいくつかあると思います。

　・効果のあまり期待できない治療は受けない。

　（その３）で、がんに対する治療を続けていても、次第に効果が弱くなってくる場合があると書きました。
　医者は「この治療の効果が弱くなってきたので、次はこの治療を試してみましょう。」と勧めてくることでしょう。ですが、一般にあとから出てくる治療法は、先のものに優るものではないことが多いです。治療法がどんどん変わっていくような段階になってきたら、おそらく、もう有効な治療法はないんだろうなと考えてもいいかも知れません。
　患者さんにしてみたら、少しでも可能性があるのなら、それに挑戦したいと思うのは自然なことではあるでしょう。でも現代の医学は万能ではありません。残念ながら、治せない病気はたくさんあるのです。
　効果のあまり期待できない治療を受けると、貴重な時間やお金を浪費することになります。副作用のためにかえって食事がとれなくなったり、体力が落ちたりすることもあります。
　医者が勧めてくる治療法を断るのは勇気のいることでしょう。ですが、効果と副作用を自分でも冷静に天秤にかけて、自分のために賢明に決断しなければならない瞬間がやってくるかも知れません。
　人生の残された大切な期間を、自分のために、家族や親しい人のために使うという決断をするのです。


　・最後の日々を過ごすのは病院よりも自宅がいい。

　自宅だと他の患者さんを気にすることもなく、病院の規則を気にすることもなく自由に自分のペースで過ごせます。面会時間の制約もありません。
　本人も家族もくつろいで過ごせます。
　病院にいると、頻繁に看護師などのスタッフが部屋にやってきます。だから安心とも言えるのですが、人生の最終段階の、親しい人と共に過ごすとても貴重な濃密な時間は医療スタッフに邪魔されたくないものです。


　・十分な症状緩和が行われていること

　がんの末期では、各種のつらい症状が起こってくる場合があります。入院中であろうと、在宅療養中であろうと、それらの症状がきちんと緩和されていることはとても大切です。たとえば、強い痛みが続いているような状態では、痛みと戦うだけで自分のエネルギーを使い果たしてしまって、家族と落ち着いて話をすることもできません。穏やかに、和やかに過ごすことはとてもできません。
　在宅療養をするのであれば、訪問診療をしてくれるいい医者を見つけることは非常に重要です。２４時間３６５日の対応をしてくれること、症状の緩和をきちんとしてくれることは当然必要な条件です。

















こひつじクリニック　旅行同行サービス　広告

2018年10月02日
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　先日、新聞に上記の広告を掲載しました。

　病気、高齢、各種の障がいのために旅行をあきらめておられませんか。
　私たちがお手伝いをします。
　どうぞご相談ください。

















ピンピンコロリがお望みですか？（その７）（完）

2018年10月03日






＜まとめ＞

　ピンピンコロリをテーマとして、このシリーズを書き進めてきました。
　ピンピンコロリを望む人は多いのですが、元気だった人が突然亡くなるという、本物のピンピンコロリはあまり起こリません。
　また、本物のピンピンコロリは、残される家族にとっては、とてもつらい、迷惑な亡くなり方となることが多いです。

　日本人の３分の１はがんで亡くなります。
　最近亡くなった樹木希林さんの生き方を思い返してみてください。
　自分がやがて死ぬという現実を積極的に受け入れて、無駄にあらがおうとはせずに、残された時間を有意義に使おうとされていました。
　彼女は亡くなる直前まで、自分らしく生きることができて、自分らしく人生を全うすることができたのです。

　実は、彼女のような生き方は、ピンピンコロリを望む人の理想に近い亡くなり方、人生のしめくくり方なのではないかと思うのです。
　誰でも、彼女のように生きることができると思うのです。

　皆さんも、自分がどのように人生をしめくくるのがいいかということについて考えてみられてはいかがでしょうか。

　がんで亡くなるのは、多くの人が経験することではあるのですが、心の持ちようによっては、意外に悪くないものだということもお伝えしたいと思って、このシリーズを書きました。

（「ピンピンコロリがお望みですか？」　終わり）

















「ピンピンコロリがお望みですか？」シリーズ　目次
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１０月の事例検討会のご案内

2018年10月05日






　毎月の事例検討会のご案内です。

　多職種での連携を強化していくためにこひつじクリニックが主催している検討会です。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、患者様の療養生活がより良いものとなるように考えていきます。
　上記以外の方でも在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。

　今回はこひつじクリニックでします。事例検討会の会場をうちのクリニックにするのは初めてです。
　ご参加お待ちしています。

　場所：こひつじクリニック　待合室
　日時：１０月１９日（金）１７時３０分 ～１９時００分


こひつじクリニックホームページ
















出演させてもらったラジオ番組

2018年10月06日






　約２年前になりますが、毎日放送ラジオの
春山 満流・生き抜くヒント「失くしたものを数えるな！大丈夫や～！！」
という番組にゲストとして２回出演させてもらいました。
聞いてみてください。

２０１６年１０月３０日放送分
「ある患者との旅」
・哲朗社長との出会い
・忘れられない患者様
・旅行には生きる力をよみがえらせる力がある。

２０１６年１１月６日放送分
「旅行の不思議な力」
・どなたでも旅行に行ける
・思い出の大切さ

















人をさばいてはいけません。（その１）

2018年10月07日






＜自分の強さは過大評価する傾向がある。＞

　私は外科医でもあります。
　医者になって最初の数年はたくさんの種類の手術をおぼえ、いろいろな手技を体得しました。
　手術の勉強のために熟練した外科医がする手術をビデオなどでみる機会が時々ありました。
　熟練外科医の手術は美しいですよ。
　熟練外科医の手の動きは、意外にゆっくりです。ゆっくりなのに無駄がなくて、短い時間で手術は終わってしまうのです。
　よく「大胆かつ繊細」と言いますが、重要かつ丁寧な操作が必要な場面では、本当に丁寧に、反対に、大胆に進めていい場面では、そんなにやっていいのと思うぐらい大胆だったりします。経験の少ない外科医とは違って、メリハリがあるんです。

　手術だけでなく、外科医はいろいろな手技もします。点滴を入れたり、中心静脈のカテーテルを入れたり、胸やおなかに管を入れたり。

　手術でも、手技でも、上手な人がやっているのを見ると、実に簡単そうに見えます。
　簡単だからすぐにできるわと思って、実際に自分でやってみると、全然うまくいかなかったりします。
　上級者は、たくさんのうまくいった経験や失敗を通して、微妙なコツを体で覚えていて、それが自然に実践されるので美しく、速く、上手にできるんだと思います。

　みなさんも実際にはうまくできないのに、どうせ簡単にできるだろうと考えてしまうことがあるかも知れません。
　職場などで自分より３〜５年ぐらい経験のある先輩がやっていることを見て、「簡単、簡単」と思ったのに、実際に自分でやってみたら意外にうまくいかない。
　こういう時には、自分の強さを過大評価していると言ってもいいかも知れません。。

















今日は娘といっしょに大野山に登ってきました。

2018年10月08日






　今日は、猪名川町で一番高い山である大野山（おおやさん）に娘といっしょに登ってきました。
　気持ちのいい天気でした。
　先日の台風で、登山道に木がたくさん倒れていて、障害物になっていたのですが、それはそれで楽しく障害物をのりこえながら登りきることができました。
　下山も同じ道を通って無事に帰ってきました。
　上りも下りも１時間ちょっとぐらいの所要時間でした。
　久しぶりの山登りでした。
　娘と、また近いうちに山登りしたいと話をしています。
[image: no title]
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人をさばいてはいけません。（その２）

2018年10月09日






＜聖書の中のすごい人たち（１）＞

　聖書の中には、たくさんの人が出てきます。
　そのうちには、すばらしい働きをした人もいます。

　何人か例にあげて考えてみたいと思います。

　まずはノアのはこぶねのノアさん

　ノアさんは、神様から言われました。
　「大洪水が起こるから、それで滅びることがないように、巨大なはこぶねを作りなさい。」と。
　ノアさんは、神様の言われたことをそのまま信じて、巨大なはこぶねを作り、その中に入りました。
　けれども、ノアさんの言うことを信じなかったそのほかのすべての人ははこぶねに入ろうとはせず、結局大洪水で死んでしまったのです。
　生き残ったのは、はこぶねに入ったノアさんの家族と、動物たちだけでした。

　私たちは、聖書を読んで、上記の話の流れをを知っています。
　そこで、神様から大洪水の予告を受けていたのだから、ノアさんがはこぶねを作ったのは当然だと思ってしまいます。
　聖書の中には上記の一連のできごとがあまりにもサラッと書かれているので、私たちは、あまり気に留めずに、読み流してしまいがちです。
　ですが、ノアさんのしたことはものすごいことだと思うのです。

　もし私たちがノアさんの時代に生きていたとしたら、そしてノアさんのように神様からの語りかけを聞いたのだとしたら、私たちはノアさんのように行動したでしょうか。

　神様を信じているのは自分一人だけで、そのほかのすべての人は神様を信じていないという世界で、
　何十年にもわたって、すべての人からバカにされながら、それでも神様から示された壮大で地味な作業をコツコツと続けられるような信仰を、私たちは持ち合わせているでしょうか。

　自分のことを冷静に振り返ると、私は人からの評判が気になるし、人から良く思われたいと考えているし、神様を信じているがためにつらい目にあいたくないと思うような人間です。
　こんな私がノアさんの時代に生きていたら、とてもノアさんのようには生きられなかっただろうと思うのです。

　私たちは、ストーリーの結末を知っているから、ノアさんのように生きるのは当然だと考え、ノアさんのように生きることは簡単だと思ってしまうかも知れません。
　ですが、もし私たちが、これから何が起こるかわからない状態のままで、ノアさんの立場に立たされたとしたら、ノアさんのように生きられる人はほとんどいないと思うのです。

　私たちは自分で思っているほど、強い人間ではないのだと思うのです。

















人をさばいてはいけません。（その３）

2018年10月10日






＜聖書の中のすごい人たち（２）＞

　聖書の中には、すごい人がたくさん出てきます。
　昨日はノアさんについて考えましたが、今日はイエス様のお母さんであるマリヤさんについて考えてみましょう。
　聖母マリヤというと、クリスチャンでなくてもたくさんの人が知っていると思います。超有名人です。
　実は、このマリヤさんはとてもすごい人なんです。

　マリヤさんは、ヨセフという男性と婚約していました。
　やがて結婚して幸せな家庭を築くはずでした。
　ところが、ある時天使がマリヤさんのところにやってきました。
　そして、結婚前なのにも関わらず、あなたは男の子を産むと予告したのです。
　マリヤさんは、処女のまま、神様の不思議な力によって妊娠し、出産すると告げられたのです。

　結婚前に、妊娠し、出産するなんて、当時の社会ではあってはならないことでした。
　神様の力で妊娠したのだと人に説明したって、絶対に誰も信じてくれるはずがありません。
　婚約者がいたのに、誰か別の男と関係を持ったのだと、誰もが思うはずです。
　当時、このような結婚以外で性的な関係を持った場合には、死刑にされました。

　マリヤさんは、天使から、あなたは結婚前に妊娠してこどもを産むと予告された時に、上に書いたような悲惨なことが起こるだろうと、瞬間的にわかったはずです。
　もちろん、婚約者と結婚もできなくなるでしょう。それどころか、死刑にされて、命を失うことも覚悟しなければなりません。

　マリヤさんは、天使に向かって、こう言うこともできました。
　「私は、ヨセフさんと婚約していて、近いうちに結婚して、幸せな家庭を築くんです。
　私の幸せのじゃまをしないでください。
　結婚前に妊娠するなんて困ります。いやです。無理です。絶対やめてください。どうして私なんですか。誰かほかの女の人のところに行ってください。」

　でもマリヤさんはこう言ったのです。
　「私は主のはしため（召使い）です。お言葉どおりこの身になりますように。」

　こうして、マリヤさんは、イエス・キリストのお母さんになったのです。

　昨日のノアさんの例でもそうなのですが、私たちは聖書を読んで、ストーリーの続きの部分を知っています。
　だから、マリヤさんが天使から予告を受けても、素直に信じて、受け入れるのは当然だと思ってしまいます。簡単なことだと思ってしまいます。
　でも、マリヤさんは自分の命をかけて、天使の言葉を信じ、神様の計画に身を委ねる決断をしたのです。

　私たちは自分の幸せを手放して、自分の命を危険にさらすような決断が、マリヤさんのように自然にできるでしょうか。
　これができる人は、本当に少ないと思います。
　私が、マリヤさんの立場だったら、何とか言い訳をして、決断を先送り、先延ばしにして、何とか逃げようとすると思います。

　聖書の中には、すごい人がたくさんいて、生き方のいいお手本をたくさん残してくれています。
　聖書の記録は、簡潔にサラッと書いてあるので、「簡単。簡単。私だって、そんなふうに生きられるよ。」って思ってしまいがちではないでしょうか。
　でも、実際に私たちが同じ立場に立たされてみたら、そのような生き方をするのは、とてつもなく難しいんだと思います。

















こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）

2018年10月11日






2018/9/10 こひつじクリニックの理念
の＜私たちの行動指針（理念を実現していくために）＞

　に以下の内容を追加して改訂しました。

　【訪問診療・往診について】
　　　患者様や地域から、要望が多い場合は、診療科の拡充に努めます。（例えば、皮膚科の要望が多いようであれば、皮膚科の医師を確保し、訪問診療に回ることを目指します。）

　　　在宅医療であっても、医療の質ができるだけ高いものとなるように、医師を増員したり、医療機器を充実させたりします。



＜こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）＞

　（１）患者さまがどんな病気であっても、どんな障がいがあっても、高齢で体力、気力が衰えていても、生きがい、希望、喜びを持って療養や生活ができるよう、支援する。
　（２）患者さまのご家族にとっても、療養生活が希望や喜びを伴う、有意義なものとなるよう支援する。　
　（３）旅行・外出がままならない患者さまや高齢者を、あたたかく支える社会となるように、社会の意識の変革を目指す。
　（４）地域住民の皆さまの健康増進のために努力する。



＜私たちの行動指針（理念を実現していくために）＞

　【旅行同行について】
　　(1) 患者さまの旅行・外出に医師や看護師が同行し、患者さまの夢やご希望を実現させます。
　　(2) 旅行・外出により、患者さまや親しい方々が、病気であっても、生きがい、希望、喜びを感じられるようにします。
　　(3) 患者さまの旅行・外出に同行し、その後、適切なフォローアップを行います。ただ同行するだけではなく、より良い体験となるように、常に改善、工夫を行います。
　　(4) 社会に向けて、講演、執筆、情報発信を継続的に行います。
　　(5) 「旅行リハビリテーション」などの観点から、継続的に調査、研究を行います。
　　(6) 多くの賛同者、協力者を得て、事業を日本全国で展開していきます。

　【訪問診療・往診について】
　　(1) 患者さまや御家族のお話にしっかり耳を傾けます。
　　(2) 患者さまや御家族のお考えを尊重し、それをもとにした説明や提案をします。
　　(3) 丁寧、親切な対応を心がけます。
　　(4) 患者様や地域から、要望が多い場合は、診療科の拡充に努めます。（例えば、皮膚科の要望が多いようであれば、皮膚科の医師を確保し、訪問診療に回ることを目指します。）
　　(5) 在宅医療であっても、医療の質ができるだけ高いものとなるように、医師を増員したり、医療機器を充実させたりします。
　　(6) 医師、看護師、管理栄養士など、専門職の立場から、わかりやすく、十分な説明をするよう心がけます。
　　(7) それぞれの患者さまに対して、利用が可能な社会制度を積極的に提案、説明します。
　　(8) 多職種の連携を強化して、患者さまを中心としたより良いチームとなるようにします。
　　(9) これらのことを通して、患者さまが慣れ親しんだ環境の中で安心して療養できるようにします。より良い在宅療養となるようにします。

　【外来診療について】
　　(1) 急性期の疾患、外傷の患者さまに対しては、適切な診断、治療を行い、速やかな回復を目指します。
　　(2) 慢性期の疾患の患者さまに対しては、より良い健康状態となるように、常に、治療方法、生活習慣の改善を目指します。


＜私が理想と考えていること＞
　(1) 患者様が病気であっても、萎縮することなく、自分の人生を生きられる。
　　　生きがい、希望、喜びを感じられる。
　　　最期の瞬間まで成長を続ける。
　　　自分を愛することができる。
　　　すべてを感謝できる。

　(2) 患者様と御家族や親しい方々との人間関係について
　　　人間関係として成長していく。
　　　絆が強められる。
　　　それぞれの持つ良い物を共有し、愛しあい、仕え合う。
　　　　その愛や思いは相手の中でいつまでも生き続ける。
　　　癒し、癒され、互いに成長する。

　(3) より良い地域社会
　　　患者も障がいのある方も健常者も、互いにささえあい、喜びも悲しみも分かち合い、みんなで成長できる。

















人をさばいてはいけません。（その４）

2018年10月12日






＜私たちは自分の弱さを過小評価する傾向がある。（１）＞

　振り込め詐欺について考えてみましょう。

　以前は「オレオレ詐欺」と言われていました。
　息子のふりをした犯人が、高齢者に電話して、問題を起こしたからお金が必要と泣きついて、まんまとお金を振り込ませるという犯罪です。
　詳しくは知らないのですが、最近は、手口やパターンが巧妙になってきていて、被害者があとをたたないようです。
　被害者にインタビューすると、自分がまさかだまされるとは思っていなかったと言われる場合もけっこうあるように思います。
　あなたは、どうですか。振り込め詐欺でだまされない自信がありますか。
　自分は絶対だまされないという人ほど、あぶない、だまされる可能性があるとよく言われます。

　例えば、犯人があなたの個人情報を十分に調べた上で、入念に詐欺を計画したとします。
　そして、あなたが信頼している人、複数が先にだまされて、その人たちから情報がやってきたら、それを信じてしまわないでしょうか。
　本気で相手をだまそうと悪だくみをしている犯人にしてみれば、人をだますのは案外簡単なことなのかも知れません。

　自分はそんな詐欺には、だまされるはずがないと考えるなら、それは自分の弱さを過小評価していると言えるかも知れません。

















人をさばいてはいけません。（その５）

2018年10月13日






＜私たちは自分の弱さを過小評価する傾向がある。（２）＞

　凶悪犯罪について考えてみましょう。

　ニュースを見ると、毎日のように凶悪な犯罪が起こっていることが報道されます。
　本当にひどいニュースに接すると、被害者のことを思って心が痛むとともに、犯人に対する怒りがわきあがってきます。
　なんてひどいことをするとんでもないやつなんだ。ゆるせない。人間じゃない。あんなやつは死刑だと心の中で叫ぶかも知れません。

　ひどい事件があると、私もよくそんなふうに思っていました。
　でも最近は少し考え方が変わってきました。

　もし自分が、その犯人と同じ境遇、同じ環境におかれたら、絶対に同じような犯罪を犯さないと言い切れるだろうか。と考えるのです。

　誰にでも、弱さがあります。
　法律にひっかかるような罪は犯していないかも知れませんが、神様の目には罪とされるようなことを、誰でも、毎日たくさんしてしまっているのだと思うのです。
　誰にでも、おちいりやすい落とし穴がたくさんあるのです。
　自分には、自分でも知らないような弱さもあるかも知れません。

　凶悪犯と同じ境遇、同じ環境に立たされた時に、まったく同じ犯罪を犯すわけではないかも知れませんが、何らかの重大犯罪を犯してしまう人は意外に多いのではないかと思うのです。

　人間の理性というものは、私たちが思っているほど頼りになるものではなくて、衝動や本能がそれに勝ってしまって、非理性的な行動に走ることが、少なくないのではないかと思うのです。

　私たちは、自分の弱さを過小評価するものなのだと思います。

















ご希望の方には「にんにく注射」いたします。

2018年10月14日






　関心を持っておられる方からにんにく注射についてご質問をいただきました。

　疲労回復に効果があると言われているビタミン注射です。
　こひつじクリニックでも、ご希望の方にはさせていただくことにしました。
　自由診療となります。
　１回１０００円です。
　ご希望の方は外来の時間（火曜日１３〜１５時、木曜日１６〜１８時）にご来院ください。

















インフルエンザワクチン接種できます。

2018年10月15日






　今シーズンのインフルエンザワクチン接種が始まりました。
　在宅でも、外来でも接種できます。
　ご希望の方はご連絡ください。
　昨シーズンのような、品薄状態ではないようなので、ご予約いただきましたら、おそらく１週間以内に接種できると思います。
　１回３５００円です。

















人をさばいてはいけません。（その６）

2018年10月16日






＜聖書の中のひどい人たち＞

　（その２）と（その３）では聖書の中のすごい人たちと題してノアさんとマリヤさんを紹介しました。
　聖書の中には、こんなすばらしい人たちもたくさん出てくるのですが、その反対のひどい人たちはさらにたくさん出てきます。

　今日はその例としてイエス様を十字架につけろと叫んだ群衆を取り上げます。

　イエスは約２０００年前に生まれました。
　３０歳の時から、「罪を悔い改めて、神様に立ち返るように」と、各地を巡って、教えを説きました。
　イエスは、特に弱い立場の人、さげすまれている人の友となり、寄り添いました。
　人々はイエスの教え、行動により、神様の力や愛を目のあたりにしました。
　イエスは病人を癒やすなどのたくさんの奇跡も行いました。
　人々は、イエスこそ、救い主、来たるべき王と信じるようになりました。
　イエスの評判は最高潮に達し、群衆から熱狂的に支持されるようになったのです。
　ところが、当時の宗教指導者たちにとっては、イエスはまったく忌まわしい存在でした。
　自分たちの信条や生き方が、イエスから激しく非難されていたからです。
　宗教指導者たちは、イエスを抹殺したいと思っていました。
　ついにイエスは策略により捕らえられ、形ばかりの裁判にかけられました。
　この時、群衆は宗教指導者たちによって煽動されて、「イエスを十字架につけろ」と叫ぶようになっていたのです。
　約１週間前には、イエスを自分たちの王であるかのように熱狂的に支持していたのに、手のひらを返したように、イエスを殺せと叫ぶようになったのです。

　まったくひどい話です。

　病人や苦しんでいる人を癒やしてもらうなど、たくさんのすばらしいこと、良いことをしてもらってきて、喜び、感謝もしてきた相手なのに、宗教指導者たちからのちょっとした煽動、誘導により、「殺せ」と叫ぶようになるのですから。

















人をさばいてはいけません。（その７）

2018年10月17日






＜あなたも同じことをしているではないか。＞

　（その６）で、イエスを十字架につけろと叫んだ群衆をひどい人の例として取り上げました。

　私自身、こんな経験があります。

　私が、小学生でまだクリスチャンではなかった時のことです。
　ちょっとした理由でいじめられている女の子がクラスにいました。
　私も、いじめに加担しなければならない理由なんてなかったのに、良くないこととは感じながらも、軽い気持ちで、いじめに加わってしまいました。
　本当に後悔しています。
　自分の弱さを痛感します。

　イエスを十字架につけろと叫んだ人たちをひどい人たちだと思っていますが、もし自分がこの時代に生きていたら、どのように行動していただろうかと考えるのです。
　軽い気持ちでいじめに加わってしまうような人間なのですから、たぶん周りに流されて、十字架につけろと叫んだのではないかと思うのです。

　人がひどいことをしてたり、大失敗をしているのを見ると、とんでもないやつだ。私だったら絶対そんなことはしないと思ってしまいやすい私たちです。
　でも、同じ立場に立たされたら、意外に高い確率で同じことをしてしまうものだと思うのです。

　人をさばくことはできません。
　神様から、「なぜ人をさばくのか。あなたも同じことをしているではないか。」と言われると思うのです。


　※「裁く（さばく）」ということについてはこちらも参考にしてください。
2018/8/9 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１６）
















こひつじクリニックの駐車場のご案内

2018年10月18日






　こひつじクリニックの駐車場のご案内です。

　名称：若葉第５駐車場
　所在地：川辺郡猪名川町若葉１−３９−５

　イオンモール猪名川の近くです。
[image: no title]

　大原公園前という交差点から東に入ります。
[image: 1]

　コープミニのすぐ西側です。
　駐車場の入り口が少しわかりにくいかも知れません。
　コープミニの駐車場と間違えないようにしてください。
　自動販売機のすぐ左側が入り口です。
[image: 2]

　駐車場に入ったら、図の緑色の枠がこひつじクリニックの駐車スペースです。
　２３番、２５番、２６番、３１番、３４番、３６番、４２番、４５番、４８番、５９番、６０番の計１１台分です。
　わかりにくい場合はお電話ください。０１２０−９６−８３２３です。
[image: 3]

　こひつじクリニックは駐車場のすぐ西側にあります。
　所在地は猪名川町若葉１−３０−１０です。
　下の地図の青の目印が駐車場で、１番の目印がクリニックです。
[image: 4]

















メダカのその後（孫が生まれました。）

2018年10月19日






　２０１８年５月２９日の記事で、患者様の御家族からメダカを分けていただいて、こひつじクリニックの看護師が飼うことになったと書きました。
2018/5/29 患者さんのご家族からメダカをいただきました。

　そのメダカから２代目が生まれました。その記録が以下の記事です。
2018/6/24 メダカの赤ちゃん（訂正です）
2018/8/8 メダカの成長記録

　なんと、その２代目から３代目が生まれました。

[image: no title]

[image: 1]
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　メダカって、けっこう増えるもんなんですね。

















こひつじクリニックの駐車場が増えました。

2018年10月20日






2018/10/18 こひつじクリニックの駐車場のご案内
　でご案内した時には全部で１１台分の駐車場だったのですが、３台分増やしました。

　新しい駐車スペースの位置は下の図の緑色のところです。
　２３番、２４番、２５番、２６番、３１番、３４番、３６番、３９番、４１番、４２番、４５番、４８番、５９番、６０番の計１４台分です。
[image: no title]

　駐車場の周囲の地図は
2018/10/18 こひつじクリニックの駐車場のご案内
　をご参照ください。















人をさばいてはいけません。（その８）

2018年10月21日






＜人を正しくさばくことは人間には不可能＞

　人はほかの人を評価する時に、目に見える行動やその結果によってしか評価できません。

　でも、人を正しくさばくためには、目に見える行動やその結果だけではなく、その人の動機、ことに至った過程、その人の置かれた環境、境遇も考慮に入れなければなりません。

　人の心の中を評価の根拠に含めなければならないのです。
　人の心は外からは見えない上に、どんどん移り変わっていくものです。
　自分の心についてでさえ、正確に心の中身を記録することも、記憶することもできません。
　人がほかの人の心を正確に把握するなんてことは、まったく不可能なことです。

　また、過程や環境、境遇という点では、その人に関わる、明るみに出ていないたくさんのできごとがあるはずです。
　すべてのできごとを把握することも人間には不可能です。

　これらのことから、人を正しくさばくことは人間には絶対的に不可能だと言えます。
　人を正しくさばくのは神様だけができることなのです。


類似の内容の記事：

2018/7/29 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１０）
　人はほかの人の心の中を知ることはできない。
　教会員を評価する客観的尺度について

2018/8/4 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１４）
　神様は結果ではなく、動機や過程を見られる。

















こひつじクリニックの医師について（２０１８年１０月版）

2018年10月22日






2018/5/11 こひつじクリニックの医師について
　で当クリニックの医師の紹介をしました。
　その後、医師の異動があったので、情報を更新しました。

　まずは私、小松です。院長です。内科、外科、緩和ケア内科の担当です。
　内科全般に対応します。
　外科分野では外傷の処置、褥瘡の処置、爪関係の処置などを行います。在宅で、胸腔や腹腔の穿刺、皮膚腫瘍切除などの小手術、中心静脈カテーテル留置なども行います。さらに、手術後の状態のチェック、術後のドレーンなどの管理、気管切開、胃瘻、人工肛門、尿道カテーテルなどの管理もできます。
　緩和ケア内科分野では、癌などの病気による痛み、はきけ、咳、息苦しさ、その他のつらい症状を和らげます。必要に応じてモルヒネなどの麻薬を使います。持続皮下注射もします。在宅ホスピスが可能です。患者さまが希望されるなら、最期まで家で過ごすこともできます。最後の日々を、住み慣れた家で、家族に囲まれて、温かい雰囲気の中で過ごすことができます。

　非常勤の医師は４名います。どの医師も当クリニックでは外来をするのではなく、訪問診療に回ります。

　一人目は内科の先生です。糖尿病が専門ですが、内科全般をみてくれてます。
　毎週月曜日に訪問診療に回ります。

　二人目は耳鼻科の先生です。
　毎週水曜日に回ります。
　硬くなってとれなくなった耳垢をとってくれたり、ファイバースコープで耳、鼻、のどの診察をしてくれたり、ファイバースコープを使って嚥下障害についての評価をしてくれたりします。もちろん、これらのことが在宅でできます。漢方治療も得意です。内科全般についてもみてくれてます。

　三人目は内科、精神科の先生です。
　毎週金、土曜日に訪問診療に回ります。

　四人目は精神科の先生です。
　毎月第４火曜日に回ります。


　現在は以上の医師の体制でやってます。
　上記以外の科でも、地域からの要望が多い場合は医師を採用していきたいと思っています。
　ご意見、ご要望をお寄せください。

　こひつじクリニックから直線距離で 16km 以内（下の図の円内）のところであれば、訪問診療できます。
[image: no title]

　必要があれば、お気軽にご相談ください。

















旅行同行サービス　説明マンガ

2018年10月23日






　こひつじクリニックの旅行同行サービスについてのわかりやすいマンガです。

[image: 1]

　お気軽にお問い合わせください。

















ユマニチュードがテレビで紹介されます。

2018年10月23日






認知症の人が劇的変化！ “アイコンタクト”パワー全開ＳＰ（仮）
2018年10月24日（水）午後7時30分 


　ＮＨＫのためしてガッテンという番組でユマニチュードが紹介されます。

2018/6/19 ユマニチュード入門
　の記事でユマニチュードについて簡単に紹介させていただきました。

　認知症が進んでくると、言葉の理解が難しくなってきます。
　どのようにしたら、そのような認知症の進んだ方に対して、「あなたは大切な人ですよ。」というメッセージを言葉を使わずに伝えることができるでしょうか。
　それを体系化したものがユマニチュードです。

　この番組では、ユマニチュードの４本柱の一つ、「見る」ということにしぼって紹介されるようです。
　ぜひご覧ください。

　↓↓↓

認知症の人が劇的変化！ “アイコンタクト”パワー全開ＳＰ（仮）
2018年10月24日（水）午後7時30分 

















ネッツトヨタでの勉強会　１１月、１２月のご案内

2018年10月24日






　2018/7/23 ネッツトヨタで勉強会が始まります。
　でご案内しましたが、９月からこんな勉強会が始まっています。

　場所はネッツトヨタ神戸のネッツテラス猪名川のショールームです。
　医療、福祉関係のテーマでみんなで話をしようというイベントです。
　毎週金曜日の１４〜１６時です。
　私は毎月第２金曜日を担当することになっています。
[image: 1]

　１１月９日のテーマは「家族として知っておきたい『がん』への正しい理解について」です。

[image: 1]

　１２月１４日のテーマは「死亡原因第３位と言われる「肺炎」全般への正しい理解について考えます。」です。

　どなたでもご参加いただけます。
　どうぞお越しください。















2018/11/10 の勉強会のご案内

2018年10月25日






　こんな勉強会があります。

会の名前：第７０回みんなで学ぼう“障がい福祉の ABC”
日時：11 月 10 日 （土） 13 時 30 分 ～ 15 時 30 分
テーマ：障がい児者に特化して、安心して生活出来る為の地域医療の問題点と今後の解決すべき課題について
講師：小松邦志
場所：猪名川町総合福祉センター２階研修室

どなたでも自由にご参加いただけます。

参加費無料。

　良かったらお越しください。















１１月１７日に認知症サポーター養成講座を開きます。

2018年10月26日






　こひつじクリニックでは、２か月に１回認知症サポーター養成講座を行っています。
　これは一般の方向けの講座です。
　一般の方が認知症についての知識を深めて、認知症の方やそのご家族をサポートできるように。
　そして、認知症の方が地域で安心して暮らしていける社会になっていくことを目的としています。

[image: 3]


　次回は１１月１７日（土）13:30〜15:00 です。
　場所は、こひつじクリニック（兵庫県川辺郡猪名川町若葉 1-30-10）です。
　予約は不要です。
　どうぞ、関心のある方はお集まりください。















人をさばいてはいけません。（その９）

2018年10月27日






＜神様は赦す神＞

2018/8/3 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１３）
に書きましたが、

　私は、以前は神様に対してこんなイメージを持っていました。

　・神様は、罪とはまったく無縁の聖なる方である。
　・そして人間のどんな小さな罪もしっかりと見ておられて、罰を与える。
　・神様とはそういう理不尽な厳格さを持つ存在である。
　・自分が関わりを持つことのできない、遠い存在である。

　でも、上記の記事にも書きましたが、クリスチャンを長く続けているうちにだんだんと考えが変わってきました。

　旧約聖書には、イスラエル民族の歴史が書かれています。
　これを読むと、
(1)イスラエル民族が神様に対して反逆する。　→　
(2)逆境から神様によって救い出される。　→　
(3)神様の愛、恵み、力を目のあたりにして、民族こぞって神様に立ち返って、神様に喜ばれる生き方をする。　→　
(4)ほどなく、もとの反逆状態に戻る。

　このサイクルを何度も何度も繰り返しています。
　恩をあだで返すようなことを何十回も繰り返しているのです。

　私は聖書を読むと、イスラエル民族はなんて愚かなんだ。恩知らずなんだ。学習能力ゼロだなと思ってしまいます。
　ですが、こんな愚かで恩知らずなイスラエル民族に対して、神様はどこまでも寛容なんです。
　もし、誰か人間がこの神様の立場に立ったとしたなら、仏の顔も三度とばかりに、忍耐を重ねたとしても四度目には、裏切りに対して激怒して全滅させてしまうでしょう。
　ですが、神様は、イスラエル民族に対して間違った道を進んでいることを知らせるために、逆境を通らせることはなさいましたが、イスラエル民族を全滅させるようなことはなさいませんでした。
　自分の方に立ち返ることを期待して、何度も何度もイスラエル民族にチャンスを与え続けたのです。
　人間には想像を絶するような、寛容性です。
　まさに神様の一つの大きい特質は、「赦す」ということだと言えます。

















人をさばいてはいけません。（その１０）

2018年10月28日






＜神様は、人を赦したくて赦したくてしかたがない。＞

　神様は、人を赦したくて赦したくてしかたがない方なのだと思うのです。
　人が罪を犯して滅んでしまうとしても、それは自業自得なのだからしかたがないと思うのが、人間にとっての普通の考え方でしょう。ですが、神様の考え方は違っていました。
　なんとしても、人間が滅んでしまうことがないようにしたいと考えられました。
　だからこそ自分のひとりごイエス・キリストをこの世に送られたのです。
　キリストは当時の人々に拒絶され、十字架にかけられ、処刑されました。
　このキリストの十字架は、自分の罪のためだったと神様の前に認めて、神様に従いたいと表明するだけで、罪を帳消しにするという方法を用意してくださったのです。
　救われる（＝罪を帳消しにされる）ためには、何の行動も必要ないのです。
　自分には罪があると認めて、神様に従いたいと神様に対して表明する。このことは自分の心の中だけでできます。それも一瞬でできてしまうのです。
　ここまで譲歩してくださるのですかと言いたくなるほど、簡単な方法を神様は用意してくださったのです。
　長期間に渡る難行、苦行も、何の修行も必要ありません。

　決して、神様は人の罪の一つ一つをあばき出して、それを罰せずにはおかないというような方ではなく、なんとかして、その罪を赦したいと考えてくださる方なのです。

















人をさばいてはいけません。（その１１）

2018年10月29日






＜あなたがたのうちで罪のない者が、最初に彼女に石を投げなさい。＞

　聖書を一部引用します。

ヨハネの福音書
8章
1,イエスはオリーブ山に行かれた。
2,そして、朝早く、イエスはもう一度宮に入られた。民衆はみな、みもとに寄って来た。イエスはすわって、彼らに教え始められた。
3,すると、律法学者とパリサイ人が、姦淫の場で捕らえられたひとりの女を連れて来て、真ん中に置いてから、
4,イエスに言った。「先生。この女は姦淫の現場でつかまえられたのです。
5,モーセは律法の中で、こういう女を石打ちにするように命じています。ところで、あなたは何と言われますか。」
6,彼らはイエスをためしてこう言ったのである。それは、イエスを告発する理由を得るためであった。しかし、イエスは身をかがめて、指で地面に書いておられた。
7,けれども、彼らが問い続けてやめなかったので、イエスは身を起こして言われた。「あなたがたのうちで罪のない者が、最初に彼女に石を投げなさい。」
8,そしてイエスは、もう一度身をかがめて、地面に書かれた。
9,彼らはそれを聞くと、年長者たちから始めて、ひとりひとり出て行き、イエスがひとり残された。女はそのままそこにいた。
10,イエスは身を起こして、その女に言われた。「婦人よ。あの人たちは今どこにいますか。あなたを罪に定める者はなかったのですか。」
11,彼女は言った。「だれもいません。」そこで、イエスは言われた。「わたしもあなたを罪に定めない。行きなさい。今からは決して罪を犯してはなりません。」〕


　イエス・キリストが人として生きておられた時代のできごとです。
　姦淫の場である女が捕らえられました。
　律法（旧約聖書）には、姦淫の罪を犯したものは石打ち（死刑）にするように書かれていました。
　当時の宗教指導者だった律法学者やパリサイ人は、この女をイエスの前に突き出し、この女をどう処するのがいいかイエスに問い詰めました。
　もし石打ちにするようにとイエスが言ったら、愛を説くイエスが人殺しを容認したとイエスの評判に傷がつくことになります。また、ローマ帝国に殺人罪で告発される可能性もありました。
　もし石打ちにしてはいけないとイエスが言ったら、律法をないがしろにする、とんでもない教えだと律法学者たちがイエスを非難するための大きい材料になります。
　律法学者たちが仕組んだ罠だったわけです。

　イエスの答えは驚くべきものでした。

　「あなたがたのうちで罪のない者が、最初に彼女に石を投げなさい。」

　すると、誰も石を投げることなく、一人ひとり去っていったのです。
　律法学者やパリサイ人は、自分には罪がないと思っていたかも知れないのですが、最初に石を投げることはできませんでした。さすがに人殺しの先頭に立つ役はしたくなかったのかも知れません。ひょっとすると自分を深くかえりみれば、神様の前に自分には罪はないとは言えないと気づいたのかも知れません。

　最後には、女とイエスだけがこの場に残されました。
　イエスは、罪を犯していない唯一の人なので、イエスだけはこの女に石を投げることはできました。
　でもイエスは「わたしもあなたを罪に定めない。」と言って、この女の死刑に当たるような罪を赦されたのです。

　神様は、私たちの罪を見つけ出しては、罰を与えるというようなことはなさいません。
　かえって、私たちの罪を赦し、私たちが神様に立ち返ることを望んでおられるのです。


　私たちは、罪を犯してしまった人、失敗をした人に対して、非難や攻撃をするなど、石を投げつけるようなことをしやすい者です。
　罪を犯したことのない人、失敗したことのない人なら、相手に石を投げつけてもいいのかも知れません。
　でも冷静に自分を振り返る時に、罪を犯したことのない人、失敗したことのない人なんて一人もいないはずです。

　罪を憎むのはいいことでしょう。
　ですが、罪を犯した人に対して、石を投げること、ひどく非難、攻撃をすることは、神様の望んでおられないことだと言えます。

















今日は「まちづくりワークショップ」に行ってきました。

2018年10月30日






　今日は「第６次猪名川町総合計画策定に向けたまちづくりワークショップ」というのがありました。
　これは猪名川町に住む人が、猪名川町についての夢やその夢の実現のために語り合う場ということです。
　今日は３０名ほどの参加がありました。
　私は、猪名川町に住み、猪名川町でこひつじクリニックを開いています。
　猪名川町内にも担当している患者さんが、たくさんおられます。
　訪問診療を通して、より良い地域づくりにも貢献したいと思っています。
　これからの猪名川町がどう進んでいくのか。
　どんなふうに町を発展させていくのか。
　私はどのようにそのことに関わることができるのかということを考えたくて、このワークショップに参加してきました。
　今日は第１回で、今後月に１〜２回開かれるようです。
　できるだけ参加して、積極的に猪名川町の将来について考えていきたいと思っています。

[image: no title]

















患者様の作品

2018年10月31日






2018/5/22 患者さんから手作りの羊をいただきました。
2018/6/30 ある患者様の作品
2018/9/20 患者様の作品
2018/9/21 患者様の作品

　で紹介させていただいたのですが、私の担当している９０代の男性の患者様が、また新しい作品を作られて、くださいました。
　ありがとうございました。

[image: no title]
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人をさばいてはいけません。（その１２）

2018年11月01日






＜神様は私たちに人を赦すことを求めておられる。＞

　聖書の一部を引用します。

マタイの福音書
18章
23,このことから、天の御国は、地上の王にたとえることができます。王はそのしもべたちと清算をしたいと思った。
24,清算が始まると、まず一万タラントの借りのあるしもべが、王のところに連れて来られた。
25,しかし、彼は返済することができなかったので、その主人は彼に、自分も妻子も持ち物全部も売って返済するように命じた。
26,それで、このしもべは、主人の前にひれ伏して、『どうかご猶予ください。そうすれば全部お払いいたします』と言った。
27,しもべの主人は、かわいそうに思って、彼を赦し、借金を免除してやった。
28,ところが、そのしもべは、出て行くと、同じしもべ仲間で、彼から百デナリの借りのある者に出会った。彼はその人をつかまえ、首を絞めて、『借金を返せ』と言った。
29,彼の仲間は、ひれ伏して、『もう少し待ってくれ。そうしたら返すから』と言って頼んだ。
30,しかし彼は承知せず、連れて行って、借金を返すまで牢に投げ入れた。
31,彼の仲間たちは事の成り行きを見て、非常に悲しみ、行って、その一部始終を主人に話した。
32,そこで、主人は彼を呼びつけて言った。『悪いやつだ。おまえがあんなに頼んだからこそ借金全部を赦してやったのだ。
33,私がおまえをあわれんでやったように、おまえも仲間をあわれんでやるべきではないか。』
34,こうして、主人は怒って、借金を全部返すまで、彼を獄吏に引き渡した。
35,あなたがたもそれぞれ、心から兄弟を赦さないなら、天のわたしの父も、あなたがたに、このようになさるのです。」


　これは人を赦しなさいということを教えるための、イエス様の語られたたとえ話です。
　人を赦すことが、借金を免除することに例えられています。
　この話の中で金額の単位が二つ出てきます。
　デナリとは、当時の労働者の１日分の給料に相当する金額です。日本の現状に当てはめると７０００円に相当するものと考えることにしましょう。
　１タラントは６０００デナリに等しい金額です。
　なので、このたとえ話ででてくる１００デナリとは７０万円、１万タラントとは４２００億円に相当することになります。

　あるしもべが王様から４２００億円の借金をしていました。
　王様はこのしもべに借金を返すように言いました。
　しもべは、もう少し待ってください。返しますからと王様に懇願しました。
　王様はかわいそうに思って、４２００億円の借金全部を帳消しにしました。
　ところが、このしもべは、しもべ仲間に貸した７０万円を取り立てようとしました。
　このしもべ仲間は、もう少し待ってください。返しますからと懇願しました。
　このしもべは、しもべ仲間を待つことも赦すこともせず、牢に投げ込んでしまったのです。
　ことを知った王様は、怒って、仲間を赦すことのできなかったこのしもべを投獄しました。

　この話からわかることがいくつかあります。

（１）私たちの神様に対する罪は想像を絶するほど大きい。

　この話の中では、しもべの王様に対する借金は４２００億円でした。
　もしこんな借金があったら、自力で返済することなんて、まったく不可能です。
2018/10/29 人をさばいてはいけません。（その１１）
　で姦淫が死刑に当たる罪であると書きました。
　私たちは、神様の目から見たら死刑に当たるような罪を、生きているうちに何百回も何千回も犯してしまうものです。自分で反省しても、自分で償おうとしてもまったく不可能です。

（２）人間どうしの罪は大きいように感じられても、よく考えれば大したものではない。

　しもべ仲間が、このしもべにしていた借金の額は７０万円でした。
　日常的な感覚では、７０万円という金額は決して小さいものではないと思います。ですが、王様から帳消しにしてもらった４２００億円と比べたら、わずか６０万分の１の金額です。
　人間どうしの間の罪は、大きいもののように思えても、大したものではないと言えます。
　誰かが自分に対して罪を犯したとしても、自分もその相手に対して同様の罪を犯してしまうかも知れません。その相手ではなく、別の人に対して同様の罪を犯すこともあるでしょう。
　罪を犯すという点では、人間というものは「五十歩百歩」、「どんぐりのせいくらべ」、「目糞鼻糞を笑う」という状態なのです。

















人をさばいてはいけません。（その１３）

2018年11月02日






＜完全に人を赦すことは極めて難しい。＞

2018/11/1 人をさばいてはいけません。（その１２）
　で人間どうしの罪は、大したことはないから赦しましょうという感じで書きました。
　そうは言っても、人を赦すのは実際にはとても難しいことです。
　誰にでも、この人だけは赦せないという人が少なくとも一人や二人はいるものだと思います。

　「あの人は、私に対して、こんなひどいことをしたんです。あんな人を赦せるわけないでしょう。神様が人を赦しなさいって言ってるのは知ってますよ。でも、あの人は例外です。神様はわかってくれます。」

　みたいな感じで、言い訳をして、赦さなくてもいいと考えたりするのです。


　イエス様は当時の宗教指導者たちにねたまれ、策略により、捕らえられ、十字架刑に処されました。
　十字架につけられる過程で、イエスは、宗教指導者たちやローマ兵たちからつばをかけられたり、殴られたりするなど、激しく侮辱されました。
　彼らは、さんざんに侮辱したあげく、イエスを殺そうとしているのです。
　ですが、イエス様は十字架の上でこう言われました。

ルカの福音書
23章
34,そのとき、イエスはこう言われた。「父よ。彼らをお赦しください。彼らは、何をしているのか自分でわからないのです。」

　驚くべきことに、イエスは、このように自分を憎み、侮辱し、殺そうとしている人たちを赦したのです。
　そうだとすれば、私たちにとって、赦せないほどひどい人なんて、ありえないということになります。
　イエス様の模範に従うとすれば、私たちは、どんな例外もなく人を赦さなければならないということになります。

　とは言え、私たちは、イエス様のように人を赦すことができるでしょうか。
　これほどまでに、人を赦せるようになることは、人間には、不可能とは言い切れないかも知れませんが、極めて困難なことだと思います。
　完全な赦しは神様だけのものと言えるでしょう。

















人をさばいてはいけません。（その１４）

2018年11月03日






＜どうしたら人を赦せるようになる？＞

2018/11/1 人をさばいてはいけません。（その１２）
　で＜神様は私たちに人を赦すことを求めておられる。＞と書きました。
　でも
2018/11/2 人をさばいてはいけません。（その１３）
　では＜完全に人を赦すことは極めて難しい。＞とも書きました。

　それでは、私たちはどうしたら人を赦せるようになるのでしょうか。

　私たちは、誰でも例外なく、もともと罪を犯してしまう存在であり、人を赦せない性質を持っています。
　そんな私たちであるのに、神様は、私たちを愛してくださり、私たちを完全に赦してくださるのです。
　ただ、私たちが、自分には罪があるということを認め、神様に反逆する生き方から、神様に従う生き方に方向転換したいと神様に向かって表明するだけで、私たちのすべての罪が赦されるのです。
　（その１２）に書いたように、４２００億円にも例えられる、恐ろしく大きな負債をチャラにしてくださるのです。

　まず、自分の罪の大きさ、それでも愛してくださる神様の愛の大きさ、神様の赦しのすごさ、ありがたさを、深く思いめぐらす必要があるでしょう。
　神様が、愛のお手本、赦しのお手本をまず示してくださったのです。

　私たちは、この愛と赦しのお手本を目指していきたいと思います。

　でも、正しいこととわかっていてもそれを実行できないのが私たちです。
　自分の弱さやしみついた罪の性質は、簡単には変わりません。
　私たちを造りかえたり、成長させたりするのは神様です。
　自分の力では、正しく生きられないことを、神様の前で認めて、神様にすがる、神様に祈り求める時に、神様が私たちを造りかえ、成長させてくださるのです。
　徐々に、神様のように愛し、神様のように赦せるように変えられていくのです。

　すべての人は、死ぬまで成長を続ける発展途上人です。
　私自身、成長がゆっくりで、これでいいのかなとも思ってしまうのですが、そのことも含めて神様に委ねていて、心配しないことにしています。
　お互い、ゆっくりでも成長を続けていければと思います。

















人をさばいてはいけません。（その１５）

2018年11月04日






＜＜聖書の言葉抜粋＞＞

＜さばくことに関して＞

マタイの福音書
7章
1,さばいてはいけません。さばかれないためです。
2,あなたがたがさばくとおりに、あなたがたもさばかれ、あなたがたが量るとおりに、あなたがたも量られるからです。

ルカの福音書
6章
37,さばいてはいけません。そうすれば、自分もさばかれません。人を罪に定めてはいけません。そうすれば、自分も罪に定められません。赦しなさい。そうすれば、自分も赦されます。

ローマ人への手紙
2章
1,ですから、すべて他人をさばく人よ。あなたに弁解の余地はありません。あなたは、他人をさばくことによって、自分自身を罪に定めています。さばくあなたが、それと同じことを行っているからです。
2,私たちは、そのようなことを行っている人々に下る神のさばきが正しいことを知っています。
3,そのようなことをしている人々をさばきながら、自分で同じことをしている人よ。あなたは、自分は神のさばきを免れるのだとでも思っているのですか。


　私たちは、人をさばくことはできません。
　自分も同様の罪を犯し、同様の失敗をする者だからです。


＜赦すことに関して＞

マタイの福音書
18章
21,そのとき、ペテロがみもとに来て言った。「主よ。兄弟が私に対して罪を犯した場合、何度まで赦すべきでしょうか。七度まででしょうか。」
22,イエスは言われた。「七度まで、などとはわたしは言いません。七度を七十倍するまでと言います。

コロサイ人への手紙
3章
13,互いに忍び合い、だれかがほかの人に不満を抱くことがあっても、互いに赦し合いなさい。主があなたがたを赦してくださったように、あなたがたもそうしなさい。

マタイの福音書
6章
14,もし人の罪を赦すなら、あなたがたの天の父もあなたがたを赦してくださいます。
15,しかし、人を赦さないなら、あなたがたの父もあなたがたの罪をお赦しになりません。

エペソ人への手紙
4章
32,お互いに親切にし、心の優しい人となり、神がキリストにおいてあなたがたを赦してくださったように、互いに赦し合いなさい。


＜復讐に関して＞

ローマ人への手紙
12章
19,愛する人たち。自分で復讐してはいけません。神の怒りに任せなさい。それは、こう書いてあるからです。「復讐はわたしのすることである。わたしが報いをする、と主は言われる。」

ヘブル人への手紙
10章
30,私たちは、「復讐はわたしのすることである。わたしが報いをする」、また、「主がその民をさばかれる」と言われる方を知っています。

















メンバーの多様性は組織の力

2018年11月05日






2018/7/5 毎日が大吉です。（その９）
　に書きましたが、神様は多様性を尊ばれます。
　メンバーが一人ひとり違っていて、多様なんだけれども、全体として調和しているというあり方が、神様の喜ばれる状態です。

　ですが、
2018/8/1 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１１）
　では、一般社会の中にある会社では、メンバーが均質な方が都合がいいと書きました。
　メンバーが均質な方が、経営者やリーダーとしては扱いやすいし、効率が良くなりやすいし、結果を出しやすいからです。

　学校教育では、会社の中で役に立つとか、国の言うことをよく聞く人間となるように教育を施します。
　人の個性をできるだけ伸ばさないようにして、できるだけ均質な人間を大量生産しようとします。
　せっかく、神様が一人ひとりに、ほかの誰とも違うところを造ってくださっているのに、人と違っていることを恥ずかしく思い、それを隠して生きるように教えるのです。
（2018/9/17 私は変わり者です。（その５）（完））

　私のこひつじクリニックでは、職員の多様性を大事にしたいと思っています。
　一人ひとりが、のびのびと自分の持っているいいものを発揮できるようになったらいいと思っています。
　多様性を尊重することによって、職員がイキイキと積極的に、患者様や地域の方々のために動くようになることを目指しています。
　こひつじクリニックが多様性を大切にする地域づくりにも関わっていけたらと思っています。

　メンバーの多様性を尊重することによって、本当の力のある、価値ある働きをする組織になっていくのだと信じています。















人をさばいてはいけません。（その１６）（完）

2018年11月06日






＜まとめ＞

　私たちの特徴・性質
　　・人のあらを見つけやすい。
　　・変な正義感を持っていたりする。・・・正義感とはやっかいなもの
　　・自分の問題は棚に上げて、自分を相手より高い位置に置き、相手を断罪しやすい。
　　・その人を非難したり、攻撃したりしやすい。
　　・その人に制裁や罰を加えたがる。

　しかし、神様が私たちに求めておられることは
　　・人をさばかないこと
　　・人を赦すこと
　　・自分で復讐しないこと

　とは言うものの、完全に人を赦すことは、私たちには不可能。
　　・私たちはそれを目指したい。
　　・人をより赦せるように変えられていくことがクリスチャンとしての成長と言えよう。


　冷静に自分を振り返るなら、人をさばいてしまう現実、人を赦せていない現実が見えてしまう。自分の弱さを思い知らされるかも知れない。
　でもそんな私でも、神様は赦し、愛してくださる。

　失敗を繰り返す現実の中にありながらも、神様の赦し、愛を日々体験しながら、平安、希望、喜びを感じつつ歩いていける。

　神様、感謝します。
　弱いこの私を、守り、ささえ、導いてください。

















「人をさばいてはいけません。」シリーズ　目次

2018年11月07日






2018/10/7 人をさばいてはいけません。（その１）
　＜自分の強さは過大評価する傾向がある。＞

2018/10/9 人をさばいてはいけません。（その２）
　＜聖書の中のすごい人たち（１）＞
　　　ノア

2018/10/10 人をさばいてはいけません。（その３）
　＜聖書の中のすごい人たち（２）＞
　　　マリヤ

2018/10/12 人をさばいてはいけません。（その４）
　＜私たちは自分の弱さを過小評価する傾向がある。（１）＞
　　　振り込め詐欺

2018/10/13 人をさばいてはいけません。（その５）
　＜私たちは自分の弱さを過小評価する傾向がある。（２）＞
　　　凶悪犯罪

2018/10/16 人をさばいてはいけません。（その６）
　＜聖書の中のひどい人たち＞
　　　イエス様を十字架につけろと叫んだ群衆

2018/10/17 人をさばいてはいけません。（その７）
　＜あなたも同じことをしているではないか。＞

2018/10/21 人をさばいてはいけません。（その８）
　＜人を正しくさばくことは人間には不可能＞

2018/10/27 人をさばいてはいけません。（その９）
　＜神様は赦す神＞

2018/10/28 人をさばいてはいけません。（その１０）
　＜神様は、人を赦したくて赦したくてしかたがない。＞

2018/10/29 人をさばいてはいけません。（その１１）
　＜あなたがたのうちで罪のない者が、最初に彼女に石を投げなさい。＞
　　　ヨハネの福音書８章１〜１１節

2018/11/1 人をさばいてはいけません。（その１２）
　＜神様は私たちに人を赦すことを求めておられる。＞
　　　マタイの福音書１８章２３〜３５節

2018/11/2 人をさばいてはいけません。（その１３）
　＜完全に人を赦すことは極めて難しい。＞
　　　ルカの福音書２３章３４節

2018/11/3 人をさばいてはいけません。（その１４）
　＜どうしたら人を赦せるようになる？＞

2018/11/4 人をさばいてはいけません。（その１５）
　＜＜聖書の言葉抜粋＞＞
　　　　マタイの福音書７章１〜２節
　　　　ルカの福音書６章３７節
　　　　ローマ人への手紙２章１〜３節
　　　　マタイの福音書１８章２１〜２２節
　　　　コロサイ人への手紙３章１３節
　　　　マタイの福音書６章１４〜１５節
　　　　エペソ人への手紙４章３２節
　　　　ローマ人への手紙１２章１９節
　　　　ヘブル人への手紙１０章３０節

2018/11/6 人をさばいてはいけません。（その１６）
　＜まとめ＞

















１１月の事例検討会のご案内

2018年11月08日






　毎月の事例検討会のご案内です。

　多職種での連携を強化していくためにこひつじクリニックが主催している検討会です。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、患者様の療養生活がより良いものとなるように考えていきます。
　上記以外の方でも在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。

　今回もこひつじクリニックでします。
　ご参加お待ちしています。

　場所：こひつじクリニック　待合室
　日時：１１月１６日（金）１７時３０分 ～１９時００分


こひつじクリニックホームページ

















ネッツトヨタでの勉強会　２０１９年１月、２月のご案内

2018年11月09日






　2018/7/23 ネッツトヨタで勉強会が始まります。
　でご案内しましたが、９月からこんな勉強会が始まっています。

　場所はネッツトヨタ神戸のネッツテラス猪名川のショールームです。
　医療、福祉関係のテーマでみんなで話をしようというイベントです。
　毎週金曜日の１４〜１６時です。
　私は毎月第２金曜日の前半を担当することになっています。
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　１月１１日のテーマは「「人間ドックや定期健診」は、どこまで必要なのか。」です。
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　２月８日のテーマは「「血液や尿検査」で、何処まで分かるのか。」です。

　どなたでもご参加いただけます。
　どうぞお越しください。 


















今日は障がい児者の地域医療についての勉強会がありました。

2018年11月10日






　今日は
2018/10/25 2018/11/10 の勉強会のご案内
　でご案内していた勉強会がありました。

　「障がい児者に特化して、安心して生活出来る為の地域医療の問題点と今後の解決すべき課題について」というお題をいただいていました。
　少し調べてみたのですが、このようなテーマでまとめてある情報が見つからなくて、十分な準備ができずに本番にのぞみました。
　高齢者や認知症の方に対する地域医療でさえ、まだまだ不十分で、問題が山積なのに、障がい児者対象の地域医療ということになると、まだほとんど取り組まれていないような状態です。問題点と言う前に、まだほとんど実体がないような状態なのです。
　今日は、私の話はそこそこに、障がい児がご家族におられる当事者の方から、いろいろとお話をうかがうことができて、私が一番勉強になりました。
　ほとんど手付かずの分野なのですが、今後、私なりに障がい児者の地域医療に関わっていきたいと思います。
















今日はマザー・テレサに関わるお二人の講演会がありました。

2018年11月11日






　今日は
2018/9/4 最期の時の過ごし方〜マザー・テレサが大切にした愛と死の価値観〜
　でご紹介したイベントがありました。

　映画監督の千葉茂樹氏と鹿児島の堂園メディカルハウス院長の堂園晴彦氏の講演がありました。


　マザー・テレサは最期を看取るための施設「死を待つ人の家」を作りました。　貧しく一人で死んでいこうとしている人たちに手を差し伸べ、せめて人間としての扱いを受けながら最期を迎えられるようにしたのです。

　すごい人だと思います。
　キリストを信じて、強い信念を持って、それを貫き通した方でした。
　少しでも見習いたいです。




　堂園先生のお話にも感銘を受けました。
　堂園先生はマザー・テレサさんの生き方に共鳴し、鹿児島で日本初のホスピス診療所を始められた先生です。在宅ホスピスのパイオニアです。
　ホスピスやこどもを守る働きでの感動的なエピソードを聞かせていただきました。

　私も、在宅ホスピスでの仕事に真摯に取り組んでいこうと思います。

















インフルエンザワクチンの在庫が切れました。

2018年11月12日






　2018/10/15 インフルエンザワクチン接種できます。
という記事を先日書きました。

　うちのクリニックで準備していたワクチンの予約がすべて完了してしまいました。
　薬屋さんに追加の発注をしたのですが、いつ入荷できるかわからないと言われてしまいました。
　今年は去年ほどワクチンが品薄ではないと思っていたのですが、どうもけっこうな品薄状態のようです。
　皆さん、もしワクチン接種を考えておられるなら、早めにワクチンが残っている医者を探して、接種された方がいいと思います。


















今日は第２回のまちづくりワークショップでした。

2018年11月13日






　先日、
2018/10/30 今日は「まちづくりワークショップ」に行ってきました。
という記事を書きました。

[image: no title]


　今日は第２回がありました。
　今回は、現在の猪名川町と１０年後の理想の猪名川町ということで、集まったみなさんと語り合いました。

　猪名川町の売りはいろいろあると思いますが、私はこう思います。
　・豊かな自然
　　　ホタルが飛ぶし、道をイノシシや鹿が歩いていたりする。

　・電車、高速道路など便利で、大阪、神戸にも近い。
　・いなかから適度な町までが含まれている。

　私の考える１０年後の理想の猪名川町のコンセプトは
　　「自然の中で人がいやされる町」です。

　いろいろな人が住んでいますが、
　　みんながつながりあって、
　　一人ひとりが大切にされる
　　助け合う
　町になっていったらいいと思います。

　猪名川町の新しい魅力も発見、発信されて、
　たくさんの人が集まる町になったらいいですね。

　今後のワークショップも楽しみです。

















今日はアドバンス・ケア・プランニング(ACP) について勉強会がありました。

2018年11月14日






　今日は市立池田病院でアドバンス・ケア・プランニングについての勉強会がありました。
　タイトルは「患者さんとどのように話し合いますか？アドバンス・ケア・プランニング(ACP) の実践」。

　講師は神戸大学医学部附属病院緩和支持治療科の木澤義之特命教授でした。
　ACP というのは、最近のわりとはやりの概念で、よく聞く言葉ではあるのですが、恥ずかしながら、私はあまり理解できていませんでした。
　今日の木澤先生のお話は、いろいろな具体的な失敗談、成功談をまじえたもので、とてもわかりやすいものでした。
　ACPとは、「患者・家族・医療従事者の話し合いを通じて、患者の価値観を明らかにし、これからの治療・ケアの目標や選好を明確にするプロセス」です。
　患者様の価値観が治療に反映されるようにということは、私もふだんから考えていることではあるので、ある程度は私はＡＣＰを実践しているとは言えます。
　ですが、今日のお話を聞いて勉強になった点がいくつかあります。


　・家族など、代理決定者をしっかり決めて、その人にも一つの軸となってもらって、役割を果たしてもらった方がいいということ。


　・ＡＣＰは、決まったパターンに基づいてすべての患者で進めていくものではなくて、患者様の気持ちや心の状態を見ながら、個別に、臨機応変に、進めていかなければならないこと。（下手なやり方だと、患者様や、ご家族を傷つけてしまって、かえってうまくいかなかったりする。）



　・ＡＣＰは早すぎても遅すぎても良くない。


　そのほかにもいろいろ勉強になりました。
　今後の診療に取り入れていこうと思います。


















患者様の作品

2018年11月15日






2018/5/22 患者さんから手作りの羊をいただきました。
2018/6/30 ある患者様の作品
2018/9/20 患者様の作品
2018/9/21 患者様の作品
2018/10/31 患者様の作品

　で紹介させていただいたのですが、私の担当している９０代の男性の患者様が、また新しい作品を作られて、くださいました。
　羊さんが、たくさん増えました。
　玄関に飾っています。
　ありがとうございました。
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プラセンタ療法を始めました。

2018年11月16日






　関心を持っておられる方からプラセンタ注射についてご要望がありました。

　更年期障害に効果があると言われている注射です。
　こひつじクリニックでも、ご希望の方にはさせていただくことにしました。
　原則として自由診療となります。
　１回１０００円です。
　医療保険適用となる場合もありますので、ご相談ください。


　ご希望の方は外来の時間（火曜日１３〜１５時、木曜日１６〜１８時）にご来院ください。
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ネッツトヨタでの勉強会　２０１９年２月、３月のご案内

2018年11月17日






　2018/7/23 ネッツトヨタで勉強会が始まります。
　でご案内しましたが、２０１８年９月からこんな勉強会が始まっています。

　場所はネッツトヨタ神戸のネッツテラス猪名川のショールームです。
　医療、福祉関係のテーマでみんなで話をしようというイベントです。
　毎週金曜日の１４〜１６時です。
　私は毎月第２金曜日を担当することになっています。



2018/11/9 ネッツトヨタでの勉強会　２０１９年１月、２月のご案内
の記事から、少し変更があります。

[image: no title]

　２月８日は前半で「「血液や尿検査」で、何処まで分かるのか。」というお話をします。
　後半では「心の拠り所を求めて」と題して、クリスチャンとしての立場からお話させていただきます。

[image: 1]

　３月８日は「「骨粗鬆症」について、一般的に知っておくべきこと」と題してお話します。


　どなたでもご参加いただけます。
　どうぞお越しください。 


















こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

2018年11月18日






　こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

　＜在宅療養支援診療所とは＞

　　・２４時間、３６５日の体制で往診や訪問看護ができる。
　　・他の医療機関と連携して、必要な時には緊急入院ができる。
　　・ケアマネージャーと連携している。
　などの条件を満たしている診療所です。



　＜当クリニックのカバーしている地域＞

　この地図のように当クリニックから半径 16km の範囲内です。
[image: no title]
　具体的に言うと、猪名川町、川西市、宝塚市、伊丹市、池田市、箕面市、豊能町、能勢町です。　次の地域も部分的には 16km の範囲内です。西宮市、三田市、茨木市、亀岡市、篠山市。



　＜現在の診療科＞

　内科（一般内科、糖尿病）、外科、緩和ケア内科、耳鼻咽喉科、精神科
　在宅ホスピスできます。


2018/10/22 こひつじクリニックの医師について（２０１８年１０月版）



　＜往診・訪問診療をご希望の場合は＞

　お電話ください。２４時間、３６５日対応いたします。
　電話番号は
　　０１２０−９６−８３２３
　です。



　＜理念＞

2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）



　＜ホームページ＞

こひつじクリニックホームページ




　＜旅行同行サービスもやってます。＞

2018/10/23 旅行同行サービス　説明マンガ
2018/5/13 東京旅行に同行した時の動画です。
2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。

2018/10/2 こひつじクリニック　旅行同行サービス　広告



　＜テレビで放送されました。＞

2018/5/17 こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
2018/8/18 「スーパードクター　こひつじクリニック　ダイジェスト版」を youtube にアップしました。
2018/9/6 こひつじクリニックのテレビ番組のＤＶＤができました。




　＜当クリニックの管理栄養士が訪問栄養食事指導をいたします。＞

2018/8/15 こひつじクリニックでは訪問栄養食事指導をしています。



　＜駐車場＞

2018/10/20 こひつじクリニックの駐車場が増えました。



　＜その他の治療＞



2018/10/14 ご希望の方には「にんにく注射」いたします。

2018/11/16 プラセンタ療法を始めました。

















こひつじクリニックに関連する記事一覧

2018年11月19日






2018/5/1 外出支援ボランティアを募集します。
2018/5/4 ２０歳、若返る薬をください。
2018/5/9 事例検討会のお知らせです。
2018/5/11 こひつじクリニックの医師について
2018/5/12 神奈川県から兵庫県までの転居に同行しました。
2018/5/13 東京旅行に同行した時の動画です。
2018/5/15 勉強会のご案内です。
2018/5/17 こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
2018/5/18 患者様のご家族からモビールをいただきました。
2018/5/19 ＳＥ（的な人）を募集します。
2018/5/20 訪問診療　地域分け作業中
2018/5/21 すぐれもの　足こぎ車いす
2018/5/22 患者さんから手作りの羊をいただきました。
2018/5/23 認知症サポーター養成講座を開きます。
2018/5/25 今日、トライやるウィークが終わりました。
2018/5/26 トライやるウィークの写真
2018/5/29 患者さんのご家族からメダカをいただきました。
2018/5/30 すぐれもの　ＪＩＮＲＩＫＩ（じんりき）
2018/6/2 今日の仕事がようやく終わりました。
2018/6/5 事例検討会のご案内
2018/6/6 精神科在宅医療　お悩み相談会のご案内
2018/6/7 仕事の帰り道でホタルが見れました。
2018/6/9 エコーのできる技師さんを募集します。
2018/6/14 常勤の医師を募集します。
2018/6/16 常勤の看護師を募集します。
2018/6/27 こひつじ１号車は今日もゆく。
2018/6/30 ある患者様の作品
2018/7/2 事務員を募集します。
2018/7/3 認知症サポーター養成講座を開きます。
2018/7/4 事例検討会のご案内
2018/7/7 大雨ですが、私は無事です。
2018/7/12 こひつじクリニック　８月の休診日
2018/7/16 事例検討会のお知らせです。
2018/7/17 １２３４５６ｋｍ　！！
2018/7/18 高濃度ビタミンＣ点滴療法できます。
2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。
2018/7/21 ブログ更新、なんとか間に合いました。
2018/7/22 今日はなかなか忙しい日でした。
2018/7/28 精神科在宅医療　お悩み相談会（第２回）のご案内
2018/8/14 こひつじクリニックの車が１台増えました。
2018/8/15 こひつじクリニックでは訪問栄養食事指導をしています。
2018/8/17 ９月１２日に認知症サポーター養成講座を開きます。
2018/8/18 「スーパードクター　こひつじクリニック　ダイジェスト版」を youtube にアップしました。
2018/8/20 こひつじクリニック　求人広告
2018/8/30 こひつじクリニック　求人広告　カラー版
2018/9/6 こひつじクリニックのテレビ番組のＤＶＤができました。
2018/9/7 ９月の事例検討会のお知らせ
2018/9/8 ９月２２日の勉強会のご案内
2018/9/10 こひつじクリニックの理念
2018/9/11 i-STAT analyzer（血液検査の機械）を導入しました。
2018/9/20 患者様の作品
2018/9/21 患者様の作品
2018/10/2 こひつじクリニック　旅行同行サービス　広告
2018/10/5 １０月の事例検討会のご案内
2018/10/6 出演させてもらったラジオ番組
2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）
2018/10/14 ご希望の方には「にんにく注射」いたします。
2018/10/15 インフルエンザワクチン接種できます。
2018/10/18 こひつじクリニックの駐車場のご案内
2018/10/20 こひつじクリニックの駐車場が増えました。
2018/10/22 こひつじクリニックの医師について（２０１８年１０月版）
2018/10/23 旅行同行サービス　説明マンガ
2018/10/26 １１月１７日に認知症サポーター養成講座を開きます。
2018/10/31 患者様の作品
2018/11/5 メンバーの多様性は組織の力

2018/11/8 １１月の事例検討会のご案内
2018/11/12 インフルエンザワクチンの在庫が切れました。

2018/11/15 患者様の作品
2018/11/16 プラセンタ療法を始めました。
2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。
2018/11/20 今日は大阪から鹿児島までの患者様の転院に同行してきました。
2018/11/21 こひつじクリニックでは旅行同行サービスをやってます。
2018/11/22 １２月の事例検討会のご案内
2018/11/26 １２月の事例検討会のご案内（訂正です）
2018/12/11 こひつじクリニックの名前の由来
2018/12/17 こひつじクリニックの年末年始の診療について
2018/12/30 臨時休診のお知らせ(2019/1/10)2018/12/31 大晦日まで今年は忙しかったです。
2019/1/3 ２０１９年の目標（その２）2019/1/4 １３５７９１ｋｍ
2019/1/6 １月の事例検討会のご案内

2019/1/11 今日は、札幌市→名古屋市の患者様の転院に同行してきました。
2019/1/18 ２月の事例検討会のご案内

2019/1/24 こひつじクリニックの看護師が、特別支援学級の中１の生徒さんのスキー合宿に同行してきました。
2019/1/25 皮膚科と眼科の訪問診療の非常勤医を募集します。
2019/1/30 ２月２７日に認知症サポーター養成講座を開きます。
2019/2/5 こひつじクリニックの医師について（２０１９年２月版）

2019/2/7 こひつじクリニック求人情報（２０１９年２月版）

2019/2/15 札幌市のＫ．Ａ．さんのその後2019/2/16 ３月の事例検討会のご案内
2019/2/22 昨日、こひつじクリニックのスタッフが患者さんのパチンコに付き添いました。
2019/3/3 こひつじクリニック求人情報（２０１９年３月版）
2019/3/6 こひつじクリニック移転計画について

2019/3/9 眼科医が訪問診療をします。

















今日は大阪から鹿児島までの患者様の転院に同行してきました。

2018年11月20日






　今日は６０代男性の転院に同行してきました。
　この方は鹿児島にお住まいの方なのですが、大阪に来られていた時に病気になられて、大阪府内の病院に入院されました。まだ完治はされていなかったのですが、鹿児島に戻って療養を続けたいと希望されました。病状がまだ少し不安定だったため、当クリニックに転院への同行の依頼がありました。
　患者様、奥様、私、当クリニックの野田看護師の４人で移動しました。
　新大阪駅までは福祉タクシーでした。


[image: no title]

　新大阪駅について、降りるところです。
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　新大阪駅の構内。
　こんなふうに終始ストレッチャーでの移動でした。
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　ストレッチャーだと普通のエレベーターにも業務用のエレベーターにも大きすぎて乗れなかったので、こんな階段を、福祉タクシーの運転手さん、野田くん、私で担架の状態にして持ち上げて、ホームまで上がりました。
　ストレッチャーでも乗れるエレベーターを設置してもらいたいものです。
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　鹿児島中央駅からは民間救急の車で移動しました。
　途中の桜島サービスエリアです。
　向こうの方に桜島が見えます。
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　無事に鹿児島のかかりつけの病院まで来れました。
　降りるところです。

[image: 6]

　病状が不安定と聞いていたので、いろんな薬剤や道具を持参していたのですが、実際には何の問題も起こらず、スムーズに転院は完了しました。

　民間救急の方のご好意で、鹿児島中央の駅まで送ってもらいました。

　途中で見えた鹿児島湾の夕日です。
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　噴煙を上げる桜島です。

[image: 8]
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　濃いグレーの雲のように見えるものは、風で流された噴煙です。
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　噴煙はかなり遠くまでおよんでいました。
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　桜島から対岸の鹿児島市までフェリーに乗りました。
　鹿児島市の夜景です。
　船に乗ったのは久しぶりです。
　やっぱり海はいいですね。うれしくてずっとデッキで少し冷たい風に吹かれていました。
　２０分ほどで対岸についてしまいました。
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　鹿児島中央駅です。
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　長旅でしたが、無事に終わってホッとしています。
　今帰りの新幹線の中です。

















こひつじクリニックでは旅行同行サービスをやってます。

2018年11月21日






　こひつじクリニックでは、病気、障がい、高齢による体力低下などで外出が困難になった方の外出や旅行を積極的に支援しています。
　医師や看護師が患者様の旅行・外出・転院などに同行してサポートするのです。

　病気などで外出ができなくなると、人とのふれあいが少なくなり、気分は落ち込みがちとなり、夢も希望もなくなり、体力は低下し、認知症も進んだりします。そうなるとさらに外出が難しくなるという悪循環に入ってしまいます。
　でも、そんな患者様でも、外出できたりすると、いっぺんに若返り、元気になり、前向き、積極的に毎日を送ったり、闘病できるようになったりするんです。

＜旅行が困難になる原因＞

　末期癌
　各種の難病
　その他の各種の病気による衰弱
　障がい
　　身体障がい
　　精神障がい
　　知的障がい
　高齢による体力低下
　認知症


　上記のような状態になると、一人で行動するのが難しくなり、介護を必要とするようになります。

　また、旅行中の病状の悪化を心配して、不安になり、旅行をあきらめてしまう場合もあります。

　こうなると旅行・外出は難しくなってしまうのですが、医師や看護師が同行して、適切なサポートをすれば、ほぼすべての事例で、旅行は可能になります。



＜こんな旅行はいかがですか＞

　・結婚式への招待

　　　病弱な親や御親族に式に来てもらって、自分の晴れ姿を見てもらいましょう。共に喜び、祝いましょう。親御さん、御親族への最高のプレゼントであり、感謝の気持ちを表せます。


　・末期がんの親や親族に、最後の思い出旅行をプレゼント

　　　病気との戦いに疲れ、希望を失い、不安におおわれている親御さんに、旅行は最高の治療となる場合があります。
　　　思い出の場所にもう一度行きたい。
　　　墓参りをしたい。
　　　温泉に行きたい。
　　　故郷にもどって療養を続けたい。
　　　などの願いを持っておられることがよくあります。
　　　あなたは、親御さんのこのような願いをかなえてあげることができるのです。

　　　高齢の親御さんは、願いはあっても、遠慮してしまって、それを口にされないことが多いのです。
　　　最後の親孝行のチャンスかも知れません。
　　　ぜひ前向きに考えてみてください。



　旅行同行サービスについてのお問い合わせは
　　０１２０−９６−８３２３
　まで。
　２４時間、３６５日受け付けております。
　　メールであれば yasushikomatsu@yahoo.co.jp まで。




　＜ホームページ＞
こひつじクリニックホームページ


　＜関連記事＞

2018/10/23 旅行同行サービス　説明マンガ
2018/5/13 東京旅行に同行した時の動画です。
2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。

2018/10/2 こひつじクリニック　旅行同行サービス　広告




　＜テレビで放送されました。＞

2018/5/17 こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
2018/8/18 「スーパードクター　こひつじクリニック　ダイジェスト版」を youtube にアップしました。
2018/9/6 こひつじクリニックのテレビ番組のＤＶＤができました。



















１２月の事例検討会のご案内

2018年11月22日






　毎月の事例検討会のご案内です。

　多職種での連携を強化していくためにこひつじクリニックが主催している検討会です。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、患者様の療養生活がより良いものとなるように考えていきます。
　上記以外の方でも在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。

　今回もこひつじクリニックでします。
　ご参加お待ちしています。

　場所：こひつじクリニック　待合室
　日時：１２月１４日（金）１７時３０分 ～１９時００分


こひつじクリニックホームページ
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今日は福知山マラソンでした。

2018年11月23日






　私は、昨年も福知山マラソンで走って、５時間５４分５９秒で完走できました。これが私の自己記録です。
　昨年は 25km までは、７分/km 以下で走り続けられました。25km では２時間５５分ぐらいのタイムでした。

　今日は、コンディションは悪くないし、自己記録の更新ができたらいいなと思って臨みました。
　ところが、今日は 10km までは７分/km を維持できたのですが、その後どんどんペースが落ちてしまいました。
　24.7km のところで関門があったのですが、制限時間を超えてしまって失格になってしまいました。
　この距離での制限時間は３時間２１分だったのですが、私の記録は３時間２４分とオーバーしてしまったのです。

　今日あまり走れなかった原因を自分なりに考えてみました。
　(1) 昨年は、体重は 61-62kg だったのですが、昨夜体重を測ってみたら 65kg になっていました。体重が増えてしまったために下肢の筋肉の疲労が早くなったような感じがします。
　(2) 今日は、少し気になる患者様がおられて、必要があればすぐに薬などを処方できるように iPad をリュックサックに入れて、それを背負って走りました。リュックの肩バンドが首に擦れて痛くなったりして、少し走りにくいということはありました。大した重さではないので、記録にはあまり影響してないようにも思いますが、関係した可能性はあります。

　今日のマラソンはとても残念な結果でした。
　体重を落として、またチャレンジします。
















今度は「第１回HAT 神戸マラソン2018」に出ます。

2018年11月24日






　昨日の福知山マラソンが制限時間オーバーで 24.7km で打ち切りになってしまって、どうにも不完全燃焼なので、１２月８日の神戸でのマラソンでリベンジします。
　制限時間は６時間です。
　何とか６時間以内で完走できるようにがんばります。
　体重を 61-62kg に落とすことによって、走れるようになるのかが、今回の注目ポイントです。
　１５日の間隔でマラソンに出ることも、初めての体験で、何が起こるか楽しみです。
　自分の体でいろいろ実験してみます。

[image: no title]

　こんな海沿いの１周 4km のコースを１０周 + 2195m 走ります。

















力は主のもの

2018年11月25日






　もうかなり昔のことなので、いつだったかはっきり憶えていないのですが、たぶん１９９５〜２０００年頃のことだったと思います。
　この頃、パソコンソフトで、聖書の全文検索ができるようになりました。

　その頃、私は、クリスチャンとして、無力感をおぼえていました。
　クリスチャンらしく、正しく生きたいと思っているのに、なかなかそれができない。
　家族や周りの人にも伝道したいと思っているのに、全然できない。
　伝道するどころか、自分がクリスチャンであるということを人に知らせず、人を恐れて、隠しているようなこともよくありました。
　自分にはクリスチャンとして力がないとよく思いました。どうしたら力のあるクリスチャンになれるのだろう。

　ある時、そのことを知りたいと思って、パソコンで聖書の全文から「力」という言葉を検索してみました。
　そうすると、神の力について書かれている箇所はたくさんあるのですが、人間の力について書かれているところはあまり多くないのです。

　私は検索結果を見ながら、思いました。
　「そうか、力というものは神様のものなんだ。人間というものは、どこまでも弱い存在なんだ。自分が弱くても、神様が強いから大丈夫なんだ。」

　そのことがわかってから、気持ちが楽になりました。
　神様を信頼して、従う時に、神様が弱い私を用いて力あるわざを行ってくださるのです。

"神は、一度告げられた。二度、私はそれを聞いた。力は、神のものであることを。"
詩篇　62篇11節















１２月の事例検討会のご案内（訂正です）

2018年11月26日






2018/11/22 １２月の事例検討会のご案内

　でお知らせしましたが、日程が変更になりました。

　変更後の日時は
　　１２月２１日（金）１７時３０分 ～１９時００分

　です。

-----------------------------------------------------------------------------------------------------


　毎月の事例検討会のご案内です。

　多職種での連携を強化していくためにこひつじクリニックが主催している検討会です。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、患者様の療養生活がより良いものとなるように考えていきます。
　上記以外の方でも在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。

　今回もこひつじクリニックでします。
　ご参加お待ちしています。

　場所：こひつじクリニック　待合室
　日時：１２月２１日（金）１７時３０分 ～１９時００分

こひつじクリニックホームページ
[image: no title]


















クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その１）

2018年11月27日






＜はじめに＞

　私はクリスチャンです。
　だれでも、キリストを信じるなら、この世においては、どんな困難や逆境にも負けない、本当に幸せな人生を送ることができるし、死んだあとも天国で永遠に喜びを持って生き続けることができると、私は信じています。
　ですから、私は、まだキリストのことを知らない方に、キリストを知り、信じて、救われてほしいと願っています。
　クリスチャンが、ほかの人にキリストについて伝えることを「伝道」と言います。

　私は医師でもあるので、患者様にもキリストを信じることによる救いを受け取ってもらい、幸せになってもらいたいと思っています。
　ですが、クリスチャン医師が、患者様に伝道する際には、気をつけないといけないことがあると、私は思っています。

（続く）

2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/8/5 記事一覧

















クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その２）

2018年11月28日






＜医師は患者様よりも強い立場にある。＞
2018/6/12 患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その１）
2018/6/15 患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その２）
2018/6/18  患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その３）
　で書きましたが、私は医師と患者様は本来対等であるはずだと考えています。

　でも実際には、患者様の立場は医師の立場と比べると非常に弱いものです。

　第一に、医師は、患者様の弱みや秘密を知ることができます。医師には守秘義務がありますから、患者様の秘密を知ったとしても、それを漏らすようなことはないのですが、でも患者様にしてみれば、自分の弱みや秘密を知られていると思うだけで、自分の立場の弱さを感じてしまうかも知れません。

　第二に、医師は、患者様の健康や生命を左右しうる立場にあります。医師は、医師としての良心や使命感を持って、患者様のために私情をまじえずに最善となる診療を行っていくはずのものではありますが、患者様にしてみれば、医師の心情一つで、自分の健康が左右されるのではないかという恐れが多少なりともあるものです。

（続く）

2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/8/5 記事一覧

















クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その３）

2018年11月29日






＜医師が患者様に一対一で伝道すると＞

　医師➖患者関係は、このような特殊なものなので、そのような関係の中での一対一の伝道は強いプレッシャーを伴ったものとなります。
　患者様は、医師に対する恐れや遠慮を感じてしまいがちなのです。
　医師にそのようなプレッシャーを与えるつもりがなかったとしても、また、意識的にプレッシャーがないようにしたつもりだったとしても、それでも、無言の圧力が患者様にかかり、自由な意思を持ち、選択をすることができなくなると思います。
　そのような関係のもとで医師が伝道をすると、患者様は、自分の本当の気持ちに反する選択や行動をしてしまうことになりかねません。
　なので、患者様が、仮に信仰を持ったとしても、それは本物の信仰にはなりにくいのではないかと思うのです。

　信仰が、そのような圧力のもとで始まった場合、その後の信仰の成長が遅れてしまうかも知れません。
　信仰のために何か困難が起こったり、逆境を通ることになったりした場合、あまり忍耐できずに信仰から離れやすかったりするかも知れません。
　そのようなことがあると、医師が患者様に伝道したことが、患者様本人にとっても、患者様と近い方々にとっても、むしろあだになってしまって、かえってそれらの方々をキリストから遠ざけてしまうようになってしまうかも知れません。

（続く）

2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/8/5 記事一覧

















クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その４）

2018年12月01日






＜どうすればプレッシャーを減らせる？＞

　そのようなわけで、私はクリスチャンではありますが、患者様と一対一の状況の中では自分から信仰の話をすることはありません。それどころか、私がクリスチャンであることさえ、自分から知らせることはありません。現在、私は約１４０名の患者様を訪問診療で担当していますが、大多数の患者様は、私がクリスチャンであることさえご存知ありません。

　患者様から信仰に関することについて質問されれば、それには答えます。患者様が知りたいと思うことだけ話すようにするのです。

　一対一で話をすると、患者様は強いプレッシャーを受けると思うのですが、医師一人と複数の（多数の）患者様という状況であれば、患者様の受けるプレッシャーはかなり軽減されるでしょうから、そのような場合には自分の信仰について語ってもいいかも知れません。
　さらに、医師一人対不特定多数という状況であれば、むしろ、大胆にはっきりと語っていいのではないかと思っています。
　だからこそ、私は、このようなブログで、自分の考えていること、思っていること、自分の経験、自分の信仰をできるだけ率直に書こうと努めています。

（続く）

2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/8/5 記事一覧


















クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その５）（完）

2018年12月02日






＜伝道にふさわしいタイミング＞

　私は、ブログで自分の信仰や考えていることを公開しつつあるので、私のことを知りたいと思われる方は、いつでもそれを自由に読むことができます。
　それを読まれて、聖書の教えやキリストについてもっと知りたいと思われる方があれば、私に質問されるかも知れませんし、誰かほかのクリスチャンに尋ねるかも知れません。もし私に質問されるなら、それに答える範囲でお話をさせていただくのです。
　あくまでも、患者様の自由で自発的な気持ちを、最大限に尊重していきたいと思っているのです。
　そうすることによって、医師➖患者間のプレッシャーをできるだけ弱めた状態で、信仰の話ができるようになるのではないかと思うのです。
　それが、伝道に最もふさわしいタイミングだと思うのです。

（シリーズ「クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと」　終わり）

2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/8/5 記事一覧


















「クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと」シリーズ　目次

2018年12月02日






2018/11/27 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その１）
　＜はじめに＞

2018/11/28 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その２）
　＜医師は患者様よりも強い立場にある。＞

2018/11/29 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その３）
　＜医師が患者様に一対一で伝道すると＞

2018/12/1 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その４）
　＜どうすればプレッシャーを減らせる？＞

2018/12/2 クリスチャン医師が患者様に伝道する時に注意した方がいいこと（その５）（完）
　＜伝道にふさわしいタイミング＞

















2019/1/23 の勉強会のご案内

2018年12月03日






　こんな勉強会があります。

会の名前：
　　NPO 法人　猪名川在宅ケアを考える会　勉強会
日時：
　　２０１９年１月２３日（水）１０時００分 ～１２時００分
テーマ：
　　訪問診療のことについて知ろう！
講師：
　　小松邦志
場所：
　　ふらっと六瀬（六瀬総合センター）
参加費：
　　２００円（資料代）


どなたでも自由にご参加いただけます。

　良かったらお越しください。 
[image: 勉強会チラシ]

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１）

2018年12月04日






＜はじめに＞

　今日から「診療、看護、介護に生かす聖書の人間観」と題して新しいシリーズを始めます。

　聖書の中にはいろいろなことが書かれています。

　聖書を読むと、
　人間とはどのような存在なのかがわかります。
　どのように生きたら幸せになるのかがわかります。

　このシリーズでは、このような聖書の人間観について考えていこうと思います。
　読者としては、特に医療や福祉の業界におられる方を想定しています。
　クリスチャンでなくても、聖書の人間観を知ることによって、より良い医療や福祉について考えるきっかけになったり、ヒントになったりすると思います。

　このシリーズを読まれて、ご意見、ご感想、ご質問があれば、ぜひコメントに書き込んでください。
　よろしくお願いします。



2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/8/5 記事一覧


















貧乏ゆすりってけっこういいかも

2018年12月05日






　ある人から、貧乏ゆすりって、腰痛や膝の痛みに効果があるのって質問されました。
　そんなこと、聞いたことがなかったので、ちょっと調べてみました。
　すると、貧乏ゆすりをすることによって、股関節や、膝の関節で、良い刺激となり、関節軟骨の再生が促されて、痛みが改善したり、機能が改善したりする効果が見られる場合があるらしいということがわかりました。
　おそらく、まだ、きちんとした臨床研究として、効果が確認されたわけではないのでしょうが、実際にその効果を示唆する症例がいくつもあるようです。

　貧乏ゆすりという、非常に関節に対して負担の少ない運動によって、そのような素晴らしい効果が得られるのなら、試してみる価値はおおありでしょうね。

　貧乏ゆすりによって、股関節や膝関節に良い効果がある可能性はかなり高いような気がします。
　それだけでなく、エコノミークラス症候群（正式には肺動脈血栓塞栓症）の予防、下肢の浮腫の改善の効果はおそらく確実にあるでしょう。
　下肢の血液循環が良くなることによって、冷え症も改善しそうです。

　けっこういろいろな効果が期待できる一方、副作用はほとんどなさそうです。
　貧乏ゆすりで何か悪いことがあるとしたら、見た目が悪いので、人から変に思われたりするぐらいでしょうか。

　膝の痛み、股関節の痛み、腰痛、下肢のむくみ、冷え症でお悩みの方がおられたら、ただでできて、リスクのほとんどない貧乏ゆすりを、だめもとで、しばらく試してみられてはいかがでしょうか。

　私の患者様にも勧めてみようと思っています。
[image: no title]


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２）

2018年12月06日






＜人間は神様に創造された。（１）＞
　　〜〜私たちはみんな神様に造られた。〜〜

　すべての人は、神様によって創造されました。

　旧約聖書の一番最初に書いてありますが、最初の人間であるアダムはもちろん神様によって作られ、生きるものとされました。
　すべての人間はその子孫です。
　私たち、一人ひとりには、父親がいて、母親がいて、この世に生を受けたわけですが、この過程の際にも神様が関わっておられます。

　神様は、私たちが生まれる前から、私たち一人ひとりのことを知っておられて、大切な存在として、この世に送り出してくださったのです。
　神様が、その生に関わっていないような人、神様に見つめられていない人は一人もいません。



創世記　1章26～27節
神は仰せられた。「さあ人を造ろう。われわれのかたちとして、われわれに似せて。彼らが、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地をはうすべてのものを支配するように。」
神は人をご自身のかたちとして創造された。神のかたちとして彼を創造し、男と女とに彼らを創造された。


詩篇
22篇
9,しかし、あなたは私を母の胎から取り出した方。母の乳房に拠り頼ませた方。
10,生まれる前から、私はあなたに、ゆだねられました。母の胎内にいた時から、あなたは私の神です。

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３）

2018年12月07日






＜人間は神様に創造された。（２）＞
　〜〜神様はなぜ私たちを造られたのでしょうか。〜〜

  (1)愛する対象として創造された。
  
　神様は、全宇宙を造られ、すべての自然法則を造られ、地球という環境を造られ、すべての生物を造られたような、想像を絶する知性と力を持った方です。まさに全知全能です。
　神様は、人間とはまったく違う、まったくかけ離れた存在です。
　神様は単独でももちろん存在できる方なのですが、愛する対象を望まれました。
　そこで人間が創造されたのです。
　神様と人間とが、愛し合い、心を通わせあい、大切にしあい、信頼しあい、感謝しあうようになるようにと期待して、人間を創造されたわけです。



エレミヤ書　31章3節
主は遠くから、私に現れた。「永遠の愛をもって、わたしはあなたを愛した。それゆえ、わたしはあなたに、誠実を尽くし続けた。

















今日は「第１回HAT 神戸マラソン2018」でした。

2018年12月08日






2018/11/24 今度は「第１回HAT 神戸マラソン2018」に出ます。
　で紹介しましたが、今日は「第１回HAT 神戸マラソン2018」がありました。

　結論から書くと、何とか、やっとの思いで５時間５３分０秒で完走できました。
　いちおう、自己記録更新です。


2018/11/23 今日は福知山マラソンでした。
　で書きましたが、１５日前の福知山マラソンでは 24.7km の地点で制限時間オーバーで失格になってしまったのですが、今回は走り切りました。
　５時間５３分というのは、しょぼい記録と思われるかも知れませんが、私にとっては、血と汗と涙の結晶です。



＜成功の要因＞
　昨夜の体重は 62.9kg と福知山の時よりも少し軽くなりました。
　また、１５日前に福知山で約 25km 走ったのが、トレーニングになって、今回、持久力が向上したのかも知れません。
　HAT 神戸マラソンでは、海沿いのコースでまったく平坦なので、少し風が強かったのですが、いい記録が出やすいのかも知れません。



＜今後の予定＞
　今までは１年に２回、マラソンに出ていたのですが、もう少し多くしてもいいかも知れません。
　自分にとって最適なペース配分を知りたいです。（今日も前半で飛ばし過ぎて失速したので）
　コンスタントに６時間を切れるようになるのが、一つの目標です。




[image: no title]

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その４）

2018年12月09日






＜人間は神様に創造された。（３）＞
　〜〜神様はなぜ私たちを造られたのでしょうか。〜〜

(2)目的を持って

　創世記にはこう書かれています。

創世記　1章26～27節
神は仰せられた。「さあ人を造ろう。われわれのかたちとして、われわれに似せて。彼らが、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべてのもの、地をはうすべてのものを支配するように。」
神は人をご自身のかたちとして創造された。神のかたちとして彼を創造し、男と女とに彼らを創造された。


　神様が人間を造られた第一の目的は、私たちに自然界、被造物を支配、管理させるということなのです。

　私たちは、神様が造られたこの美しい地球、大自然を賢く管理できているでしょうか。
　あまりそうなっていないかも知れませんね。

　雄大な自然の中にいると、人は、その美しさに感動し、心が穏やかになり、いやされていきます。
　人間をはるかに超える存在を感じ、自分のちっぽけさを感じます。
　大自然の中にいると、どんなに大きい問題で悩んでいたとしても、自分の問題がとるにたりない、ささいなもののように思えてきたりするのではないでしょうか。

　神様が、私たちを創造された一つの目的のように、私たちがこの地球、この大自然を賢く管理できたらいいですね。
　大自然の美しさに感嘆し、その精巧さに驚き、神様の愛と力を感じ、神様をたたえます。

　人類が、大自然と調和して生きられるといいと思います。


詩篇
8篇
3,あなたの指のわざである天を見、あなたが整えられた月や星を見ますのに、
4,人とは、何者なのでしょう。あなたがこれを心に留められるとは。人の子とは、何者なのでしょう。あなたがこれを顧みられるとは。
5,あなたは、人を、神よりいくらか劣るものとし、これに栄光と誉れの冠をかぶらせました。
6,あなたの御手の多くのわざを人に治めさせ、万物を彼の足の下に置かれました。
7,すべて、羊も牛も、また、野の獣も、
8,空の鳥、海の魚、海路を通うものも。
9,私たちの主、主よ。あなたの御名は全地にわたり、なんと力強いことでしょう。




　全宇宙を造られたほどの神様が、小さいとるにたりない人間に心を留められるのは、驚くべきことです。
















走らない生き方〜〜私を変えた患者様の言葉〜〜

2018年12月10日






　私が研修医の１〜２年目だったと思うのですが、こんなことがありました。
　５０代か６０代ぐらいのある男性患者様が、入院してこられました。
　私が主治医になったので、患者様のところに言って病歴を聴取していました。
　病歴聴取の際には、現病歴（問題となっている病気のこれまでの経過など）、既往歴（過去にかかった主な病気）、家族歴、アレルギーの有無などいろんなことを聞いて、カルテに記録します。
　病歴聴取の際には、現在の運動能力、心肺機能の大ざっぱな目安として、私は患者様によくこんな質問をしていました。
　「（急いで電車に乗ろうとする時など）駅の階段を駆け上がることができますか。」

[image: no title]


　この日も、いつもと同じように、患者様にこの質問をしました。
　するとこんな答えが返ってきました。
　「私は急いで電車に乗ろうとして、駅の階段を駆け上がったりするようなことはありません。いつでも余裕を持って行動しているのでそんな必要がないのです。」

　私は少し驚きました。
　私の中の常識では、電車が目の前に入ってきて、走ったら間に合うというタイミングだった場合、階段を駆け上がって、電車に走り込むのが当たり前だったのです。ほかの誰にとっても、それは当たり前のことだと思っていました。
　なので、この患者様が、「駅の階段を駆け上がって、電車に走り込むようなことはしません。」と言われた時、そんな人がいるんだ。と思って驚いたのです。
　面白いと思いました。
　確かに、時間に余裕を持って行動していれば、乗り遅れそうなタイミングで電車が入ってきたとしても、別に走る必要なんてありませんよね。条件反射のように走っていた自分を、むしろ滑稽（こっけい）と思うようになりました。走らない生き方のほうがかっこいいと思いました。私も、これからは走らないようにしようと思いました。
　以来、私は、電車であっても、バスであっても、走らないと間に合わないタイミングであっても、原則として、走りません。乗り遅れたとしても、次の便に乗ればいいだけの話ですから。

　まあ、つまらないこだわりかも知れません。
　人が違えば、生き方も、価値観も、美学も違って当然です。こだわりのポイントも人それぞれでしょう。
　ですが、私は、この患者様の言葉で、見事に価値観、こだわりポイントが変わってしまいました。

　みなさんも、ちょっとしたきっかけで、自分の価値観が大きく変わってしまったというようなことはなかったですか。もし良かったら教えてください。

















こひつじクリニックの名前の由来

2018年12月11日






　こひつじクリニックは２０１３年８月１日に尼崎で開設されました。
　開設までの経緯については、いずれ、詳しくシリーズの記事にしようと思っています。

　ここではごく簡単に説明します。
　私は、１９９０年に医学部を卒業して、徳洲会に入りました。
　徳洲会病院では、特に救急患者をみる仕事をしていました。
　やりがいのある仕事ではあったのですが、いつしか、このままこの仕事をずっと続けていていいのだろうかと思うようになりました。
　誰にでもできる仕事は、ほかの人に任せて、私は、自分にしかできない仕事をしたいと思うようになりました。
　そこで、合計２２年間、勤務した徳洲会をやめて、尼崎医療生協病院で緩和ケアの勉強を始めることにしました。
　尼崎医療生協病院では貴重な経験をたくさんさせていただき、いい勉強をさせていただきました。
　尼崎医療生協病院は１年でやめて、その後も、自分にしかできないこと探しを続けていました。
　その過程でこひつじクリニックの構想が神様から与えられて、開設に至ったのです。

　上記の各転機においては、神様からの導きがありました。
　神様が私の心の中に、いろいろな考え、思い、アイデア、方向性を与えてくださって、導いてくださったので、ここまで歩みを進めてこれたのです。
　神様からの導きは、いろいろな経路でやってくるのですが、それらは絶妙なタイミング、絶妙な順序で起こるのです。

　こひつじクリニックは、このように、神様からの導きによって、開設されたのです。
　なので、私は、こひつじクリニックの真の院長は、キリストだと思っています。
　これからも、イエス・キリストの導かれるままに、歩みを進めていきたいと思っているのです。

　聖書の中で、「こひつじ」とは、キリストを意味する言葉です。
　私の開設したクリニックは、キリストが院長であるクリニック、キリストのクリニックということで、「こひつじクリニック」と名付けることにしたのです。
[image: no title]

















小松邦志ブログの検索機能について

2018年12月12日






　ブログの記事の数が多くなってきたので、見たい記事を見つけにくくなっていると思います。
　そんな場合は、検索の機能を使ってみてください。

　下の画像の赤丸のところに検索ボックスがあります。

[image: 1]

[image: 2]

　たとえば、「駐車場」について知りたい時は、検索ボックスに「駐車場」と入力して、検索ボタンを押してください。
　「駐車場」という言葉を含む記事が表示されます。

　「猪名川町　風景」のようにキーワードの間にスペースを入れたら、両方の言葉を含んだ記事が表示されます。


　こちらもどうぞ。


2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧

2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その５）

2018年12月13日






＜人間は神様に創造された。（４）＞
　〜〜神様はどのように私たちを造られたのでしょうか。〜〜

(1)一人一人違った存在として

　神様は私たち一人ひとりを造られました。
　この時に、一人ひとりを違った存在として造られました。
　地球上には何十億もの人がいるのに、あなたと同じ人は一人もいません。
　顔が違うし、身長などの身体的特徴も違います。
　運動能力も違います。
　性格も違います。
　感じ方、考え方、表現の仕方、話し方、行動パターンなども人によって全然違います。
　周囲の環境、境遇も、日々経験することも当然みんな違います。
　先天的な違いもあれば、後天的な違いもたくさんあるのです。

　実に多様性に富んでいます。
　多様性があるけれども全体として調和しているというのが、神様の好まれるあり方です。
（2018/7/5 毎日が大吉です。（その９））

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その６）

2018年12月14日






＜人間は神様に創造された。（５）＞
〜〜神様はどのように私たちを造られたのでしょうか。〜〜

(2)ロボットのようにではなく、自由意志を持つ存在として

　神様は人を造る際に、一人ひとりに自由意志を与えられました。

　神様は、人を自分の言うことを何でも聞くロボットのような存在として造ることもできました。
　自分の奴隷のような存在として人を造ることもできました。
　自分によくなついてくる犬のような存在として人を造ることもできました。飼い主を見ると喜んで、しっぽを振ってじゃれついてくるような犬です。

　でも実際には、神様は上記のいずれのようにでもなく、人間に、完全に自由な意志を持つことができるように造ってくださったのです。
　これは驚くべきことです。
　人は、神様に造られたものであるのに、神様に反逆する生き方を選ぶ自由も与えられたのです。神様を無視して生きることも自由にできるのです。

　なぜ神様は、このように、人間に完全に自由な意志をお与えになったのでしょうか。

　考えられる一つの理由は以下のようなものです。

　神様は、愛し合う相手として人間を造られました。
　本当の愛は、自由な意志が保証された場面でのみ、存在しうるのかも知れません。

　たとえば、人間と自由意志をもたないロボットの間に愛は存在しうるでしょうか。
　奴隷と使用人との間に、本当の愛は存在しうるでしょうか。
　人となついてくるペットとの間には、愛は存在しそうな感じもしますが、なついてくるから愛するという愛は、神様的には本物の愛とは言えないのでしょう。

　神様は、人間との間の関係を、自由で、ある意味、対等なものとされました。そこまでして、人間との間の本当の愛を求めておられるのだと思います。


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その７）

2018年12月15日






＜人間は神様に創造された。（６）＞
〜〜神様はどのように私たちを造られたのでしょうか。〜〜

(3)どの人にも強さと弱さを与えられた。

2018/12/13 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その５）
　で、神様は一人ひとりを違った存在として造られたと書きました。
　神様はそれぞれの人に、得意なこと、優れた部分を造られました。
　運動能力の優れた人もいるし、知的な作業の得意な人もいます。人間関係において優れた性質を持っている人もいます。
　神様から、得意なこと、優れた部分を与えられていない人は誰もいません。
　私には何の取り柄もないと思う人がおられるかも知れませんが、それは、自分の良さをまだ知らないか、過小評価して、それを埋もれさせているだけなのです。

　神様は、一人ひとりに得意なこと、優れた部分を与えられているのですが、それだけでなく、一人ひとりにもれなく、苦手なこと、弱い部分も与えておられます。

2018/7/8 毎日が大吉です。（その１０）
に書きましたが、人によって、いろいろな弱さがあると思います。
　たとえば、
　　・お金や名誉に対する執着が強く、人をだましたり、蹴落としたりしてしまう。
　　・アルコールや薬物におぼれてしまう。
　　・ギャンブル依存
　　・性的な誘惑に弱い。
　　・盗癖
　　・嘘をつく
　　・ねたむ

　　そのほかにも
　　・運動が苦手
　　・整理整頓が苦手
　　・人付き合いが苦手
　　・各種の病気

　神様は、このようにすべての人に優れた部分と弱さを与えておられるのです。
　優れた部分だけの人はいないし、弱さしかないという人もいないのです。

　優れた部分については、それを用いて、他の人や神様に仕えることを神様は期待しておられるのだと思います。
　また、自分に弱い部分があるから、人の弱さを理解し、共感し、カバーし合うことができるようになるということを神様は期待しておられるのだと思います。


















こひつじクリニックの年末年始の診療について

2018年12月17日






　こひつじクリニックの年末年始の休診日は１２月３１日（月）〜１月３日（木）です。

　ただし、急病や急なけがの場合は、ご連絡ください。必要な場合は往診いたします。
　２４時間、３６５日対応いたします。

　電話番号：０１２０−９６−８３２３


2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧

2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）


2018/10/22 こひつじクリニックの医師について（２０１８年１０月版）

こひつじクリニックホームページ

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その８）

2018年12月17日






＜人間は神様に創造された。（７）＞
〜〜神様はどのように私たちを造られたのでしょうか。〜〜

(4)神様と心を通わせることができる存在として

2018/12/7 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３）で書きましたが、神様は、私たち人間を愛する対象として創造されました。
　神様にとっては、人間と神様が愛し合っている状態が理想です。
　愛し合っている状態ならば、言葉や行動で愛を表します。また、愛するがゆえの言葉や行動が起こってきます。このようにして、愛し合っている２つの存在は心を通わせることになります。
　神様は、人間と愛し合う関係になりたいと願っておられるので、人間を、神様と心を通わせることができるように造られました。

　神様を知らない人、神様を信じない人であっても、大ピンチの時であったり、大自然の雄大さや神秘に触れた時などに、人間をはるかに超える存在を意識することがあると思います。
　人間は、神様を意識することができます。神様に向かって話しかけることができます。神様からの語りかけを感じることができます。
　これは、神様が、人間をそのように造られたからなのです。


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その９）

2018年12月18日






＜すべての人は罪人（１）＞　〜〜罪の起源〜〜

　聖書にはすべての人は罪人（つみびと）であると書かれています。

　最初の人間であるアダムとエバはエデンの園で暮らしていました。
　神様は、アダムに対して言われました。



創世記
2章
16,神である主は人に命じて仰せられた。「あなたは、園のどの木からでも思いのまま食べてよい。
17,しかし、善悪の知識の木からは取って食べてはならない。それを取って食べるとき、あなたは必ず死ぬ。」



　ところが、アダムとエバは蛇に善悪の知識の木の実を食べるようにそそのかされました。蛇の背後には悪魔が働いていました。



創世記
3章
4,そこで、蛇は女に言った。「あなたがたは決して死にません。
5,あなたがたがそれを食べるその時、あなたがたの目が開け、あなたがたが神のようになり、善悪を知るようになることを神は知っているのです。」



　アダムとエバは、神様の言葉を信じて従うよりは、悪魔のささやきや、自分の主観を信じて、神様の言葉に背いてしまったのです。



創世記
3章
6,そこで女が見ると、その木は、まことに食べるのに良く、目に慕わしく、賢くするというその木はいかにも好ましかった。それで女はその実を取って食べ、いっしょにいた夫にも与えたので、夫も食べた。



　こうしてアダムとエバは、そろってその実を食べてしまいました。
　これが人間の罪の始まりです。
　これ以来、代々、すべての人は生まれながらに神様に背くこととなってしまったのです。
　すべての人は、神様の言葉を信じて従うよりは、悪魔のささやきの方に耳を傾けてしまいやすいし、自分の主観に従って行動してしまいやすいのです。


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１０）

2018年12月19日






＜すべての人は罪人（２）＞　〜〜罪に関して神様の求めておられる標準は、恐ろしく高い〜〜

2018/12/18 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その９）
　に書きましたが、最初の人間であるアダムとエバが罪を犯したのが罪の起源です。
　すべての人は、アダムとエバの子孫であって、罪の性質もすべての人がもれなく引き継いでしまっています。
　聖書の中で、罪は一つの大きいテーマです。
　聖書が罪について、どのように語っているのか、見ていきましょう。


2018/7/26 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その８）
　に書きましたが、
　神様は旧約聖書の時代に、多くの戒め、決まりを人間に与えられました。
　その中でも一番中心にある、重要な戒めは「モーセの十戒」と呼ばれるものです。旧約聖書の出エジプト記２０章に書かれています。
　どんな戒めかと言うと、以下のとおりです。

    (1)主を唯一の神としなさい。
    (2)偶像を作ってはいけません。（偶像崇拝の禁止）
    (3)神の名をみだりに唱えてはいけません。
    (4)安息日を聖としなさい。
    (5)父母を敬いなさい。
    (6)殺人をしてはいけません。（汝、殺す無かれ）
    (7)姦淫をしてはいけません。
    (8)盗んではいけません。
    (9)隣人について偽証をしてはいけません。
    (10)隣人の財産をむさぼってはいけません。

　まあ、これぐらいの決まりだったら、守れるよ。とあなたはおっしゃるかも知れません。
　でも、実は、神様の求めておられる標準は、恐ろしく高いのです。

　聖書にこう書かれています。イエス様の言われた言葉です。



マタイの福音書
　5章21-22節
21,昔の人々に、『人を殺してはならない。人を殺す者はさばきを受けなければならない』と言われたのを、あなたがたは聞いています。
22,しかし、わたしはあなたがたに言います。兄弟に向かって腹を立てる者は、だれでもさばきを受けなければなりません。



　兄弟に向かって腹を立てた時点で、それは、神様から見たら殺人と同等の罪だというのです。
　またこうもイエス様はおっしゃいました。



マタイの福音書
　5章27-28節
27,『姦淫してはならない』と言われたのを、あなたがたは聞いています。
28,しかし、わたしはあなたがたに言います。だれでも情欲をいだいて女を見る者は、すでに心の中で姦淫を犯したのです。



　情欲をいだいて女を見た時点で、それは、神様から見たら姦淫と同等の罪だというのです。

　人間の常識からしたら、ありえない判断ですよね。
　でも、神様はこんな考え方、価値観を持っておられる方なのです。

　人間的な基準で、清く正しい人のように見えたとしても、神様の目から見たら、心の中には、怒りや情欲やねたみなどが少なからずあるはずです。
　神様の前には、まったく罪のない人なんていないのです。


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１１）

2018年12月20日






＜すべての人は罪人（３）＞　〜〜私たちはほかの人の罪を責めることはできない〜〜

　すべての人は罪人です。
　あなたも私も罪人です。
　罪人であるという点では、みんな同じです。
　だから私たちはほかの人の罪を責めることはできないのです。

　神様はこう言われます。
　　人をさばいてはいけません。
　　赦しあいなさい。

ルカの福音書
6章
37,さばいてはいけません。そうすれば、自分もさばかれません。人を罪に定めてはいけません。そうすれば、自分も罪に定められません。赦しなさい。そうすれば、自分も赦されます。


2018/11/7 「人をさばいてはいけません。」シリーズ　目次

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１２）

2018年12月21日






＜すべての人は罪人（４）＞　〜〜キリスト教は戒律の教えではない。〜〜

　世の中にはたくさんの宗教があります。
　私は、すべての宗教についてよく知っているというわけではありません。
　ですが、私の知る範囲で、多くの宗教は戒律の宗教です。
　戒律があって、何が正しいこと、良いことで、何が間違っていること、悪いことかが示されます。
　良いことをして、悪いことをしないということが、人に求められます。
　それができる人が善良な人、優れた人ということになるわけです。

　けれども、聖書の教え、キリスト教はそれとはまったく違うのです。
　聖書の中にも、戒律のような表現がたくさん含まれています。
　神様が喜ばれるのがどんなことか、神様のいみきらわれるのがどんなことか、聖書を読めばわかります。
　ですが、聖書は人間に対して、努力してそれらの「聖書の戒律」を守りなさいと命じているわけではないのです。
　神様の求めておられる標準で「聖書の戒律」を守れる人は誰もいません。
2018/12/19 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１０）


　私たちは一人残らず、弱さを持つ罪人です。正しく生きたいと思っているのに、必ず罪を犯してしまうのです。
　だから、神様に赦していただく必要があるのです。
　人間を赦すために、神様の用意された方法が、イエス・キリストなのです。
　自分の弱さや罪を認めて、神様にすがること、神様の前に出ることを、神様は求めておられるのです。
　キリストの十字架が自分の罪のためだったと認めるだけで、すべての罪が赦されるのです。

　神様から赦していただいたから、私たちは人を赦せるようになるのです。

　聖書の中に書かれている戒律のように見えるものは、私たちが、自分の弱さ、罪深さを知ることができるようになるためにあるのです。
2018/7/27 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その９）

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１３）

2018年12月22日






＜神はどのような方か（１）＞　〜〜全知全能　全宇宙の創造主〜〜

　神様は、全宇宙を造られました。

　こんな本があります。


[image: no title]

　この本は、リー・ストロベルというジャーナリストが、いろいろな分野のクリスチャンである専門家から取材をして書いた本です。
　天文学者、物理学者、生化学者、分子生物学者などの専門家が登場します。
　自然科学が進歩して、新しい知見が得られれば得られるほど、この宇宙や、地球、それに地球上の生物が、偶然に出現したと考えるのは、非常に無理がある、ありえないことだという結論に達するというのです。
　たとえば、
　自然科学の進歩により、たくさんの自然法則、物理法則が見つかっています。これらの法則の中には定数があるのですが、この定数が実際の値と少し違った値になるだけで、人間はもちろん、すべての生物が生きることのできない宇宙（地球）になってしまうそうです。人が生きられる世界となるためにはこれらの定数が非常に精密に調整される必要があるというのです。

　神様は、人が生きることのできる環境を作るという目的で、全宇宙を作り、すべての自然法則を定め、すべての定数を調整されたのです。

　現在、進化論を信じている人が多いのですが、科学が進歩するほど、その知見は創造主の存在を示すということが起こっているのです。

　上記のほかにもたくさんの、創造主の存在を示す根拠がこの本では述べられています。理系の人、科学の好きな人には、興味の持てる、わかりやすい本だと思います。ぜひ読んでみてください。



ローマ人への手紙　1章20節
神の、目に見えない本性、すなわち神の永遠の力と神性は、世界の創造された時からこのかた、被造物によって知られ、はっきりと認められるのであって、彼らに弁解の余地はないのです。

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１４）

2018年12月23日






＜神はどのような方か（２）＞　〜〜弱い立場の人に特に目をかけられる。〜〜

　神様は、弱い立場の人に特に目をかけられます。
　下に数か所、聖書の引用をしますが、貧しい人、在留異国人、みなしご、やもめの権利を侵してはならない。しいたげてはならない。神様はこれらの人々をささえられると書かれています。

　私たちは、社会の底辺にいる、立場の弱い人をしいたげたり、無視したりしがちではないでしょうか。
　でも、神様は人から顧みられない、そのような弱い方々をいつも温かい目で見ておられるのです。


申命記
24章
10,隣人に何かを貸すときに、担保を取るため、その家に入ってはならない。
11,あなたは外に立っていなければならない。あなたが貸そうとするその人が、外にいるあなたのところに、担保を持って出て来なければならない。
12,もしその人が貧しい人である場合は、その担保を取ったままで寝てはならない。
13,日没のころには、その担保を必ず返さなければならない。彼は、自分の着物を着て寝るなら、あなたを祝福するであろう。また、それはあなたの神、主の前に、あなたの義となる。
14,貧しく困窮している雇い人は、あなたの同胞でも、あなたの地で、あなたの町囲みのうちにいる在留異国人でも、しいたげてはならない。
15,彼は貧しく、それに期待をかけているから、彼の賃金は、その日のうちに、日没前に、支払わなければならない。彼があなたのことを主に訴え、あなたがとがめを受けることがないように。
17,在留異国人や、みなしごの権利を侵してはならない。やもめの着物を質に取ってはならない。
18,思い起こしなさい。あなたがエジプトで奴隷であったことを。そしてあなたの神、主が、そこからあなたを贖い出されたことを。だから、私はあなたにこのことをせよと命じる。
19,あなたが畑で穀物の刈り入れをして、束の一つを畑に置き忘れたときは、それを取りに戻ってはならない。それは、在留異国人や、みなしご、やもめのものとしなければならない。あなたの神、主が、あなたのすべての手のわざを祝福してくださるためである。
20,あなたがオリーブの実を打ち落とすときは、後になってまた枝を打ってはならない。それは、在留異国人や、みなしご、やもめのものとしなければならない。
21,ぶどう畑のぶどうを収穫するときは、後になってまたそれを摘み取ってはならない。それは、在留異国人や、みなしご、やもめのものとしなければならない。
22,あなたは、自分がエジプトの地で奴隷であったことを思い出しなさい。だから、私はあなたにこのことをせよと命じる。


申命記
27章
19,「在留異国人、みなしご、やもめの権利を侵す者はのろわれる。」民はみな、アーメンと言いなさい。


詩篇
146篇
6,主は天と地と海とその中のいっさいを造った方。とこしえまでも真実を守り、
7,しいたげられる者のためにさばきを行い、飢えた者にパンを与える方。主は捕らわれ人を解放される。
8,主は盲人の目をあけ、主はかがんでいる者を起こされる。主は正しい者を愛し、
9,主は在留異国人を守り、みなしごとやもめをささえられる。しかし主は悪者の道を曲げられる。


エレミヤ書
22章
3,主はこう仰せられる。公義と正義を行い、かすめられている者を、しいたげる者の手から救い出せ。在留異国人、みなしご、やもめを苦しめたり、いじめたりしてはならない。また罪のない者の血をこの所に流してはならない。


ゼカリヤ書
7章
9,万軍の主はこう仰せられる。「正しいさばきを行い、互いに誠実を尽くし、あわれみ合え。
10,やもめ、みなしご、在留異国人、貧しい者をしいたげるな。互いに心の中で悪をたくらむな。」


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１５）

2018年12月24日






＜神はどのような方か（３）＞　〜〜耐えられないような試練にはあわされない。〜〜

　神様は私たちを愛しておられます。

　生きていると、いろいろなつらいこと、苦しいことが起こってきます。
　これらは、全てではないかも知れませんが、神様が私たちに与えられた訓練や試練なのです。
　神様は、私たちが成長し、本当に幸福に生きることができるように、私たちに訓練や試練をお与えになります。


2018/6/29 毎日が大吉です。（その７）
　神様は愛する子に試練を与える。
　聖書：ヘブル人への手紙１２章５〜１１節


　私たちの成長や幸福が目的なので、耐えられないほどの試練にあわされることはありません。

2018/6/25 毎日が大吉です。（その６）
　耐えられないような試練は起こらない。
　聖書：コリント人への手紙第一　１０章１３節


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１６）

2018年12月25日






＜神はどのような方か（４）＞　〜〜一人一人に素晴らしい計画を用意しておられる。〜〜

「わたしはあなたがたのために立てている計画をよく知っているからだ。－－主の御告げ－－それはわざわいではなくて、平安を与える計画であり、あなたがたに将来と希望を与えるためのものだ。」
（エレミヤ書 29:11）

　神様は、私たち一人ひとりに、平安、将来、希望を与えたいと願っておられます。


2018/12/13 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その５）
　に書きましたが、
　私たちは一人ひとりみんな違っています。能力も性格も違っています。競争をするのに、一人ひとりスタート地点が違っているようなものです。人間的なものの見方では、このような状況は全然公平ではありません。まったく不公平です。
　でも、神様は、あえて、一人ひとりに違ったものを与えておられるのです。
　たとえ、能力的に劣った人がいても、それでその人が不幸になるわけではないのです。神様は、その人に対してもすばらしい計画を立ててくださっているのです。能力が劣っていたとしても、平安、将来、希望がある人生を用意してくださっているのです。

　あなたが、もし、今、幸せでないと感じていたとしても、大丈夫なんです。神様が、平安、将来、希望を与える道を用意してくださっているからです。

　神様はカーナビのように、道を教えてくださいます。それに従って進んでいけば、平安、将来、希望にたどり着くのです。

2018/5/28 私はカーナビが好きです。

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１７）

2018年12月26日






＜神はどのような方か（５）＞　〜〜弱くても不完全でも罪深くても、神は愛してくださる。悔い改めるなら赦してくださる。何度失敗しても見捨てずチャンスを与え続けてくださる。〜〜

2018/12/15 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その７）
　で書きましたが、神様は、すべての人に優れた部分と、苦手な部分、弱い部分を与えられました。
　私たちは、日々の生活の中で、自分の中に弱い部分があるのに気づいて、悩んだり苦しんだりすることがあるかも知れません。

2018/5/2 ささげる喜び〜〜劣等感からの開放〜〜
　に書きましたが、私も、かつては生活の中や仕事の中で、何年も劣等感を感じながら、生きてきました。
　でも、ある時、自分をこんなふうに造ったのは神様なのだということに気づいたのです。
　神様が、私に弱い部分を造られたのであれば、その弱さのために私を責められることはないはずです。その弱さのためにうまくいかなかったり、失敗したとしても、それで神様が、私を責められるはずがありません。責めるどころか、神様は、ありのままの状態で、私を愛してくださっているのです。

　私たちは、自分の中に弱いところがあると、そんな自分が赦せなかったりすることが多いように思います。
　自分のことが好きですかと問われると、「はい」と答えられる人は少ないのかも知れません。
　でも、弱いところのある自分を、神様は、そのままの状態で愛してくださるのです。
　神様が愛してくださっていて、そのままでＯＫと言ってくださるのに、自分で自分にＯＫが出せないのはおかしなことです。
　神様が赦してくださるのですから、私たちも自分のことを赦したらいいんです。
　自分のことを大好きになっていいんです。
　神様も、そうなることを喜ばれるのです。
　私も、自分の中に弱いところや問題があるのを知っていますが、自分のことが大好きです。

　もっと言えば、私たちは、自分に与えられた弱さについて、神様に感謝したらいいんです。
　弱さがあるからこそ、神様に祈ったり、その力にすがることを学ぶことにつながります。
　弱さがあるから、傲慢になりにくくなるかも知れません。
　弱さがあるから、他の人の弱さに共感したり、赦したりできるようになるかも知れません。
　弱さがあるからもっと幸せになれるということもあるのです。
2018/7/8 毎日が大吉です。（その１０）


　罪についても、罪を犯したからと言って、それで神様から愛されなくなるなんてことはありません。
　罪があるのに、それを認めないことを、神様は悲しまれます。
　罪を犯した時に、それを神様の前で認めて、悔い改めるなら、それを神様は喜ばれて、赦してくださるのです。
　何度失敗しても、決して見捨てずに、チャンスを与え続けてくださるのです。

2018/5/28 私はカーナビが好きです。

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１８）

2018年12月27日






＜神はどのような方か（６）＞　〜〜バチを当てる神ではない。〜〜

　良いことをしたら良いことが起こる。
　悪いことをしたら悪いことが起こる、バチが当たる。
　世の中のたいていの宗教では、こんなふうに教えているように思います。

　でも、聖書の神様はそうではありません。


2018/5/31 毎日が大吉です。（その２）
　に書きましたが、なにか良くないこと、不幸なできごとが起こった時に、それは誰かが悪いことをした結果と考えなくていいのです。

2018/12/25 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１６）
　に書きましたが、神様は、私たちに平安、将来、希望を与えたいと常に願っておられます。
　神様のなさることは常に私たちにとって最善ですし、神様のくださるものは常に良いものです。

　私たちが道を間違えたとしても、失敗しても、つまずいて倒れたとしても、常に寄り添って、いつでも最善の選択肢を示し続けてくださる方なのです。励まし、希望を示してくださる方なのです。
　決して、私たちの弱さ、間違い、失敗を責め立てて、バチをあてる、苦しみを与えるような神ではないのです。

2018/5/28 私はカーナビが好きです。
















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１９）

2018年12月28日






＜神の価値観、人間の価値観（１）＞　〜〜人間の価値観　　私たちが行う評価の基準は、お金や物質的なものに非常に偏っている。〜〜

　私たちは、どんな人を高く評価するでしょうか。
　　学歴の高い人
　　社会的な地位の高い人
　　給料の高い人
　　お金持ち
　　いいものを安く売る人、店、会社
　　有名人
　　テレビによく出る人
　　素晴らしい成績、業績を出した人
　　容姿が魅力的な人
　　タレント
　　自分にいいものをもたらしてくれる人
　　人から評価されている人
　　心のきれいな人
　　人に感動を与える人


　その反対に私たちが悪い評価をするのはどんな人でしょうか。
　　無名の人
　　給料がないまたは安い人
　　貧乏な人
　　見栄えのしない人
　　特別な能力のない人
　　人に迷惑をかける人
　　反社会的な人
　　人に依存しないと生きていけない人
　　自分と価値観の合わない人


2018/6/12 患者さまが自分の人生の主人公になることのできる医療とは（その１）
　に書きましたが、私たちは資本主義の世の中で生きています。
　資本主義の世の中では、金こそが目的であり、手段であり、評価基準です。
　お金が、私たちに力、安心、幸せをもたらすものと考えられています。
　少し前には、「金で買えない物はない。」と豪語する人もいました。
　このような資本主義的価値観は、あまりにも広く、深く私たちの心に植え付けられているので、私たちの多くは、これを当然のこと、常識のように考え、疑うことさえしません。
　人を評価する時にも、幸せの程度を評価する時にも、お金を重要な尺度として用いることが多いのです。
　私たちが行う評価の基準は、お金や物質的なものに非常に偏っていると言えると思います。


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２０）

2018年12月29日






＜神の価値観、人間の価値観（２）＞　〜〜人間は目に見えるものによってほかの人を評価する。〜〜

2018/7/29 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１０）
　教会員を評価する客観的尺度について
2018/10/21 人をさばいてはいけません。（その８）
　＜人を正しくさばくことは人間には不可能＞

　に書きましたが、人はほかの人の心の中を知ることはできません。
　そこで、人が、ほかの人を評価する際には、目に見える行動やその行動の結果・成績を対象にすることになります。


2018/12/28 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１９）
　で「心のきれいな人」と書きましたが、心がきれいかどうか他人には本当にはわかりません。目に見えるその人の行動や言葉によって、その人の心はきれいなんだろうなと想像しているのに過ぎないのです。

　人は、ほかの人の心の中を知ることはできない。これは神様と人間との決定的な違いの一つです。


















臨時休診のお知らせ(2019/1/10)

2018年12月30日






　こひつじクリニックの１月１０日（木）の外来は、事情があり、臨時に休診といたします。　よろしくお願いします。
[image: no title]

















大晦日まで今年は忙しかったです。

2018年12月31日






　今(23:49)、ようやく今日の仕事が終わりました。
　除夜の鐘が聞こえます。
　今日は予定の訪問診療が３件、臨時の往診が７件ありました。忙しかったです。
　忙しいのはありがたいことです。
　ようやくうちのクリニックも少し忙しいクリニックになってきたようです。

















あけましておめでとうございます。

2019年01月01日






　２０１８年があわただしく過ぎ去って、新しい年２０１９年が始まりました。
　皆さん、あけましておめでとうございます。
　私たち一人ひとりにとって、すばらしい一年となりますように。

















２０１９年の目標（その１）

2019年01月02日






　年の初めですので、今年の目標を考えてみました。

　まずはブログ。

　２０１８年４月３０日に始めて、毎日書くことを目標にしていました。
　書けない日も時々あったのですが、書ける日にまとめて書いて追いつくようにしました。

　ブログを書くことによって、自分の中にあるいろいろな考えが、ねられて、深められ、整理されます。
　ブログを書くのは、読んでくださる方のお役に立てることもあるかも知れませんが、何よりも自分のためになります。

　今年も、ブログを続けます。
　できるだけ毎日書くようにするつもりです。


　次にマラソン

　昨年は、淀川マラソン、福知山マラソン、HAT 神戸マラソンに出ました。
　福知山マラソンは途中で失格になってしまったのですが、淀川と HAT 神戸では完走できました。
　いちおう、HAT 神戸では５時間５３分０秒の自己記録を出せました。
　今年はどのマラソンに出るかまだ決めていないのですが、３回ぐらい走りたいと思っています。
　コンスタントに６時間を切れるようになるといいですね。
　自己記録更新も目標にします。

















２０１９年の目標（その２）

2019年01月03日






　今年の目標の続きです。
　今日はこひつじクリニックに関しての目標です。


（１）訪問診療について

　現在は約１４０名の患者様を訪問診療で担当しています。
　今年中に１７０名に増えることを目標にします。

　訪問スケジュールの最適化を図り、移動時間の無駄をできるだけ減らして、予定時刻に遅れずに訪問して回れるようにがんばります。

　多職種連携についても、その充実、発展を目指します。

　「病気であっても生きがい・希望・喜びを」をスローガンにしていますが、療養中の患者様がどのようにすれば、生きがい、希望、喜びを感じ続けられるかということも追求していきます。
　こひつじクリニックとして、どのように地域づくりに関わっていけるかということも追求していこうと思っています。



（２）旅行・外出・転院同行について

　昨年は念願だったテレビ出演を果たしました。
　今年ももう１〜２回テレビに出たいですね。
　患者様が旅行をされることの意味や素晴らしさを、世の中に訴えて、患者様が旅行をすることが当たり前の社会となるようにしていきたいです。
　今年は６回の旅行・外出・転院同行をすることを目標にします。



（３）クリニック移転（？）

　現在と同じ猪名川町内にこひつじクリニックを移転する話が持ち上がっています。
　まだ、正式決定ではないのですが、神様が導かれるなら今年中に移転することになるでしょう。
　移転後のクリニックでは外来機能を充実させて、とりあえずは内科、外科、緩和ケア内科の外来を３６５日開くつもりにしています。
[image: no title]

















１３５７９１ｋｍ

2019年01月04日






　今日、こひつじ１号車で訪問診療に回っていたら、距離計が１３５７９１ｋｍになりました。
　連続する奇数６個です。
　１２３４５６ｋｍと比べると、あまりパッとしませんが、けっこう珍しい瞬間、珍しい写真ではないかと思うのですが、いかがでしょうか。
[image: no title]
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2018/7/17 １２３４５６ｋｍ　！！


















ネッツトヨタでの勉強会(2019/1/11)に行けなくなりました。

2019年01月05日






2018/11/9 ネッツトヨタでの勉強会　２０１９年１月、２月のご案内

　でご案内していましたが、２０１９年１月１１日の勉強会に事情があって行けなくなりました。
　私が講師をする予定だったのですが、ごめんなさい。


















１月の事例検討会のご案内

2019年01月06日






　毎月の事例検討会のご案内です。

　多職種での連携を強化していくためにこひつじクリニックが主催している検討会です。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、患者様の療養生活がより良いものとなるように考えていきます。
　上記以外の方でも在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。

　今回もこひつじクリニックでします。
　ご参加お待ちしています。

　場所：こひつじクリニック　待合室
　日時：１月１８日（金）１７時３０分 ～１９時００分


こひつじクリニックホームページ

[image: no title]


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２１）

2019年01月07日






＜神の価値観、人間の価値観（３）＞　〜〜神様は、心、動機、過程を評価される。〜〜

2018/12/29 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２０）

　では、人がほかの人を評価するときには、行動やその結果など、目に見えるもので評価すると書きました。
　ですが、神様が私たちを評価される時には、何を見られるのでしょうか。神様は人をどのように評価されるのでしょうか。



2018/8/4 教会の中の人間関係で傷つけられないために（その１４）

　に書きましたが、神様は、私たちの心の中をすべてご存知です。
　それに対して、人はほかの人の心の中を見ることも知ることもできません。

　私たちが行動を起こす時、何らかのきっかけ、目的、動機があるのですが、ほかの人はそれを正確に知ることはできません。

　良い動機で、良かれと思ってやったことでも、あまりうまくいかなかったりとか、悪い結果に終わってしまうことがあります。
　こんな時、人はあなたのことを良く評価しない場合が多いでしょう。
　でも、神様は、あなたの良い動機をご存知です。
　あなたのことを正しく評価してくださり、喜んでくださるのです。
　神様は、私たちのほんのささやかな、神様に喜んでいただきたい、人に喜んでもらいたい、人の役に立ちたいなどの思いを高く評価してくださるのです。
　何の行動もできなくても、そのような思いだけでも、神様は喜んでくださるのです。


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２２）

2019年01月08日






＜神の価値観、人間の価値観（４）＞　〜〜生きていることに価値がある。その存在に価値がある。〜〜

　神様は、私たち一人ひとりを、心から愛してくださっています。
　実の親から愛されるよりも、配偶者から愛されるよりも、はるかに深い愛で、私たちは神様から愛されています。
　私たちが、どんなことをしたとしても、心の中にどんなものがあったとしても、神様は私たちを愛してくださいます。
　たとえ、神様に反する生き方をしている人であったとしても、神様の愛の対象であることには変わりはありません。
　神様の愛の深さ、広さ、長さ、高さは、人間には想像を絶するものです。人間には到底、到達できないような境地です。


2018/12/29 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２０）
2019/1/7 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２１）
では、人は目に見えるものによって、他の人を評価する。神様は心の中を見られると書きました。

　でも心の中を見て評価されると言われても、私たちの心の中には、誰でも醜いものがいっぱいあるはずです。
　こんな心を持っているのに、神様は評価してくださるのでしょうか。

　私たちは、生まれながらに罪人です。
　また、
2018/12/15 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その７）
に書きましたが、神様はわざわざ一人ひとりに弱さも与えられました。
　だから、私たちは弱くて当たり前、心の中に醜いものがたくさんあって当たり前なのです。

　それでも、神様は私たちを愛しておられるのです。
　神様は、私たち一人ひとりを、かけがえのない存在として見て、大切にしてくださるのです。

　神様から見て、どうでもいい人は一人もいません。
　神様は、私たち一人ひとりが生きているだけで、そこに存在すると言うだけで価値を認めてくださる方なのです。


















「診療、看護、介護に生かす聖書の人間観」シリーズ　目次

2019年01月09日






2018/12/4 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１）＜はじめに＞

2018/12/6 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２）
＜人間は神様に創造された。（１）＞
　〜〜私たちはみんな神様に造られた。〜〜
　聖書：
　　創世記1章26～27節、
　　詩篇22篇9〜10節


2018/12/7 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３）
＜人間は神様に創造された。（２）＞
　〜〜神様はなぜ私たちを造られたのでしょうか。〜〜
　　(1)愛する対象として創造された。
　聖書：エレミヤ書　31章3節

2018/12/9 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その４）

＜人間は神様に創造された。（３）＞
　〜〜神様はなぜ私たちを造られたのでしょうか。〜〜
　　(2)目的を持って
　聖書：
　　創世記　1章26～27節、
　　詩篇8篇3〜9節


2018/12/13 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その５）＜人間は神様に創造された。（４）＞
　〜〜神様はどのように私たちを造られたのでしょうか。〜〜
　　(1)一人一人違った存在として


2018/12/14 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その６）
＜人間は神様に創造された。（５）＞
　〜〜神様はどのように私たちを造られたのでしょうか。〜〜
　　(2)ロボットのようにではなく、自由意志を持つ存在として


2018/12/15 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その７）
＜人間は神様に創造された。（６）＞
　〜〜神様はどのように私たちを造られたのでしょうか。〜〜
　　(3)どの人にも強さと弱さを与えられた。


2018/12/17 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その８）＜人間は神様に創造された。（７）＞
　〜〜神様はどのように私たちを造られたのでしょうか。〜〜
　　(4)神様と心を通わせることができる存在として


2018/12/18 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その９）

＜すべての人は罪人（１）＞
　〜〜罪の起源〜〜
　聖書：
　　創世記2章16〜17節、
　　創世記3章4〜6節


2018/12/19 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１０）
＜すべての人は罪人（２）＞
　〜〜罪に関して神様の求めておられる標準は、恐ろしく高い〜〜

　聖書：マタイの福音書5章21〜22、27〜28節

2018/12/20 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１１）
＜すべての人は罪人（３）＞
　〜〜私たちはほかの人の罪を責めることはできない〜〜

　聖書：ルカの福音書6章37節

2018/12/21 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１２）
＜すべての人は罪人（４）＞
　〜〜キリスト教は戒律の教えではない。〜〜


2018/12/22 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１３）

＜神はどのような方か（１）＞
　〜〜全知全能〜〜
　聖書：ローマ人への手紙　1章20節

2018/12/23 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１４）
＜神はどのような方か（２）＞
　〜〜弱い立場の人に特に目をかけられる。〜〜

　聖書：
　　申命記24章10〜15、17〜22節、
　　申命記27章19節、
　　詩篇146篇6〜9節、
　　エレミヤ書22章3節、
　　ゼカリヤ書7章9〜10節

2018/12/24 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１５）
＜神はどのような方か（３）＞
　〜〜耐えられないような試練にはあわされない。〜〜


2018/12/25 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１６）
＜神はどのような方か（４）＞
　〜〜一人一人に素晴らしい計画を用意しておられる。〜〜

　聖書：エレミヤ書 29章11節

2018/12/26 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１７）

＜神はどのような方か（５）＞
　〜〜弱くても不完全でも罪深くても、神は愛してくださる。悔い改めるなら赦してくださる。何度失敗しても見捨てずチャンスを与え続けてくださる。〜〜


2018/12/27 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１８）
＜神はどのような方か（６）＞
　〜〜バチを当てる神ではない。〜〜


2018/12/28 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１９）
＜神の価値観、人間の価値観（１）＞
　〜〜人間の価値観　　私たちが行う評価の基準は、お金や物質的なものに非常に偏っている。〜〜


2018/12/29 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２０）
＜神の価値観、人間の価値観（２）＞
　〜〜人間は目に見えるものによってほかの人を評価する。〜〜


2019/1/7 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２１）
＜神の価値観、人間の価値観（３）＞
　〜〜神様は、心、動機、過程を評価される。〜〜


2019/1/8 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２２）
＜神の価値観、人間の価値観（４）＞　〜〜生きていることに価値がある。その存在に価値がある。〜〜


2019/1/10 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２３）
＜神の価値観、人間の価値観（５）＞　〜〜生きる意味のない人はいない。（１）
　　神様は、私たち一人ひとりのために、誰一人の例外もなく、幸福な人生を用意しておられて、常にそこに招いてくださっている。〜〜

2019/1/12 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２４）
＜神の価値観、人間の価値観（６）＞
　〜〜生きる意味のない人はいない。（２）〜〜
　　●神様に期待されているから生きる意味がある。
　　　(1)自分に与えられた賜物により、あなたはすばらしいものを作り出し、人のためになることができる。

2019/1/13 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２５）
＜神の価値観、人間の価値観（７）＞　〜〜生きる意味のない人はいない。（３）〜〜
　　●神様に期待されているから生きる意味がある。
　　　(2)あなたを通して、あなたを用いて、あなたの周りの人を幸福にしたいと願っておられる。

2019/1/14 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２６）
＜神の価値観、人間の価値観（８）＞
　〜〜生きる意味のない人はいない。（４）〜〜
　　●神様に期待されているから生きる意味がある。
　　　(3)直接会っていない人にも、幸せを運ぶことができる。勇気、希望、生きる力を与えることができる。

2019/1/15 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２７）
＜神の価値観、人間の価値観（９）＞　〜〜生きる意味のない人はいない。（５）〜〜
　　●誰かほかの人に必要とされているから生きる意味がある。


2019/1/16 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２８）
＜神の価値観、人間の価値観（１０）＞
　〜〜生きる意味のない人はいない。（６）〜〜
　　●病気の末期や高齢のため、意思疎通が困難になった場合
　聖書：使徒の働き20章35節

2019/1/17 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２９）
＜成長について（１）＞　〜〜神様は、私たちの成長のために試練を与えられる。〜〜

2019/1/19 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３０）
＜成長について（２）＞　〜〜私たちは、人間関係の中で成長する。〜〜

　聖書：箴言27章17節

2019/1/20 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３１）
＜成長について（３）＞
　〜〜そもそも成長とはどんなことか〜〜
　　●自分の能力、性質について

　聖書：テサロニケ人への手紙 第一5章16〜18節

2019/1/21 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３２）
＜成長について（４）＞
　〜〜そもそも成長とはどんなことか〜〜
　　●神に対する姿勢、行動


2019/1/22 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３３）
＜成長について（５）＞
　〜〜そもそも成長とはどんなことか〜〜
　　●周りの人に対する姿勢、行動
　聖書：コリント人への手紙 第一13章4〜8、13節

2019/1/23 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３４）
＜成長について（６）＞　〜〜個人としての成長、人間の集団としての成長〜〜

2019/1/26 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３５）
＜成長について（７）＞
　〜〜あなたがたは、天の父が完全なように、完全でありなさい。〜〜
　聖書：マタイの福音書5章38〜48節

2019/1/27 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３６）
＜成長について（８）＞　〜〜人は死の瞬間まで成長を続ける。〜〜


2019/1/29 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３７）＜四つの死＞

2019/1/31 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３８）
＜医療、福祉業界で従事する私たちは、どう生きていくか。（１）＞
　〜〜どんな状態の人であっても、神様が本当に愛されている方。大切に接したい。〜〜

2019/2/1 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３９）
＜医療、福祉業界で従事する私たちは、どう生きていくか。（２）＞
　〜〜弱い人、弱い立場の人を守る。〜〜

2019/2/2 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その４０）（完）
＜このシリーズを一言でまとめると＞



2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/8/5 記事一覧


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２３）

2019年01月10日






＜神の価値観、人間の価値観（５）＞　〜〜生きる意味のない人はいない。（１）
　　神様は、私たち一人ひとりのために、誰一人の例外もなく、幸福な人生を用意しておられて、常にそこに招いてくださっている。〜〜


　生きる意味のない人はいません。
　なぜそう言えるのでしょうか。

　それは、私たちがどのような状態であっても、どのような生き方をしていたとしても神様から愛されているからです。
　さらに、神様が、私たち一人ひとりのために、誰一人の例外もなく、幸福な人生を用意しておられて、常にそこに招いてくださっているからです。
　私たちは、だれでも神様が用意してくださった、幸福な人生を歩むことができるのです。

　神様の用意してくださっている幸福な人生とはどのようなものでしょうか。
　それは、その人自身が幸福になるだけでなく、周りの人も幸福になっていくような人生です。
　人は生きていく時に、たくさんの人と関わりを持ちます。家族、親戚、友人、先輩、後輩、近所の人、属するグループの仲間、それ以外にも無数にあるでしょう。
　神様は、あなたが幸せになる人生を用意しておられるのですが、あなたが幸せになるだけではなくて、あなたの周りにいる、あなたと関わる方にも、合わせて幸せになってもらいたいと期待しておられるのです。
　まずあなたが幸せになっていくことによって、あなたの幸せが周りに広がっていくような感じです。
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今日は、札幌市→名古屋市の患者様の転院に同行してきました。

2019年01月11日






　今日は、札幌市のＫ．Ａ．さん（８１歳男性）の名古屋市までの転院に同行しました。

　朝早かったので、昨日の最終の便で北海道入りしました。
　新千歳空港です。乗ってきた飛行機です。
　いきなり吹雪でした。

[image: no title]

　札幌に住んでいる息子のところで一泊しました。

　朝、Ｋ．Ａ．さんの入院しておられる札幌市内の病院に行きました。
　今日もけっこう雪が降っていました。
　病院の窓からとった写真です。建物の屋根に 10-20cm ぐらい雪が積もっているように見えます。
[image: 1]
　雪のために新千歳空港までの高速道路は通行止めになっていました。
　飛行機がちゃんと飛ぶのか不安になりました。


　ネットで調べると普通に飛んでるようだったので、大丈夫なんだろうと信じることにしました。

　患者様、奥様、長女様、次女様、小松の５人での移動でした。

　9:10 に病院を出発し、この福祉タクシーで新千歳空港まで移動しました。　高速道路が不通だったので、一般道路で移動しました。
　普通に走ったら間に合わないかも知れなかったので、運転手さんがプロの技で雪道を疾走してくれました。１時間４５分ぐらいで着きました。
　新千歳空港に着いたところです。

[image: 2]
　搭乗直前の待合室です。
　患者様は車の中ではストレッチャー、車の外ではリクライニング車いすでの移動でした。

[image: 3]
　約２時間の空路、約１時間の陸路での移動ののち、
　無事に名古屋市の病院に着きました。

[image: 4]

　今回の転院は、札幌にお住まいだったＫ．Ａ．さんが、療養が長くなりそうだったので、娘さんのお住まいの名古屋市の病院に転院されることになったものです。
　お体が少し弱っておられて、精神的にも不安定になるかも知れないとのことで、当クリニックに同行依頼がありました。
　移動途中にお薬を２回ほど飲んでいただきました。約７時間の長時間の移動ではありましたが、移動は思いのほか順調で、ユーモアのある方でよく笑顔も見られました。

　今回使用した薬はジアゼパムです。
　乗り物酔い対策にもなりますし、移動による疲労感、倦怠感を和らげる作用も期待できます。
　結局 5mg の錠剤を２回内服していただいたのですが、それで眠り込んでしまうことはなく、終始、精神的に穏やかな状態で、移動を完了することができました。

　あとで娘さんからメールをいただきました。

「
こんばんは。
今日は、本当にありがとうございました。

安定剤を処方していただいたおかげで、
全く暴れる様子もなく、
落ち着いていて、旅行を楽しんでいるかのようにでした。
父がご機嫌で帽子をかぶったり、
奇跡のような一日でした。

おかげさまで、北海道から愛知県に無事に移動することが出来ました。
先生に助けていただかなければ、
無理でした。
これで、これからは毎日、両親に会うことが出来ます。
看病も出来ます。

本当にありがとうございました。
」

　お役に立てたようでうれしいです。

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２４）

2019年01月12日






＜神の価値観、人間の価値観（６）＞　〜〜生きる意味のない人はいない。（２）〜〜
　　●神様に期待されているから生きる意味がある。
　　　(1)自分に与えられた賜物により、あなたはすばらしいものを作り出し、人のためになることができる。


2018/12/15 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その７）

　に書きましたが、私たち一人ひとりには、神様から必ず何か素晴らしい能力、得意なこと、優れた部分が与えられています。
　聖書の中では、これらのものを賜物（たまもの）と言います。神様から無償で与えられたプレゼントです。

　私たちは、誰でも、自分に与えられた賜物によって、すばらしいものを作り出し、人のためになることができます。

　芸術作品の創作で人に感動をもたらす人がいるでしょう。
　力仕事で人の役に立つ人もいるでしょう。
　スポーツ選手が、人に生きる力をもたらすかも知れません。
　料理の得意な人は、それによって、文字通り、人に生きる力を与えます。
　ほかの人の苦しみ、つらさに共感できる能力に優れている人もいるでしょう。
　人を指導する才能に優れた人もいます。

　多様すぎて例をあげきれません。
　一億人の人がいれば、一億通りの貢献の仕方があります。

　私たちはみんな、神様から賜物をいただいていて、その賜物を使って、ほかの人のためになるよう神様から期待されているのです。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２５）

2019年01月13日






＜神の価値観、人間の価値観（７）＞　〜〜生きる意味のない人はいない。（３）〜〜
　　●神様に期待されているから生きる意味がある。
　　　(2)あなたを通して、あなたを用いて、あなたの周りの人を幸福にしたいと願っておられる。


2019/1/10 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２３）
　に書きましたが、神様は、私たち一人ひとりにもれなく幸福な人生を用意しておられます。
　そして、私たちが、個人として幸福になるだけではなく、私たちの周りにいる人も幸福になることを願っておられます。

　神様は、人に働きかける時に、直接環境を操作したり、できごとを直接コントロールされたりすることも多いのですが、人を用いることも多くあります。
　神様のＡさんに対する愛は、あなたがＡさんを愛することによって、表されるということも多いのです。

　神様が、あなたの周りの人を幸福にしようとする時に、神様が直接その人に働きかけることももちろんできるのですが、あえて、その重要な一部分をあなたに託されることがあるのです。
　個人が幸福になるだけではなく、人間関係を通して、あなたと周りの人がいっしょに幸せになっていくこと、幸せを共有することを、神様は望んでおられるのだと思います。

　あなたが、どのように行動することによって、あなたの周りの人が幸せになっていくのでしょうか。
　一言で言ってしまえば「愛」ということになるのでしょうが、具体的には、あなたの助け、共感、励まし、慰め、教え、援助、導きなどが例としてあげられるでしょう。でもこれだけではなく、千差万別で、いろんなパターンがあると思います。

　神様は、あなたを通して、あなたを用いて、あなたの周りの人を幸福にしたいと願っておられるのです。
　私たちはみんな、いつでも神様からこのように期待されています。このことも私たちがどんな時でも生きる意味がある理由です。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２６）

2019年01月14日






＜神の価値観、人間の価値観（８）＞　〜〜生きる意味のない人はいない。（４）〜〜
　　●神様に期待されているから生きる意味がある。
　　　(3)直接会っていない人にも、幸せを運ぶことができる。勇気、希望、生きる力を与えることができる。


2019/1/13 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２５）
　では、あなたが周りの人に対して、愛から出た行動をする時に周りの人が幸福になっていくと書きました。
　ですが、あなたが出会って、直接その人と話をしたり、直接その人に対して行動したりできなくても、あなたはほかの人に対して、幸せをもたらすことができるのです。

　私は、在宅医療に携わっています。
　癌の末期の患者様もたくさん担当していますし、在宅で看取りをすることも多くあります。
　たくさんの方の最期を見ていると、時々ものすごく感動的な人生、ご家族、ご家庭と遭遇することがあります。
　私が特に心を動かされるのは、癌の末期で、次第に体が衰え、弱っていくのに、周囲の人に対する感謝を絶やさず、自分の境遇を積極的に受け入れ、喜びを持って、前向きに生きている人を見る時です。
　普通の人は、癌の末期で、体が弱り、死期が身近に迫ってきたりすると、喜んだり、前向きに生きたりできないものです。
　不幸のどん底にあると思われている人で、喜べるはずのない人が、それにもかかわらず、喜んで、輝いて生きているだけで、周りの人には、感動、勇気、希望、喜びがもたらされるのです。
　直接その人と出会っていなくても、その話を間接的に伝え聞いたり、読んだり、映像を見たりすることによって、生きる力や勇気が与えられたりするのです。

　あなたの人生は、あなたの手による、一つの壮大な作品です。
　神様は、あなたの作り上げる作品が、すばらしいものとなるように導こうとしておられます。
　あなた自身が幸福になり、あなたの周りの人が幸福になるだけでなく、あなたの作り上げた作品を見た人も幸福になっていくことを計画しておられるのです。

　あなたがどんな状態になったとしても、意識がある間は、あなたはあなたの人生を主体的に作り上げていくことができるし、そのことが期待されているのです。
　誰でも、死の瞬間まで、生きる意味があるのです。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２７）

2019年01月15日






＜神の価値観、人間の価値観（９）＞　〜〜生きる意味のない人はいない。（５）〜〜
　　●誰かほかの人に必要とされているから生きる意味がある。


　あなたは、自分に価値があると思いますか。
　私には何のとりえもないし、誰の役にも立っていない。私なんか生きていてもしょうがないと思いますか。
　こんなつらい人生なのに、生きていてどんな意味があるんだと思ったりしますか。

　もしあなたがそんなふうに思っていたとしても、世の中には、あなたを必要としている人がいるのです。
　私たちはみんな、ほかの誰かから必要とされているのです。

　誰かが、あなたからの直接的な愛、助け、共感、励まし、慰め、教え、援助、導きを必要としています。
　あなたでなければ、その人の必要を満たせないという誰かが、必ずいるのです。
　あなたが行動を起こさなければ、その人の必要はいつまでも満たされない。そういうことがあるのです。


　もしあなたが、つらい人生を歩んでいたとしても、あなたのその経験が、同様の経験をしているほかの誰かの助けや力となります。
　あなたの苦難や失敗でさえも、誰かにとっては、貴重な知恵、生きる力になるのです。


　あなたには、あなたのことを必要としている誰かが必ずいます。それが身近な人なのか、遠くにいる人なのかはわかりません。でも、その人にとってあなたは必要な人なのです。
　だから、どんな状況であっても、私たちには生きる意味があるのです。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２８）

2019年01月16日






＜神の価値観、人間の価値観（１０）＞　〜〜生きる意味のない人はいない。（６）〜〜
　　●病気の末期や高齢のため、意思疎通が困難になった場合

2019/1/14 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２６）
　で
「あなたがどんな状態になったとしても、意識がある間は、あなたはあなたの人生を主体的に作り上げていくことができるし、そのことが期待されているのです。」
　と書きました。
　それでは、各種の病気の末期になったり、認知症になったりして、思考能力が低下したり、意思表示ができない状態になったりした場合にはどうなるのでしょうか。
　生きてはいるものの、自由な思考ができず、自由な意思を持たなくなってしまうような状態です。
　意識的な行動ができず、完全に受動的な状態になります。
　こんなふうな状態になると、自分の人生なのに、それが自分のコントロールできる範囲の外になってしまうわけです。
　こんなふうになったら、生きる意味がなくなってしまうのでしょうか。死んだ方がましなのでしょうか。

　もちろんそんなことはありません。

　言うまでもなく、こんな状態になっても、この人は神様に愛されています。
　神様は、この人のためにすばらしい計画を持っておられて、自発的に自由に動けなくなったとしても、この人自身が幸福であるし、周りの人も幸福になっていくという道を用意しておられるのです。

　こんな状態になると、本人は受けるばかりの存在になります。周りの人は、本人に対して与え続けることになります。
　聖書にはこう書いてあるところがあります。

使徒の働き
20章
35,このように労苦して弱い者を助けなければならないこと、また、主イエスご自身が、『受けるよりも与えるほうが幸いである』と言われたみことばを思い出すべきことを、私は、万事につけ、あなたがたに示して来たのです。」

　これはパウロという使徒が語った言葉なのですが、イエス様は、『受けるよりも与えるほうが幸いである』と言われたのです。

　私たちは、人から何かしてもらったり、何かをもらったりすることを喜ぶものですが、イエス様はむしろ与える方が幸いだと言われたのです。

2018/6/13 人に迷惑をかけるのは悪いことですか？
　に書きましたが、実は私たちは、人を愛すること、人が喜ぶことをすることによって、自分もうれしく、楽しくなるし、自分の幸せ度が上がるし、自分が成長していくようになっているのです。

　とは言え、実際には、状態の重い人の看病や介護は、本当に大変なことです。
　看病や介護は２４時間続く、気の抜けない過程です。
　これを一人でやっていたら、疲れてしまうし、看病や介護がいやになってしまいます。とても幸せとは言えなくなってしまいます。
　看病や介護は一人でするものではありません。必ずたくさんの人をまきこんで、いっしょにやっていかないといけません。利用できるものは何でも利用した方がいいです。

　そうすることによって、本人も周りの人も幸せになるし、周りの人、地域社会、もっと言えば国としての幸福、成長、発展につながっていくのです。
　まさに、神様はこのようなことを、私たちに期待しておられるのだと思います。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２９）

2019年01月17日






＜成長について（１）＞　〜〜神様は、私たちの成長のために試練を与えられる。〜〜

2018/12/25 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１６）　に書きましたが、神様は、私たち一人ひとりを愛しておられて、平安、将来、希望を与えるための計画を立ててくださっています。
　この計画の中で、神様は、私たちを成長させたいと考えておられます。
　私たちが成長することによって、私たちはより大きい、深い幸福にあずかれるようになるのです。

　神様はどのようにして人を成長に導かれるのでしょうか。

2018/6/29 毎日が大吉です。（その７）
　神様は愛する子に試練を与える。
　聖書：ヘブル人への手紙１２章５〜１１節
　に書きましたが、神様は愛する子に試練を与えられます。

　神様は、私たちを愛してくださっているのですが、神様が、私たちを幸福にするために用意してくださっている計画の中では、私たちは、平らで、障害物のまったくない、整備された道に導かれるわけではないのです。
　そうではなくて、山あり、谷あり、時には非常に険しいところを通されます。
　また道にはいろいろな障害物が置かれています。
　こんな障害物があって、本当にこれを越えて前に進めるのだろうかと思われるような障害物です。
　時にはつらくて、涙が出たり、そこでうずくまったり、倒れたりするかも知れません。
　途方にくれることもあるかも知れません。
　でも、大ピンチの時、自分の力ではもうどうしようもないという時に、神様からの助けや解決がもたらされるのです。

　障害物にぶち当たって、もがいて、どうしようもなくなった時に、神様からの助け、解決でその障害物を無事のりこえる。
　この過程を通して、私たちは一段階、成長するというわけです。
　一つ障害物をのりこえると、しばらくするとまた別の障害物、神様からの課題が与えられます。
　人生は、これの繰り返しです。
　難しいステージをクリアーするたびに、私たちは成長していくのです。

　神様は、ベストなコーチであり、トレーナーです。
　トレーニングや練習というものは、簡単過ぎる、また、軽すぎるものであっては効果はないでしょう。
　逆に、負荷が重すぎる、また、難しすぎるというものでも、有効なトレーニングにはなりません。
　神様は、私たちの状態に応じて、ちょうどいいぐらいの課題を次々に用意してくださるのです。



2018/6/25 毎日が大吉です。（その６）
　耐えられないような試練は起こらない。
　聖書：コリント人への手紙第一　１０章１３節


2019/1/9 「診療、看護、介護に生かす聖書の人間観」シリーズ　目次

















２月の事例検討会のご案内

2019年01月18日






　毎月の事例検討会のご案内です。

　多職種での連携を強化していくためにこひつじクリニックが主催している検討会です。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、患者様の療養生活がより良いものとなるように考えていきます。
　上記以外の方でも在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。

　今回は初めてキセラ川西プラザ福祉棟で開きます。
　途中からの参加でもかまいません。

　ご参加をお待ちしています。

　場所：キセラ川西プラザ福祉棟2階共用会議室A
　日時：２月１５日（金）１７時００分 ～１８時５０分


こひつじクリニックホームページ


[image: no title]


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３０）

2019年01月19日






＜成長について（２）＞　〜〜私たちは、人間関係の中で成長する。〜〜

2019/1/17 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その２９）
　では神様は試練によって、私たちを成長に導かれると書きました。
　ここでは、神様が私たちを成長に導かれる別の方法について考えます。


　聖書の一節を引用します。

箴言
27章
17,鉄は鉄によってとがれ、人はその友によってとがれる。


　人は、その友によって磨かれ、成長していくのだと思います。
　私たちは、人間関係の中で成長していくのです。

　私たちは、多くの人と関わりを持ちながら生きています。
　私たちは、いろいろなレベル、深さの人間関係に囲まれています。
　深い愛や信頼でつながれたカップルや親友があるでしょう。その反対に憎しみ、恨み、敵意の対象となるような人もいるかも知れません。
　その両極端の間には様々なレベルの関係があるわけです。

　多様な人間関係があるのですが、人を成長させるのは、愛と信頼を基調とした、認め合い、理解し合い、赦し合い、励まし合い、支え合い、仕え合うような関係ではないかと思います。
　このような間柄であれば、時にはぶつかったり、けんかすることもあるかも知れませんが、本音で語り合うことができます。
　語り合うから、新しい発見があり、互いに考えが深まります。問題にぶつかっていても、語り合う中で自分の中にあった答えが引き出されて、解決に向かって進み出せることもあるでしょう。
　共に過ごすうちに、相手の長所、自分の長所、自分の弱いところを発見し、互いにそれを確認していくことになるでしょう。
　共にトラブルや苦難や困難をのりこえるたびに、信頼、絆が強まります。
　人は、人間関係の中で、受けるよりも与えることによって成長します。
　人は、一人だけではなかなか成長できないものなのだと思います。



2019/1/9 「診療、看護、介護に生かす聖書の人間観」シリーズ　目次

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３１）

2019年01月20日






＜成長について（３）＞　〜〜そもそも成長とはどんなことか〜〜
　　●自分の能力、性質について

　「成長」について考えてきていますが、そもそも、成長するとはどんなふうになることなのでしょうか。


2018/6/17 毎日が大吉です。（その５）
に書きましたが、自分の能力、性質に関する部分で言うと
　・忍耐力が強くなる。
　　　逆境や苦難の中でも、神様が最善に導いてくださることを信じて、耐え忍び、待つことができるようになる。

　・練られた品性を持つ。
　・希望が感じられるようになる。（たとえ、普通なら希望が持てないような状況の中でも）
　・周りの人に勇気、生きる力、希望、感動を与えるようになる。

　ほかにも以下のようなことも「成長」です。
　・自分の弱さを知る。そのことを受け入れる。自分の弱さについて神様に感謝できるようになる。
　・いつも喜ぶ。絶えず祈る。すべてのことについて感謝する。（下記の聖書の一節）


テサロニケ人への手紙 第一
5章
16,いつも喜んでいなさい。
17,絶えず祈りなさい。
18,すべての事について、感謝しなさい。これが、キリスト・イエスにあって神があなたがたに望んでおられることです。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３２）

2019年01月21日






＜成長について（４）＞　〜〜そもそも成長とはどんなことか〜〜
　　●神に対する姿勢、行動

　「成長」について考えてきていますが、そもそも、成長するとはどんなふうになることなのでしょうか。
　神様に対する姿勢、行動としては、以下のようなものがあげられるでしょう。



　・謙遜になる。
　　　神様が、私たち一人ひとりを造ってくださいました。そして限りない愛を持って、愛してくださっています。また私たちが快適に生きられるように環境を整え、維持してくださっています。さらに、私たちが、幸福になれるようにすばらしい計画を準備してくださっています。
　　　このような神様の愛を知れば知るほど、感謝の思いが深くなりますし、神様が用意してくださったすばらしい計画に沿って生きていきたいと思うようになります。
　　　神様に対して傲慢になって、神様を無視するのではなくて、神様の声や導きに耳を傾け、従おうとするようになります。


　・絆が強くなる。
　　　私たちは、神様がすばらしい計画を用意してくださっていると聞いても、なかなか信じられないし、素直に従えないものです。ですが、神様の導きに従い始めてみると、神様からの恵みを体験するようになっていきます。神様に従えば、本当に幸せになっていくということを体験していくと、神様のことが、だんだんと信頼できるようになっていきます。そうなるともっとしっかり、もっと大胆に従えるようになっていきます。これがクリスチャンとしての信仰の成長です。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３３）

2019年01月22日






＜成長について（５）＞　〜〜そもそも成長とはどんなことか〜〜
　　●周りの人に対する姿勢、行動

　「成長」について考えてきていますが、そもそも、成長するとはどんなふうになることなのでしょうか。
　周りの人に対する姿勢、行動としては、以下のようなものがあげられるでしょう。

　・一言で言えば「愛」。
　　　聖書の中に次の文章があります。
　　　結婚式とかで読まれることも多い箇所です。


コリント人への手紙 第一
13章
4,愛は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみません。愛は自慢せず、高慢になりません。
5,礼儀に反することをせず、自分の利益を求めず、怒らず、人のした悪を思わず、
6,不正を喜ばずに真理を喜びます。
7,すべてをがまんし、すべてを信じ、すべてを期待し、すべてを耐え忍びます。
8,愛は決して絶えることがありません。

13,こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と希望と愛です。その中で一番すぐれているのは愛です。


　　私たちは、なかなか聖書が教えるこのような愛を持つことができませんが、このような愛の境地に近づいていくことが成長と言えるでしょう。


2018/7/5 毎日が大吉です。（その９）
　に書きましたが、以下のような姿勢、行動に近づいていくことも成長と言えます。

　・喜ぶ人と共に喜んだり、泣く人と共に泣く
　・苦しんでいる人、悲しんでいる人に共感できるようになる。
　・愛し合い、仕え合い、支え合い、励まし合う
　・謙遜になる。
　・絆が強くなる。
　・周りの人に勇気、生きる力、希望、感動を与えるようになる。
　・周りの人の愛を知る。
　・周りの人の違いや多様性を尊重できるようになる。
　　　- 多様なメンバーがいることを認める。受け入れる。尊重する。
　　　- どのメンバーも大切。必要ないメンバーはいない。
　　　- 分裂しない。
　　　- いたわりあう。
　　　- もし一つの部分が苦しめば、すべての部分がともに苦しみ、もし一つの部分が尊ばれれば、すべての部分がともに喜ぶ。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３４）

2019年01月23日






＜成長について（６）＞　〜〜個人としての成長、人間の集団としての成長〜〜

　私たちは、一人ひとり、個人として成長が期待されています。
　神様は、私たち一人ひとりにカリキュラムを用意しておられて、成長に、そして幸福に導こうとされています。

　さらに、神様は

2018/7/5 毎日が大吉です。（その９）
　に書きましたが、私たちの属する人間集団に対しても、成長することを期待しておられます。

　人間社会においては、いろいろなスケールの人の集まりがあります。
　「家族」という集まりもあるし、「同じ職場」とか「同じ学級」とか言う集まりもあります。「同好会」とか「同じ趣味の人の集まり」みたいなものもあるでしょう。「同じ町の住人」とか「同じ国の国民」とかも人の集まりです。もっと言えば「人類全体」というのも人の集まりです。

　それらさまざまなスケールの人の集まりで、各メンバーが以下のような姿勢、行動に近づいていくことが、集団としての成長だと思います。

　・喜ぶ人と共に喜んだり、泣く人と共に泣く
　・苦しんでいる人、悲しんでいる人に共感できるようになる。
　・愛し合い、仕え合い、支え合い、励まし合う
　・謙遜になる。
　・絆が強くなる。
　・周りの人に勇気、生きる力、希望、感動を与えるようになる。
　・周りの人の愛を知る。
　・周りの人の違いや多様性を尊重できるようになる。
　　　- 多様なメンバーがいることを認める。受け入れる。尊重する。
　　　- どのメンバーも大切。必要ないメンバーはいない。
　　　- 分裂しない。
　　　- いたわりあう。
　　　- もし一つの部分が苦しめば、すべての部分がともに苦しみ、もし一つの部分が尊ばれれば、すべての部分がともに喜ぶ。


　すべての人が発展途上であるのと同様、すべての人間集団も発展途上です。
　すべての人間集団には、長所もあれば、問題点も必ずあるのです。

　神様は、それぞれの集団に対してもカリキュラムを用意しておられて、成長に導こうとしておられます。
　集団として成長するほど、各メンバーもさらに成長に導かれ、幸福に導かれます。

　私たちは、属する集団の中で認められ、役割を与えられる時に、やる気が出てきて、いきいきと動けるようになるものです。
　私たちにとって、属する集団というものは、自分の生き方に影響を与える大きい存在です。
　神様にとっても、それぞれの人間集団は大切で、愛する対象なのだと思います。
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こひつじクリニックの看護師が、特別支援学級の中１の生徒さんのスキー合宿に同行してきました。

2019年01月24日






　１月２２日から本日まで、特別支援学級の中１の生徒さんの２泊３日のスキー合宿に、こひつじクリニックの看護師が同行しました。
　心疾患のために ICD（植込み型除細動器）が植え込まれた生徒さんでした。心臓に負担がかかると心室細動が起こる可能性があったので、看護師が常時付き添って見守る必要があったのです。
　看護師にとっては、かなりの緊張を強いられる任務でした。
　ですが、万全の準備をしてのぞめば、何事も起こらないものです。
　生徒さんは、スキー場でも、楽しく過ごすことができたようです。
　本日で、無事に２泊３日の日程を終えることができました。
　こひつじクリニックとしていい仕事ができたのではないかと喜んでいます。

















皮膚科と眼科の訪問診療の非常勤医を募集します。

2019年01月25日






　こひつじクリニックでは、訪問診療・往診に回ってくださる皮膚科、眼科の医師（非常勤）を募集します。
　勤務時間帯は 8:30〜17:30 で途中で１時間の休憩があります。
　当クリニックの看護師、事務員といっしょに３人１組で患者様のお宅や老人施設を回っていただきます。
　お給料は１日あたり、８〜９万円です。通勤の交通費はこれに含まれています。
　患者様のお宅や施設での診療ですので、診察や検査でいろいろ制約があり、難しい部分もあると思いますが、在宅療養中の方は、皮膚科や眼科を受診したいと思っても、普通の人のようには気軽に医療機関を受診できないのです。限られた診察や検査しか受けられないとしても、在宅療養の患者さんにとってはとても貴重なんです。専門の医者が、大まかな方向性を示してくれるだけで、それに向かって動き始めることができるようになるのです。

　皮膚科については１か月に１〜２回、眼科については１か月に１回程度の勤務をお願いしたいと考えています。定期ではなく、単発の勤務であっても歓迎します。
　8:30〜17:30 の時間帯ではなく、もっと短時間の勤務を希望される場合は、相談に応じさせていただきます。


　よろしくお願いします。



2018/10/22 こひつじクリニックの医師について（２０１８年１０月版）
2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）
2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧

こひつじクリニックホームページ



　＜旅行同行サービスもやってます。＞

2018/10/23 旅行同行サービス　説明マンガ
2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。
2018/10/2 こひつじクリニック　旅行同行サービス　広告



2018/5/13 東京旅行に同行した時の動画です。
2018/11/20 今日は大阪から鹿児島までの患者様の転院に同行してきました。
2019/1/11 今日は、札幌市→名古屋市の患者様の転院に同行してきました。
2019/1/24 こひつじクリニックの看護師が、特別支援学級の中１の生徒さんのスキー合宿に同行してきました。



　＜テレビで放送されました。＞

2018/5/17 こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
2018/8/18 「スーパードクター　こひつじクリニック　ダイジェスト版」を youtube にアップしました。
2018/9/6 こひつじクリニックのテレビ番組のＤＶＤができました。


















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３５）

2019年01月26日






＜成長について（７）＞
　〜〜あなたがたは、天の父が完全なように、完全でありなさい。〜〜

2019/1/20 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３１）
2019/1/21 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３２）

2019/1/22 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３３）
　では成長とはどのようなことか考えてきました。

　聖書には、こんなところがあります。

マタイの福音書
5章
38,『目には目で、歯には歯で』と言われたのを、あなたがたは聞いています。
39,しかし、わたしはあなたがたに言います。悪い者に手向かってはいけません。あなたの右の頬を打つような者には、左の頬も向けなさい。
40,あなたを告訴して下着を取ろうとする者には、上着もやりなさい。
41,あなたに一ミリオン行けと強いるような者とは、いっしょに二ミリオン行きなさい。
42,求める者には与え、借りようとする者は断らないようにしなさい。
43,『自分の隣人を愛し、自分の敵を憎め』と言われたのを、あなたがたは聞いています。
44,しかし、わたしはあなたがたに言います。自分の敵を愛し、迫害する者のために祈りなさい。
45,それでこそ、天におられるあなたがたの父の子どもになれるのです。天の父は、悪い人にも良い人にも太陽を上らせ、正しい人にも正しくない人にも雨を降らせてくださるからです。
46,自分を愛してくれる者を愛したからといって、何の報いが受けられるでしょう。取税人でも、同じことをしているではありませんか。
47,また、自分の兄弟にだけあいさつしたからといって、どれだけまさったことをしたのでしょう。異邦人でも同じことをするではありませんか。
48,だから、あなたがたは、天の父が完全なように、完全でありなさい。


　マタイの福音書の第５章はイエス様の山上の説教として有名な箇所です。
　この中で、イエス様は人間にとって普通であったり、常識であると思われることの正反対のことをたくさん教えられました。
　たとえば、「悲しむ者は幸いです。」とか、「義のために迫害されている者は幸いです。」とか、「だれでも情欲をいだいて女を見る者は、すでに心の中で姦淫を犯したのです。」とか。
　神様の価値観と人間の価値観は、このように全く異なる部分が多いのです。

　そして、さらに第５章では、このようなことも書かれています。
「39,しかし、わたしはあなたがたに言います。悪い者に手向かってはいけません。あなたの右の頬を打つような者には、左の頬も向けなさい。」
「44,しかし、わたしはあなたがたに言います。自分の敵を愛し、迫害する者のために祈りなさい。」

　神様の言われることは、人間の普通の行動パターンとはかけ離れすぎていて、とても実行できません。

　誰が、神様やイエス様のように、人を完全に赦し、完全に愛することができるでしょうか。

　でも、この第５章の一番最後に「あなたがたは、天の父が完全なように、完全でありなさい。」と書かれているのです。
　神様は、自分が赦すように赦すことを、自分が愛するように愛することを、人間に求めておられるのです。

　私たちには、このような目標が神様から与えられたわけです。
　はるか遠いところにある目標で、そこまでたどり着くのは、不可能に思えます。
　でも、遥かに遠くはあるのですが、目標が示されたからには、その方向に向かって歩き始めることはできるわけです。

　神様がこちらに来なさいと招いてくださっています。
　「遠すぎるから、私には無理です。諦めます。」という人もいるかも知れません。
　でもその反対に、「自分の力ではとてもそこまで到達するのは無理だとは思うけど、神様がこちらに来なさいと招いてくださるのだったら、一歩ずつではありますが、その方向に歩き始めてみます。」と神様に向かって意思表示する人もいるでしょう。
　神様は、人が後者の選択、生き方をするのを期待されています。
　後者の選択をした人に対して、神様は大いに喜ばれて、神様の力で、引き上げ、引き寄せて、目標に近づかせてくださるのです。

　目標に近づいていく、この過程を成長と呼ぶのだと思います。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３６）

2019年01月27日






＜成長について（８）＞　〜〜人は死の瞬間まで成長を続ける。〜〜

2018/6/10 毎日が大吉です。（その４）
　にこう書きました。

「　私は、医者をしていて今までたくさんの方の人生を見てきました。
　重い病気や事故など、思いがけない不幸と思える境遇の中でも、感動的な生き方をされている方がおられました。
　前向きに目標を持って生きていたり、周囲の人に対して感謝の言葉が絶えなかったり、すばらしい夫婦愛、家族愛の中で明るく、希望を持って生きておられたりするのです。
　重い病気や事故は、苦しいこと、つらいことには違いありませんが、こんな経験を通されたからこそ人間としてさらに大きく成長したと言えると思うのです。

　人は一生、死ぬ瞬間まで成長を続けるのだと思います。
　人はすべてが順調な順境の時にも、成長するのでしょうが、逆境の中では大きく、飛躍的に成長できる可能性があるのだと思います。
」

　私は、尼崎医療生協病院の緩和ケア病棟で１年間働き、主治医として約１００名の患者様の最期に立ち会いました。
　また、こひつじクリニックは、緩和ケア内科も標榜していますので、癌の末期の方もたくさん担当してきています。

　癌の末期になると、人生が激変します。
　今まで、何の不自由もなく、楽しく生きてきたのに、次第に食事がとれなくなり、どんどん体力が落ちていき、どんどんやせていきます。できることが少なくなっていき、人に助けてもらわないと生活できなくなっていきます。いやでも、自分の死期が近づいていることを思い知らされます。
　このような状況は、この上なく悲惨な状態とも考えられます。
　でも、このような状況に至ると、人は、自分自身を見つめ直し、自分の人生をふりかえります。家族や親しい人と親密な話ができるようになったりします。謝罪や感謝など、心の深いところからの話ができたりします。元気な時には希薄な人間関係でしかなかったのに、末期の状態になることによって、和解が進み、絆が強まり、親密な人間関係になっていくのです。病気を持ちながら、共に生きていくことによって、お互いにめざましく成長するのです。
　癌の末期の方が、みんながみんな、こんなふうにめざましく成長するというわけではありませんが、けっこうな割合でこうなっているように思います。

　癌に限らず、だんだんと死に近づくという時期は、想像もしたくない、避けたいようなものかも知れません。でも、この時期は、その人にとって、極めて貴重で重要な時期なのです。
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2018/9/26 目次の目次
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次（とその次）のマラソンが決まりました。

2019年01月28日






　今年最初のマラソンは、３月３０日の「第2回なにわ淀川フルマラソン」です。
[image: no title]


　昨年もこのマラソンを走りました。６時間１５分ぐらいのタイムだったと思います。
　最近、忙しくてあまり走れてないので、今回はあまり記録は狙わずに走ろうと思います。
　完走できれば、良しとします。


　その次のマラソンも決めました。
　４月１４日の「第10回記念三木防災スプリングマラソン大会」です。
　１周約 6km のコースを回るみたいです。
　３月３０日のマラソンで体が目覚めて、４月１４日に記録を出すというふうになればいいのですが。

　どうなったか、また報告します。

















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３７）

2019年01月29日






＜四つの死＞

　今日は「四つの死」をテーマに書きます。
　この概念は、直接聖書から派生するものではないのですが、聖書の価値観とぶつかるようなものではないし、このシリーズの内容につながるものなので、紹介します。

　数年前にアルフォンス・デーケン先生の講演を聞きました。
　この先生は、上智大学名誉教授で、専門は死生学です。 
　先生の講演の中で、人間には四つの死があると聞きました。

　第一は心理的な死です。
　私なんか、生きていてもしょうがない。何もする気が起こらない。などのような心理状態になったなら、それは心理的には死んでいることになります。

　第二は社会的な死です。
　社会から切り離され、人と会わず、会話せず、行動をともにすることもなく、心を通わせることもないような状態です。
　また、社会的な役割、責任がなくなり、社会的にはその存在がゼロとみなされるような状態です。
　このような状態になったら、社会的には死んでいることになります。

　第三は文化的な死です。
　生きているにもかかわらず、芸術に触れることも、文化的な営みに関わることもないような状態になる場合があります。文化的な潤いと無縁な状態になったら、それは文化的に死んでいることになります。

　第四は生物学的な死です。
　これは心臓が止まった時に起こる死です。

　在宅療養をされる方や在宅ホスピスの患者さんなどの療養生活の質を上げるためには第一〜三の死についても、留意していく必要があるのです。
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２月２７日に認知症サポーター養成講座を開きます。

2019年01月30日






　こひつじクリニックでは、２か月に１回認知症サポーター養成講座を行っています。
　これは一般の方向けの講座です。
　一般の方が認知症についての知識を深めて、認知症の方やそのご家族をサポートできるように。
　そして、認知症の方が地域で安心して暮らしていける社会になっていくことを目的としています。

[image: 3]


　次回は２月２７日（水）10:00〜11:30 です。
　場所は、こひつじクリニック（兵庫県川辺郡猪名川町若葉 1-30-10）です。
　予約は不要です。
　どうぞ、関心のある方はお集まりください。















診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３８）

2019年01月31日






＜医療、福祉業界で従事する私たちは、どう生きていくか。（１）＞
　〜〜どんな状態の人であっても、神様が本当に愛されている方。大切に接したい。〜〜

　ここまで、このシリーズでは、聖書を土台として、人間について考えてきました。
　聖書が人間についてどう語っているか、聖書の人間観がどのようなものか、ある程度見えてきたのではないでしょうか。

　これらをふまえて、医療、福祉業界で従事する私たちは、どのように生きていったらいいのでしょうか。
　これらの知識を、どのように日々の診療、看護、介護などの仕事に生かしていったらいいのでしょうか。

　基本的な原則がいくつかあげられると思います。

（１）どんな状態の人であっても、神様が本当に愛されている方。大切に接したい。

　私たちが、業務で接する方々は、本当に多種多様です。
　いろいろな性格の人がおられるし、今まで歩んでこられた道すじもさまざまです。
　それぞれ、いろいろ得意なことを持っておられるし、すばらしい足跡を残してこられていることでしょう。
　それと同時に、それぞれがいろいろな弱さを持っており、罪があり、今までの人生の中で傷と思われるものを持っておられるはずです。
　神様は、どのような人も愛し、受け入れておられます。
　私たちも、まずは無条件に、目の前の患者様、利用者様を愛し、受け入れましょう。
　罪や弱さがあっても、赦しましょう。
　一人の人間として、認め、受け入れましょう。
　その方の価値観を尊重し、その願い、希望、夢の実現のために力を尽くしたいと思います。


2019/1/29 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３７）
　で書いたこととも関連しますが、
　病状が悪くなったり、高齢になったりしたために、ＡＤＬが落ちて、自分からあまり動けないような状態になったとしても、社会とのつながり、周りの人とのつながり、交流ができるだけ広く、深くなるようにしましょう。
　文化的な潤いのある生活が維持できるようにしましょう。
　できることが少なくなっても、その方でなければできないような役割をになってもらえたらいいですね。
　どんな状態になっても、ほかの人のために何かをすることができるのではないかと思います。ほかの人に何かを伝えたり、何かを残したりできるはずです。
　それらのことが生きがいになっていくかも知れません。
　人は人間関係の中で成長しますし、死ぬまで成長を続けるのです。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その３９）

2019年02月01日






＜医療、福祉業界で従事する私たちは、どう生きていくか。（２）＞
　〜〜弱い人、弱い立場の人を守る。〜〜

2018/12/23 診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その１４）
　に書きましたが、神様は、弱い人、弱い立場の人の味方です。

　弱い立場の人は、苦しんだり、困ったりしていても、自分から声を上げることもできません。
　でも、それらの方の心の叫びを神様はしっかり聞いておられます。
　私たちは、日々の業務の中で、そのような弱い立場の人と頻繁に出会います。
　弱い立場の人の、困っていること、苦しんでいること、つらいことを知ることのできる立場にいるわけです。

　神様は、すべての人を愛しておられますが、弱い立場の人については、特に気をかけておられます。
　私たちも、弱い立場の人に対しては、特に注意して、積極的に話を聞いたり、問題解決のために考えたり、実際に行動していきましょう。

　弱い立場の人を神様が大切にされるように、私たちも大切にしていくなら、神様はそれを喜んでくださいます。
　そのような思い、行動を通して、私たちの幸福度も上がり、私たちも次第に成長に導かれるのです。

　また、弱い立場の人の周囲にいる人々も、その弱い人を尊重し、その人の人生を大切にする過程を通して、成長していくのです。

　同様に地域社会が、弱い立場の人を大切にするなら、その過程を通して、地域社会も成長していきます。

　医療、福祉業界のスタッフが、まずは弱い立場の人を大切にして、その次の段階として、地域社会にも働きかけて、ともに弱い立場の人を守っていけたらと思います。
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診療、看護、介護に生かす聖書の人間観（その４０）（完）

2019年02月02日






＜このシリーズを一言でまとめると＞

　人は誰でも弱さがあり、罪があり、人に迷惑をかけてしまう存在。
　けれどもそんな状態でも神に愛され、赦される。
　だから私たちも互いに愛しあい、赦しあい、支え合って生きていきましょう。
　そうすれば、私たちは成長し、私たちの地域、社会も成長し、みんなが幸せになることができます。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１）

2019年02月03日






＜シリーズを始めるにあたって＞

[image: no title]


2018/7/30 おすすめの本「メディカル・サポート・コーチング入門」
　で、この本を紹介させていただきました。
　この本には、コーチングの特に有用なスキルが実例をまじえて非常にわかりやすく書かれています。
　コーチングのためのスキルということではありますが、これらはより良いコミュニケーションを行うためのスキルです。
　この本を読んでから、私の、人とのコミュニケーションは劇的とも言っていいほど進歩したと思います。今でもこの本に書いてあったことを実践しています。
　これらのスキルを忘れないために、シリーズの記事として書いておこうと思います。
　きっと、これを読んでくださるあなたにも役に立つと思います。
　この本はもう一般の書店では手に入らないのですが、アマゾンなどでは中古で手に入るかも知れません。
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こひつじクリニックの医師について（２０１９年２月版）

2019年02月05日






2018/5/11 こひつじクリニックの医師について
2018/10/22 こひつじクリニックの医師について（２０１８年１０月版）
　で当クリニックの医師の紹介をしました。

　その後、医師の異動があったので、情報を更新しました。

　まずは私、小松です。院長です。内科、外科、緩和ケア内科の担当です。麻酔科標榜医でもあります。
　内科については全般に対応します。
　外科分野では外傷の処置、褥瘡の処置、爪関係の処置などを行います。在宅で、胸腔や腹腔の穿刺、皮膚腫瘍切除などの小手術、中心静脈カテーテル留置なども行います。さらに、手術後の状態のチェック、術後のドレーンなどの管理、気管切開、胃瘻、人工肛門、尿道カテーテルなどの管理もできます。
　緩和ケア内科分野では、癌などの病気による痛み、はきけ、咳、息苦しさ、その他のつらい症状を和らげます。必要に応じてモルヒネなどの麻薬を使います。持続皮下注射もします。在宅ホスピスが可能です。患者さまが希望されるなら、最期まで家で過ごすこともできます。最後の日々を、住み慣れた家で、家族に囲まれて、温かい雰囲気の中で過ごすことができます。

　非常勤の医師は３名います。どの医師も当クリニックでは外来をするのではなく、訪問診療に回ります。

　一人目は耳鼻科の先生です。
　毎週水曜日に回ります。
　硬くなってとれなくなった耳垢をとったり、ファイバースコープで耳、鼻、のどの診察をしたり、ファイバースコープを使って嚥下障害についての評価をしたりします。もちろん、これらのことが在宅でできます。漢方治療も得意です。内科全般についての診療もします。

　二人目は内科、精神科の先生です。
　毎週金、土曜日に訪問診療に回ります。

　三人目は精神科の先生です。
　毎月第４火曜日に回ります。


　現在は以上の医師の体制でやってます。
　上記以外の科でも、地域からの要望が多い場合は医師を採用していきたいと思っています。
　ご意見、ご要望をお寄せください。

　こひつじクリニックから直線距離で 16km 以内（下の図の円内）のところであれば、訪問診療できます。
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　必要があれば、お気軽にご相談ください。



2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）
2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧

こひつじクリニックホームページ



　＜旅行同行サービスもやってます。＞

2018/10/23 旅行同行サービス　説明マンガ
2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。
2018/10/2 こひつじクリニック　旅行同行サービス　広告



2018/5/13 東京旅行に同行した時の動画です。
2018/11/20 今日は大阪から鹿児島までの患者様の転院に同行してきました。
2019/1/11 今日は、札幌市→名古屋市の患者様の転院に同行してきました。
2019/1/24 こひつじクリニックの看護師が、特別支援学級の中１の生徒さんのスキー合宿に同行してきました。



　＜テレビで放送されました。＞

2018/5/17 こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
2018/8/18 「スーパードクター　こひつじクリニック　ダイジェスト版」を youtube にアップしました。
2018/9/6 こひつじクリニックのテレビ番組のＤＶＤができました。




















「「メディカル・サポート・コーチング入門」から」シリーズ　目次

2019年02月06日






2019/2/3 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１）＜シリーズを始めるにあたって＞

2019/2/9 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その２）
＜アイコンタクト＞

2019/2/9 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その３）
＜アイスブレイキング＞

2019/2/9 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その４）
＜ペーシング＞

2019/2/11 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その５）
＜メディカル・サポート・コーチングの３大コアスキル＞

2019/2/12 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その６）
＜聴くスキル（１）＞
　〜〜ゼロポジション〜〜


2019/2/13 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その７）
＜聴くスキル（２）＞
　〜〜相づち（あいづち）と頷き（うなずき）〜〜

2019/2/14 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その８）

＜聴くスキル（３）＞
　〜〜オウム返し〜〜


2019/2/18 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その９）
＜質問するスキル（１）＞　〜〜質問する意義〜〜


2019/2/19 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１０）
＜質問するスキル（２）＞
　〜〜オープン型質問〜〜


2019/2/24 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１１）
＜質問するスキル（３）＞
　〜〜未来型質問〜〜



2019/2/24 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１２）
＜質問するスキル（４）＞
　〜〜肯定型質問〜〜


2019/2/25 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１３）
＜質問するスキル（５）＞
　〜〜物事を主語にする〜〜

2019/2/26 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１４）
＜質問するスキル（６）＞
　〜〜塊をほぐす、塊を再構築する〜〜


2019/3/3 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１５）

＜伝えるスキル（１）＞
　〜〜伝える際の心がまえ〜〜

2019/3/4 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１６）
＜伝えるスキル（２）＞
　〜〜メッセージはＩ（アイ）で伝える〜〜


2019/3/4 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１７）


＜伝えるスキル（３）＞
　〜〜強みを見つけて「承認する」〜〜

2019/3/6 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１８）
＜伝えるスキル（４）＞
　〜〜枕詞（まくらことば）を使う〜〜


2019/3/7 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１９）

＜伝えるスキル（５）＞
　〜〜要望する〜〜

2019/3/10 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その２０）
＜伝えるスキル（６）＞
　〜〜一時停止〜〜


2019/3/11 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その２１）（完）


＜さいごに＞
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2018/7/30 おすすめの本「メディカル・サポート・コーチング入門」


2018/9/26 目次の目次
2018/8/5 記事一覧



















こひつじクリニック求人情報（２０１９年２月版）

2019年02月07日






　こひつじクリニックでは、現在、以下の各職種の方を募集しています。
　ご応募、お問い合わせはこちらまで。
　　お電話：0120-96-8323
　　ＦＡＸ：03-6800-5879
　　メール：yasushikomatsu@yahoo.co.jp



（１）常勤医師
2018/6/14 常勤の医師を募集します。
2018/8/30 こひつじクリニック　求人広告　カラー版

（２）非常勤医師（眼科、皮膚科）
2019/1/25 皮膚科と眼科の訪問診療の非常勤医を募集します。
2018/8/30 こひつじクリニック　求人広告　カラー版

（３）常勤看護師
2018/6/16 常勤の看護師を募集します。
2018/8/30 こひつじクリニック　求人広告　カラー版

（４）非常勤看護師
2018/8/30 こひつじクリニック　求人広告　カラー版

（５）旅行・外出支援のための登録看護師
2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。

（６）外出支援ボランティア
2018/5/1 外出支援ボランティアを募集します。



2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）
2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧

こひつじクリニックホームページ



　＜旅行同行サービスもやってます。＞

2018/10/23 旅行同行サービス　説明マンガ
2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。
2018/10/2 こひつじクリニック　旅行同行サービス　広告



2018/5/13 東京旅行に同行した時の動画です。
2018/11/20 今日は大阪から鹿児島までの患者様の転院に同行してきました。
2019/1/11 今日は、札幌市→名古屋市の患者様の転院に同行してきました。
2019/1/24 こひつじクリニックの看護師が、特別支援学級の中１の生徒さんのスキー合宿に同行してきました。



　＜テレビで放送されました。＞

2018/5/17 こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
2018/8/18 「スーパードクター　こひつじクリニック　ダイジェスト版」を youtube にアップしました。
2018/9/6 こひつじクリニックのテレビ番組のＤＶＤができました。




















「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その２）

2019年02月09日






＜アイコンタクト＞

　良いコミュニケーションのための第一歩は、アイコンタクト、すなわち視線を合わせることです。
　視線を合わせることによって、「あなたを認めていますよ」、「私はあなたのお話を聞きたいです。」というメッセージを行動によって相手に伝えることになります。
　自分の目の高さを相手の目の高さに合わせることも大切です。
　座る位置関係としては、真正面から向かい合う（１８０°）よりは、４５°ぐらいの角度が一番、緊張せず、話しやすいようです。


2019/2/6 「「メディカル・サポート・コーチング入門」から」シリーズ　目次
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その３）

2019年02月09日






＜アイスブレイキング＞

　出会い頭の緊張状態をほぐして、話をしやすくするために、アイスブレイキングというスキルがあります。
　文字通り、緊張という氷を溶かすためのスキルです。

　まず、笑顔で挨拶をします。
　このことは、「私はあなたを歓迎しています。」というメッセージを行動によって相手に伝えることになります。

　次に、もし初対面の相手であれば、自己紹介をします。

　そして、「小さな承認」をします。
　相手を観察して、なにか良いものを見つけて、それを言葉に出して相手をほめるのです。
　たとえば、「今日のセーターの色は決まってるね」と服装についてほめたり、「顔色がいいですね。」とか、ちょっとしたことでいいので、相手をほめるのです。
　このことにより、相手の心の緊張が解けて、良いコミュニケーションにつながっていきます。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その４）

2019年02月09日






＜ペーシング＞

　これは、自分を相手に合わせることです。
　相手の雰囲気、話すスピード、声の大きさ、トーン、身振り、言葉遣いなどに、自分をできるだけ合わせるのです。

　もし、相手が悲しそうにしゃべっているのだったら、自分も相手に合わせて悲しそうな口調で話すのです。
　楽しそうにしゃべってくるのなら、自分もそれに合わせて同じような口調、雰囲気で返すのです。

　このように、相手に合わせることで、相手は、親密さを感じ、話を聞いてもらった、共感してもらったと感じることができるのです。
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今日は「第１２回川西在宅緩和ケア研修会」がありました。

2019年02月10日






　この会は市立川西病院が主催している勉強会です。
　今回の講師は淀川キリスト教病院緩和医療内科主任部長の池永昌之先生でした。
　講演のタイトルは「あなたが大切にしていることを、医療や介護でも大切にしていくために」でした。
　中心の話題はＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）でした。


　ＡＣＰについては、先日も勉強会に行ってきました。
2018/11/14 今日はアドバンス・ケア・プランニング(ACP) について勉強会がありました。


　今日も、具体的、実践的なお話があり、勉強になりました。


　いよいよ、こひつじクリニックでもＡＣＰを意識した取り組みを始めていきたいと考えています。


　患者さんの価値観、人生観、希望をあらかじめできるだけお聞きしておいて、実際の医療や介護において、それが実現していくようにするのです。
　そのための具体的手順としては


　（１）代理決定者を明確にする。
　代理決定者とは、患者様の病状が進行してはっきり意思表示ができなくなった時に、患者様に代わって、患者様の希望を推定して、意思表示をする役割の人です。この人は、患者様の価値観をよく知っている必要があります。

　（２）患者様、代理決定者、医療スタッフが顔を合わせて、患者様の価値観や希望について語り合う。
　予定を組んで、集まって話をするという場合もあるでしょうし、日常の診療の中で、ざっくばらんに語り合うという場合もあると思います。
　ざっくばらんに語り合う場合でも、ＡＣＰを意識して、ポイントをおさえて、記録をしていく必要があります。
　うちのクリニックの場合は、１回で仕上げるというよりは、何回かに分けて徐々に仕上げていく形がいいのかも知れません。

　（３）１回決めたらそれで終わりではなく、時々、気持ちや意志に変化がないか、確認する。



　今日の勉強会では、もしバナゲームというものが紹介されました。
　一種のカードゲームです。

　患者様自身が、自分が何を大切にしたいと思っているのか、考え、整理するために、有効で便利なツールだと思いました。これも取り入れてみようと考えています。

















「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その５）

2019年02月11日






＜メディカル・サポート・コーチングの３大コアスキル＞

　（１）聴く

　良いコミュニケーションのためには、まず相手の話をよく聞くことが大切です。


　（２）質問する

　相手自身すら気づいていない思いや整理できていない考えを引き出していくことが目的です。


　（３）伝える

　こちらから、意見、アドバイス、提案をどのように伝えるのが効果的かということです。



　人は、相手が自分の話をよく聞いてくれる時には、相手の話にも耳を傾けてみようかと思えるようになるもののようです。
　よく「傾聴」という言葉を聞きますが、これから紹介する「聴く」スキルは、傾聴に通ずるものです。
　みなさんも、まず人の話をしっかり聴ける人になってみてください。
　必ず人間関係が改善していきます。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その６）

2019年02月12日






＜聴くスキル（１）＞
　〜〜ゼロポジション〜〜

　コーチングはアメリカで生まれたものなので、いろいろな用語が英語になっています。
　ゼロポジションとは、ゼロの状態、何もない状態、まったく中立な状態という感じだと思います。

　ゼロポジションを実現するためのスキルがいくつかあります。


　(1) 相手のことや会話の内容について、できるだけ事前に先入観を持たずに聴く。
　(2) 相手がしゃべっている間、できるだけ自分の思考を抑えるようにする。評価しない。自己解釈しない。
　(3) 相手が話している間は口を挟まない。特に相手の最後の言葉までしっかり聴くことを自分に義務づける。
　(4) 否定的な接続詞を使わない。「でも」「しかし」「だけど」などを極力排除する。
　(5) 沈黙が訪れても、自分からは話さない。できるだけ待つ。沈黙は相手が話すことを考えるための貴重な時間。
　(6) 自分の話に取り込まない。自分が話し手になろうとしない。


　少し補足します。

　(2) について
　私たちは、人の話を聞く時に、「あなたの考えはおかしい」とか「こうすればうまくいくのに」とか考えながら聞いてしまいがちだと思います。
　コーチング流の「聴く」では、相手の話をできるだけ正確に聞き取ることに集中して、聴きながら自分の評価を考えたりしないようにします。


　(6) について
　私たちは、人の話を聞いた時に「わかる。わかる。私も似たようなことを体験したんですよ。私の場合はこんなこんなで・・・」のように、相手の話を聴くはずが、気づいてみたら自分がしゃべってばっかりとかいうふうになりがちです。
　こんな状態だと、相手は、「この人にしゃべっても無駄。」と感じるようになり、話すことをやめてしまいます。こうなると問題の解決にも関係を深めることにもつながりません。

　人は、悩みや苦しみを持っていても、相手がゼロポジションの聴き方をしてくれたら、それだけで、悩みや苦しみが軽くなったりするのです。



2019/2/6 「「メディカル・サポート・コーチング入門」から」シリーズ　目次
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その７）

2019年02月13日






＜聴くスキル（２）＞
　〜〜相づち（あいづち）と頷き（うなずき）〜〜


　なんでもないことのようですが、コーチングでは相づちと頷きを意識して行うことを勧めています。
　相手の話を、ゼロポジションで聴きながら、相手の雰囲気にペーシングしながら、アイコンタクトをしながら、少し大げさ目に相づちをうったり、頷いたりするのです。
　ふだんの会話での相づち、頷きの倍ぐらいの回数になるといいようです。
　こうすることによって、「私はあなたの話をもっと聴きたいのです。」とか「もっともっと話してください。」というメッセージを行動で相手に伝えることになるのです。
　こうなると、相手は自分の心を開いて話しやすくなります。



2019/2/6 「「メディカル・サポート・コーチング入門」から」シリーズ　目次
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その８）

2019年02月14日






＜聴くスキル（３）＞
　〜〜オウム返し〜〜

　これは、相手の言葉を繰り返すことです。
　たとえば、相手が「今日、とてもうれしいことがありました。」と話してきたら、「うれしいことがあったのですね。」と繰り返します。
　「頭が割れるように痛みます。」と話してきたら、「割れるように痛むのですね。」と繰り返します。

　このように返されると、相手には「私の話を心から聴いてくれている。」という気持ちが起こってきます。
　また、話が途切れずに、より詳しい、深い内容に話が自然に進んでいきます。
　このスキルもぜひ意識して使ってみてください。
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札幌市のＫ．Ａ．さんのその後

2019年02月15日






2019/1/11 今日は、札幌市→名古屋市の患者様の転院に同行してきました。
　で札幌市のＫ．Ａ．さんを紹介させていただきました。
　Ｋ．Ａ．さんの娘様からその後の様子についてメールがありました。

「

この頃の父は、リハビリを拒否することなく、午前も午後も素直に頑張って受けており、
退院する日を楽しみにしているようです。
もう、ゆっくりなら1人で歩けるようになりました。
退院したら、また散歩に出かけて、転んで、骨折して･･･と、
また繰り返すんじゃないかと心配しておりますが、
私がすぐ近くに住んでいますので、
なんとかなります。
安心です。

先生のおかげです。
本当にありがとうございました。

これからも、忙しくて大変でしょうが、
私達のような患者と家族の希望ですので、
頑張ってください。
ありがとうございました。

」


　ご報告のメールをありがとうございました。
　順調に経過しているようでうれしいです。

















３月の事例検討会のご案内

2019年02月16日






毎月の事例検討会のご案内です。

　多職種での連携を強化していくためにこひつじクリニックが主催している検討会です。
　こひつじクリニックの訪問診療の患者様を担当してくださっている訪問看護師さん、薬剤師さん、ケアマネさんを中心に集まっていただいています。
　患者様一人ひとりについて、関係されている各職種の方と情報を共有し、知恵を出し合って、患者様の療養生活がより良いものとなるように考えていきます。
　上記以外の方でも在宅医療に関心のある方であればどなたでもご参加ください。

　今回はこひつじクリニックでします。
　途中からの参加でもかまいません。
　ご参加をお待ちしています。

　場所：こひつじクリニック待合室
　日時：３月１５日（金）１７時３０分 ～１９時００分


2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）
2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧


こひつじクリニックホームページ
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今日は「緩和ケア研修会」でした。

2019年02月17日






　今日は市立伊丹病院で「緩和ケア研修会」がありました。
　若干のトラブルがありましたが、なんとか修了できました。

　私は９年ぐらい前にも「緩和ケア研修会」に参加していたのですが、事情があり、再度参加することとしました。
　市立伊丹病院の医師、看護師、薬剤師、MSW など多職種の方も参加されていました。
　勉強にもなりましたし、なかなか楽しい会でした。

　学んだことを、医療の現場でいかしていきます。

















「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その９）

2019年02月18日






＜質問するスキル（１）＞
　〜〜質問する意義〜〜

　聴くスキルが終わったので、次は質問するスキルです。

　聴き手が上手に聴いてくれると、話し手は自分の思い、悲しみ、つらさ、問題などを十分に言語化して、表に出すことができます。
　これだけでも、話し手の悲しみ、つらさ、問題などはずいぶん軽くなり、解決に向かっていきます。

　コーチングでは、さらに、上手に話し手に対して質問することによって、話し手が持っている、まだまとまっていない思いや、本当に望んでいるものを引き出し、それを言語化することを助けます。

　上手な質問により、話し手の心の奥深くしまいこんでいた思いや考えを掘り起こす作業がパワーアップするのです。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１０）

2019年02月19日






＜質問するスキル（２）＞
　〜〜オープン型質問〜〜

　クローズ型質問は「はい」「いいえ」で答えが終了してしまうものを言います。
　それに対して、オープン型質問とは「はい」「いいえ」では答えられないものです。

　●クローズ型質問の例
　「その後、変わりありませんか？」
　「気分はいいですか？」
　「熱はありますか？」
　「痛みは感じますか？」
　「夜眠れましたか？」

　これらの質問に対しては、「はい」または「いいえ」で答えが終了して、会話がそこから広がっていきません。

　●これらの質問をオープン型質問に言い換えると
　「その後、いかがですか？」
　「気分はどんな感じですか？」
　「熱の具合はどうでしょうか？」
　「痛みの具合は、どんな感じですか？」
　「睡眠の状態はいかがでしょう？」

　こんなふうに質問されると、自分の言葉で、状態を説明せざるを得なくなります。
　クローズ型質問をすると、「はい」か「いいえ」だけの言葉しか返ってこないのに
　オープン型質問をすると、はるかに多くの言葉を引き出すことができるのです。

　上記の例は、医療現場での質問の例ですが、一般の人の会話でも同様で、応用可能です。

　コーチングではオープン型質問が、非常に重要な役割を担うのですが、

　クローズ型質問が有用な場面もあります。

　会話がまだ弾んでいない導入部であったり、会話がうまく進んでいかないような時には、「はい」「いいえ」だけで答えられるクローズ型質問のおかげで、会話が動き出すきっかけや、はずみになったりするのです。
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昨日、こひつじクリニックのスタッフが患者さんのパチンコに付き添いました。

2019年02月22日






　私の訪問診療の患者様で、こんな方がおられます。
　７０代の男性で、慢性の疾患のために歩くのが難しくなってきている方です。
　この方は、パチンコが趣味で、今まで頻繁にパチンコに行っておられました。
　体調が比較的いい日にはパチンコに行けていたのですが、ここ数か月は次第にパチンコに行けなくなってきていました。


　パチンコに行くのに、一人では難しいとしても、誰かが付き添えば可能ということでした。
　そこで、しばらく前から、よかったら、こひつじクリニックの職員がパチンコにおともしますよ、と軽く提案はしていました。


　昨日、定期の訪問診療の日だったのですが、うちのクリニックのスタッフの都合が良くて、「今日なら少々長時間でも、パチンコに付き添える」という状況でした。
　診察の中で、あらためて提案したところ、それなら行ってみようかということになりました。


　誰でも、好きなこと、楽しんで打ち込めることであれば、イキイキとがんばれるものです。
　この方も、数時間パチンコをして、この日は６万円勝ったそうです。上機嫌だったそうです。

　こひつじクリニックは、「病気であっても、生きがい、希望、喜びを」をモットーに活動しています。
　患者様が、家にこもりっきりで療養するよりは、できるだけ外に出て、好きなことができるように支援したいと思っています。

　ほかのクリニックでは、あんまり、こんなことはしないのでしょうが、うちでは、一人ひとりの患者様に、たとえささやかなことであっても、喜んでいただけるように、また、生きがいや希望を感じていただけるように、できることをやっていきたいと思っています。
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一時停止違反で罰金７０００円。

2019年02月23日






　昨日、訪問診療に車を運転して回っていました。
　細い道から、太い道に出る時に、おまわりさんに笛を吹かれて、止められてしまいました。
　最初、なんで止められたのか全然わかりませんでした。
　そこの「止まれ」で一時停止しなかったでしょとのこと。
[image: no title]


　私は、自分で言うのもなんですが、安全運転にはふだんからかなり気をつけているつもりですし、自信も持っています。
　上記の「止まれ」のところも、見通しが悪く、横から飛び出しがありそうで、事故に気をつけないといけないポイントだとふだんから意識している地点ではありました。
　ですからこの日も、安全に気をつけながら走ってはいたのです。
　ですが、確かに一時停止まではしていませんでした。
　おまわりさんにそれを指摘されると、否定はできませんでした。
　この日はトラックのすぐあとを走っていたので、横からの飛び出しはないだろうと、ふだんよりはスピードが若干速かったのかも知れません。

　うかつでした。
　一時停止違反は初めてでした。

　７０００円は安くない授業料ですが、痛い勉強になりました。
　今後、さらに安全運転に励みます。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１１）

2019年02月24日






＜質問するスキル（３）＞
　〜〜未来型質問〜〜

　未来型質問とは、未来に焦点を当てて質問したものです。
　例えば、

　「次に何ができそうですか？」
　「明日から、どうしようと考えますか？」
　「これから、どんなふうになっていきたいと思いますか？」
　「どうしたいと思いますか？」

　これに対して過去型質問とはこんなものです。
　「なぜ〇〇しなかったの？」
　「失敗した原因はどこにあると思う？」
　「今までにできなかったことは何？」
　「今までで一番うれしかったことは何？」
　「何が大変だったの？」

　過去のうまくいかなかったことを質問されると、人は誰でも責められているように感じてしまい、思いが萎縮してしまいがちです。
　ですが、未来のことを質問されると、意欲が湧きやすいし、自由で積極的な発想に結びつきやすいのです。
　人はどんな時点、どんな状態からでもやり直すことができるし、再出発することができるのですから。
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カテゴリー別アーカイブ

2019年02月24日






　カテゴリー別のページにジャンプします。
　それぞれのカテゴリーで記事が最新のものから表示されます。



記事一覧・目次  


イベント紹介 


こひつじクリニック 
旅行・外出支援 
訪問診療  
 
テレビ番組 
 
求人 


医学・医療 
福祉 
リハビリ認知症 
グリーフケア



クリスチャンとして考えていること 


できごと 

自己紹介
趣味 
家族 
自動車 

起業、経営、お金関連

政治 




本の紹介 
商品、サービスの紹介







　検索機能もご利用ください。
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について



　こちらもどうぞ。
2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
















「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１２）

2019年02月24日






＜質問するスキル（４）＞
　〜〜肯定型質問〜〜

　否定型の質問はこのようなものです。

　「どうしてうまくいかなかったのですか？」
　「なぜその問題が解決できなかったのか？」
　「なぜできないと思うのか？」


　これらを肯定型に言い換えるとこうなります。
　「どうしたらうまくいったのだろうか？」
　「その問題を解決するためには何が必要だったのだろうか？」
　「どうすればできるだろう？」

　
　否定型の質問を受けると、責められている、プレッシャーをかけられているという印象が生じやすくなります。
　答えもおのずと否定的な方向に向かってしまいます。
　「〇〇しないためには？」という発想では無難な安全策しか出ないでしょう。

　ですが、「〇〇するためには？」と聞かれると「こんな方法はどうかな」とか「こうやってみるといいかも」と広がりのある発想が生まれてきます。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１３）

2019年02月25日






＜質問するスキル（５）＞
　〜〜物事を主語にする〜〜

　過去型質問や否定型質問ではどうしても相手が責められていると感じてしまいがちです。
　相手が責められているという感じをできるだけ受けずに、リラックスして話をしやすくするためのテクニックとして、未来型質問や肯定型質問があるのですが、今回はもう一つ、物事を主語にするというテクニックを紹介します。

　「あなたは、なぜ〇〇しなかったの？」と相手（人）を主語にする代わりに
　「あなたが〇〇しなかった理由は何？」と理由を主語にするのです。

　「なぜうまくできなかったの？」と聞く代わりに
　「うまくできなかった原因は何？」と聞くわけです。

　「なぜ〇〇するの？」の代わりに
　「〇〇する目的は何？」と聞きます。


　人を主語にする代わりに、「理由」や「原因」や「目的」などの物事を主語にするのです。
　ちょっとしたことですが、こういう聞き方することで相手は自分が責められているとの印象を受けにくくなり、事態や自分のことを落ち着いて客観的にみることができるようになります。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１４）

2019年02月26日






＜質問するスキル（６）＞
　〜〜塊をほぐす、塊を再構築する〜〜

　相手が話してくれた言葉のうしろには、いろいろな背景、事情、経緯があるはずです。
　また一言では語り尽くせないいろいろな思い、考えがあるはずです。
　そういったものを、オープン型質問を使って、少しずつ聞き出して、話してもらいます。
　そうして、相手の思い、考えをできるだけ具体的に知る過程を、「塊をほぐす」と表現します。


　例えば、相手が「最近とても調子がいいんですよ。」と言ったとします。
　「どんなふうに調子がいいのですか？」「何をする時そう感じるのですか？」「何かきっかけがあったのですか？」など、質問します。
　すると、相手は「朝すっと起きられるし、ごはんがおいしい。仕事にも集中できる。」「イライラしない。」「最近、大きい仕事をうまく完成させることができた。それで夜ふかしせず早く寝るようになった。それがきっかけかも知れない。」のように話が広がり深まっていくかも知れません。

　相手の思いや考えがわかってきたら、それをまとめて、相手に
　「これこれこういうことで、あなたはこのように感じておられるのですね。」と相手に投げ返します。
　相手から聴いたいろいろなことをまた一つにまとめることを「塊を再構築する」と表現します。

　先ほどの例では、
　「あなたは、今、夜ふかししないので、朝も快調で、仕事もはかどる。気分も穏やかという感じで調子がいいんですね。」と再構築して、相手に投げ返します。
　もし、自分の理解でちょっと違うという点があったりしたら、相手が訂正してくれて、より正しい理解に近づいていけるのです。



2019/2/14 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その８）
　では、オウム返しというスキルを説明しました。
　これは文の単位で、相手の言ったことを相手に投げ返すものです。
　オウム返しをされることで、相手は話を聴いてもらっていると感じることができます。

　今日の「塊をほぐす、再構築する。」というスキルはストーリーの単位でのオウム返しとも言えると思います。このような聴き方をされると、相手は、心から真剣に話を聴いてもらったと感じることができますし、相手の考え、思いを正確に理解することにつながります。これにより、より深い共感につながりますし、共に問題解決に向かって歩みだすことともなります。
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２０１９年４月の認知症サポーター養成講座のご案内

2019年02月27日






　こひつじクリニックでは、２か月に１回認知症サポーター養成講座を行っています。
　これは一般の方向けの講座です。
　一般の方が認知症についての知識を深めて、認知症の方やそのご家族をサポートできるように。
　そして、認知症の方が地域で安心して暮らしていける社会になっていくことを目的としています。

[image: 3]


　次回は４月２３日（火）11:00〜12:30 です。
　場所は、こひつじクリニック（兵庫県川辺郡猪名川町若葉 1-30-10）です。
　予約は不要です。
　どうぞ、関心のある方はお集まりください。



2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧
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2018/8/5 記事一覧

こひつじクリニックホームページ



















こんなコンサートがあります。

2019年02月28日






　訪問診療の患者さまのご家族が関わっておられるコンサートです。
　皆さん、いかがですか。


[image: no title]
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こひつじクリニック求人情報（２０１９年３月版）

2019年03月03日






　こひつじクリニックでは、現在、以下の各職種の方を募集しています。
　ご応募、お問い合わせはこちらまで。
　　お電話：0120-96-8323
　　ＦＡＸ：03-6800-5879
　　メール：yasushikomatsu@yahoo.co.jp



（１）常勤医師
2018/6/14 常勤の医師を募集します。
2018/8/30 こひつじクリニック　求人広告　カラー版

（２）非常勤医師（眼科、皮膚科）
2019/1/25 皮膚科と眼科の訪問診療の非常勤医を募集します。
2018/8/30 こひつじクリニック　求人広告　カラー版

（３）旅行・外出支援のための登録看護師2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。


（４）外出支援ボランティア2018/5/1 外出支援ボランティアを募集します。






2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）
2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧

こひつじクリニックホームページ



　＜旅行同行サービスもやってます。＞

2018/10/23 旅行同行サービス　説明マンガ
2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。
2018/10/2 こひつじクリニック　旅行同行サービス　広告



2018/5/13 東京旅行に同行した時の動画です。
2018/11/20 今日は大阪から鹿児島までの患者様の転院に同行してきました。
2019/1/11 今日は、札幌市→名古屋市の患者様の転院に同行してきました。
2019/1/24 こひつじクリニックの看護師が、特別支援学級の中１の生徒さんのスキー合宿に同行してきました。



　＜テレビで放送されました。＞

2018/5/17 こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
2018/8/18 「スーパードクター　こひつじクリニック　ダイジェスト版」を youtube にアップしました。
2018/9/6 こひつじクリニックのテレビ番組のＤＶＤができました。






















「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１５）

2019年03月03日






＜伝えるスキル（１）＞
　〜〜伝える際の心がまえ〜〜

　コーチングでは、問題の解決は相手自身が持っていると考えます。
　相手は自分の中に問題の解決方法を持っているのですが、それを自分でも気がついていない、もしくは無意識にか意識的にか封印してしまっていると考えます。
　コーチングでは「聴く」こと「質問する」ことによって、相手からそれを引き出していきます。
　答えは相手が持っているので、コーチングでは相手に教えたり、アドバイスしたりすることは原則的にはありません。

　しかし、私たちの日常的なコミュニケーションにおいては、相手にアドバイスをしたり、要望したり、何かを伝えるような場面が頻繁にあります。
　基本は「聴く」こと、「質問する」ことによって、相手の必要を知り、それにかなう情報を伝えることです。

　相手に何かを伝える時にはどのようにするのが効果的でしょうか。
　数回に分けて紹介します。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１６）

2019年03月04日






＜伝えるスキル（２）＞
　〜〜メッセージはＩ（アイ）で伝える〜〜

　たとえば、頑張っている人をほめるメッセージを伝える時、主語によって３種類の伝え方があります。

Ａ　「あなたは頑張っていますね。」
Ｂ　「私は、あなたが頑張ってくれるので、とてもうれしいです。」
Ｃ　「私たちは、あなたが頑張ってくれるので、助かっています。」

　Ａは「あなたは」が主語なのでＹＯＵメッセージと呼びます。
　Ｂは「私は」が主語なので、Ｉメッセージと呼びます。
　Ｃは「私たちは」が主語なので、ＷＥメッセージです。

　主語が違うと相手への伝わり方が違ってきます。

　一般にＹＯＵメッセージは、「あなたは〇〇だ。」という言い方になるため、断定する、評価する、決めつけるといったニュアンスが強くなります。
　言われた相手にしてみると、お世辞に聞こえたり、皮肉に聞こえたり、下心があると感じられたり、誤解されているとか私のことをちっともわかっていないと感じられたりすることもあります。


　それに対してＩメッセージは、「私は、〇〇によって、〇〇になった。（〇〇という影響を受けた）」という言い方です。
　私の中で起こったことを相手に話しているのですから、相手はその言葉を否定することができません。自分が評価されていると感じる余地がないのです。
　ＹＯＵメッセージと比べると控えめな言い方に聞こえるかも知れませんが、Ｉメッセージは意図したことが１００％受け取られる安全な言い方です。

　ＷＥメッセージは複数の人が主語になる言い方です。多数の人の意見ということになるので、慎重に使うほうがいい表現です。
　肯定的な内容を伝える場合はまだいいのですが、否定的な内容をこの言い方で伝えられるととてもダメージが大きくなります。「みんな、お前のことで迷惑している。」みたいな言い方です。


　ふだん、意識しないと私たちはＹＯＵメッセージを使いがちだと思います。
　ＹＯＵメッセージが必ずしも悪いというわけではないのですが、ここぞという重要な場面では、Ｉメッセージによって、思いを伝えるといいと思います。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１７）

2019年03月04日






＜伝えるスキル（３）＞
　〜〜強みを見つけて「承認する」〜〜

2019/2/9 「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その３）
　の中で、対話を始めるにあたって、相手の心の扉を開くためのスキルとして「アイスブレイキング」を紹介しました。
　「アイスブレイキング」の一つとして「小さな承認」という項目があります。
　承認とは、相手の良いところを見つけて、相手を認めること、相手を積極的に評価すること、相手をほめることです。
　このように認められることで、悪い気分になる人はいません。

　相手を承認することによって、相手の意欲、やる気といったエネルギーが高まり、相手との信頼関係、友好関係を深めることができます。また会話を弾ませる促進剤ともなりえます。

　具体的には、相手の「強み」「良さ」「成果」「頑張り」などポジティブな面を見つけて承認していきます。
　前回紹介したＩメッセージを使うとさらにうまく伝わります。

　会話の中で、「いいなあ」「すごいな」「すばらしい」などと相手のポジティブな面を感じた時には、素直に言葉に出して承認しましょう。
　ふだんから、相手に対してポジティブな好奇心を持ち、「良い変化」が起これば、すぐに気づけるといいですね。
　「温かな好奇心」が、コミュニケーションや人間関係を、素晴らしく変えていきます。
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こひつじクリニック移転計画について

2019年03月06日






2019/1/3 ２０１９年の目標（その２）
　で簡単に紹介しましたが、こひつじクリニックを移転する計画が具体化してきています。

　猪名川町内で、コンビニが閉店したあとの物件を借りて、そこに移転する計画です。
　現在、土地の用途変更の申請を兵庫県にしているところで、認可されれば、計画が実際に動き出すことになります。

　現在のこひつじクリニックは、訪問診療、往診を中心としたクリニックです。
　外来診療は火曜日に２時間、木曜日に２時間と週に合計４時間しかしていません。
　ですが、移転後の新クリニックでは、訪問診療、往診は従来どおり行いますが、外来診療機能を大幅に充実させます。
　外来診療と在宅医療がスムーズにシームレスにつながる、連続するようなクリニックとします。


＜新クリニックの特徴・概要＞

　(1) 診察室が３室あります。地域住民の皆様、患者さまの幅広い必要にこたえるために、将来的には同時に３人の医師による診療が可能です。
　(2) 移転当初は、内科、外科、緩和ケア内科の外来を３６５日開く予定です。休日、祝日も診療します。
　(3) 午前は 8:45〜11:45、午後は 13:30〜16:30 の診療受付とする予定です。
　(4) インターネットから受診予約ができます。受診当日もスマホなどにて、順番や待ち時間の見込みをリアルタイムで確認することができます。

　(5) 患者さまの便宜を図るため、院内処方とします。クリニック内でお薬をお渡ししますので、別の薬局に薬をもらいに行く必要がありません。
　(6) 主な設備
　　・処置室　兼　軽手術室

　　　　全身麻酔も可能です。
　　・レントゲン室
　　・ドリンクバー




　どうぞご期待ください。
　新クリニックに関して、何かご意見やご要望があればお知らせください。
　新職員を募集することになります。詳細については、後日、お知らせしますが、関心をお持ちの方はご連絡ください。




2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）
2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧

こひつじクリニックホームページ



　＜旅行同行サービスもやってます。＞

2018/10/23 旅行同行サービス　説明マンガ
2018/7/19 旅行・外出支援のための登録看護師を募集します。
2018/10/2 こひつじクリニック　旅行同行サービス　広告



2018/5/13 東京旅行に同行した時の動画です。
2018/11/20 今日は大阪から鹿児島までの患者様の転院に同行してきました。
2019/1/11 今日は、札幌市→名古屋市の患者様の転院に同行してきました。
2019/1/24 こひつじクリニックの看護師が、特別支援学級の中１の生徒さんのスキー合宿に同行してきました。



　＜テレビで放送されました。＞

2018/5/17 こひつじクリニックのテレビ番組の販売を開始します。
2018/8/18 「スーパードクター　こひつじクリニック　ダイジェスト版」を youtube にアップしました。
2018/9/6 こひつじクリニックのテレビ番組のＤＶＤができました。





















「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１８）

2019年03月06日






＜伝えるスキル（４）＞
　〜〜枕詞（まくらことば）を使う〜〜

　「枕詞」とは、和歌や俳句に関わる用語です。

　ここで言う枕詞は、前置きと呼ばれるものと似たニュアンスで使われています。
　何かを相手に伝える際に、あらかじめ前置きをして、相手に、言ってもいいかどうか許可をとってから伝えるのです。
　何かの情報やアドバイスを伝える時、自分の意見を伝える時に用いると良いスキルです。
　特に言いにくいこと、相手にとって悪いことを伝える時に非常に役立ちます。

　たとえばこんな感じです。

　「あくまでも私の意見ですが、言ってもいいですか？」
　「ちょっとした情報があるのですが、聞いてもらえますか？」
　「参考までに私の体験を話してもいいかな？」
　「ちょっと言いにくいことですが、お話してもいいでしょうか？」
　「君にとっては耳が痛いことかも知れないんだけど、聞いてくれるかな？」

　相手に許可をとるという１ステップを入れることによって、
　相手は話を聞く準備ができます。
　ショックを和らげる効果もあります。
　つきはなされたと感じられることがなく、気づかってくれていると感じてもらいやすくなります。


　上記は許可を得る枕詞の例ですが、次のような軽い枕詞もあります。

　「これは私の意見なのですが」
　「参考までに聞いてもらいたいのですが、」
　「間違っているかも知れないのですが、」
　「多分ご存知のことだと思いますが、」
　「あくまでも一般的な話ですが、」

　このような枕詞に続いて伝えられると、伝えられる内容が受け止められやすくなります。
　高圧的に、一方的に、押し付けがましく話されると、私たちは、そんな話を聞きたくないし、従いたくないし、実行したくなくなります。
　でも、このような枕詞に続けて、ひかえめに話されると、穏やかな気持ちで相手の言葉を聞き、内容をよく考え、受け入れようとするものなのです。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その１９）

2019年03月07日






＜伝えるスキル（５）＞
　〜〜要望する〜〜

　コーチングとは、相手が自分自身の中から答えを見つけ出すためのサポートです。

　ですので、コーチ側からの意見やアイデアを強く勧めるは極力避けるのが基本です。
　ですが、日常の私たちのコミュニケーションにおいては、相手に何かを強く勧めたり、要望したりという場面があると思います。
　要望する時に、注意すべきポイントがいくつかあります。

　まず、これは要望であるということを伝えます。
　「私から一つ要望があります。」
　「これは、あくまでもこちらからの要望なんだけれど、」
　などのように、枕詞で明示します。

　要望する内容は簡潔に伝えます。
　この時、できるだけ「具体的な行動」を要望するように心がけます。
　たとえば、
　「これは私の要望なのですが、今週中にタバコを半分に減らしてもらいたいのです。やってもらえますか？」
　「一つ要望があります。その資料の作成をこの３日間で完成させてほしいのです。やってくれますか？」
　という感じです。

　「具体的な行動」とは、やったかどうか確認が可能である行動のことです。
　このような具体的な要望や提案をすると、相手が行動しやすいと言えます。
　コーチングでは、こちらから提案や要望をしても、それを受け入れるかどうかは、完全に相手の自由です。
　相手との対話の中で、提案や要望が全面的に受け入れられなくても、
　「ここまでならできる」
　「こんなふうになら可能だ」
　といったように、一部分だけ、もしくは少しアレンジして受け入れてくれるという場合もあります。

　相手が要望を受け入れた場合には、必ず、その行動の結果を確認する場を設けるようにします。
　要望しっぱなしではなく、その結果を報告する機会を設定しておくことが、行動の効果をさらに高めます。
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ネッツトヨタでの勉強会　２０１９年４月のご案内

2019年03月08日






　2018/7/23 ネッツトヨタで勉強会が始まります。
　でご案内しましたが、２０１８年９月からこんな勉強会が始まっています。

　場所はネッツトヨタ神戸のネッツテラス猪名川のショールームです。
　医療、福祉関係のテーマでみんなで話をしようというイベントです。
　毎週金曜日の１４〜１６時です。
　私は毎月第２金曜日を担当することになっています。

　４月１２日の１４〜１５時は「６０代、７０代の女性に多い病気について」と題してお話します。

　どなたでもご参加いただけます。
　どうぞお越しください。 



イベント紹介


2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ

2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次

















眼科医が訪問診療をします。

2019年03月09日






　４月３日（水）に眼科の先生が、訪問診療に回ってくれることになりました。
　本当は、眼科にかかりたいが、いろいろな事情で通院が難しいと言われる方は、お知らせください。
　当クリニックから直線距離で 16km 以内の方であれば、ご自宅まで眼科医が訪問いたします。

　この地図が当クリニックから半径 16km の範囲です。
[image: no title]

　ご自宅での診療ですので、病院や眼科診療所のような設備や器材を使用できません。
　ご自宅では本格的な診療は難しいのですが、眼科専門の医師が診察することによって、今後の眼科診療についての方向性や方針が明らかになってくると思います。
　ぜひご利用ください。

　４月３日の次の眼科訪問日は未定です。




2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）
2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧

こひつじクリニックホームページ

















「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その２０）

2019年03月10日






＜伝えるスキル（６）＞
　〜〜一時停止〜〜

　コーチングでは、相手の話をさえぎらずに最後まで聴くのが基本です。
　ですが、コーチングでも、相手の話の途中で割って入り、話を中断させることがあります。
　どんな時にそうするかと言うと、明らかに相手が話すべきテーマから軌道をはずれ、だらだらと意味のない話に時間を費やしていると、コーチ側が判断した時です。
　たとえば、ただ単に時間を浪費しているだけの愚痴、行動を起こすことから逃避するための言い訳などです。
　時には愚痴を心の中から話すことで、気持ちが浄化されたり、癒やされたりすることがありますので、一概に愚痴を言い出したらだめというのではありません。
　これは直感に頼る部分も大きいのですが、聞いているあなたが、これ以上この話を続けていても、相手に何の益ももたらさないと感じた時に使います。

　「話の途中で失礼ですが、言い訳はここまでにしませんか。」
　「申し訳ないけれど、これ以上、愚痴を続けるのはやめましょう。」
といった具合に、ちょっと断りの枕詞を入れると、一時停止しやすくなります。


　シチュエーションや相手との親密度によってはストレートに
　「ねえ、もうそろそろ次に進んでいきませんか？」
　「ごめんなさい、この話題は、これ以上話しても無益だと思う」
と話を遮ってもいいでしょう。

　時間切れで、話を中断しないといけない時には

　「大変言いにくいのですが、今日は時間がこれ以上とれませんので、次回に聞かせていただけますか？」
　などのように言えるでしょう。

　こんな枕詞を使うと言いでしょう。
　「話の腰を折るようで、申し訳ないのですが、」
　「お話の途中で、すみませんが」

　一時停止をするのは、あくまでも相手のことを考えて、相手の益のためだということは心する必要はあります。
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「メディカル・サポート・コーチング入門」から（その２１）（完）

2019年03月11日






＜さいごに＞

　「メディカル・サポート・コーチング入門」という本に書かれていることから、すべての人にとって役立つであろう部分を、紹介させていただきました。

　コーチングとは、コーチがクライアントと対話する中で、クライアントの本当の希望、願いを聞き出し、クライアントと共に実行可能な目標を設定し、それが実行されるようにフォローアップするというものです。

　コーチングをする上で、基本的な技能となるものが、コミュニケーションのスキルです。
　この、コミュニケーションのスキルの部分は、私にとって、とても役立つものでした。
　患者さんや御家族との対話においてはもちろん、家族との対話でも、そのほかの人との対話でも、とても有用でした。

　スキルというと、心が伴っていなくても、実行できるものではあります。
　たとえば、ペーシングとか、オウム返しとか。
　相手が悲しそうな話し方をしていたら、自分も悲しそうな口調でしゃべるとか、相手の言葉の一部をそのまま相手に投げ返すとかいうことは、別に心が伴っていなくてもできます。
　心が伴っていなくても、そのようなしゃべり方をすれば、相手は共感してもらったと感じてくれるのです。
　私は、もともと鈍感で、人の気持ちのわかりにくい人間です。

　たぶん、今でも、私のそんな性質は変わっていないと思います。
　でも、このようなコミュニケーションスキルが、それなりに身について、ふだんからいつも実践していると、周りの人は、私のことを、話を聞いてくれる人、共感する能力の高い人と勘違いしてくれるようになります。
　いつしか、自分でも自分のことを勘違いしかけています。
　私の本質は変わっていませんが、実際に、私という人間がそのように成長してきているのかも知れません。
　形から入れば、心がついてくるというふうにも言えるかも知れません。

　まだまだ、私も発展途上で、これらのコミュニケーションスキルが完全に身についているわけではありません。
　忘れてしまうこともあるので、時々見て思い出せるようにするためにも、このシリーズ記事を書きました。


　このシリーズ記事を読んでくださったあなたにとっても、これらの情報が、参考になり、人間関係を改善させ、あなた自身を成長させるものとなるなら、うれしく思います。


　よかったら、ご意見、ご感想、ご質問などのコメントをお寄せください。
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救急車を呼ぶ時はご注意を。（蘇生や治療を望まない場合には）

2019年03月13日






[image: no title]

　１１９番の通報を受けて、救急隊員が現場に駆けつけた時に、家族から、蘇生しないでほしいと言われて、救急隊員としては非常に困ることがあるという記事を、最近時々ネット上で目にします。
　私も、神戸徳洲会病院で長く救急医療を担当していたので、そういう事例を時々経験しました。

　癌の末期とか、老衰の状態で在宅で療養中の患者さまがおられます。
　体力が次第に落ちてきていて、近い将来に寿命が尽きるとご本人もご家族も予期されている方です。
　これらの患者さまの中には、状態が変わって、生命に関わるような事態になっても、延命治療を受けたくないと意思表示をされる方がけっこうおられます。
　ご家族も、このような患者さまの希望については理解していて、その通りにしようと思っておられます。

　ですが、いざ実際に急変が起こって、患者さまの生命の危機の状態になると、ご家族があわててしまって、何をしたらいいのかわからなくて、とりあえず１１９に電話してしまうのです。

　救急隊員の使命は、患者さまの命を救うことです。
　当然、１１９番の通報を受ければ、救急隊員は、全力で患者さまの救命のために手を尽くします。
　１１９番の通報があった時点で、ご家族は、患者さまが救命されることを願っていると、救急隊員は理解するわけです。

　ところが、現場に着いてみると、家族は救命しないでほしい、治療しないでほしいと言う。

　救急隊員の使命と家族の言葉が正反対なので、困るのです。
　多くの場合は、命が失われてしまったら取り返しがつかないので、救急隊員の使命に沿って、蘇生を行いながら、病院に搬送することとなります。
　病院に搬送されてからも、救命処置が続けられていくわけです。

　患者さまがあらかじめ延命処置は受けたくないと表明しており、ご家族もそれに同意していたにもかかわらず、１１９番に電話して、救急車を呼んでしまったために、本人も家族も望んでいなかった方向に、急発進してしまうのです。

　それでは、こんな悲劇を防ぐためにはどうしたらいいのでしょうか。

　一つの正解は、「急変があった時に、在宅医療の主治医に連絡する」でしょう。
　在宅医療の主治医であれば、患者さまが延命治療を望んでおられないことを知っているはずなので、その意向に沿って、在宅のままで症状緩和の治療をしたり、在宅で看取りをしたりしてくれるはずです。
　こうすれば、患者さまの願っていた通りになるのです。

　もし、在宅医療の主治医がまだ決まっていないのでしたら、少しでも早く、医者を見つけて、特に急変時の対応をどのようにするかを、よく話し合っておきましょう。
　急変があっても、１１９番に電話するのではなくて、在宅主治医を呼ぶ。これで悲劇は防げます。

















２０１９年３月２３日の勉強会のご案内

2019年03月14日






　こんな勉強会があります。

会の名前：第８３回みんなで学ぼう“障がい福祉の ABC”
日時：３月２３日 （土） 13 時 30 分 ～ 16 時 00 分
テーマ：障がい児者の為の「生活支援拠点等整備事業」を総合的に考える
講師：小松邦志　他３名
場所：猪名川町総合福祉センター２階研修室

　小松は、「地域社会における「完結型の訪問型医療体制」の確立には、どのような条件が必要なのか。」と題してお話します。

　どなたでも自由にご参加いただけます。
　参加費無料です。

　良かったらお越しください。 


[image: no title]



イベント紹介

2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧





こひつじクリニックホームページ



















ポータブルエコー Canon Viamo C100 を導入しました。

2019年03月14日






　ポータブルエコー Canon Viamo c100 を本日導入しました。

　以前の記事

2018/6/9 エコーのできる技師さんを募集します。
　で、コニカミノルタの　SONIMAGE P3　というハンディなエコー機を使っていると紹介しましたが、今回導入した Canon の機械は、桁違いのすぐれものです。


　外観は大型のノートパソコンのようです。
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　蓋を閉じるとこんな感じです。


[image: 2]

　ちょっと重いのですが、十分患者さまのおうちまで持っていけます。

[image: no title]

　画質は非常にいいです。
　病院で使う、据え置き型のエコーと比べても遜色のない画質です。

　これは肝臓です。
　この画像は Canon のホームページからお借りしたものですが、実際に患者様に使ってみるとこの画像よりも精細に感じられました。
　ポータブルエコーで、こんな画質が出せるほど、機械は進歩してきているのですね。

[image: 3]


　心エコーではこんな感じです。
　実際の患者様で見てみると、この画像よりももっと精細に描出されます。

[image: 4]



　来月から、エコー技師が常勤で入ることになりました。
　この機械が、大活躍すると思います。

　高性能エコー機のおかげで、診断の精度が格段に上がると思います。
　診断の精度が上がることによって、より適切な治療につながり、より早く、より確実に病状が改善することが期待できます。
　病院を受診すべきタイミングも、より適切に判断することができるようになります。

　腹部、心臓だけではなく、乳腺、甲状腺、体表、頸動脈、骨表面などの検査もできます。

　在宅で、エコー検査を必要とする方がおられたら、ご連絡ください。
　おうちまで訪問いたします。



2018/10/11 こひつじクリニックの理念（２０１８年１０月版）
2018/11/18 こひつじクリニックは在宅療養支援診療所です。

2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧

こひつじクリニックホームページ


















小松邦志ブログについて

2019年03月15日






　小松邦志ブログは２０１８年４月に始まりました。
　毎日書くことを目標にしています。
　書けない日も時々あったのですが、書ける日にまとめて書いて追いつくようにしています。


　記事の数が多くなってきて、読みたい記事を探しにくくなっていると思います。

　右の「最新記事」や「人気記事」から、記事にジャンプしてください。


2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ
　では、カテゴリー別で記事が最新のものから表示されます。


　ちなみに「人気記事」の欄では、過去３５日間のページビュー数累計の上位２０位の記事が表示されます。
　「アクセスカウンター」では、毎日のページビュー数が過去６０日間分、グラフで表示されます。
2018/8/13 ブログの模様がえをしました。



　検索機能もご利用ください。
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について



　こちらもどうぞ。
2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧






こひつじクリニックホームページ
















小松邦志ブログについて

2019年03月16日






　小松邦志ブログは２０１８年４月に始まりました。
　毎日書くことを目標にしています。
　書けない日も時々あったのですが、書ける日にまとめて書いて追いつくようにしています。


　記事の数が多くなってきて、読みたい記事を探しにくくなっていると思います。

　右の「最新記事」や「人気記事」から、記事にジャンプしてください。


2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ
　では、カテゴリー別で記事が最新のものから表示されます。


　ちなみに「人気記事」の欄では、過去３５日間のページビュー数累計の上位２０位の記事が表示されます。
　「アクセスカウンター」では、毎日のページビュー数が過去６０日間分、グラフで表示されます。
2018/8/13 ブログの模様がえをしました。



　検索機能もご利用ください。
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について



　こちらもどうぞ。
2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧






こひつじクリニックホームページ
















小松邦志ブログについて

2019年03月17日






　小松邦志ブログは２０１８年４月に始まりました。
　毎日書くことを目標にしています。
　書けない日も時々あったのですが、書ける日にまとめて書いて追いつくようにしています。


　記事の数が多くなってきて、読みたい記事を探しにくくなっていると思います。

　右の「最新記事」や「人気記事」から、記事にジャンプしてください。


2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ
　では、カテゴリー別で記事が最新のものから表示されます。


　ちなみに「人気記事」の欄では、過去３５日間のページビュー数累計の上位２０位の記事が表示されます。
　「アクセスカウンター」では、毎日のページビュー数が過去６０日間分、グラフで表示されます。
2018/8/13 ブログの模様がえをしました。



　検索機能もご利用ください。
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について



　こちらもどうぞ。
2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧






こひつじクリニックホームページ
















小松邦志ブログについて

2019年03月18日






　小松邦志ブログは２０１８年４月に始まりました。
　毎日書くことを目標にしています。
　書けない日も時々あったのですが、書ける日にまとめて書いて追いつくようにしています。


　記事の数が多くなってきて、読みたい記事を探しにくくなっていると思います。

　右の「最新記事」や「人気記事」から、記事にジャンプしてください。


2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ
　では、カテゴリー別で記事が最新のものから表示されます。


　ちなみに「人気記事」の欄では、過去３５日間のページビュー数累計の上位２０位の記事が表示されます。
　「アクセスカウンター」では、毎日のページビュー数が過去６０日間分、グラフで表示されます。
2018/8/13 ブログの模様がえをしました。



　検索機能もご利用ください。
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について



　こちらもどうぞ。
2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧






こひつじクリニックホームページ
















小松邦志ブログについて

2019年03月19日






　小松邦志ブログは２０１８年４月に始まりました。
　毎日書くことを目標にしています。
　書けない日も時々あったのですが、書ける日にまとめて書いて追いつくようにしています。


　記事の数が多くなってきて、読みたい記事を探しにくくなっていると思います。

　右の「最新記事」や「人気記事」から、記事にジャンプしてください。


2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ
　では、カテゴリー別で記事が最新のものから表示されます。


　ちなみに「人気記事」の欄では、過去３５日間のページビュー数累計の上位２０位の記事が表示されます。
　「アクセスカウンター」では、毎日のページビュー数が過去６０日間分、グラフで表示されます。
2018/8/13 ブログの模様がえをしました。



　検索機能もご利用ください。
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について



　こちらもどうぞ。
2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧






こひつじクリニックホームページ
















小松邦志ブログについて

2019年03月20日






　小松邦志ブログは２０１８年４月に始まりました。
　毎日書くことを目標にしています。
　書けない日も時々あったのですが、書ける日にまとめて書いて追いつくようにしています。


　記事の数が多くなってきて、読みたい記事を探しにくくなっていると思います。

　右の「最新記事」や「人気記事」から、記事にジャンプしてください。


2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ
　では、カテゴリー別で記事が最新のものから表示されます。


　ちなみに「人気記事」の欄では、過去３５日間のページビュー数累計の上位２０位の記事が表示されます。
　「アクセスカウンター」では、毎日のページビュー数が過去６０日間分、グラフで表示されます。
2018/8/13 ブログの模様がえをしました。



　検索機能もご利用ください。
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について



　こちらもどうぞ。
2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧






こひつじクリニックホームページ
















小松邦志ブログについて

2019年03月21日






　小松邦志ブログは２０１８年４月に始まりました。
　毎日書くことを目標にしています。
　書けない日も時々あったのですが、書ける日にまとめて書いて追いつくようにしています。


　記事の数が多くなってきて、読みたい記事を探しにくくなっていると思います。

　右の「最新記事」や「人気記事」から、記事にジャンプしてください。


2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ
　では、カテゴリー別で記事が最新のものから表示されます。


　ちなみに「人気記事」の欄では、過去３５日間のページビュー数累計の上位２０位の記事が表示されます。
　「アクセスカウンター」では、毎日のページビュー数が過去６０日間分、グラフで表示されます。
2018/8/13 ブログの模様がえをしました。



　検索機能もご利用ください。
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について



　こちらもどうぞ。
2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧






こひつじクリニックホームページ
















小松邦志ブログについて

2019年03月22日






　小松邦志ブログは２０１８年４月に始まりました。
　毎日書くことを目標にしています。
　書けない日も時々あったのですが、書ける日にまとめて書いて追いつくようにしています。


　記事の数が多くなってきて、読みたい記事を探しにくくなっていると思います。

　右の「最新記事」や「人気記事」から、記事にジャンプしてください。


2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ
　では、カテゴリー別で記事が最新のものから表示されます。


　ちなみに「人気記事」の欄では、過去３５日間のページビュー数累計の上位２０位の記事が表示されます。
　「アクセスカウンター」では、毎日のページビュー数が過去６０日間分、グラフで表示されます。
2018/8/13 ブログの模様がえをしました。



　検索機能もご利用ください。
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について



　こちらもどうぞ。
2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧






こひつじクリニックホームページ
















小松邦志ブログについて

2019年03月24日






　小松邦志ブログは２０１８年４月に始まりました。
　毎日書くことを目標にしています。
　書けない日も時々あったのですが、書ける日にまとめて書いて追いつくようにしています。


　記事の数が多くなってきて、読みたい記事を探しにくくなっていると思います。

　右の「最新記事」や「人気記事」から、記事にジャンプしてください。


2019/2/24 カテゴリー別アーカイブ
　では、カテゴリー別で記事が最新のものから表示されます。


　ちなみに「人気記事」の欄では、過去３５日間のページビュー数累計の上位２０位の記事が表示されます。
　「アクセスカウンター」では、毎日のページビュー数が過去６０日間分、グラフで表示されます。
2018/8/13 ブログの模様がえをしました。



　検索機能もご利用ください。
2018/12/12 小松邦志ブログの検索機能について



　こちらもどうぞ。
2018/8/5 記事一覧
2018/9/26 目次の目次
2018/9/28 「クリスチャンとして考えていること」記事一覧
2018/11/19 こひつじクリニックに関連する記事一覧






こひつじクリニックホームページ
















小松邦志ブログについて

2019年03月27日






　小松邦志ブログは２０１８年４月３０日に始まりました。
　ずっと livedoor でやってたのですが、本日、WordPress に引っ越しました。
　なんとか、本文は持ってこれたのですが、リンクが全部切れてしまってます。画像も見られなくなってしまいました。
　ぼちぼち、復元します。
　元の状態は livedoor ブログである こちらで見られます。















livedoor ブログから Wordpress に引っ越しました。

2019年03月28日






　いろいろ考えて、この livedoor ブログから Wordpress に引っ越しました。
　新しいブログの URL は https://yasushikomatsu.com です。
　今後は新しいブログの方に記事を上げていきます。
　初代ブログの記事も順次、新しいブログの方に移していきます。
　今後とも、小松邦志ブログをよろしくお願いします。
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